
 
 
 
 
 

 
博士＜臨床心理学＞論文 

 
 
 

幼児気質質問紙の作成とその臨床的応用の可能性 
2 0 1 5 年 3 月 
武 井 祐 子 

 
 
 
 
 
 
 

川 崎 医 療 福 祉 大 学 大 学 院 
 



題目

目次

第１章

1

6

10

16

20

第２章

25

26

28

62

69

77

第３章

83

84

87

92

第４章

95

96

103

118

第５章

122

124

126

128

130

謝辞 141

付録 143

第２節 幼児気質質問紙の臨床的応用の可能性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３節 幼児気質質問紙を用いて気質特徴を評価することの臨床的意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第２節 基本概念の定義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３節

第４節

幼児気質質問紙の作成

幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安（量的分析）との関連・・・・・・・・・・・・・・・・・

本章の総合考察　幼児気質質問紙を用いた養育者への育児支援の可能性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３節

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１節 幼児の気質特徴を評価する臨床的意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第４節

幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と幼児の問題行動との関連・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本章の総合考察　幼児気質質問紙を用いた子どもへの発達支援の可能性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本論文の目的および論文構成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第５節

発達心理学における気質研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

幼児期の気質を評価する方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第６節 本章の総合考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第５節

第１節

第１節

引用文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１節 幼児気質質問紙作成の試み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第４節

本研究の総括と今後の課題

第４節

幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安（質的分析）との関連・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第２節

幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安との関連

幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と発達的問題との関連

幼児気質質問紙の作成とその臨床的応用の可能性

第４節 幼児気質質問紙簡易版の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第２節 質問紙作成のための質問項目の収集および選定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３節

第３節

目的　質問紙作成の基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

問題と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第１節 問題と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

序　論

第２節 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と乳児期までの発達的問題との関連・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

幼児気質質問紙短縮版の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

幼児気質質問紙の作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 



 

1 
 

第 １ 章   

 序 論  

 

第 １ 節  

幼 児 の 気 質 特 徴 を 評 価 す る 臨 床 的 意 義  

 

昭 和 5 0 年 次 以 降 ，多 少 の 変 動 は あ る も の の ，出 生 数 の

減 少 は 続 き ， 平 成 1 7 年 次 の 合 計 特 殊 出 生 率 は 1 . 2 6 に な

っ た （ 厚 生 労 働 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 ， 2 0 1 3 ）。 そ の 後 ，

若 干 の 回 復 傾 向 は み ら れ る も の の ，平 成 2 3 年 次 の 合 計 特

殊 出 生 率 は 1 . 3 9 で あ り ，欧 米 と 比 較 し て も 低 い 出 生 率 と

な っ て い る （ 厚 生 労 働 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 ， 2 0 1 3 ）。 そ

の よ う な 中 で ， 虐 待 ， 不 登 校 ， 非 行 な ど ， 子 ど も を め ぐ

る 様 々 な 問 題 が 社 会 問 題 化 し て い る 。  

子 ど も の 行 動 特 徴 は ， 1 0 年 の ス パ ン で み る と ， そ の 程

度 は わ ず か で は あ る が 変 化 し て い る （ 草 薙 ・ 星 ， 2 0 0 5 ）。

1 0 年 前 と 比 較 す る と ， ひ と 言 で い う な ら 「 い い 子 」 に な

り ， よ り お と な し く ， 怒 り や 不 快 の 否 定 的 情 動 表 出 は あ

ま り せ ず ， 元 気 に 遊 ぶ こ と よ り 読 書 な ど の お と な し い 活

動 を 好 む よ う に な り ， よ り 注 意 を 集 中 し ， 衝 動 的 で は な

く ，行 動 を 抑 制 す る よ う に な っ て い る（ 草 薙 ・ 星 ，2 0 0 5 ）。

「 い い 子 」 で あ る 子 ど も は 当 然 の こ と な が ら ， 養 育 者 に

と っ て 育 て や す い 子 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。 し か し

そ の 一 方 で ，相 談 現 場 に お い て は ，「 ど の よ う に 叱 れ ば い

い か 分 か ら な い 」「 自 分 の 子 ど も は 順 調 に 発 達 し て い る

の だ ろ う か 」と い う 育 児 不 安 ，「 子 ど も と 一 緒 に い る と イ

ラ イ ラ す る 」「 自 分 の 時 間 が 欲 し い 」と い う 育 児 ス ト レ ス

な ど 育 児 を め ぐ る 悩 み に つ い て 相 談 も 増 加 し , 子 ど も を

虐 待 す る 行 為 の 背 景 に は , 程 度 の 差 は あ っ て も 子 育 て を

め ぐ る 不 安 や ス ト レ ス が 少 な か ら ず 存 在 す る こ と が 指 摘

さ れ て い る （ 星 野 ・ 富 永 , 2 0 1 3 ）  

乳 幼 児 を 育 て る 養 育 者 は ， 乳 幼 児 健 康 診 査 な ど の 相 談

現 場 で 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス な ど を 相 談 す る こ と が 多

い 。 乳 幼 児 健 康 診 査 の な か で も ， と く に 1 歳 6 ヶ 月 児 健
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康 診 査（ 以 下 ，1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 ）と 3 歳 児 健 康 診 査 は ，

地 域 の 事 情 に 合 わ せ て 多 少 の 調 整 の も と に 実 施 さ れ て い

る 。 こ れ ら の 乳 幼 児 健 康 診 査 は ， 母 子 保 健 法 に よ り 市 町

村 単 位 で 行 う こ と が 義 務 づ け ら れ ， 日 本 の ど の 地 域 で も

同 じ シ ス テ ム で 利 用 で き る 定 着 し た 事 業 と な っ て い る 。  

市 町 村 単 位 か つ 集 団 で 行 わ れ て い る 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診

は ， 諸 外 国 に 類 を み な い 日 本 独 自 の シ ス テ ム で あ る （ 小

関 ・ 森 岡 ， 2 0 0 2 ）。 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 で は ， 2 0 % 程 度 の 子

ど も が 「 要 経 過 観 察 」 と 判 断 さ れ , 5 人 に 1 人 の 子 ど も が

育 児 上 の 心 配 が あ る と 指 摘 さ れ て い る （ 吉 田 ， 2 0 0 3 ）。 し

か し ， 乳 幼 児 健 康 診 査 の 現 在 の 目 的 は ， 従 来 の 疾 病 対 策

か ら ，養 育 者 の リ ス ク を 早 期 発 見 ，早 期 介 入 を お こ な い ，

育 児 不 安 を 解 消 さ せ る よ う な 育 児 支 援 に ス ラ イ ド し て い

る （ 松 石 , 2 0 0 2 ）。 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 が ， 乳 幼 児 を 育 て る

養 育 者 が 利 用 す る 相 談 シ ス テ ム の １ つ で あ る こ と を 考 え

る と ， 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 の 機 会 に ， 子 ど も に と っ て も 養

育 者 に と っ て も 適 切 な 育 児 が で き る よ う 専 門 家 が 支 援 し

て い く こ と が 必 要 で あ る 。 ま た ， 乳 幼 児 健 康 診 査 な ど の

相 談 現 場 で は ， 養 育 者 の 育 児 ス ト レ ス や 育 児 不 安 な ど の

問 題 を 評 価 し て 適 切 に サ ポ ー ト す る こ と だ け で な く ， 養

育 者 が 育 児 ス ト レ ス や 育 児 不 安 な ど の 問 題 を 呈 さ な い よ

う ， 予 防 と い う 観 点 か ら ， 支 援 の 方 法 を 検 討 し て い く こ

と が 重 要 で あ る 。   

従 来 ， 相 談 現 場 で 訴 え ら れ る 養 育 者 の 育 児 不 安 は ， 主

と し て 子 ど も の 発 達 を め ぐ る 心 配 で あ り ， そ の 時 期 に 対

応 し た 具 体 的 な 助 言 で 解 決 し て き て い た 。し か し ，昨 今 ，

育 児 不 安 の 内 容 自 体 が 変 化 し ， 養 育 者 が 漠 然 と し た 不 安

を 訴 え る こ と が 多 い と 指 摘 さ れ て い る （ 田 中 , 1 9 9 3 ）。 実

際 ， 相 談 現 場 で は ，「 子 ど も と う ま く 関 わ れ な い 」「 子 ど

も と 一 緒 に い る と し ん ど い 」 と い っ た ， 具 体 的 な 方 針 を

示 す だ け で は 解 決 し な い ， 漠 然 と し た 育 児 不 安 や 育 児 上

の 問 題 が 訴 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 よ っ て ， 1 歳 6

ヶ 月 児 健 診 な ど の 相 談 現 場 で ， 養 育 者 の 育 児 不 安 に 対 応

す る 専 門 家 が 育 児 不 安 を 低 減 あ る い は 予 防 す る た め の 支



 

3 
 

援 を す る た め に は ， 乳 幼 児 期 の 子 ど も を 育 て る 養 育 者 の

育 児 不 安 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い て 理 解 し て お く 必 要

が あ る 。  

子 ど も の 発 達 を 促 し て い く 環 境 と し て 欠 か せ な い 親 子

関 係 ， と く に 母 子 関 係 が 健 全 で あ る こ と は 重 要 で あ り ，

乳 児 期 ， 幼 児 期 ほ ど と く に あ て は ま る 。 子 ど も の 成 長 発

達 の 過 程 で 何 か 問 題 が 生 じ る と ， 母 子 関 係 が 適 切 に 機 能

し て い な い と 考 え ら れ ， 母 親 の 責 任 と さ れ る こ と が 多 い

（ 大 日 向 ， 2 0 0 2 ）。 し か し ， 最 近 の 研 究 で ， 子 ど も の 発 達

上 の 問 題 （ 田 中 ， 1 9 9 3 ； 渡 部 ・ 岩 永 ・ 鷲 田 ， 2 0 0 2 ） や 子

ど も の 健 康 上 の 問 題 （ 福 井 ， 2 0 0 2 ） な ど ， 子 ど も 側 の 要

因 が ， 母 親 に 影 響 を 与 え ， そ の こ と で 養 育 者 が 育 児 不 安

を 抱 く よ う に な る と 報 告 さ れ る よ う に な っ て い る 。  

子 ど も 側 の 要 因 の な か で ， 養 育 者 の 育 児 不 安 に つ な が

る 子 ど も の 特 徴 は ， 養 育 者 に と っ て 育 て に く い ， あ る い

は 扱 い に く い 特 徴 と し て 評 価 す る こ と が で き る 。2 歳 と 3

歳 で は ， 男 児 が 女 児 よ り 扱 い に く い 子 ど も と さ れ る こ と

が 多 い が ， 1 歳 で は 性 別 に よ っ て 違 い は な い こ と ， 実 際

の と こ ろ , ど の 年 齢 に も 扱 い に く い と 認 知 さ れ る 子 ど も

が 2 割 程 度 存 在 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 高 濱 ・

渡 辺 , 2 0 0 6 ）。つ ま り ，1 歳 代 の 子 ど も に お い て は 5 人 に 1

人 が 性 別 に 関 係 な く 扱 い に く い と さ れ る 特 徴 を 示 し て お

り ， 1 歳 代 の 子 ど も を 育 て る 養 育 者 に ， な ん ら か の 積 極

的 な 育 児 支 援 を し て く こ と は 重 要 で あ る 。  

養 育 者 が 育 て に く い ， 扱 い に く い と 認 知 す る 子 ど も の

特 徴 は ， 昨 今 ， 子 ど も の 気 質 特 徴 に よ っ て 記 述 す る こ と

が で き る と い う 報 告 が あ る （ 庄 司 ， 1 9 9 9 ； 庄 司 ， 2 0 0 0 ）。

子 ど も の 気 質 特 徴 と 様 々 な 臨 床 的 な 問 題 と の 関 連 は ， い

く つ か の 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ て き て い る 。  

子 ど も の 発 達 上 の 問 題 と 子 ど も の 気 質 と の 関 連 に つ い

て は , 以 下 の よ う に 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ て い る 。た と え ば ，

子 ど も の 発 達 上 の 問 題 の １ つ で あ る 発 達 の 遅 れ と の 関 連

で は ， 子 ど も が 1 歳 6 ヶ 月 や 3 歳 の 時 点 で 発 達 の 遅 れ が

疑 わ れ る 場 合 ， こ れ ら の 子 ど も は し ば し ば 変 化 に 慣 れ に
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く く ， 活 動 の 持 続 性 が 短 く （ 麻 原 ・ 村 嶋 ・ 飯 田 ， 1 9 9 2 ），

扱 い に く い 気 質 （ 麻 原 ・ 井 桁 ,  1 9 9 3 ） を 示 す こ と が 指 摘

さ れ て い る 。 ま た ， 子 ど も の 発 達 の 遅 れ は 新 奇 刺 激 に 対

す る 回 避 傾 向 や 否 定 的 な 気 分 の 質 と 関 連 す る こ と も 指 摘

さ れ て い る （ T a s s e l ， 1 9 8 4 ）。 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 は ，

単 に 発 達 面 の 遅 れ だ け で な く ， 落 ち 着 き の な さ や 乱 暴 と

い っ た 行 動 上 の 問 題 も 含 ま れ る で あ ろ う 。 子 ど も の 行 動

上 の 問 題 と の 関 連 で は ， 1 歳 6 ヶ 月 の 時 点 で 注 意 の 集 中

性 や 体 内 リ ズ ム の 規 則 性 が 低 く ， 喜 怒 哀 楽 を 強 く 表 出 す

る 子 ど も は ， 児 童 期 に 注 意 欠 陥 お よ び 攻 撃 的 ・ 反 抗 的 な

行 動 傾 向 を 示 す と 報 告 さ れ て い る （ 菅 原 ・ 北 村 ・ 戸 田 ・

島 ・ 佐 藤 ・ 向 井 ， 1 9 9 9 ）。  

養 育 者 に と っ て 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 と 行 動 上 の 問 題

は ， そ れ の み で も 育 児 上 の 困 難 を も た ら す 。 乳 幼 児 期 の

発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 は ， そ れ が 治 療 で き な い 場

合 や 養 育 者 の 関 わ り の み で は 変 容 さ せ る こ と が 困 難 な 場

合 ，養 育 者 は 解 決 策 が 見 い だ せ ず , 子 ど も の 発 達 上 の 問 題

や 行 動 上 の 問 題 と い っ た 特 徴 が 養 育 者 の 育 児 上 の 負 担 と

な る 可 能 性 は と て も 高 い 。 そ れ に 加 え ， な ん ら か の 発 達

上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を も つ 子 ど も が ， 養 育 者 に と っ

て 扱 い に く い ， 育 て に く い 気 質 特 徴 を も つ 子 ど も で あ る

場 合 ， 養 育 者 の 育 児 は よ り 困 難 に な る 。 し か し そ の 一 方

で ， 子 ど も が な ん ら か の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を

も っ て い て も ， 養 育 者 が そ の 子 ど も の 気 質 特 徴 を 知 る こ

と は ， 日 常 の 育 児 を す る う え で ， ど の よ う な 関 わ り 方 が

よ り 適 切 で あ る か 明 確 に す る か も し れ な い 。実 際 , 子 ど も

の 能 力 よ り も 気 質 傾 向 の 方 が , 乳 幼 児 の 親 の 育 児 感 情 に

与 え る 影 響 が 大 き い と い う 指 摘 も あ る （ 諏 訪 ・ 加 藤 ・ 山

田 , 2 0 0 7 ）。 よ っ て ， 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を も つ

子 ど も を 育 て る 養 育 者 に と っ て ， 子 ど も の 気 質 特 徴 を 理

解 す る こ と は ， 育 児 上 の 困 難 を 軽 減 し ， 養 育 者 の 育 児 不

安 を 低 減 す る こ と に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  

一 方 ， 育 児 ス ト レ ス や 育 児 不 安 に 代 表 さ れ る 養 育 者 の

心 の 問 題 と 子 ど も の 気 質 と の 関 連 も 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ
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て い る 。 た と え ば ， 子 ど も が 乳 児 期 に 生 活 リ ズ ム の 不 規

則 さ や 応 答 性 の 低 さ を 示 す 場 合 ， 母 親 の 育 児 負 担 感 や 育

児 不 安 が 高 ま る 傾 向 が み ら れ ， 結 果 的 に ネ ガ テ ィ ブ な 育

児 イ メ ー ジ が 形 成 さ れ る ケ ー ス が 報 告 さ れ て い る（ 上 村 ，

1 9 8 9 ）。 ま た ， 子 ど も が 刺 激 に 敏 感 で ， 情 緒 的 反 応 が 強 い

場 合 ， 養 育 者 の 育 児 に 対 す る 対 処 不 能 感 や 育 児 不 安 が 高

く な る こ と や （ 輿 石 ， 2 0 0 2 a ;  輿 石 ， 2 0 0 2 b ）， 乳 幼 児 期 に

お い て 扱 い に く い 気 質 特 徴 を 示 す 子 ど も で あ っ た 場 合 ，

母 親 の 育 児 ス ト レ ス が 高 ま る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 水

野 ， 1 9 9 8 ）。  

養 育 者 が 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス を 訴 え る 状 況 で は ，

子 ど も の 発 達 を 促 す た め に 適 切 な 関 わ り を す る こ と は 困

難 に な り が ち で あ り ， 子 ど も の 発 達 が 阻 害 さ れ て い く 可

能 性 が あ る 。 子 ど も の 発 達 が 阻 害 さ れ る こ と で ， 養 育 者

の 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス は さ ら に 高 ま り ， そ の 結 果 ，

子 ど も の 発 達 が 阻 害 さ れ る と い う 悪 循 環 も 予 想 さ れ る 。

そ の よ う な 状 況 の 下 で は ， 子 ど も の 情 緒 発 達 に 必 要 な 健

全 な 愛 着 関 係 を 形 成 し て い く こ と が 困 難 に な り ， 愛 着 関

係 を 基 礎 に 育 ま れ て い く 自 尊 心 や ，自 律 性 を 獲 得 で き ず ，

結 果 的 に 不 登 校 や 非 行 に つ な が る よ う な 臨 床 的 な 問 題 に

い た る こ と も あ る で あ ろ う 。 よ っ て ， 養 育 者 が 子 ど も の

気 質 特 徴 を 理 解 す る こ と が ， 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス を

訴 え る 養 育 者 へ の 直 接 的 な 支 援 に つ な が り ， 結 果 的 に 子

ど も の 発 達 を 阻 害 す る こ と な く ， 養 育 者 と 子 ど も の 健 全

な 愛 着 関 係 の 形 成 に 寄 与 す る こ と も 可 能 と な る と 考 え ら

れ る 。  

以 上 の こ と を 考 慮 す る と ， 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 で 養 育 者

へ の 積 極 的 な 育 児 支 援 が 可 能 と な る よ う に ， 1 歳 6 ヶ 月

頃 の 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と ， と く に 子 ど も の

気 質 特 徴 の な か で も 発 達 の 遅 れ や 発 達 上 や 行 動 上 の 問 題 ，

育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス な ど の 養 育 者 の 心 理 的 問 題 と 関

連 が み ら れ る 気 質 特 徴 を 早 期 に 評 価 し ， 子 ど も に と っ て

適 切 な 関 わ り や 環 境 が 提 供 で き る よ う ， 専 門 家 が 養 育 者

に 助 言 す る こ と は 重 要 で あ る 。  
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第 ２ 節  

基 本 概 念 の 定 義   

 

 気 質 と は 何 で あ ろ う か 。 人 間 は 一 人 一 人 違 う 。 正 常 に

産 ま れ た 赤 ち ゃ ん （ 新 生 児 ） は ， 成 人 に 比 べ る と 大 き な

個 人 差 は 観 察 さ れ ず ， 個 人 差 は 生 後 の 生 育 環 境 や そ こ で

の 経 験 の 差 か ら 徐 々 に 生 じ る も の と 考 え ら れ て き た （ 田

島 ， 2 0 0 0 ）。 し か し ， 新 生 児 に も ， よ く 泣 く タ イ プ や あ ま

り 泣 か な い タ イ プ ， 敏 感 な タ イ プ や 鈍 感 な タ イ プ ， よ く

動 く タ イ プ や あ ま り 動 か な い タ イ プ が あ る こ と は ， 何 人

か の 新 生 児 に 関 わ れ ば 明 ら か で あ る 。多 く の 研 究 者 達 は ，

こ の よ う な 発 達 初 期 か ら の 個 人 差 を ， 生 得 的 で 生 物 学 的

な 基 礎 を も つ 気 質 と い う 概 念 で 捉 え ， 遺 伝 的 要 因 の 影 響

が 強 く ， 環 境 的 要 因 に よ っ て は あ ま り 変 化 し な い と 考 え

て い た 。 気 質 の 研 究 史 に つ い て は 水 野 （ 2 0 0 2 ） が ま と め

て い る が ， そ の 気 質 と い う 概 念 が ど の よ う に 扱 わ れ て き

た か ， そ の 歴 史 的 な 流 れ を み る と ， 大 ま か に 以 下 の よ う

に ま と め ら れ る 。  

ギ リ シ ア の H i p p o c r a t e s は ， 熱 と 冷 と 乾 と 湿 の 比 率 が

違 う 4 つ の 体 液 が 人 間 の 体 の な か に は あ る と し ， そ の 4

つ の 体 液 を 血 液 ， 黄 胆 汁 ， 黒 胆 汁 ， 粘 液 と し て い る 。 の

ち に こ の 4 体 液 説 か ら ， 多 血 質 ， 黒 胆 汁 質 ， 黄 胆 汁 質 ，

粘 液 質 の 4 つ の 気 質 タ イ プ が 分 類 さ れ ， そ れ ぞ れ 行 動 上

の 特 徴 が あ て は め ら れ て い る 。 つ ま り ， 人 間 の 生 理 学 的

な 体 質 的 な 違 い と 行 動 上 の 特 徴 （ 気 質 ） の 対 応 関 係 が 明

ら か に さ れ て い る 。2 0 世 紀 に な る と ド イ ツ の K r e t s c h m e r

が ， 体 格 を 細 長 型 ， 肥 満 型 ， 闘 士 型 の 3 つ に 分 類 し ， そ

れ ら の 体 格 と 精 神 病 と の 関 連 性 を 整 理 し ，3 つ の 体 格 と 3

つ の 精 神 病 に 対 応 関 係 を 見 い だ し て い る 。 さ ら に そ こ か

ら 得 ら れ た 知 見 を ， 健 常 な 人 の 体 格 と パ ー ソ ナ リ テ ィ の

関 連 性 に 発 展 さ せ ， 細 長 型 ， 肥 満 型 ， 闘 士 型 と い う 3 つ

の 体 形 が 分 裂 気 質 , 循 環 気 質 , 粘 着 気 質 と い う 3 つ の 気 質

類 型 が 示 す 行 動 特 徴 と 対 応 す る こ と を 明 ら か に し て い る 。

つ ま り ， 人 間 の 身 体 的 特 徴 と 行 動 上 の 特 徴 （ 気 質 ） と を



 

7 
 

対 応 さ せ て 類 型 化 し よ う と し て い る 。ま た ，同 じ 2 0 世 紀

に ア メ リ カ の S h e l d o n は ， K r e t s c h m e r と 同 じ く 体 格 に 注

目 し ， 体 格 の 違 い を 3 つ の タ イ プ に 整 理 し ， 内 胚 葉 型 ,

中 胚 葉 型 , 外 胚 葉 型 と い う 3 つ の 体 格 類 型 を 考 え た 。彼 は

気 質 を あ ら わ す 特 性 を 集 め て 気 質 尺 度 を 作 成 し , 内 蔵 緊

張 型 , 身 体 緊 張 型 , 頭 脳 緊 張 型 と い う 3 群 の 気 質 類 型 を 設

定 し て , こ の 3 つ の 気 質 類 型 と 内 胚 葉 型 , 中 胚 葉 型 , 外 胚

葉 型 と い う 3 つ の 体 格 類 型 と の 対 応 関 係 を 明 ら か に し た 。

つ ま り ， 人 間 の 身 体 的 特 徴 と 行 動 上 の 特 徴 （ 気 質 ） と を

対 応 さ せ て 類 型 化 し て 整 理 し て い る 。そ し て そ の 結 果 は ,  

K r e t s c h m e r の 考 え を 支 持 す る も の で あ っ た 。さ ら に 近 年

に な る と ， イ ギ リ ス の E y s e n c k が ， 統 計 的 分 析 に よ っ て

外 向 性 と 神 経 症 的 傾 向 が 独 立 し た 基 本 次 元 で あ る と し ,

そ の 2 次 元 を 組 み 合 わ せ ， 4 つ の 気 質 類 型 を 同 定 し て い

る 。 彼 は 外 向 性 と 神 経 症 的 傾 向 の 2 つ の 基 本 次 元 が 大 脳

皮 質 の 興 奮 と 抑 制 と の バ ラ ン ス と い っ た 生 物 学 的 な 基 盤

に 基 づ く 個 人 差 と 関 連 し て い る と 説 明 し て い る 。 彼 は そ

の 後 , 精 神 病 質 傾 向 を 追 加 し , 3 次 元 で の 説 明 を 試 み よ う

と し て い る 。 つ ま り ， E y s e n c k は ， 統 計 的 手 法 に よ っ て

得 ら れ た 気 質 類 型 の 次 元 と 生 理 レ ベ ル で の 体 質 的 個 人 差

と を 対 応 さ せ て 類 型 化 し て い る 。  

発 達 心 理 学 に お い て も 気 質 に つ い て は 研 究 対 象 と な っ

て い る 。 発 達 心 理 学 の 分 野 で は 発 達 初 期 に み ら れ る 子 ど

も の 行 動 特 徴 の 個 人 差 に 気 質 と い う 用 語 を あ て て い る も

の が 多 い が ， 研 究 者 に よ っ て と ら え 方 に 若 干 の 違 い が み

ら れ る 。  

T h o m a s  &  C h e s s（ 1 9 8 6 ）は ，N e w  Y o r k  L o n g i t u d i n a l  S t u d y

（ 以 下 ， N Y L S ） で 得 ら れ た デ ー タ よ り ， 行 動 反 応 パ タ ー

ン の 個 人 差 を 気 質 と よ ん で い る 。彼 ら は , 気 質 を パ ー ソ ナ

リ テ ィ や 能 力 , 動 機 な ど と 明 確 に 区 別 し ,  “ 活 動 水 準

（ a c t i v i t y  l e v e l ）”“ 周 期 性 （ r h y t h m i c i t y ）”“ 接 近 ・ 回

避 （ a p p r o a c h / w i t h d r a w a l ）”“ 順 応 性 （ a d a p t a b i l i t y ）”

“ 反 応 閾 値（ t h r e s h o l d ）”“ 反 応 の 強 度（ i n t e n s i t y ）”“ 気

分 の 質 （ m o o d ）”“ 気 の 散 り や す さ （ d i s t r a c t a b i l i t y ）”
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“ 注 意 の 範 囲 と 持 続 性 （ a t t n e t i o n  a n d  p e r s i t e n c e ）” と

い う 9 つ の 特 徴 で 評 価 で き る と し て い る 。 K a g a n  &  

M o s s ( 1 9 6 2 ) は ， 初 め て 出 会 っ た 人 に 対 し て 人 な つ っ こ く

接 し ， 初 め て の 場 所 で も す ぐ に 馴 染 む 子 ど も も い れ ば ，

初 め て の 人 に 恥 ず か し そ う に し た り ， 恐 れ た り ， 初 め て

の 場 所 に な か な か 馴 染 ま な い 子 ど も も い る こ と に 注 目 し

た 。 彼 ら は ， 縦 断 研 究 を す す め る な か で ， そ れ ら の 個 人

差 を 気 質 的 行 動 特 徴 と し ， 子 ど も の 幼 児 期 か ら 児 童 期 ，

青 年 期 ま で 一 貫 し て 確 認 さ れ る こ と を 明 ら か に し た 。 彼

ら は ， 初 め て の 状 況 （ 場 所 や 人 ） に 対 し て 極 端 に 臆 病 に

な る と い っ た 行 動 特 徴 を “ 行 動 抑 制 傾 向 （ b e h a v i o r a l  

i n h i b i t a t i o n ）”と い う 気 質 概 念 で 表 現 し ，心 拍 と い っ た

生 理 学 的 指 標 と 対 応 す る こ と ， 発 達 初 期 か ら 安 定 し て み

ら れ る 気 質 的 個 人 差 で あ る と し て い る 。 B u s s  &  P l o m i n

（ 1 9 8 4 ） は ， 気 質 は 発 達 初 期 に み ら れ る 特 性 で あ り ， 遺

伝 的 な も の で ， 生 得 的 な パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 性 で あ る と し

て い る 。 気 質 次 元 と し て ，“ 情 動 性 （ e m o t i n a l i t y ）”“ 活

動 性 （ a c t i v i t y ）”“ 社 会 性 （ s o c i a b i l i t y ）” の 3 つ を 考

え ,  こ れ ら の 気 質 次 元 は 後 の パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 性 と あ る

程 度 の 連 続 性 を 示 す と し て い る 。 彼 ら に よ る と ， 発 達 初

期 に 出 現 し た 遺 伝 的 な も の で あ る 気 質 特 性 は ， 後 に 環 境

要 因 に よ っ て 修 正 さ れ る こ と は あ る が ， 後 の パ ー ソ ナ リ

テ ィ を 安 定 し て 形 成 す る も の で あ る と さ れ て い る 。

R o t h b a r t （ 1 9 8 1 ， 1 9 8 6 ） お よ び  R o t h b a r t  &  D e r r y b e r r y

（ 1 9 9 4 ） は , 気 質 を “ 反 応 性 （ r e a c t i v i t y ）” と “ 自 己 制

御 （ s e l f - r e g u l a t i o n ）” に お け る 体 質 的 な 個 人 差 で ， 生

物 学 的 体 質 を 基 盤 と し て ， 遺 伝 に よ る も の と 時 間 の 経 過

に と も な う こ と に よ る 成 熟 に よ る も の ， 環 境 の な か で 経

験 す る こ と に よ る も の と が 相 互 に 影 響 し あ っ て 現 れ る 行

動 特 徴 と し て い る 。 気 質 次 元 と し て “ 活 動 性 の 水 準

（ a c t i v i t y  l e v e l ）”“ 微 笑 と 笑 い （ s m i l i n g  a n d  

l a u g h t e r ）”“ 恐 れ （ f e a r ）”“ 制 限 を 与 え ら れ た 場 合 の 負

の 情 動 表 出 （ d i s t r e s s  t o  l i m i t a t i o n s ）”“ 沈 静 の 容 易 さ

（ s o o t h a b i l i t y ） ” “ 注 意 の 持 続 性 （ u n d i s t u r b e d  
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p e r s i s t e n c e ）” の 独 立 し た 6 次 元 を あ げ て い る 。 C a s p i  &  

S i l v a  ( 1 9 9 5 ) は , 子 ど も の 気 質 を“ コ ン ト ロ ー ル が き か な

い （ u n d e r c o n t r o l l e d ）”“ 抑 制 的 （ i n h i b i t e d ）”“ 順 応

（ w e l l - a d j u s t e d ）”と い う 3 つ に 類 型 化 し , そ の 後 の パ ー

ソ ナ リ テ ィ の 発 達 に お い て も 一 貫 性 が 高 い と し て い る 。

G o l d s m i t h  &  C a m p o s （ 1 9 8 2 ） は ， 社 会 化 の 影 響 を 受 け て

い な い ， 認 知 的 プ ロ セ ス に 媒 介 さ れ て い な い 解 釈 が 比 較

的 容 易 と さ れ る 乳 児 期 に 限 定 し て 気 質 概 念 を 定 義 し て い

る 。 彼 ら は 乳 児 と 関 わ り 合 い を も つ 他 者 に と っ て 意 味 が

あ り ，認 知 さ れ う る レ ベ ル で 分 析 さ れ る 必 要 が あ る こ と ，

行 動 上 に あ ら わ れ る も の が 生 理 学 上 の 指 標 よ り も 容 易 に

見 極 め ら れ る こ と か ら ， 乳 児 が 気 質 特 徴 と し て 表 出 す る

行 動 様 式 を 中 心 に 気 質 を 定 義 し て い る 。 彼 ら に よ る と ，

気 質 は 個 人 差 の 概 念 で あ り ， 体 質 上 の 概 念 で あ り ， 程 度

と 性 質 は 気 質 次 元 に よ っ て 様 々 で あ る に し て も ， 気 質 次

元 は 安 定 し た も の と さ れ て い る 。 ま た ， 気 質 次 元 は 情 緒

と 関 連 を も ち ， 情 動 的 な も の で あ る こ と ， 気 質 の 個 人 差

は 各 々 の 気 質 次 元 が 表 出 さ れ る 時 の 強 度 の パ ラ メ ー タ ー

と 表 出 に お け る 時 間 的 パ ラ メ ー タ ー で 表 さ れ る と し て い

る 。  

水 野 （ 2 0 0 3 ） は ， 発 達 心 理 学 領 域 に お け る 気 質 概 念 を

整 理 し , 体 質 的 な も の で あ る こ と ，乳 児 期 に あ ら わ れ ，あ

る 程 度 の 発 達 的 連 続 性 を も つ こ と ， 客 観 的 に 判 断 で き る

個 人 差 で あ る こ と ， 環 境 の 影 響 を 受 け て 変 化 し う る と 考

え る 点 が 共 通 し た 気 質 概 念 で あ る と し て い る 。 確 か に ，

前 述 し た よ う な 発 達 心 理 学 領 域 に お け る 多 く の 研 究 者 の

気 質 概 念 の 考 え を 整 理 す る と ， 気 質 は 基 本 的 に 体 質 的 な

基 盤 を も ち ，個 人 の 行 動 特 徴 に 一 貫 性 を も た ら す , あ る 程

度 の 発 達 的 連 続 性 を も つ ， 発 達 初 期 か ら 明 ら か に な る 個

人 差 と 考 え ら れ る 。 し か し ， 気 質 特 徴 が 観 察 可 能 な 行 動

特 徴 と し て 表 現 さ れ る と 理 解 す る な ら ば ， 気 質 特 徴 そ の

も の が 変 化 す る と い う よ り も ，環 境 と の 相 互 作 用 の 結 果 ，

表 現 さ れ る 行 動 が 変 化 す る 可 能 性 が あ る と 理 解 す る こ と

も 可 能 で あ る 。 ど ち ら に せ よ ， 気 質 概 念 を 扱 う 際 に は ，
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環 境 と の 相 互 作 用 と い う 視 点 が 特 に 重 要 で あ る と 考 え ら

れ る 。  

 

第 ３ 節  

発 達 心 理 学 に お け る 気 質 研 究  

 

 従 来 ， 子 ど も の 性 格 は ， 両 親 か ら の 関 わ り な ど の 環 境

要 因 に よ っ て 形 成 さ れ て い く と 考 え ら れ て い た 。し か し ，

1 9 6 0 年 代 に な る と ， 子 ど も の 生 来 の 性 格 （ 気 質 ） が 親 の

子 ど も に 対 す る 関 わ り 方 に 影 響 を 与 え る こ と ， さ ら に 同

時 に 環 境 の 働 き に よ り ， 子 ど も の 性 格 も 変 化 し て い く と

い う ， 子 ど も の 気 質 と 環 境 の 相 互 作 用 説 が 提 唱 さ れ た 。

ま た ， 子 ど も 自 身 が 気 質 に お け る 個 人 差 に 基 づ い て ， 周

囲 の 環 境 を 選 択 し て い く と 考 え ら れ る よ う に な っ た 。  

例 え ば ， 活 発 す ぎ る 子 ど も に 対 し て ， 一 般 的 に 親 は 子

ど も の 行 動 を 制 限 す る よ う な 関 わ り が 多 く な り ， 子 ど も

の 活 発 さ は 抑 え ら れ て し ま う こ と が あ る だ ろ う 。 ま た ，

新 し い 環 境 に 馴 染 み や す い タ イ プ の 子 ど も は ， 新 し い 経

験 を 積 極 的 に 選 び と り ， 多 種 多 様 な 経 験 を 積 ん で い く よ

う に な る だ ろ う 。 つ ま り ， 子 ど も の 生 来 の 気 質 特 徴 が 異

な る が た め に ， 周 囲 か ら 与 え ら れ る 環 境 あ る い は 自 分 か

ら 選 択 す る 環 境 が 異 な る こ と に つ な が り ， そ の 後 の 発 達

過 程 が 異 な る こ と と な る 。  

し か し ， そ の 一 方 で ， 馴 染 み や す さ が 同 じ 程 度 の 子 ど

も で も ， 子 ど も 自 身 が 選 択 で き な い レ ベ ル で 異 な る 環 境

が 与 え ら れ た 時 ， そ れ ぞ れ の 子 ど も は 全 く 異 な る 発 達 を

た ど っ て い く こ と も あ る 。 つ ま り ， た と え 子 ど も が 同 じ

気 質 特 徴 を 示 し て い て も ， 周 囲 か ら 与 え ら れ る 環 境 が 否

応 な く 異 な り ， そ の 異 な っ た 環 境 で 育 つ こ と を 要 求 さ れ

る が た め に ， 異 な る 発 達 過 程 を 示 す こ と も あ り え る 。 ど

ち ら に せ よ ， 子 ど も は 自 身 の 特 徴 と 環 境 と の 相 互 作 用 に

よ っ て 影 響 を 受 け ， そ の 子 ど も な り の 発 達 を し て い く と

考 え ら れ る 。  

気 質 と 環 境 と の 相 互 作 用 の 重 要 性 を 実 証 し た 研 究 と し
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て ， T h o m a s ,  C h e s s ,  B i r c h ,  H e r t z i g  &  K o r n （ 1 9 6 3 ） の

報 告 が あ げ ら れ る 。彼 ら は 1 9 5 6 年 か ら ，N Y L S を 実 施 し ，

1 4 0 名 以 上 の 生 後 2 ， 3 ヶ 月 の 子 ど も の 詳 細 な 行 動 特 徴 の

デ ー タ を 定 期 的 に 集 め た 。 そ の 結 果 を も と に ， 乳 児 期 初

期 に お け る 子 ど も の 行 動 反 応 パ タ ー ン に 明 確 な 個 人 差 が

み ら れ る こ と ， 乳 児 期 初 期 に 見 ら れ た 個 人 差 が 生 後 2 年

間 は あ る 程 度 安 定 性 を 保 っ て い る こ と を 報 告 し て い る 。  

T h o m a s  &  C h e s s （ 1 9 8 6 ） は ， 行 動 反 応 パ タ ー ン の 個 人

差 を 気 質 と よ び ，“ 活 動 水 準 （ a c t i v i t y  l e v e l ）”“ 周 期 性

（ r h y t h m i c i t y ）”“ 接 近・回 避（ a p p r o a c h /  w i t h d r a w a l ）”

“ 順 応 性（ a d a p t a b i l i t y ）”“ 反 応 閾 値（ t h r e s h o l d ）”“ 反

応 の 強 度（ i n t e n s i t y ）”“ 気 分 の 質（ m o o d ）”“ 気 の 散 り や

す さ （ d i s t r a c t a b i l i t y ）”“ 注 意 の 範 囲 と 持 続 性

（ a t t n e t i o n  a n d  p e r s i t e n c e ）” と い う 9 つ の 特 徴 で 評 価

で き る と し て い る 。さ ら に , こ れ ら の 特 徴 の な か で も“ 周

期 性 ”“ 接 近・回 避 ”“ 順 応 性 ”“ 反 応 の 強 度 ”“ 気 分 の 質 ”

の 5 つ の 特 徴 に も と づ い て ， 気 質 を い く つ か の タ イ プ に

分 類 し て い る 。 １ つ は ， 反 応 が 強 く ， 生 理 リ ズ ム が 不 規

則 で ， 初 め て の こ と に 慣 れ に く く 尻 込 み し ， 機 嫌 が 悪 い

「 扱 い に く い 子 ど も （ D i f f i c u l t  C h i l d ）」 で あ り ， 全 体

で 1 0 % 程 度 い る と さ れ て い る 。 も う １ つ は ， 反 応 は お だ

や か で ， 生 理 リ ズ ム が 規 則 的 で ， 初 め て の こ と に も 慣 れ

や す く ， 物 怖 じ し な い で 積 極 的 に 近 づ く 「 扱 い や す い 子

ど も （ E a s y  C h i l d ）」 で あ り ， 全 体 で 4 0 % 程 度 い る と さ れ

て い る 。 ま た ， 反 応 は お だ や か で ， 活 動 性 が 低 く ， 初 め

て の こ と に 慣 れ に く く 尻 込 み し ， 機 嫌 が 悪 い 「 時 間 の か

か る 子 ど も （ S l o w - t o - W a r m - U p  C h i l d ）」 は ， 1 0 ～ 1 5 % 程 度

い る と さ れ て い る 。  

彼 ら は ， 人 間 の 行 動 は ， 何 が で き る か （ W h a t ）， な ぜ 行

動 す る か （ W h y ）， ど の よ う に 行 動 す る か （ H o w ） と い う 3

つ の 側 面 か ら 評 価 さ れ る と し て い る 。 こ の な か で 気 質 は

人 が ど の よ う に 行 動 す る の か （ H o w ） の 違 い で あ り ， 何 を

行 動 す る の か あ る い は 何 が で き る の か （ W h a t ） と い う 行

動 の 内 容 の 違 い や 能 力 の 違 い を 指 す も の で も ， な ぜ 行 動
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す る の か（ W h y ）と い う 行 動 の 動 機 に か か わ る も の で も な

い と し て い る 。 つ ま り ， 気 質 は ど の よ う に 行 動 す る か

（ H o w ）と い う 行 動 の ス タ イ ル ，あ る い は 行 動 的 個 性 と さ

れ て い る 。  

彼 ら に よ る と ， 気 質 特 徴 に よ る 違 い は 以 下 の よ う に 考

え る こ と が で き る 。 食 べ る ， 眠 る ， 遊 ぶ ， 泣 く ， 笑 う と

い っ た 乳 幼 児 の 行 動 の 内 容 に も と づ い て 子 ど も を 区 別 す

る こ と は 容 易 で は な い 。 し か し ， 行 動 の 内 容 に も と づ い

て 子 ど も を 特 徴 づ け る の で は な く ， ど の よ う に す る の か

と い う 行 動 の ス タ イ ル と い う 視 点 で 考 え る と ， 子 ど も の

気 質 特 徴 を 比 較 的 容 易 に 記 述 す る こ と が で き る 。 食 べ る

を 例 に あ げ て 考 え る と ，あ る 子 ど も は 規 則 的 に 食 べ た が ，

別 の 子 ど も は 不 規 則 に 食 べ た と 記 述 す る こ と は ， 複 数 の

子 ど も の 食 べ る と い う 行 動 を ど の よ う に す る か と い う 視

点 で 明 確 に 区 別 す る こ と を 可 能 に す る 。 ま た ， 眠 る を 例

に あ げ て 考 え る と ， あ る 子 ど も は わ ず か な 物 音 で 睡 眠 が

中 断 し 起 き て し ま う が ， 別 の 子 ど も は 一 度 眠 り に つ く と

大 き な 音 が し て も 睡 眠 を 中 断 せ ず に 一 定 時 間 眠 っ て い る

と 記 述 す る こ と は ， 複 数 の 子 ど も の 眠 る と い う 行 動 を ，

ど の よ う に す る か と い う 視 点 で の 明 確 な 区 別 を 可 能 と す

る だ ろ う 。 こ の よ う に ， 行 動 の 内 容 や 種 類 で は な く ， 行

動 の 様 式 的 側 面 に 注 目 す る こ と で ， 発 達 初 期 に お い て ，

個 人 差 を 記 述 す る こ と が 可 能 と な る と 考 え ら れ る 。 そ の

行 動 の 様 式 的 な 違 い を 気 質 特 徴 と 評 価 す る こ と が で き る

（ L e r n e r  &  L e r n e r ， 1 9 8 3   遠 藤 訳  1 9 9 3 ）。  

さ ら に ， T h o m a s  &  C h e s s （ 1 9 8 6 ） は ， 環 境 と 気 質 と が

相 互 に 作 用 し 合 い ， そ の 結 果 ， 子 ど も が 発 達 し て い く と

い う 視 点 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 気 質 は 人 が い か に 行

動 す る か に つ い て の 個 人 差 で あ る が ， 子 ど も の も つ こ の

よ う な 行 動 ス タ イ ル は ， 養 育 に 関 わ る 周 囲 の 大 人 の 態 度

形 成 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。 つ ま り ， 個 体 の も つ 特

性 の 能 動 的 な 機 能 を 認 め , 養 育 者 が 一 方 的 に 子 ど も に 影

響 を 与 え る だ け で な く , 子 ど も の 側 も 養 育 者 を は じ め と

す る 周 囲 の 大 人 に 影 響 を 与 え て い る と い う , 生 得 的 要 因
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と 環 境 要 因 の 両 面 か ら 発 達 の 一 般 法 則 が 指 摘 さ れ て い る

（ 上 村 , 2 0 0 2 ）。  

T h o m a s  &  C h e s s の 研 究 に お い て ， 同 じ 気 質 特 徴 を も っ

た 子 ど も で あ っ て も ， そ の 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 の 違 い

に よ り ，異 な る 発 達 を と げ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。

た と え ば ，「 扱 い に く い 子 ど も 」 の 7 0 % ，「 扱 い や す い 子

ど も 」 の 1 8 % ，「 時 間 の か か る 子 ど も 」 の 4 0 % が な ん ら か

の 精 神 医 学 的 な 援 助 を 必 要 と す る 行 動 上 の 問 題 を 青 年 期

ま で の ど こ か で 呈 し て い た こ と が 明 ら か と な っ て い る 。

こ の 3 つ の タ イ プ の 子 ど も の 養 育 者 の 養 育 観 や 育 児 方 法

に 特 別 な 違 い が な い こ と も 明 ら か と な っ て お り ， 子 ど も

の 発 達 初 期 の 気 質 特 徴 が ， の ち の 問 題 行 動 と 直 接 的 に 結

び つ い て い る と 考 え る こ と も で き る 。実 際 ，「 扱 い に く い

子 ど も 」 の 方 が ，「 扱 い や す い 子 ど も 」 や 「 時 間 の か か る

子 ど も 」 よ り も ， 後 の 問 題 行 動 を 引 き 起 こ し や す い こ と

は 多 く の 研 究 で 明 ら か と な っ て い る 。し か し ，た と え「 扱

い に く い 子 ど も 」 で あ っ て も ， 彼 ら の 報 告 で い え ば ， 残

り の 3 0 % が 深 刻 な 問 題 を 引 き 起 こ す こ と な く 成 長 し て い

る と 解 釈 す る こ と も で き る 。 つ ま り ， 同 じ 気 質 特 徴 を 呈

し て い て も ， 環 境 と の 相 互 作 用 に よ っ て ， 問 題 を 引 き 起

こ す こ と も あ れ ば ， と く に 問 題 を お こ す こ と な く 成 長 し

て い く 可 能 性 が あ る 。  

同 じ 気 質 特 徴 を 呈 し て い て も ， 環 境 と の 相 互 作 用 に よ

っ て ， 問 題 を 引 き 起 こ す こ と も あ れ ば ， と く に 問 題 を お

こ す こ と な く 成 長 し て い く 可 能 性 が あ る こ と は 別 の 報 告

で も 明 ら か と な っ て い る 。 た と え ば ， N Y L S の プ ロ ジ ェ ク

ト の サ ン プ ル の う ち ，1 3 3 人 の 中 産 階 級 の 白 人 と 9 8 人 の

労 働 者 階 級 の プ エ ル ト リ コ 人 の 約 1 4 年 間 に わ た る 追 跡

調 査 で 明 ら か に さ れ て い る 。 2 つ の サ ン プ ル の 子 ど も の

気 質 属 性 の 分 布 に 違 い は な い と さ れ た が ， そ の 後 の 適 応

状 況 に は 大 き な 違 い が 認 め ら れ た 。 た と え ば 生 理 リ ズ ム

の 不 規 則 性 に お い て ， 中 産 階 級 の 白 人 家 庭 で は ， 規 則 的

な リ ズ ム が 要 求 さ れ る た め ， 子 ど も の 生 理 リ ズ ム の 不 規

則 性 は 親 の 要 求 に 適 合 し な い こ と と な り ， 問 題 と さ れ ，
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結 果 的 に 問 題 行 動 の 前 兆 と な っ た 。 し か し ， 中 産 階 級 の

白 人 家 庭 の 親 は ， 子 ど も の 不 規 則 な 生 理 リ ズ ム を 安 定 さ

せ る た め に 生 活 の な か で 多 く の 手 段 を 講 じ ， 彼 ら の 多 く

の 子 ど も は そ の 手 段 に 適 応 し た た め ， 子 ど も の 不 規 則 な

生 理 リ ズ ム が 続 く こ と は な か っ た 。 つ ま り ， 中 産 階 級 の

白 人 家 庭 に お い て は ， 生 理 リ ズ ム の 不 規 則 性 は 乳 児 期 に

は 問 題 と な る も の の ， そ れ よ り 後 の 児 童 期 以 降 の 適 応 の

問 題 の 前 兆 と は な ら な か っ た 。 し か し そ の 一 方 で ， 労 働

者 階 級 の プ エ ル ト リ コ 人 家 庭 で は ， 乳 児 期 の 子 ど も の 不

規 則 な 生 理 リ ズ ム に 対 し て と く に 問 題 と せ ず ， 生 理 リ ズ

ム の 規 則 性 を 子 ど も に 要 求 す る こ と は 全 く な か っ た 。 つ

ま り ， 子 ど も の 生 理 リ ズ ム の 不 規 則 性 は ， 労 働 者 階 級 の

プ エ ル ト リ コ 人 家 庭 で は 親 の 要 求 に 適 合 し な い と い う こ

と は な く ， 問 題 と な ら な い た め ， 子 ど も の 問 題 行 動 の 前

兆 と な ら な か っ た 。 労 働 者 階 級 の プ エ ル ト リ コ 人 家 庭 の

親 は ， 子 ど も が 望 む 時 間 に 寝 て ， 起 き る こ と を 許 し ， 親

は 子 ど も の 不 規 則 な 生 理 リ ズ ム を 安 定 さ せ る た め に ， 生

活 の な か で と く に 手 段 を 講 じ る こ と は な か っ た 。さ ら に ，

子 ど も の ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わ せ て 自 分 の ス ケ ジ ュ ー ル を

調 整 す る た め ， 多 く の 子 ど も は そ れ に 適 応 す る こ と と な

り ， 子 ど も の 不 規 則 な 生 理 リ ズ ム は 続 い た が ， 子 ど も の

適 応 上 の 問 題 が 生 じ る こ と は な か っ た 。 し か し ， 子 ど も

達 が 児 童 期 以 降 ， 就 学 す る 時 期 に な っ た 時 ， 子 ど も 達 は

生 理 リ ズ ム の 不 規 則 性 の た め に 十 分 な 睡 眠 が 得 ら れ ず ，

臨 床 的 な 問 題 を も つ 子 ど も の 半 数 に 睡 眠 障 害 が 診 断 さ れ

て い た 。 つ ま り ， 労 働 者 階 級 の プ エ ル ト リ コ 人 家 庭 に お

い て は ， 生 理 リ ズ ム の 不 規 則 性 は 乳 児 期 に は 問 題 と な ら

な い も の の ， そ れ よ り 後 の 児 童 期 以 降 の 適 応 の 問 題 の 前

兆 と な っ て い た 。  

ま た ， 調 査 対 象 と な っ て い た 労 働 者 階 級 の プ エ ル ト リ

コ 人 家 庭 は た い て い 複 数 の 子 ど も が い て ， 小 さ な ア パ ー

ト に 住 ん で い た 。 ま た ， 暮 ら し て い る 外 の 環 境 は 決 し て

安 全 と は い え ず ， 子 ど も だ け で 十 分 に 外 で 遊 ぶ と い う こ

と は 難 し い 状 況 で あ っ た 。 一 方 で ， 中 産 階 級 の 白 人 家 庭
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に お い て は 大 き な ア パ ー ト や 自 分 の 家 を 所 有 で き る と い

っ た 経 済 力 の あ る 家 庭 が ほ と ん ど で あ っ た 。 加 え て ， 外

の 環 境 も そ れ ほ ど 危 険 な 環 境 で は な く ， 子 ど も に 適 し た

遊 び 場 も 有 し て い た 。 こ れ ら の 2 つ の 家 庭 に お い て ， 活

動 性 の 高 い 子 ど も が 育 つ 際 に ， 労 働 者 階 級 の プ エ ル ト リ

コ 人 家 庭 の 子 ど も の よ う に ， 危 険 な 地 域 で 育 っ て い る た

め に 外 で 遊 ぶ こ と が で き ず ， か つ 狭 い 住 居 の な か で 育 つ

場 合 と ， 中 産 階 級 の 白 人 家 庭 の 子 ど も の よ う に ， 安 全 な

地 域 の 外 で 十 分 遊 ぶ こ と が で き ，か つ 広 い 住 居 で 暮 ら し ，

家 の な か で も 十 分 に 活 動 性 を 満 た し て 遊 ぶ 事 が 出 来 る 状

況 で は ， 活 動 性 の 高 い 子 ど も の そ の 後 の 異 な っ た 適 応 に

つ な が る こ と は 明 ら か で あ る 。 つ ま り ， 気 質 特 徴 そ の も

の だ け の 問 題 で な く ， 子 ど も の 生 活 す る 社 会 的 文 脈 や 環

境 と の 適 合 性 が そ の 後 の 子 ど も の 発 達 に 大 き な 影 響 を 与

え て い る 。  

こ の よ う な 子 ど も の 行 動 特 徴 と 環 境 を 相 互 作 用 的 視 点

は ， T h o m a s  &  C h e s s （ 1 9 8 0  林 監 訳 1 9 8 1 ） に よ っ て ， 適

合 の よ さ （ g o o d n e s s  o f  f i t ） と い う 理 論 的 概 念 の な か で

提 唱 さ れ て い る 。 適 合 の よ さ （ g o o d n e s s  o f  f i t ） と い う

理 論 的 概 念 に よ る と ， 環 境 か ら の 期 待 や 要 求 が 子 ど も の

気 質 と 調 和 し た と き は ， 子 ど も の 発 達 は 望 ま し い 方 向 に

発 展 す る が ， 環 境 か ら の 要 求 が 子 ど も の 特 性 と 適 合 し な

い と き に は ， 子 ど も に 必 要 以 上 の ス ト レ ス が か か っ て ，

不 適 応 な 行 動 が 起 こ り ， 望 ま し い 発 達 が 妨 げ ら れ る と 説

明 さ れ る 。 リ ス ク 要 因 を も っ て 生 ま れ た 子 ど も が 全 て 将

来 な ん ら か の 問 題 を 引 き 起 こ す わ け で は な く ， そ の 可 能

性 は 養 育 者 と の 相 互 作 用 的 な 関 係 の な か で 規 定 さ れ る の

で あ る 。  

以 上 の こ と か ら 考 え る と ，子 ど も の 発 達 を 考 え る 際 に ，

気 質 特 徴 そ の も の だ け で な く ， 気 質 特 徴 と 環 境 の 相 互 作

用 的 視 点 ， そ の 子 ど も の お か れ て い る 家 庭 環 境 や 育 児 方

針 な ど の 社 会 的 文 脈 と と も に ， そ の 時 期 に 社 会 的 に 要 請

さ れ る 条 件 が あ る と い っ た 発 達 的 な 視 点 ， さ ら に 物 理 的

な 文 脈 か ら も 考 え る 必 要 が あ る 。 子 ど も が 不 適 応 問 題 を
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呈 さ ず 健 全 に 発 達 す る た め に は ， 子 ど も の 発 達 に と っ て

適 切 な か か わ り を 提 供 す る 必 要 の あ る 養 育 者 が ， 気 質 と

調 和 し た 条 件 を 満 た し た 環 境 （ g o o d n e s s  o f  f i t ） を 子 ど

も に 提 供 で き る よ う ， 子 ど も の 気 質 を 理 解 す る こ と が 重

要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

新 生 児 の 気 質 は 生 得 的 な も の で あ る が ， そ れ に も と づ

い て 形 成 さ れ る 性 格 は 育 っ た 環 境 の 影 響 を 受 け て い る 。

前 述 の T h o m a s  &  C h e s s の 研 究 に よ る と ， 新 生 児 の 生 得 的

な 特 徴 が ，異 な っ た 経 験 を ひ き よ せ る こ と は 予 想 で き る 。

た と え 養 育 者 を は じ め と す る 養 育 環 境 が 同 じ で も ， 遺 伝

的 に も っ た そ れ ぞ れ の 特 徴 は ，環 境 と の 相 互 作 用 を 受 け ，

そ の 特 徴 を よ り 明 確 に し た り ， 弱 め た り す る （ K a g a n ,  

R e z n i c k , C l a r k e , S i d m a n  &  G a r c i a - C o l l , 1 9 8 4 ）。 つ ま り 気

質 自 体 が ， 環 境 に 影 響 を 与 え ， 気 質 か ら 影 響 を 受 け た 環

境 が さ ら に 気 質 に 影 響 を 与 え て い る 。 こ の こ と は ， 新 生

児 の 気 質 特 徴 が 親 の 反 応 を 引 き 出 し ， そ れ が さ ら に あ ら

た な 性 格 を 形 成 し て い く こ と を 指 し て い る と 考 え ら れ る 。

よ っ て ， 母 子 関 係 を 考 え る 際 に ， 母 子 に 専 門 的 な 支 援 を

行 う 必 要 の あ る 専 門 家 が 発 達 初 期 の 子 ど も の 気 質 特 徴 を

評 価 し て い く こ と で ， そ の 後 の 発 達 に と っ て ， あ る い は

母 子 関 係 に と っ て 望 ま し い 関 わ り に つ い て 検 討 し て い く

こ と が で き ， 養 育 者 に 対 し ， よ り 適 切 な 助 言 を す る こ と

が で き る と 考 え ら れ る 。  

 

第 ４ 節  

幼 児 期 の 気 質 を 評 価 す る 方 法  

 

気 質 を 評 価 す る 方 法 と し て は ， 面 接 法 ， 乳 児 期 か ら 成

人 期 に わ た っ て 多 く 開 発 さ れ て き て い る 質 問 紙 法 ， 日 常

生 活 の 中 で も し く は 意 図 的 に 操 作 さ れ た 状 況 の も と で ,

対 象 の 行 動 の 様 子 を 観 察 ， 記 録 し ， そ の 結 果 を 分 析 す る

こ と に よ っ て ， 観 察 対 象 の 特 徴 や 行 動 パ タ ー ン と い っ た

あ る 種 の 法 則 性 を 見 い だ そ う と す る 観 察 法（ 角 田 ，2 0 0 7 ）

な ど の 手 法 が あ る 。  
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面 接 法 に お い て は ， T h o m a s  &  C h e s s が N Y L S で 実 施 し

た よ う に ， 膨 大 な 時 間 と 面 接 調 査 が 可 能 な 人 材 の 確 保 が

必 要 と な る 。 さ ら に ， 得 ら れ た デ ー タ が 客 観 性 を 保 ち ，

一 般 化 で き る 結 果 に 導 い て い く た め の 分 析 に は ， 多 く の

技 術 と 労 力 を 必 要 と す る な ど ， 評 価 す る う え で の 簡 便 性

に は か け て い る 。  

ま た ， 観 察 法 に お い て は ， 直 接 的 な 測 定 法 と し

て , B r a z e l t o n  &  N u g e n t （ 1 9 9 5   穐 山 監 訳  1 9 9 8 ） に よ

る 新 生 児 行 動 評 価 尺 度 や C a m p o s（ 1 9 7 6  内 藤 他 訳 ，1 9 8 2 ）

が 開 発 し た 心 拍 の 変 動 を 利 用 し て 個 人 差 を 明 ら か に す る

も の な ど が あ る 。 B r a z e l t o n  &  N u g e n t （ 1 9 9 5   穐 山 監 訳  

1 9 9 8 ）の 新 生 児 行 動 評 価 尺 度 は ，1 8 項 目 の 反 射 検 査 と 2 8

項 目 の 行 動 検 査 か ら 構 成 さ れ て お り ，こ の う ち 2 8 項 目 の

行 動 検 査 は “ 反 応 性 ”“ 刺 激 順 応 性 ”“ 興 奮 性 ”“ 鎮 静 性 ”

“ 運 動 の 成 熟 性 ”“ 運 動 の コ ン ト ロ ー ル 性 ”な ど の 項 目 が

あ り ， T h o m a s ら の 結 果 と 類 似 し て い る こ と か ら ， 気 質 特

徴 が 行 動 面 に 現 れ た 個 人 差 と し て 評 価 す る こ と が で き る

か も し れ な い 。 ま た ， 子 ど も の 笑 い や 泣 き な ど の 情 動 的

反 応 や 慣 れ や 注 意 の 程 度 が 子 ど も の 特 定 の 刺 激 に 対 す る

心 拍 の 変 化 と 対 応 し て い る こ と か ら ， C a m p o s （ 1 9 7 6  内

藤 他 訳 ， 1 9 8 2 ） が 有 効 性 を 主 張 し た 心 拍 変 動 の 個 人 差 を

重 要 な 気 質 特 徴 と 考 え る こ と も で き る だ ろ う 。 し か し ,

こ れ ら の 直 接 的 な 測 定 や 検 査 は ， 実 施 す る 上 で の 観 察 者

の 技 量 と 経 験 が 必 要 と な る 。 さ ら に ， そ の 個 人 差 と し て

得 ら れ た デ ー タ が ， そ の 後 の 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 や 行

動 上 の 問 題 ， あ る い は 養 育 者 の 心 の 問 題 な ど の 実 際 の 臨

床 的 問 題 と ど の よ う に 対 応 し て い る の か と い う 研 究 に つ

い て の 報 告 は 十 分 と は い え ず ， 臨 床 的 に 応 用 し て い く に

は 課 題 が 多 い 。ま た ，多 く の 対 象 者 に 実 施 す る た め に は ，

実 施 で き る だ け の 環 境 の 調 整 と 人 材 を 必 要 と す る な ど 簡

便 性 に は 欠 け て い る 。  

一 方 ， 質 問 紙 法 に お い て は ， 多 く の 対 象 者 に 同 時 に 実

施 す る こ と が で き ， ま た 数 量 的 に 得 ら れ た デ ー タ の 分 析

は 簡 便 で ， 比 較 す る デ ー タ が あ れ ば ， 結 果 の 解 釈 も 容 易
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で あ る 。 し か し ， そ の 一 方 で ， 質 問 紙 法 に よ る 測 定 で は

一 貫 し て 高 い 信 頼 性 を 獲 得 す る こ と は 難 し く ， 他 の 測 定

方 法 で あ る 観 察 法 と の 関 連 も そ れ ほ ど 高 い と は い え な い

な ど （ L e r n e r  &  L e r n e r ， 1 9 8 3   遠 藤 訳  1 9 9 3 ）， そ の 信

頼 性 に お い て 検 討 が 必 要 で あ る 。 以 上 の こ と か ら ， 気 質

特 徴 を 測 定 す る 方 法 と し て は ， 気 質 を 評 価 す る 目 的 を 明

確 に し ， ど の 方 法 を 用 い る こ と が そ の 目 的 に 合 致 し て い

る か を 明 ら か に し ， 適 切 な 方 法 を 選 択 し て い く 必 要 が あ

る 。  

養 育 者 は 日 常 の 経 験 の な か で 子 ど も と 関 わ り ， 子 ど も

の 行 動 特 徴 （ 気 質 ） を 認 知 し て い る （ 上 村 ， 1 9 8 9 ）。 例 え

ば ， 日 頃 あ ま り 大 声 を 出 さ ず ， 活 動 性 の 少 な い 子 ど も は

「 お と な し い 」 と 認 知 さ れ ， 常 に 活 動 的 に 動 き ， 元 気 な

子 ど も は 「 活 発 だ 」 と 養 育 者 に 認 知 さ れ る で あ ろ う 。 さ

ら に ， 養 育 者 は ， 自 身 が 認 知 し た 子 ど も の 気 質 特 徴 に 応

じ て 養 育 行 動 を お こ な っ て い る と 推 測 さ れ る 。 子 ど も の

気 質 に 対 す る 認 知 が 適 切 で あ り ， か つ ， 気 質 と 調 和 す る

環 境 設 定 が 可 能 で あ れ ば ， 深 刻 な 臨 床 的 問 題 に 発 展 す る

こ と は 少 な い で あ ろ う 。 し か し ， 相 談 現 場 で 扱 わ れ る 臨

床 的 問 題 の 背 景 に は ， 養 育 者 の 認 知 の 仕 方 が 適 切 で な い

場 合 や ， 認 知 が 妥 当 で あ っ て も ， 気 質 と 調 和 す る 環 境 設

定 が 困 難 な 場 合 が あ る と 推 測 さ れ る 。 よ っ て ， 相 談 現 場

で 子 ど も の 気 質 を 扱 う 場 合 ， 養 育 者 が 子 ど も の 気 質 を ど

の よ う に 認 知 し て い る か を 明 ら か に で き る 方 法 で あ り ，

か つ ， 気 質 特 徴 と 環 境 の 相 互 作 用 の 視 点 ， そ の 子 ど も の

お か れ て い る 家 庭 環 境 や 養 育 者 の 育 児 方 針 に 基 づ く 関 わ

り な ど の 社 会 的 文 脈 と と も に 子 ど も の 気 質 特 徴 を 理 解 し

て い く こ と が 必 要 で あ る 。 つ ま り ， 養 育 者 が 子 ど も の 気

質 を 家 庭 環 境 や 自 身 の 関 わ り の な か で ど の よ う に 認 知 し

て い る か を 明 ら か す る こ と で ， 子 ど も の 発 達 に と っ て 適

切 な か か わ り を 提 供 す る 必 要 の あ る 養 育 者 が ， 複 数 の 側

面 か ら の 条 件 を 満 た し た 気 質 と 調 和 し た 環 境 （ g o o d n e s s  

o f  f i t ） を 子 ど も に 提 供 で き る よ う ， 専 門 家 が 支 援 す る

こ と も 可 能 に な る 。  
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養 育 者 自 身 が 認 知 し た 気 質 を 評 価 す る 方 法 と し て は ，

家 庭 で の 養 育 者 の 観 察 に よ る 評 価 か ， 質 問 紙 に よ る 評 価

が あ げ ら れ る で あ ろ う 。 こ の う ち ， 質 問 紙 評 価 は ， 気 質

評 価 の 手 法 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 方 法 で あ り

（ W o r o b e y ，2 0 0 0 ），気 質 を 測 定 す る た め の 質 問 紙 の 開 発 ，

既 存 の 気 質 質 問 紙 の 妥 当 性 や 信 頼 性 の 検 証 に 関 す る 研 究

が 多 く 行 わ れ て き て い る 。 質 問 紙 評 価 は ， 観 察 評 価 と 比

し て ， 多 人 数 に 同 時 に 実 施 で き る こ と ， 比 較 的 短 時 間 で

実 施 可 能 な こ と ， 手 続 き が 明 確 で 結 果 の 一 般 化 が 行 い や

す い と い う 利 点 を 有 し て い る （ 宮 下 ， 1 9 9 8 ）。 こ の こ と か

ら ， 限 ら れ た 時 間 内 で 専 門 家 が 援 助 方 針 を 設 定 す る こ と

が 必 要 と さ れ る 相 談 現 場 で は ， 気 質 を 評 価 す る 手 法 と し

て は 質 問 紙 評 価 に よ る 手 法 を 用 い る こ と が 妥 当 で あ る と

考 え ら れ る 。  

気 質 を 評 価 す る 際 に 使 用 さ れ る 質 問 紙 は ，N Y L S の 報 告

を も と に ， C a r e y ら に よ っ て 作 成 さ れ た 質 問 紙 が 広 く 用

い ら れ て い る （ W o r o b e y ， 2 0 0 0 ）。 こ の 質 問 紙 は ， 年 齢 段

階 別 に 作 成 さ れ （ C a r e y  , 1 9 7 2； C a r e y  &  M c D e v i t t ， 1 9 7 8 ；  

F u l l a r d , M c D e v i t t  &  C a r e y ,  1 9 8 4 ）， 臨 床 現 場 や 研 究 に お

い て 広 く 使 用 さ れ て い る 。 T h o m a s  &  C h e s s の 研 究 は ， 子

ど も の 気 質 を 評 価 す る 研 究 と し て は 先 駆 的 で あ っ た が ，

養 育 者 に 面 接 を 行 い ， 養 育 者 か ら 聞 き 取 っ た 結 果 に 基 づ

い て い る と い う 点 か ら ， 養 育 者 の バ イ ア ス が か か っ た 子

ど も の 気 質 が 評 価 さ れ て い る 可 能 性 が あ る と の 指 摘 が あ

っ た 。 し か し ， T h o m a s  &  C h e s s の 研 究 で は ， 子 ど も の 健

全 な 発 達 は 「 適 合 の よ さ 」（ g o o d n e s s  o f  f i t ） の 程 度 ，

つ ま り 子 ど も の 気 質 が 能 力 と 期 待 や 要 求 な ど の 環 境 の 諸

条 件 と 調 和 す る と き に 生 じ る と 考 え て い る 。 環 境 と 子 ど

も の 気 質 と の 関 係 で 発 達 を と ら え よ う と し て い る 点 は 新

し い 視 点 で あ り ， ま た 膨 大 な デ ー タ か ら 作 ら れ た 指 標 に

つ い て の 評 価 は 高 く ，今 な お そ の 考 え 方 は 受 け 入 れ ら れ ，

そ の 考 え 方 を 踏 襲 し た 質 問 紙 が 広 く 使 用 さ れ て い る 。  

し か し ， 気 質 を 評 価 す る た め の 多 く の 質 問 紙 は 計 量 心

理 学 的 な 原 則 に 十 分 な 注 意 を は ら わ ず に 作 成 さ れ て き て
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い る 。 質 問 紙 作 成 の 際 に ， 因 子 分 析 を 適 切 に 行 っ た 上 で

因 子 的 妥 当 性 に つ い て 十 分 に 検 討 す る 手 続 き が さ れ て は

い な い こ と も 多 い 。 た と え ば C a r e y  &  M c D e v i t t （ 1 9 7 8 ）

な ど の 質 問 紙 は ， 質 問 項 目 が あ る 因 子 に 負 荷 す る か ど う

か は 経 験 的 に 示 さ れ れ ば よ い と い う 曖 昧 な 仮 説 に 基 づ い

て 作 ら れ た 尺 度 と な っ て い る （ L e r n e r  &  L e r n e r ，  1 9 8 3   

遠 藤 訳  1 9 9 3 ）。 つ ま り ， 気 質 を 評 価 す る た め の 質 問 紙 の

な か に は ， 妥 当 性 に つ い て の 問 題 を 有 し て い る も の が あ

り ， 加 え て ， 信 頼 性 に つ い て も 十 分 に 確 認 さ れ て い る と

は い え な い 。  

さ ら に ， 従 来 の 気 質 を 測 定 す る 質 問 紙 は ， 気 質 を 文 脈

や 環 境 か ら 離 れ た 個 人 内 属 性 と し て 測 定 し て い る と い っ

た 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る（ L e r n e r  &  L e r n e r ， 1 9 8 3   遠

藤 訳  1 9 9 3 ）。 気 質 が 行 動 特 徴 と し て 表 現 さ れ る と 考 え る

と ，文 脈 の 変 動 と 関 連 し て 変 化 す る 現 象 と な る 。し か し ，

多 く の 質 問 紙 に お い て ， 計 量 心 理 学 に お け る 安 定 性 と 現

象 に お け る 安 定 性 を 区 別 す る こ と が な さ れ て い な い 。 つ

ま り ， 気 質 を 文 脈 か ら 離 れ た 個 人 特 性 と し て の み 考 え て

い る た め に ， 文 脈 や 環 境 と い っ た 要 因 と の 関 係 性 の な か

で 気 質 を 研 究 す る こ と が 不 十 分 と な っ て い る 。 気 質 の 安

定 性 は 絶 対 的 な 意 味 を も つ も の で は な く , 行 動 の 他 の 側

面 と 関 連 さ せ て 初 め て 高 い 。 気 質 属 性 そ の も の に 焦 点 を

あ わ せ る と 計 量 心 理 学 的 な 安 定 性 を 適 切 に 評 価 で き ず

（ L e r n e r  &  L e r n e r ， 1 9 8 3   遠 藤 訳  1 9 9 3 ）， 養 育 者 が 認

知 す る 子 ど も の 行 動 特 徴 か ら 気 質 特 徴 を 測 定 す る 場 合 に

は ， 気 質 は 文 脈 や 社 会 的 関 係 の な か で 評 価 さ れ な け れ ば

な ら な い と 考 え ら れ る 。  

 

第 ５ 節  

本 論 文 の 目 的 お よ び 論 文 構 成  

 

気 質 を 評 価 す る 際 に 使 用 さ れ る 質 問 紙 は ，N Y L S の 報 告

を も と に ， C a r e y ら に よ っ て 作 成 さ れ た 質 問 紙 が 広 く 用

い ら れ て い る （ W o r o b e y ， 2 0 0 0 ）。 こ の 質 問 紙 は ， 年 齢 段
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階 別 に 作 成 さ れ （ C a r e y ,  1 9 7 2； C a r e y  &  M c D e v i t t ， 1 9 7 8 ；  

F u l l a r d ,  e t  a l . ,  1 9 8 4 ）， 臨 床 現 場 や 研 究 に お い て 広 く

使 用 さ れ て い る 。  

し か し ，こ れ ら の 質 問 紙 は N Y L S に よ り 導 き 出 さ れ た 9

つ の 気 質 特 徴 に ， 経 験 的 に 合 致 す る と 考 え ら れ る 項 目 を

集 め て 尺 度 を 作 成 し た た め ， 9 特 徴 に 対 応 す る 尺 度 の 因

子 的 妥 当 性 は 確 認 さ れ て い な い 。 そ の た め ， そ の 後 の 研

究 で 尺 度 の 構 造 面 で の 問 題 点 が い く つ か 指 摘 さ れ て い る 。

た と え ば ， 因 子 分 析 を 行 い ， 妥 当 性 を 確 認 し た と こ ろ ，

N Y L S に よ っ て 導 き だ さ れ た 9 特 徴 に 対 応 す る 因 子 は 2 因

子 の み で ，全 て の 因 子 は 得 ら れ て い な い（ S a n s o n , P r i o r  &  

G a r i n o ,  1 9 8 7 ）。 さ ら に ， 尺 度 に よ っ て は 内 的 整 合 性 が 低

い こ と （ S l a b a c h ， M o r r o w  &  W a c h s ， 1 9 9 1 ） や 尺 度 間 で 内

容 の 重 複 が み ら れ る こ と （ R o t h b a r t  &  M a u r o ， 1 9 9 0 ） も

指 摘 さ れ て い る 。 一 方 ， 日 本 に お い て は ， C a r e y ら に よ

っ て 作 成 さ れ た 質 問 紙 は ，佐 藤（ 1 9 8 5 ，1 9 8 8 ）や 庄 司（ 1 9 8 4 ）

な ど の グ ル ー プ に よ っ て ， 翻 訳 ， 標 準 化 の 作 業 が 行 わ れ

て い る 。 し か し ， C a r e y ら の 質 問 紙 同 様 ， 気 質 の 9 特 徴

に 対 応 す る 全 て の 因 子 の 再 現 性 は 確 認 さ れ て い な い （ 庄

司 ・ 副 田 ・ 恒 次 ・ 前 川 ， 1 9 9 5 ； 菅 原 ・ 青 木 ・ 北 村 ・ 島 ，

1 9 8 8 ）。 よ っ て ， N Y L S に よ っ て 導 き だ さ れ た 気 質 特 徴 を

記 述 す る 際 に ， 9 つ の 次 元 を そ の ま ま 用 い る こ と が 適 切

で あ る か を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

さ ら に ， C a r e y ら に よ っ て 作 成 さ れ た 質 問 紙 は ， 日 本

に お い て は ， 構 造 面 だ け で な く ， 内 容 面 お よ び 形 式 面 で

も 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る 。 内 容 面 に お い て は ， 質 問 紙

を 翻 訳 し ， 標 準 化 す る 際 ， 作 成 者 の 意 向 を く み オ リ ジ ナ

ル の 内 容 を 忠 実 に 採 用 す る こ と を 原 則 と し た た め ， 日 本

文 化 に 馴 染 ま な い 不 適 切 な 項 目 が 含 ま れ て い る こ と が 指

摘 さ れ て い る （ 佐 藤 ， 1 9 8 5 ）。 形 式 面 に お い て は ， 日 本 の

相 談 現 場 で 使 用 す る に は 項 目 数 が 多 い こ と が 指 摘 さ れ て

い る （ 佐 藤 ， 1 9 8 5 ）。 よ っ て ， 1 歳 6 ヶ 月 を 対 象 と し た 乳

幼 児 健 康 診 査 な ど の 日 本 の 相 談 現 場 で 使 用 す る 際 に は ，

日 本 独 自 の 文 化 に 馴 染 む 内 容 で ， か つ ， 項 目 数 が 絞 ら れ
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た 質 問 紙 の 作 成 が 必 要 で あ る 。  

B a t e s は ， 乳 児 や 子 ど も の 「 気 む ず か し さ 」 は 母 親 の

知 覚 現 象 で あ る と 指 摘 し て い る （ L e r n e r  &  L e r n e r ， 1 9 8 3   

遠 藤 訳  1 9 9 3 ）。 ま た ， 子 ど も の 気 質 特 徴 と 環 境 と の 適 合

の 良 さ を 高 め る た め に は ， 気 質 を 文 脈 の な か で 測 定 す る

必 要 が あ る 。 よ っ て ， 母 親 を 中 心 と す る 養 育 者 が 日 常 生

活 の な か で ， 子 ど も を ど の よ う に 知 覚 し て い る か ， 子 ど

も の 特 徴 を ど の よ う に 評 価 し て い る か を 明 ら か に で き る

よ う な 内 容 を 含 ん だ 質 問 紙 が 作 成 さ れ る 必 要 が あ る 。 そ

の た め に は ， 可 能 な 限 り 文 脈 や 環 境 と の 関 係 の な か で 評

価 さ れ る よ う ， 日 常 生 活 で の 子 ど も の 行 動 の 特 徴 を 明 ら

か に で き る よ う な 質 問 項 目 を 用 い る 必 要 が あ る と 考 え ら

れ る 。  

そ こ で 本 論 文 で は ， あ ら た に 1 歳 代 の 幼 児 を 対 象 と し

た ，因 子 構 造 な ど の 構 造 面 ，日 本 の 文 化 に あ っ た 内 容 面 ，

項 目 数 な ど の 形 式 面 の 問 題 点 に つ い て 整 理 し た 上 で 改 良

を 試 み ， 日 常 生 活 の な か で 母 親 が 知 覚 し た 気 質 特 徴 を 評

価 す る こ と が 可 能 な 気 質 質 問 紙 を 作 成 し ， 作 成 さ れ た 気

質 質 問 紙 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 に つ い て 検 討 を 行 う 。  

本 論 文 は ，以 下 の よ う に 5 章 か ら 構 成 さ れ る（ F i g u r e  1 ）。

第 1 章 で は ，今 ま で 述 べ て き た よ う に , 気 質 を 評 価 す る こ

と の 臨 床 的 意 義 を 確 認 し ， 気 質 に 関 す る 研 究 が 心 理 学 ，

発 達 心 理 学 の 分 野 で ど の よ う に 実 施 さ れ て き た の か を 概

観 し , 本 研 究 で 明 ら か に す る 幼 児 の 気 質 概 念 に つ い て 確

認 し た 。 ま た ， 幼 児 の 気 質 を 評 価 す る 手 法 と し て ， 質 問

紙 に 着 目 し ， 養 育 者 を 対 象 に 質 問 紙 を 使 用 し て 研 究 を す

す め る こ と の 意 義 ,  従 来 用 い ら れ て き た 気 質 質 問 紙 の 問

題 点 に つ い て 整 理 し た 。 第 2 章 で は ， 第 1 章 で 述 べ た こ

と を う け ， 臨 床 現 場 で の 活 用 ， 有 益 性 の 高 い 幼 児 気 質 質

問 紙 の 作 成 を 試 み る 。 第 3 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た

幼 児 気 質 質 問 紙 と 子 ど も の 発 達 的 な 問 題 や 問 題 行 動 と の

関 連 か ら ， 子 ど も に 対 す る 発 達 支 援 に お け る 気 質 質 問 紙

の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 に つ い て 明 ら か に す る 。 第 4 章 で

は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 養 育 者 の 育 児
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不 安 と の 関 連 か ら ， 養 育 者 に 対 す る 育 児 支 援 に お け る 気

質 質 問 紙 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 に つ い て 明 ら か に す る 。

第 5 章 で は , 本 論 文 の 総 括 と し て ，本 論 文 で 作 成 さ れ た 幼

児 気 質 質 問 紙 の 独 自 性 ， そ の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 ， 幼 児

気 質 質 問 紙 を 用 い て 気 質 評 価 を す る こ と の 臨 床 的 意 義 を

考 察 し ， 最 後 に 今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。  
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第２節

第３節
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第５節
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幼児気質質問紙簡易版の作成
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第３章

第２節 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と乳児期までの発達的問題との関連

第３節 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と幼児の問題行動との関連
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第１節 問題と目的

 

 

    

第４章 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安との関連

第１節 問題と目的

第２節 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安（量的分析）との関連
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第３節 幼児気質質問紙で測定した子どもの気質と養育者の育児不安（量的分析）との関連

 
 

 

第５章

第１節 幼児気質質問紙作成の試み

第２節 幼児気質質問紙の臨床的応用の可能性

本研究の総括と今後の課題

第３節 幼児気質質問紙を用いて気質特徴を評価することの臨床的意義

第４節 今後の課題  
F i g u r e  1  本 論 文 の 構 成  
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第 ２ 章  

 幼 児 気 質 質 問 紙 の 作 成  

 

第 １ 節  

目 的  質 問 紙 作 成 の 基 本 方 針  

 

幼 児 の 気 質 を 評 価 す る 幼 児 気 質 質 問 紙 作 成 の 際 ， 以 下

の 6 つ の 基 本 方 針 で す す め た 。  

 

1 . 幼 児 の 気 質 特 徴 を 幅 広 く 評 価 す る こ と が で き る よ う に

候 補 と な る 質 問 項 目 を で き る だ け 多 く 収 集 す る 。  

2 . 収 集 さ れ た 質 問 項 目 の な か か ら ，N Y L S に よ っ て 導 き だ

さ れ た 9 つ の 特 徴 に 対 応 さ せ ， 気 質 特 徴 を 文 脈 の な か

で 評 価 で き る よ う ， 項 目 内 容 が 日 常 の 育 児 場 面 を 反 映

す る な ど 具 体 的 で あ り ， か つ 回 答 者 が 理 解 し や す い 項

目 で あ る と い う こ と を 基 準 に し て ， 質 問 紙 作 成 の た め

の 項 目 を 選 定 す る 。  

3 . N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 を 参 考 に 幼 児 気 質 尺 度 を 作 成 す

る が ，N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応 し た 尺 度 が 作 成 で

き な い 場 合 は ， 統 計 的 に 得 ら れ た 因 子 構 造 を 手 が か り

に ， あ ら た な 次 元 の 尺 度 と し て 作 成 す る 。  

4 . 尺 度 を 構 成 す る 項 目 数 は ， 従 来 の 質 問 紙 の 項 目 数 よ り

少 な く な る よ う ， 選 定 す る 。  

5 . 作 成 さ れ た 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 の 信 頼 性 お よ び 妥 当 性

に つ い て 確 認 す る 。  

6 . 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を も と に ，項 目 数 を 減 ら し ，

信 頼 性 と 妥 当 性 を 有 し た ス ク リ ー ニ ン グ 用 の 幼 児 気 質

質 問 紙 を 作 成 す る 。  
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第 ２ 節  

質 問 紙 作 成 の た め の 質 問 項 目 の 収 集 お よ び 選 定  

 

質 問 項 目 の 収 集  

 

幼 児 の 気 質 に 関 連 す る と 考 え ら れ る 特 徴 を 記 述 す る た

め に 作 成 さ れ た 複 数 の 既 存 の 質 問 紙 か ら 幅 広 く 項 目 を 収

集 し た 。具 体 的 に は ，T o d d l e r  T e m p e r a m e n t  S c a l e ( 以 下 ，

T T S  F u l l a r d ，e t  a l ， 1 9 8 4 ) 9 1 項 目 ，E A S（ B u s s  &  P l o m i n ，

1 9 8 4 ） 2 0 項 目 ， T o d d l e r  B e h a v i o r  Q u e s t i o n n a i r e（ 以

下 ，  T B Q ； H a g e k u l l ， L i n d h a g e n  &  B o h l i n ， 1 9 8 0 ) 4 4 項

目 ， C o l o r a d o  C h i l d h o o d  T e m p e r a m e n t  I n v e n t o r y（ 以 下 ，

C C T I ； R o w e  &  P l o m i n ， 1 9 7 7 ) 3 0 項 目 ， C h i l d  

C h a r a c t e r i s t i c s  Q u e s t i o n n a i r e （ 以 下 ， C C Q ； B a t e s ,  

F r e e l a n d  &  L o u n s b u r y ,  1 9 7 9 ） 3 2 項 目 の 幼 児 気 質 質 問 紙

で あ る 。 加 え て ， 子 ど も の 情 緒 面 ， 社 会 性 の 問 題 を 評 価

す る た め に 開 発 さ れ た I n f a n t - t o d d l e r  S o c i a l  a n d  

E m o t i o n a l  a s s e s s m e n t （ 以 下 ， I T S E A ； B r i g g s - G o w a n  &  

C a r t e r ， 1 9 9 8 ) 6 2 項 目 も 項 目 収 集 の た め の 質 問 紙 と し て

採 用 し た 。 T T S に つ い て は ， 日 本 語 版 と し て 使 用 さ れ て

い る 庄 司 （ 未 公 刊 ） の 1 歳 児 か ら 3 歳 児 用 の 行 動 様 式 質

問 紙 の 質 問 項 目 を 用 い た 。 そ の 他 の 質 問 紙 の 項 目 に つ い

て は ， 心 理 学 を 専 門 と す る 大 学 教 員 3 名 ， 心 理 学 専 攻 の

大 学 院 生 1 名 ， 研 究 生 1 名 が 邦 訳 し た 。 同 一 の 項 目 に 対

す る 異 な っ た 訳 は 別 項 目 と し て と り あ つ か っ た た め ， 最

終 的 に 項 目 数 は 9 6 0 項 目 に な っ た 。 次 に こ れ ら の 質 問 項

目 は ， T h o m a s  &  C h e s s （ 1 9 8 6 ） の 定 義 に 従 い ， 表 面 的 妥

当 性 か ら ，邦 訳 し た 5 名 に よ っ て N Y L S の 9 つ の い ず れ か

の 気 質 特 徴 に 分 類 さ れ た 。 各 気 質 特 徴 に 分 類 さ れ た 項 目

は ，“ 気 の 散 り や す さ ” が 1 3 項 目 と 少 な か っ た が ， そ の

他 の 特 徴 に は 3 9 項 目 か ら 1 6 2 項 目 が 分 類 さ れ た 。 ま た ，

9 特 徴 の い ず れ に も 分 類 さ れ な か っ た 項 目 は 2 5 6 項 目 あ

っ た 。2 5 6 項 目 の 内 訳 は ，4 2 項 目 が C C Q ， 3 4 項 目 が E A S ，

5 項 目 が T B Q ， 4 2 項 目 が C C T I ， 1 3 3 項 目 が I T S E A か ら の
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項 目 で あ っ た 。  

9 つ の 特 徴 に 分 類 さ れ た 項 目 に つ い て ， 内 容 が 日 常 の

育 児 場 面 を 反 映 す る な ど 具 体 的 で あ り ， か つ 回 答 者 が 理

解 し や す い と い う こ と を 基 準 に し て ， 邦 訳 し た 5 名 で 協

議 し ，各 特 徴 に つ い て 9 ～ 1 4 項 目 ，計 8 8 項 目 を 選 定 し た 。  

 

質 問 項 目 内 容 の 選 定 （ 予 備 調 査 ）  

 

1 . 目 的  

 質 問 項 目 の 内 容 が 子 ど も の 年 齢 お よ び 日 本 文 化 に 馴

染 む 内 容 で あ る か 否 か を 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 2 0 0 2 年 7 月 に Ｋ 市 で 実 施 さ れ た 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 対 象

者 2 2 1 名 の 養 育 者 を 調 査 対 象 と し た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 時 に 使 用 す る 問 診 票 と と も に ， 健 診

受 診 の 約 1 ヶ 月 前 に 郵 送 し ， 健 診 会 場 で 回 収 し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

9 つ の 特 徴 に つ い て 9 ～ 1 4 項 目 ，計 8 8 項 目 の 質 問 項 目

で 質 問 紙 を 作 成 し た 。 各 項 目 に つ い て ， 通 常 の 日 常 生 活

の な か で 体 験 す る こ と と し て 内 容 を 理 解 す る こ と が 困 難

で あ る か 否 か （ 以 下 ， 理 解 困 難 ）， 内 容 が 子 ど も の 年 齢 あ

る い は 状 況 に 応 じ て い る か 否 か （ 以 下 ， 回 答 困 難 ） を 尋

ね た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

1 名 以 上 が 理 解 困 難 と 回 答 し た 項 目 は 6 項 目 み ら れ た 。

こ れ ら 6 項 目 の う ち ， 1 項 目 の み 1 0 名 （ 4 . 5 % ） で あ り ，

残 り の 項 目 は 1 名 （ . 5 % ） か ら 3 名 （ 1 . 4 % ） で あ っ た 。 一

方 ，1 名 以 上 が 回 答 困 難 と 回 答 し た 項 目 は 2 6 項 目 み ら れ

た 。 こ れ ら 2 6 項 目 の う ち ， 最 も 多 か っ た 項 目 の 件 数 は

3 5 名 （ 1 6 . 0 % ） で あ り ， 次 い で 2 4 名 （ 1 0 . 9 % ） で あ っ た 。
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残 り 2 4 項 目 は 1 名 （ . 5 % ） か ら 4 名 （ . 8 % ） で あ っ た 。 質

問 項 目 を 邦 訳 し た 5 名 で 協 議 し た 結 果 ， 2 % 未 満 の 応 答 率

を 示 し た 項 目 は そ の ま ま 採 用 す る こ と と し た 。 2 % 以 上 の

応 答 率 を 示 し た 3 項 目 に つ い て 協 議 し た 結 果 ， 応 答 率 が

最 大 で も 1 6 % で あ る こ と ， N Y L S に よ っ て 導 き だ さ れ た 9

つ の 気 質 特 徴 を 記 述 す る 項 目 と し て は 適 切 で あ り ， こ の

段 階 で 積 極 的 に 削 除 す る 理 由 は な い と 判 断 し ，8 8 の 質 問

項 目 を そ の ま ま 尺 度 作 成 の た め の 候 補 と し て 採 用 す る こ

と と し た 。  

 

第 ３ 節  

幼 児 気 質 質 問 紙 の 作 成  

 

調 査 1  N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応 す る 因 子 の 確  

認 と 尺 度 作 成 の た め の 項 目 選 定  

 

1 . 目 的  

 予 備 調 査 で 採 用 し た 項 目 を 用 い て ，N Y L S に よ っ て 導 き

だ さ れ た 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応 す る 9 因 子 の 抽 出 が 可 能

か ど う か を 検 討 す る 。 さ ら に ， 本 調 査 の デ ー タ か ら 得 ら

れ た 因 子 構 造 を 手 が か り に ， 尺 度 作 成 の た め の 最 終 候 補

に 残 る 項 目 を 選 定 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

Ｋ 市 が 2 0 0 2 年 8 月 か ら 1 2 月 に 実 施 し た 1 歳 6 ヶ 月 児

健 診 の 対 象 者 1 , 9 7 2 名 の 養 育 者 で あ る 。 う ち ， 健 診 を 受

診 し た の は 1 , 6 2 0 名 ， 質 問 紙 が 回 収 さ れ た の は 1 , 1 7 1 名

（ 回 収 率 5 9 . 4 % ） で あ っ た 。 回 答 者 の う ち 1 , 1 4 3 名

（ 9 7 . 6 ％ ） が 母 親 で あ っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 の 範 囲 は 1 2

ヶ 月 か ら 2 3 ヶ 月 で ，平 均 1 8 . 2 ヶ 月（ S D = . 7 5 ）で あ っ た 。

対 象 幼 児 の 性 別 は 男 児 5 8 6 名 （ 5 0 . 0 ％ ）， 女 児 5 8 0 名

（ 4 9 . 5 ％ ）， 不 明 5 名 （ . 4 ％ ） で あ っ た 。  
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2 . 2  調 査 方 法  

 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 時 に 使 用 す る 問 診 票 と と も に ， 健 診

受 診 の 約 1 ヶ 月 前 に 郵 送 し ，健 診 会 場 で 回 収 し た 。な お ，

回 答 項 目 が 1 項 目 で も 欠 損 値 と な っ て い る 場 合（ 1 7 9 名 ），

さ ら に 7 月 受 診 予 定 者 と し て 配 布 さ れ た 質 問 紙 （ 予 備 調

査 用 質 問 紙 ） に 回 答 し て い た 場 合 （ 2 2 名 ） は 分 析 対 象 か

ら 除 外 し た た め ， 最 終 的 に 分 析 に 用 い た 対 象 者 は 9 7 0 名

と な っ た 。  

2 . 3  質 問 紙  

 予 備 調 査 で 選 定 し た 8 8 項 目 か ら 成 る 質 問 紙 で あ る 。回

答 形 式 は ， 1 .“ 全 く な い ” か ら 4 .“ い つ も あ る ” の 頻 度

に よ る 4 段 階 と し た 。 ま た ， 質 問 紙 記 入 日 ， 対 象 幼 児 の

生 年 月 日 ， 年 齢 ， 性 別 ， 出 生 順 位 ， 対 象 幼 児 と 記 入 者 の

関 係 を 記 入 す る 欄 を 設 け た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応 し た 因 子 が 得 ら れ る か ど う か を

確 認 す る た め に ， 8 8 の 質 問 項 目 へ の 回 答 に 対 し て ， 因 子

数 を 9 に 指 定 し ， 共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法 を 用

い て 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 こ れ ら の 9 因 子 に よ っ て 全 分

散 の 8 6 % が 説 明 さ れ た 。 次 に こ の 9 因 子 に 関 し て P r o m a x

回 転 を 行 っ た 。 結 果 ， N Y L S の 9 特 徴 に 対 応 す る と 考 え ら

れ る 因 子 は ， 第 Ⅴ 因 子 と 第 Ⅶ 因 子 の 2 因 子 の み で あ り ，

そ れ ぞ れ “ 周 期 性 ” と “ 気 の 散 り や す さ ” に 対 応 し て い

た 。 こ の 2 因 子 を の ぞ く 7 因 子 に つ い て は ， 既 存 の 複 数

の 尺 度 か ら 選 定 さ れ た 項 目 で 構 成 さ れ て お り ，N Y L S の 他

の 7 つ の 特 徴 と は 対 応 し て い な か っ た 。 ま た ， こ れ ら の

各 因 子 に . 3 0 以 上 で 負 荷 し た 項 目 は ， 第 Ⅵ 因 子 と 第 Ⅶ 因

子 で は 4 項 目 ， 第 Ⅷ 因 子 で は 3 項 目 ， 第 Ⅸ 因 子 で は 2 項

目 で あ っ た 。 こ の よ う に ， 9 因 子 中 ， 4 因 子 に 関 し て は 弱

小 な 因 子 で あ る こ と が 推 察 さ れ た 。 以 上 の こ と か ら ， 予

備 調 査 で 採 用 し た 項 目 で N Y L S の 9 特 徴 に 対 応 す る 9 因 子

を 抽 出 す る こ と は 困 難 と 考 え ら れ た 。  

そ こ で ， 9 因 子 ま で の 範 囲 で 解 釈 可 能 な 因 子 を 多 く 抽
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出 す る こ と と し ， こ の こ と に よ り 最 終 候 補 に 残 る 項 目 数

を で き る だ け 多 く 確 保 し よ う と し た 。 探 索 的 に 9 因 子 か

ら 順 に 因 子 数 を 減 じ て 因 子 分 析 を 繰 り 返 し た 結 果 ， 7 因

子 に ま で 減 じ て 抽 出 し た 際 に ， 因 子 の 解 釈 が 可 能 と な っ

た 。こ れ ら 7 因 子 は 全 分 散 の 7 8 % を 説 明 し て い た 。ま た ，

こ れ ら の 各 因 子 に . 3 0 以 上 の 負 荷 を 示 し た 項 目 は 最 少 で

も 7 項 目 存 在 し た 。こ の 因 子 分 析 の 結 果 を 手 が か り に し ，

い ず れ か 1 つ の 因 子 に . 3 0 以 上 の 負 荷 量 を 示 し ， 同 時 に

他 の 因 子 に は . 3 0 以 上 の 負 荷 を 示 さ な い と い う 基 準 を 設

け ， 6 0 項 目 を 採 用 し た （ T a b l e  1 ）。  

採 用 し た 6 0 項 目 の 内 訳 は ， T T S か ら の 項 目 が 4 7 項 目

と 大 部 分 を 占 め た 。残 り 1 3 項 目 の う ち ， 7 項 目 が I T S E A

か ら ， 2 項 目 が T B Q と C C T I ， 1 項 目 が E A S と C C Q か ら の

項 目 で あ っ た 。  

得 ら れ た 因 子 の う ち ， 第 Ⅰ 因 子 は ， T T S の “ 反 応 の 強

度 ” と “ 気 分 の 質 ” の 否 定 的 な 内 容 の 項 目 を 中 心 に 構 成

さ れ ， 否 定 的 な 感 情 反 応 を 示 す と 考 え ら れ る 。 第 Ⅱ 因 子

は T T S の “ 注 意 の 範 囲 と 持 続 性 ”，“ 接 近 ・ 回 避 ” と “ 活

動 水 準 ” の な か で ， 活 動 性 や 初 め て 会 っ た 人 や 新 し い こ

と に 積 極 的 に 関 わ る と い っ た 項 目 を 中 心 に 構 成 さ れ ， 活

動 性 お よ び 接 近 性 を 示 す と 考 え ら れ る 。 第 Ⅲ 因 子 は T T S

の “ 接 近 ・ 回 避 ” と “ 順 応 性 ” の 項 目 を 中 心 に 構 成 さ れ ，

見 知 ら ぬ 人 や 場 所 へ の 慣 れ や す さ に 代 表 さ れ る よ う に 主

に 新 環 境 へ の 順 応 性 を 示 す と 考 え ら れ る 。 第 Ⅳ 因 子 は

T T S の “ 反 応 閾 値 ” と “ 順 応 性 ” の 項 目 を 中 心 に 構 成 さ

れ ， 状 況 や 感 覚 的 な 敏 感 さ ， 注 意 す る と 従 う と い っ た ，

周 囲 の 刺 激 や 周 囲 か ら の 働 き か け に 対 す る 過 敏 性 を 示 す

と 考 え ら れ る 。 第 Ⅴ 因 子 は T T S の “ 周 期 性 ” の 項 目 か ら

構 成 さ れ ， 生 理 リ ズ ム の 規 則 性 を 示 す と 考 え ら れ る 。 第

Ⅵ 因 子 は T T S の “ 反 応 の 強 度 ” や “ 順 応 性 ” な ど 全 て 異

な る 尺 度 か ら 4 項 目 ， E A S 以 外 の 全 て の 質 問 紙 か ら 1 項

目 ず つ で 構 成 さ れ ， 落 ち 着 い て 遊 ぶ こ と が で き な い ， 動

き 回 る ， 注 意 し て も 従 わ な い と い っ た ， 落 ち 着 き の な さ

を 示 す と 考 え ら れ る 。 第 Ⅶ 因 子 は T T S の “ 気 の 散 り や す
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さ ” の 項 目 を 中 心 に 構 成 さ れ ， 活 動 が 刺 激 に よ っ て 中 断

さ れ や す い と い っ た 気 の 散 り や す さ を 示 す と 考 え ら れ る 。 

得 ら れ た 7 因 子 の う ち ，N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応

す る 因 子 と し て 生 理 リ ズ ム の 規 則 性 と 気 の 散 り や す さ の

2 因 子 が 抽 出 さ れ ， こ れ ら の 2 因 子 は 9 因 子 抽 出 し た 際

に も 得 ら れ て い た 。 よ っ て ， こ れ ら の 2 因 子 は ， N Y L S の

気 質 特 徴 に 対 応 し ， か つ 安 定 し た 因 子 と 考 え ら れ る 。 し

か し ， そ の 他 の 因 子 に つ い て は ， N Y L S の 気 質 特 徴 に 対 応

し て い な い だ け で な く ， 安 定 し て 抽 出 さ れ る 因 子 か 否 か

は 現 段 階 で は 不 明 で あ る 。 例 え ば ， 第 Ⅳ 因 子 に 「 1 ～ 2 度

強 く 叱 ら れ る と ，同 じ 失 敗 を す る の を 避 け る 」，第 Ⅵ 因 子

に 「 あ な た が 何 回 注 意 し て も 近 寄 っ て は い け な い と こ ろ

に 行 こ う と し た り ， さ わ っ て は い け な い も の を 取 ろ う と

し た り す る 」と い っ た 従 順 性 を 示 す 項 目 が 負 荷 し て お り ，

第 Ⅳ 因 子 と 第 Ⅵ 因 子 が 内 容 的 に 重 複 し た 因 子 で あ る 可 能

性 も 否 定 で き な い 。 よ っ て ， 因 子 的 妥 当 性 を 有 し た 尺 度

を 作 成 す る た め に は ， 調 査 1 の 結 果 を も と に ， 再 度 ， 因

子 構 造 に つ い て 検 証 す る こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。  
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べ
物

や
ミル

クを
摂

るの
をは

っき
りと

嫌
が

る（
口

をつ
ぐん

だり
、吐

き出
した

りす
る）

。
.22

4
TT

S
5

21
車

の
チャ

イル
ドシ

ート
など

に拘
束

され
ると

嫌
が

る。
7.2

2
CC

Q
3

64
誰

か
が

話
しか

けた
り、

抱
っこ

した
りす

ると
むず

が
るの

をや
める

。
CC

TI
6

66
好

きな
テレ

ビ番
組

を見
てい

る間
、じ

っと
座

って
いる

。
TT

S
1

67
“ボ

ーっ
”と

して
おり

、自
分

の
身

の
まわ

りで
起

こっ
てい

る出
来

事
に全

く気
づい

てい
ない

。
-.2

17
ITS

EA
5

18
乗

り物
の

座
席

や
ベビ

ーカ
ーの

中
でじ

っと
して

いる
。

-.2
49

TT
S

1
45

初
めて

の
人

に抱
か

れ
たり

、体
をさ

わ
られ

たり
する

と、
泣

いた
り、

嫌
が

って
母

親
にし

が
み

つい
たり

する
。

.67
0

TT
S

3
＊

27
他

の
人

が
そば

にい
ると

、あ
なた

にし
が

み
つい

たり
、膝

の
上

に乗
りた

が
る。

.58
6

ITS
EA

4
＊

6
初

めて
の

場
所

（初
めて

いく
家

、お
店

、旅
行

先
）で

、最
初

の
数

分
間

、不
安

そう
にし

てい
る。

.50
1

TT
S

3
＊

51
抱

っこ
して

もら
いた

が
るこ

とが
多

い。
.27

1
CC

Q
1

68
一

人
でい

るよ
うに

言
わ

れ
たと

き、
遊

んで
いた

オモ
チャ

で遊
び続

ける
こと

をや
めて

しま
う。

CC
Q

3
57

目
が

覚
めた

時
、ぐ

ずる
（ぐ

ずぐ
ず言

った
り、

泣
いた

りす
る）

。
TT

S
6

65
服

の
脱

ぎ着
をさ

せ
る時

、嫌
が

る。
TT

S
4

85
医

療
機

関
へ

行
った

時
、最

初
か

ら嫌
が

らず
に診

察
を受

ける
。

-.2
75

TT
S

3
2

初
めて

の
場

所
（親

戚
の

家
、旅

行
先

など
）で

も、
最

初
か

ら普
段

と同
じよ

うに
眠

る。
-.3

10
TT

S
4

＊
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32
あな

たか
ら離

れ
る新

しい
環

境
（保

育
園

、ベ
ビー

シッ
ター

など
）に

、比
較

的
は

や
く慣

れ
る。

-.4
60

TT
S

4
＊

36
知

らな
い人

にも
、す

ぐに
話

しか
ける

。
-.5

79
TT

S
3

＊
17

知
らな

い人
に遊

んで
もら

って
いて

も、
機

嫌
よく

して
いる

。
-.6

29
TT

S
3

＊
20

快
・不

快
を問

わ
ず、

にお
いに

敏
感

であ
る。

.54
4

TT
S

9
＊

25
１～

２度
強

く叱
られ

ると
、同

じ失
敗

をす
るの

を避
ける

（過
ちを

繰
り返

さな
い）

。
.45

2
TT

S
4

＊
60

物
を整

えた
り、

きれ
いに

して
おく

こと
にこ

だわ
る。

.43
4

ITS
EA

5
＊

15
あな

たの
髪

型
や

服
装

の
変

化
に気

が
つく

。
.38

3
TT

S
9

＊
71

服
が

濡
れ

ると
すぐ

に気
づき

、服
をか

えて
もら

いた
が

る。
.38

1
TT

S
9

＊
59

して
は

いけ
ない

こと
をし

よう
とし

た時
、言

い聞
か

せ
ると

や
める

。
.36

9
TT

S
4

＊
31

何
か

をし
てい

た時
、お

や
つを

食
べ

ると
か

、ト
イレ

へ
行

くな
どで

中
断

して
も、

また
同

じ活
動

を続
ける

。
.36

6
TT

S
7

＊
13

普
段

、食
べ

てい
る食

べ
物

の
味

や
固

さが
違

って
いる

と、
気

が
つく

。
.33

5
TT

S
9

＊
19

初
めて

見
るも

の
に興

味
をも

って
、立

ち止
まる

（５
分

間
以

上
）。

.31
7

TT
S

7
＊

80
あな

たが
会

合
や

旅
行

に行
くな

ど、
日

常
習

慣
が

崩
れ

たり
変

化
する

と、
様

子
が

か
わ

る。
.29

3
CC

Q
2

12
誉

めら
れ

ると
、す

ぐに
興

奮
する

（声
をあ

げて
喜

ぶ
、飛

び跳
ね

る）
。

.26
6

TT
S

5
28

嫌
いに

なっ
た食

べ
物

を好
きに

なる
こと

が
ある

。
.21

1
CC

TI
5

47
食

べ
物

の
温

度
に敏

感
であ

る（
ちょ

っと
熱

か
った

り、
冷

たか
った

りす
ると

嫌
が

る）
。

TT
S

9
79

夕
食

の
時

に食
べ

る量
は

、毎
日

大
体

同
じで

ある
。

.65
7

TT
S

2
＊

29
朝

食
の

時
に食

べ
る量

は
、毎

日
大

体
同

じで
ある

。
.59

5
TT

S
2

＊
63

ベッ
ド（

また
は

布
団

）に
入

って
か

ら眠
るま

での
時

間
は

、一
定

であ
る。

.48
4

TT
S

2
＊

35
昼

寝
の

長
さは

、毎
日

大
体

同
じで

ある
。

.47
7

TT
S

2
＊

11
朝

、目
覚

める
時

刻
は

、毎
日

大
体

同
じで

ある
。

.44
3

TT
S

2
＊

16
ウン

チを
する

時
刻

は
毎

日
大

体
同

じで
ある

。
.39

5
TT

S
2

＊
86

食
べ

てい
る時

は
、他

の
こと

に気
をそ

らさ
ずに

最
後

まで
食

べ
る。

.32
9

TB
Q

2
＊

46
一

日
の

中
で、

一
番

活
動

的
にな

る時
間

帯
は

、ほ
ぼ

決
まっ

てい
る。

.31
7

TT
S

2
＊

4
お話

を聞
いた

り、
絵

本
を見

る間
、落

ち着
きな

く体
を動

か
す。

.52
4

TT
S

1
＊
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84
落

ち着
か

ず
、じ

っと
座

って
い

るこ
とが

で
きな

い
。

.52
3

ITS
EA

1
＊

34
あ

な
た

が
何

回
注

意
して

も、
近

寄
って

は
行

け
な

い
とこ

ろに
行

こう
とし

た
り、

さわ
って

は
い

け
な

い
もの

を取
ろう

とし
た

りす
る。

.46
7

TT
S

4
＊

82
「や

め
な

さい
」「

お
い

で
」「

だ
め

だ
め

」な
どと

言
わ

れ
て

も、
勝

手
に

どこ
か

に
行

こう
とす

る。
.41

1
CC

Q
3

＊
81

次
か

ら次
とオ

モチ
ャを

か
え

て
遊

ぶ
。

.37
7

CC
TI

4
＊

53
扱

い
に

くい
オ

モチ
ャは

、す
ぐに

手
放

す
。

.23
0

CC
TI

4
70

他
の

子
ども

とく
らべ

、ケ
ガ

をす
るこ

とが
多

い
。

.20
6

ITS
EA

1
78

髪
をと

か
した

り、
爪

を切
った

りし
て

い
る間

、じ
っと

して
い

る。
-.2

42
TT

S
1

10
あ

な
た

が
絵

本
を読

み
聞

か
せ

ると
、し

ば
らく

聞
い

て
い

る。
-.4

33
TB

Q
2

＊
33

電
話

の
ベ

ル
や

ドア
の

チャ
イム

が
な

ると
、遊

び
をや

め
て

音
が

した
方

を見
る。

.51
3

TT
S

8
＊

23
電

話
の

ベ
ル

や
ドア

の
チャ

イム
が

な
ると

、食
べ

るの
をや

め
て

音
が

した
方

を見
る。

.46
4

TT
S

8
＊

54
あ

な
た

が
部

屋
に

入
って

くる
と、

遊
び

を中
断

して
、あ

な
た

の
方

を見
る。

.43
8

TT
S

8
＊

49
好

きな
テレ

ビ番
組

を見
て

い
る時

、あ
な

た
が

呼
び

か
け

ると
、振

り返
った

り、
テレ

ビを
見

るの
をや

め
る。

.40
6

TT
S

8
＊

26
誰

か
が

そ
ば

を通
ると

、遊
び

をや
め

て
そ

ちら
を見

る。
.37

9
TT

S
8

＊
24

抱
か

れ
ると

、ぴ
った

り寄
り添

った
り、

す
り寄

った
りす

る。
CC

Q
4

43
お

気
に

入
りの

オ
モチ

ャで
遊

ん
で

い
る時

は
、声

をか
け

られ
て

も、
無

視
す

る（
気

が
つ

か
な

い
）。

-.3
10

TT
S

8
＊

注
１ 

 a：
項

目
収

集
の

た
め

に
採

用
した

質
問

紙
と尺

度
注

２　
b：

*の
項

目
は

調
査

１の
結

果
より

採
用

した
60

項
目

注
３　

因
子

負
荷

量
は

　.2
00

以
上

の
み

記
載

した
。
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調 査 2  幼 児 気 質 質 問 紙 の 作 成  

 

1 . 目 的   

調 査 1 で 得 ら れ た 因 子 構 造 を 手 が か り に ， 因 子 的 妥 当

性 と 信 頼 性 を 有 し た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 作 成 す る こ と を 目

的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 Ｋ 市 が 2 0 0 3 年 6 月 か ら 1 1 月 に 実 施 し た 1 歳 6 ヶ 月 児

健 診 対 象 者 2 , 3 2 2 名 の 養 育 者 で あ る 。 健 診 を 受 診 し た の

は 1 , 9 4 8 名 で ， う ち ， 質 問 紙 が 回 収 で き た の は 1 , 5 5 0 名

（ 回 収 率 6 6 . 8  % ） で あ っ た 。 回 答 者 は 1 , 5 1 4 名 （ 9 7 . 7 ％ ）

が 母 親 で あ っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 の 範 囲 は 1 7 ヶ 月 か ら

2 2 ヶ 月 で ， 平 均 1 8 . 2 ヶ 月 （ S D = . 6 7 ） で あ っ た 。 性 別 は

男 児 7 8 9 名 （ 5 0 . 9 ％ ）， 女 児 7 4 3 名 （ 4 7 . 9 ％ ）， 不 明 1 8

名 （ 1 . 2 ％ ） で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

 調 査 １ と 同 様 の 手 続 き を 用 い た 。 な お ， 質 問 項 目 へ の

回 答 が 欠 損 し て い る 場 合 は 分 析 対 象 か ら 除 外 し た た め ，

最 終 的 に 分 析 に 用 い た 対 象 者 は 1 , 3 4 9 名 で あ っ た 。  

2 . 3  質 問 紙  

 調 査 1 で 選 定 さ れ た 6 0 項 目 か ら 成 る 質 問 紙 を 用 い た 。

回 答 形 式 に つ い て は ， 調 査 １ と 同 じ で あ っ た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

 調 査 １ で 7 因 子 が 抽 出 さ れ た こ と を ふ ま え ， 抽 出 す る

因 子 数 を 7 に 指 定 し ， 共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法

を 用 い て ， P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結

果 ，第 Ⅱ 因 子 と 第 Ⅶ 因 子 は 解 釈 が 困 難 で あ っ た 。さ ら に ，

第 Ⅶ 因 子 に つ い て は . 3 0 以 上 で 負 荷 し た 項 目 数 が 4 項 目

と 少 な か っ た 。 以 上 の こ と か ら ， 調 査 1 で 抽 出 し た 7 因

子 の 安 定 性 は 低 い と 判 断 し た 。  

再 度 ， 抽 出 す る 因 子 数 を 9 ， 8 ， 6 ， 5 と 変 化 さ せ ， 探 索
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的 に 因 子 分 析 を 繰 り 返 し た 。 そ の 結 果 ， 6 因 子 抽 出 し た

際 に ， 因 子 の 解 釈 が 可 能 で あ り ， 各 因 子 に 負 荷 す る 項 目

数 も 十 分 に 得 ら れ た 。 こ れ ら 6 因 子 は 全 分 散 の 9 2 % を 説

明 し て い た 。 ま た ， 調 査 1 と 同 様 ， い ず れ か の 因 子 に . 3 0

以 上 の 負 荷 量 を 示 し ， 同 時 に 他 の 因 子 に は . 3 0 以 上 の 負

荷 量 を 示 さ な い と い う 基 準 を 設 け ， 5 0 項 目 を 選 定 し た 。

選 定 し た 5 0 項 目 に 対 し ，因 子 数 を 6 に 指 定 し ，主 因 子 法 ，

P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 再 度 行 っ た 。最 終 的 に 各 因

子 に . 3 0 以 上 の 負 荷 量 を 示 し た 項 目 を 採 用 し ， 6 尺 度 4 7

項 目 の 質 問 紙 を 作 成 し た （ T a b l e  2 ）。 6 因 子 に つ い て の

因 子 間 の 相 関 は . 0 0 か ら . 2 9 の 範 囲 で あ り ，因 子 間 相 関 は

比 較 的 低 い と 判 断 し た 。  

第 Ⅰ 因 子 は 9 項 目 か ら 成 り ， T T S の “ 反 応 の 強 度 ”“ 気

分 の 質 ”の 否 定 的 内 容 の 7 項 目 を 中 心 に 構 成 さ れ て い た 。

調 査 1 の 第 Ⅰ 因 子 に 対 応 し ， 思 い 通 り に な ら な い と 激 し

く 感 情 を 表 す ， 大 泣 き す る な ど の 内 容 か ら ， 否 定 的 感 情

反 応 尺 度 と 命 名 し た 。 第 Ⅱ 因 子 は 1 0 項 目 か ら 成 り ， T T S

の “ 順 応 性 ” か ら 4 項 目 ，“ 反 応 閾 値 ” か ら 3 項 目 ，“ 注

意 の 範 囲 と 持 続 性 ”や C C Q の“ 注 意 の 持 続 ”，I T S E A の“ 不

適 応 ” か ら 各 １ 項 目 と 複 数 の 尺 度 に 属 す る 項 目 で 構 成 さ

れ て い た 。調 査 1 の 第 Ⅵ 因 子 の ，「 や め な さ い と 言 わ れ て

も 勝 手 に 行 こ う と す る 」 と い っ た 項 目 （ 負 に 負 荷 ） も 含

ま れ て い た が ，「 強 く 叱 ら れ る と 同 じ 失 敗 を し な い 」と い

っ た 調 査 1 の 第 Ⅳ 因 子 の 項 目 が 中 心 で あ っ た 。 つ ま り ，

調 査 1 の 第 Ⅳ 因 子 に 対 応 す る と 考 え ら れ ， 項 目 内 容 か ら

神 経 質 尺 度 と 命 名 し た 。 第 Ⅲ 因 子 は ， 6 項 目 か ら 成 り ，

T T S の “ 接 近 ・ 回 避 ” か ら 4 項 目 ， T T S の “ 順 応 性 ” と

I T S E A の “ 行 動 抑 制 ・ 分 離 ” の 1 項 目 か ら 構 成 さ れ て い

た 。 調 査 1 の 第 Ⅲ 因 子 に 対 応 し ， 新 し い 環 境 や 人 へ の 馴

れ に く さ な ど の 内 容 を 示 す こ と か ら ， 順 応 性 尺 度 と 命 名

し た 。 第 Ⅳ 因 子 は 8 項 目 か ら 成 り ， T T S の “ 活 動 水 準 ”，

“ 気 分 の 質 ”，“ 注 意 の 範 囲 と 持 続 性 ” な ど 複 数 の 尺 度 に

属 す る 1 か ら 2 項 目 ， I T S E A の “ 熟 練 欲 求 ” に 属 す る 2

項 目 ，E A S の“ 社 交 性 ”か ら の １ 項 目 で 構 成 さ れ て い た 。
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調 査 1 の 第 Ⅱ 因 子 に 対 応 し ， 活 発 に 遊 ぶ こ と や 好 奇 心 の

強 さ と い っ た 内 容 か ら ， 外 向 性 尺 度 と 命 名 し た 。 第 Ⅴ 因

子 は 7 項 目 か ら 成 り ， T T S の “ 周 期 性 ” か ら 6 項 目 ， T B Q

の “ 扱 い や す さ ” の 1 項 目 か ら 構 成 さ れ ， 調 査 １ の 第 Ⅴ

因 子 と 対 応 し て い た 。 生 理 リ ズ ム が 規 則 的 か 否 か と い う

内 容 か ら ， 規 則 性 尺 度 と 命 名 し た 。 第 Ⅵ 因 子 は 7 項 目 か

ら 成 り ， T T S の “ 気 の 散 り や す さ ”， 調 査 1 の 第 Ⅶ 因 子 に

対 応 し て い た 。 刺 激 に よ っ て 活 動 が 中 断 さ れ や す い か 否

か と い う 内 容 か ら ，注 意 の 転 導 性 尺 度 と 命 名 し た 。以 上 ，

調 査 1 の 第 Ⅵ 因 子 （ 落 ち 着 き の な さ ） は 同 定 で き な か っ

た が ， そ の 他 の 因 子 に つ い て は 再 現 性 が 確 認 さ れ た 。  

6 尺 度 に つ い て 内 的 整 合 性 を 検 討 す る た め ， 尺 度 ご と

に α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ ， . 6 5 か ら . 8 0 の 範 囲 で あ り ，

内 的 整 合 性 の 低 い 尺 度 も 含 ま れ て い た ( T a b l e  2 ）。 . 7 0 以

下 の 尺 度 は 外 向 性 尺 度 と 注 意 の 転 導 性 尺 度 で あ っ た が ，

そ の 他 の 尺 度 に つ い て は . 7 0 以 上 を 示 し て お り ， 信 頼 性

は 満 た し て い た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 
 

 

 

 

番号 項目内容 第Ⅰ因子 第Ⅱ因子 第Ⅲ因子 第Ⅳ因子 第Ⅴ因子 第Ⅵ因子 α係数 b
58 思いどおりにならないと、激しく感情を表す。 .668 TTS 5 Ⅰ
17 遊びがうまくいかないと、泣き出す、金切り声。 .627 TTS 5 Ⅰ
47 よくさわいで、大泣きする。 .622 CCTI 2 Ⅰ
5 短気で、怒りっぽい。 .604 ITSEA 2 Ⅰ
28 新しいことを覚える時、いらだつ、泣く。 .551 TTS 6 Ⅰ
42 遊びをあなたが妨げると、激しく嫌がる。 .546 TTS 5 Ⅰ
4 泣いたり、怒ったりした時、地団駄をふむ。 .520 TTS 5 Ⅰ
18 一日中ぐずっている不機嫌な日がある。 .478 TTS 6 Ⅰ
23 叱られたり、注意されると、不機嫌な状態が続く。 .476 .80 TTS 6 Ⅰ
59 １～２度強く叱られると、同じ失敗をしない。 .535 TTS 4 Ⅳ
53 物を整えたり、きれいにしておくことにこだわる。 .532 ITSEA 5 Ⅳ
55 服が濡れるとすぐ気づき、服をかえてもらいたがる。 .493 TTS 9 Ⅳ
13 してはいけないことを、言い聞かせるとやめる。 .430 TTS 4 Ⅳ
26 快・不快を問わず、においに敏感である。 .410 TTS 9 Ⅳ
35 あなたの髪型や服装の変化に気がつく。 .399 TTS 9 Ⅳ
50 何かをしてた時、中断しても、同じ活動を続ける。 .382 TTS 7 Ⅳ
38 欲しいものがすぐもらえなくても、我慢して待つ。 .346 TTS 4 Ⅰ
15 「やめなさい」と言われても、勝手に行こうとする。 -.362 CCQ 3 Ⅵ
1 何回注意しても、行ったり、さわったり。 -.407 .71 TTS 4 Ⅵ
24 初対面の人に体をさわられると、泣く、嫌がる。 .767 TTS 3 Ⅲ
29 他の人がそばにいると、しがみつく。 .658 ITSEA 4 Ⅲ
21 初めての場所で、最初数分間、不安そうにする。 .419 TTS 3 Ⅲ
43 あなたから離れる新環境に、比較的はやく慣れる。 -.430 TTS 4 Ⅲ
36 知らない人にも、すぐに話しかける。 -.576 TTS 3 Ⅲ
33 知らない人に遊んでもらっても、機嫌よくする。 -.666 .77 TTS 3 Ⅲ
6 座って遊ぶより、飛び跳ねたりする遊びを好む。 .515 TTS 1 Ⅱ
27 新しいことに対して好奇心が強い。 .505 EAS 3 Ⅱ
37 1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。 .504 ITSEA 8 Ⅱ
7 初めての場所を探索している時、活発に動き回る。 .473 TTS 1 Ⅱ
57 同一の子どもとしばらく遊びが続く。 .434 TTS 7 Ⅱ
48 他の子どもたちと一緒にいる時、機嫌よくしている。 .405 TTS 6 Ⅱ
40 初めて見る小動物に近寄り、遊ぼうとする。 .340 TTS 3 Ⅱ
56 自分一人でいろいろしたがる。 .328 .69 ITSEA 8 Ⅱ
25 夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。 .733 TTS 2 Ⅴ
31 朝食の時に食べる量は、毎日大体同じである。 .688 TTS 2 Ⅴ
2 ベッドに入ってから眠るまでの時間は、一定。 .450 TTS 2 Ⅴ
22 食べている時、気をそらさず最後まで食べる。 .442 TBQ 2 Ⅴ
8 朝、目覚める時刻は、毎日大体同じである。 .417 TTS 2 Ⅴ
39 昼寝の長さは、毎日大体同じである。 .383 TTS 2 Ⅴ
3 一日で、活動的になる時間帯は、ほぼ決まっている。 .381 .71 TTS 2 Ⅴ
30 電話のベルで、食べるのをやめ、音の方を見る。 .600 TTS 8 Ⅶ
16 電話のベルで、遊びをやめ、音の方を見る。 .581 TTS 8 Ⅶ
11 他の子どもたちの遊んでいる声で、そちらを見る。 .509 TTS 8 Ⅶ
10 誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。 .489 TTS 8 Ⅱ
46 あなたが部屋に入ると、遊びを中断、見る。 .371 TTS 8 Ⅶ
19 好きなテレビの時、呼びかけると、振り返る。 .352 TTS 8 Ⅶ
32 お気に入りのオモチャで遊んでいる時は、無視。 -.302 .65 TTS 8 Ⅶ

Table 2　幼児気質質問紙因子分析の結果
a

注４　b：調査１の因子

注１　項目内容は簡略化した
注２　a：項目収集のために採用した質問紙と尺度
注３　第Ⅰ因子：否定的感情反応尺度、第Ⅱ因子：神経質、第Ⅲ因子：順応性、第Ⅳ因子：外向性、第Ⅴ因子：規則性、第Ⅵ因子：注意の転導性
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次 に , 各 気 質 尺 度 得 点 の 男 女 別 お よ び 全 体 で の 平 均 値 ，

標 準 偏 差 ， 分 布 の 形 状 の 指 標 と し て 歪 度 を 算 出 し た

（ T a b l e  3 ）。  

 

平均値 　男(n =691)・女(n =645) 2.40 2.42 2.24 2.36 2.51 2.70 3.29 3.30 3.13 3.12 3.20 3.23
標準偏差　  男・女 .51 .51 .39 .42 .64 7.61 .38 .40 .49 .48 .37 .38

平均値　全体(n =1349)
標準偏差　　全体

歪度
.39.41 .63

否定的感情反応 神経質** 順応性**
外向性 規則性

Table 3　幼児気質質問紙各尺度の平均値および標準偏差

.51

注意の転導性

2.41 2.30 2.60 3.30 3.12 3.21
.48 .37

** 　p<.01で有意差あり。
性別不明　n =13

-.09 -.03 -.03 -.56 -.58 -.33

 

 

各 尺 度 は 6 か ら 1 0 項 目 で 構 成 さ れ ，各 尺 度 得 点 は 個 々

の 項 目 の 粗 点（ 1 ～ 4 点 ）を 合 計 ，平 均 し た 得 点 で 表 し た 。

性 別 に よ っ て ，各 気 質 尺 度 得 点 に 差 が み ら れ る か 否 か ，t

検 定 を 行 っ た と こ ろ ， 神 経 質 尺 度 と 順 応 性 尺 度 に つ い て

は ， 女 児 の 方 が 男 児 よ り 有 意 に 得 点 が 高 か っ た （ 神 経 質

尺 度 ； t ( 1 3 0 6 ) ＝ 5 . 5 4 ， p < . 0 1  ， 順 応 性 尺 度 ； t ( 1 3 3 4 ) ＝

5 . 5 3 ，  p < . 0 1 ）。 尺 度 得 点 の 分 布 の 形 状 に 関 し て は ， 否 定

的 感 情 反 応 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ， 順 応 性 尺 度 に つ い て は 比

較 的 正 規 型 に 近 い 形 状 を 示 し た が ， そ の 他 の 尺 度 に つ い

て は 尺 度 得 点 が 高 い 方 に 分 布 が 偏 る 傾 向 が 認 め ら れ た 。

と く に 外 向 性 尺 度 ，規 則 性 尺 度 は こ の 傾 向 が 著 し か っ た 。 

 

調 査 3  幼 児 気 質 質 問 紙 の 因 子 的 妥 当 性 の 検 討  

 

1 . 目 的  

調 査 対 象 サ ン プ ル を 変 え て 質 問 紙 調 査 を 実 施 し ， 幼 児

気 質 質 問 紙 の 尺 度 の 因 子 的 妥 当 性 に つ い て 確 認 す る こ と

を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 幼 児 を も つ 養 育 者 3 9 3 名 で あ る 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は 平

均 2 2 . 5 ヶ 月 （ S D = 3 . 3 ） で あ り ， 性 別 の 内 訳 は 男 児 1 8 1
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（ 4 6 . 1 ％ ） 名 ， 女 児 2 0 7 名 （ 5 2 . 7 ％ ）， 不 明 5 名 （ 1 . 3 ％ ）

で あ っ た 。 幼 児 気 質 質 問 紙 の 分 析 対 象 者 は ， 尺 度 の 質 問

項 目 へ の 回 答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 に の み 分 析 か ら

除 外 し た た め ， 3 4 8 名 で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

 総 合 病 院 産 婦 人 科 で 出 産 し た 養 育 者 に 対 し ， 対 象 幼 児

が 1 歳 を 過 ぎ た 頃 に 幼 児 気 質 質 問 紙 を 郵 送 に て 送 付 ， 回

収 し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら な る 質 問 紙 を 用

い た 。 回 答 形 式 に つ い て は ， 調 査 １ と 同 じ で あ っ た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

4 7 の 質 問 項 目 へ の 回 答 に 対 し て ，因 子 数 を 6 に 指 定 し ，

共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法 を 用 い て 因 子 分 析 を 行

い ， そ の 後 P r o m a x 法 に よ る 回 転 を 実 施 し た （ T a b l e  4 ）。 

結 果 ， 抽 出 さ れ た 6 因 子 の う ち ， 第 Ⅰ 因 子 は 調 査 2 で

抽 出 さ れ た 第 １ 因 子 と 全 く 同 じ 9 項 目 か ら 構 成 さ れ ， 否

定 的 感 情 反 応 尺 度 に 対 応 し た 因 子 と 考 え ら れ た 。 第 Ⅱ 因

子 は 調 査 2 で 抽 出 さ れ た 第 3 因 子 か ら 6 項 目 ， 第 4 因 子

か ら 4 項 目 で 構 成 さ れ ， 順 応 性 尺 度 と 外 向 性 尺 度 に 対 応

し た 因 子 と 考 え ら れ た 。 第 Ⅲ 因 子 は 調 査 2 で 抽 出 さ れ た

第 6 因 子 か ら 6 項 目 ，第 4 因 子 か ら 2 項 目 か ら 構 成 さ れ ，

注 意 の 転 導 性 尺 度 に 対 応 す る と 考 え ら れ た 。 第 Ⅳ 因 子 は

調 査 2 で 抽 出 さ れ た 第 5 因 子 と 全 く 同 じ 7 項 目 か ら 構 成

さ れ ， 規 則 性 尺 度 に 対 応 し た 因 子 と 考 え ら れ た 。 第 Ⅴ 因

子 は 調 査 2 で 抽 出 さ れ た 第 2 因 子 の 7 項 目 と 第 4 因 子 の

2 項 目 か ら 構 成 さ れ ， 神 経 質 尺 度 に 対 応 し た 因 子 と 考 え

ら れ た 。 調 査 2 で 抽 出 さ れ た 第 4 因 子 の 残 り の 4 項 目 に

つ い て は ， 3 項 目 は 第 Ⅵ 因 子 に ， 残 る 1 項 目 は ど の 因 子

に も 属 し て い な か っ た 。  

以 上 の こ と か ら ， 調 査 2 で 作 成 さ れ た 否 定 的 感 情 反 応

尺 度 と 規 則 性 尺 度 に つ い て は 因 子 的 妥 当 性 の 高 い 尺 度 と

考 え ら れ た 。 残 り の 尺 度 の う ち ， 神 経 質 尺 度 お よ び 注 意
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の 転 導 性 尺 度 に つ い て も 調 査 2 で 作 成 さ れ た 質 問 紙 と ほ

ぼ 同 じ 項 目 か ら な る 因 子 を 示 し ， 比 較 的 因 子 的 妥 当 性 の

高 い 尺 度 と 考 え ら れ た 。 一 方 ， 順 応 性 尺 度 と 外 向 性 尺 度

に つ い て は 項 目 が １ つ の 因 子 に ま と ま り ， そ れ ぞ れ に 対

応 す る 因 子 が 独 立 し て は 抽 出 さ れ ず ， 因 子 の 安 定 性 は 高

く な い と 考 え ら れ る 。  
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番号 項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ a
35 思いどおりにならないと、激しく感情を表す。 .780 1
27 遊びがうまくいかないと、泣き出す、金切り声。 .714 1
38 泣いたり、怒ったりした時、地団駄をふむ。 .635 1
32 よくさわいで、大泣きする。 .621 1
14 短気で、怒りっぽい。 .576 1
3 遊びをあなたが妨げると、激しく嫌がる。 .476 1
40 新しいことを覚える時、いらだつ、泣く。 .455 1
26 叱られたり、注意されると、不機嫌な状態が続く。 .452 1
9 一日中ぐずっている不機嫌な日がある。 .278 .219 1
29 知らない人にも、すぐに話しかける。 .756 3
36 知らない人に遊んでもらっても、機嫌よくする。 .719 3
41 他の人がそばにいると、しがみつく。 .713 3
20 初対面の人に体をさわられると、泣く、嫌がる。 .700 3
37 初めての場所で、最初数分間、不安そうにする。 .521 3
31 あなたから離れる新環境に、比較的はやく慣れる。 .475 3
44 初めて見る小動物に近寄り、遊ぼうとする。 4
28 座って遊ぶより、飛び跳ねたりする遊びを好む。 -.266 .262 4
17 他の子どもたちと一緒にいる時、機嫌よくしている。 -.329 4
33 初めての場所を探索している時、活発に動き回る。 -.381 -.373 4
25 電話のベルで、遊びをやめ、音の方を見る。 .627 6
30 誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。 .515 6
7 電話のベルで、食べるのをやめ、音の方を見る。 .488 6
2 他の子どもたちの遊んでいる声で、そちらを見る。 .442 6
10 あなたが部屋に入ると、遊びを中断、見る。 .425 6
19 1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。 -.296 .354 4
47 好きなテレビの時、呼びかけると、振り返る。 .318 .256 6
13 新しいことに対して好奇心が強い。 .280 -.214 4
8 夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。 .634 5
1 朝食の時に食べる量は、毎日大体同じである。 .601 5
39 ベッドに入ってから眠るまでの時間は、一定。 .565 .254 5
42 昼寝の長さは、毎日大体同じである。 .535 5
45 朝、目覚める時刻は、毎日大体同じである。 .275 .484 5
22 食べている時、気をそらさず最後まで食べる。 .423 5
43 一日で、活動的になる時間帯は、ほぼ決まっている。 .218 .380 5
11 服が濡れるとすぐ気づき、服をかえてもらいたがる。 .568 2
16 物を整えたり、きれいにしておくことにこだわる。 .476 2
24 何かをしてた時、中断しても、同じ活動を続ける。 .459 2
23 あなたの髪型や服装の変化に気がつく。 .440 2
46 快・不快を問わず、においに敏感である。 .420 2
18 １～２度強く叱られると、同じ失敗をしない。 .385 2
34 自分一人でいろいろしたがる。 -.231 .264 .305 -.235 4
12 欲しいものがすぐもらえなくても、我慢して待つ。 -.289 .305 .228 2
21 同一の子どもとしばらく遊びが続く。 -.204 .208 .295 4
4 「やめなさい」と言われても、勝手に行こうとする。 .556 2
15 何回注意しても、行ったり、さわったり。 .203 .536 2
5 お気に入りのオモチャで遊んでいる時は、無視。 -.291 .249 -.228 .436 2
6 してはいけないことを、言い聞かせるとやめる。 2

注１　項目内容は簡略化した。因子負荷量は.200以上を示した。

Table 4 　幼児気質質問紙確認的因子分析の結果

注２　a：調査2で作成した尺度を示す。１：否定的感情反応尺度、２：神経質、３：順応性、４：外向性、５：規則性、６：注意の転導性  
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調 査 4  幼 児 気 質 質 問 紙 の 信 頼 性 の 検 討  

 

1 . 目 的  

幼 児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度 に つ い て の 再 検 査 信 頼 性 を 確

認 す る こ と を 目 的 と し た 。   

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 幼 児 を も つ 養 育 者 1 0 4 名 で あ る 。 幼 児 気 質 質 問 紙 の 質

問 項 目 へ の 回 答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 は 分 析 か ら 除

外 し た た め ，幼 児 気 質 質 問 紙 を 2 回 実 施 し た 養 育 者 が 8 0

名 で あ っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 1 回

目 を 実 施 し た 時 点 で 平 均 1 9 . 8 ヶ 月 （ S D = 1 . 8 ） で あ り ， 性

別 の 内 訳 は 男 児 4 7 名 ， 女 児 4 1 名 ， 不 明 1 6 名 で あ っ た 。 

2 . 2  調 査 方 法  

川 崎 医 療 福 祉 大 学 で 実 施 さ れ た 親 子 教 室 に 参 加 し た 幼

児 の 養 育 者 と Ｋ 市 内 の 保 育 園 に 通 う 幼 児 の 養 育 者 に 対 し ，

対 象 幼 児 が 1 8 ヶ 月 を 過 ぎ た 頃 に 質 問 紙 を 配 布 し た 。１ 名

の 養 育 者 に 対 し ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 2 回 実 施 し た 。 質 問

紙 を 配 布 す る 間 隔 は 1 ～ 2 週 間 と し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

 調 査 2 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 。 回 答 形

式 に つ い て は ， 調 査 １ と 同 じ で あ っ た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

幼 児 気 質 質 問 紙 の 再 検 査 信 頼 性 を 確 認 す る た め に ， 1

回 目 と 2 回 目 で 実 施 さ れ た 質 問 紙 の 6 尺 度 に つ い て 尺 度

ご と の 相 関 係 数 を 求 め た （ T a b l e  5 ）。 そ の 結 果 ， 6 尺 度

全 て に つ い て . 6 7 か ら . 7 7 の 範 囲 で 有 意 な 正 の 相 関 が 認

め ら れ た 。 再 検 査 信 頼 性 を 確 認 し た 先 行 研 究 で は . 7 0 以

上 で 安 定 し た 結 果 と す る 報 告 が 多 い が（ 小 田 ・ 大 ・ 丹 羽 ・

五 百 部 ・ 清 成 ・ 武 田 ・ 平 石 ， 2 0 1 3 ， な ど ）， . 6 4 で も 十 分

と し て い る も の も あ る （ 小 塩 ・ 阿 部 ・ ピ ノ ， 2 0 1 2 ）。 よ っ

て ， 作 成 し た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度 の 再 検 査 信 頼 性 は
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確 認 で き た と 考 え ら れ る 。  

 

気質尺度 否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

相関係数 .70*** .67*** .67*** .72*** .72*** .77***

***ｐ＜.001

Table 5　再検査信頼性

 
 

調 査 5  幼 児 気 質 質 問 紙 と 養 育 者 が 認 知 し た 幼 児 の

特 徴 と の 関 連  

 

１ . 問 題 と 目 的  

養 育 者 は ， 自 身 が 認 知 し た 子 ど も の 特 徴 に 応 じ て 育 児

行 動 を 行 っ て い る 。 よ っ て ， 養 育 者 が 日 常 の 関 わ り を 通

じ て 子 ど も の 特 徴 を ど の よ う に 認 知 し ， 記 述 す る の か を

明 ら か に し ， 幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 さ れ た 気 質 特 徴 と ど

の よ う に 関 連 が み ら れ る の か を 明 ら か に す る こ と で ， 幼

児 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 の 内 容 的 妥 当 性 や 尺 度 の 示 す 内 容

に つ い て 明 ら か に で き る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 養 育 者

が 日 常 の 関 わ り を 通 じ て 子 ど も の 特 徴 を ど の よ う に 認 知

し て い る の か を 明 ら か に し ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 と

の 関 連 性 か ら 各 尺 度 の 妥 当 性 お よ び 各 尺 度 が 示 す 内 容 に

つ い て 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 養 育 者 が 認 知 す る 子 ど も の 特 徴  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 Ｋ 市 が 2 0 0 2 年 8 ～ 1 2 月 に 実 施 し た 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 対

象 者 1 , 9 7 2 名 の う ち ， 受 診 者 は 1 , 6 2 0 名 で あ っ た 。 こ の

な か で ， 質 問 紙 が 回 収 で き た 1 , 1 7 1 名 （ 回 収 率 5 9 . 4 % ）

を 対 象 と し た 。 回 答 者 は 1 , 1 4 3 名 （ 9 7 . 6 ％ ） が 母 親 で あ

っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は 1 2 ～ 2 3 ヶ 月 ， 平 均 1 8 . 2 ヶ 月

（ S D = . 8 ）， 性 別 は 男 児 5 8 6 名 （ 5 0 . 0 ％ ）， 女 児 5 8 0 名

（ 4 9 . 5 ％ ）， 不 明 5 名 （ . 4 ％ ） で あ っ た 。 な お ， 分 析 に 必

要 な 回 答 項 目 に 記 述 が な い 場 合 は 分 析 対 象 か ら 除 外 し た

と こ ろ ， 有 効 回 答 者 数 は 9 7 0 名 と な っ た 。  
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2 . 2  調 査 方 法  

 2 0 0 2 年 7 ～ 1 1 月 に か け て ， 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 時 に 使 用

す る 問 診 票 と と も に ， 以 下 の 質 問 票 を 健 診 受 診 月 の 約 1

ヶ 月 前 に 郵 送 し ，2 0 0 2 年 8 ～ 1 2 月 ま で 健 診 会 場 で 回 収 し

た 。 な お ， 実 施 目 的 と 分 析 方 法 ， プ ラ イ バ シ ー の 保 護 に

つ い て 説 明 し ， 同 意 が 得 ら れ た 場 合 に 無 記 名 で の 回 答 を

依 頼 し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

「 お 子 さ ん は 一 言 で 言 う と ，ど ん な お 子 さ ん で す か ？ 」

（ 性 格 ・ 特 徴 ） と い う 質 問 に 対 し ， 自 由 記 述 で の 回 答 を

求 め た 。 ま た ， 対 象 幼 児 の 生 年 月 日 ， 年 齢 ， 性 別 ， 対 象

幼 児 と 記 入 者 の 関 係 を 記 入 す る 欄 を 設 け た 。  

2 . 4  分 析 方 法  

 自 由 記 述 の 内 容 か ら ， 子 ど も の 特 徴 と 考 え ら れ る 内 容

を 全 て 抜 粋 し た と こ ろ ，4 5 の 特 徴 が み ら れ た 。4 5 の 特 徴

ご と に 記 述 あ り 群 と 記 述 な し 群 に わ け ，人 数 を 集 計 し た 。

養 育 者 が 自 身 の 子 ど も に つ い て 複 数 の 特 徴 を 記 述 し て い

る 場 合 は ， そ れ ぞ れ の 特 徴 に つ い て 記 述 あ り 群 と し て カ

ウ ン ト し た 。  

  

3 ． 結 果 と 考 察  

記 述 が 多 か っ た 特 徴 か ら 順 に T a b l e  6 に 示 し た 。  

第 一 に 多 く み ら れ た 記 述 内 容 は ，“ 活 発 ”， 2 1 4 件 で あ

っ た 。 つ い で ， 活 動 の 質 に 関 す る 特 徴 で あ る “ 明 る い ”

が 1 5 8 件 ，“ 元 気 ”1 4 2 件 ，“ 人 見 知 り が な い ”1 1 7 件 ，“ 甘

え ん 坊 ” 1 0 3 件 で あ っ た 。 一 方 ，“ 手 が つ け ら れ な い ” が

5 2 件 ，“ 落 ち 着 き が な い ” 4 7 件 ，“ 短 気 ・ 癇 癪 も ち ” 4 3

件 ，“ わ が ま ま ” 4 1 件 ，“ よ く 泣 く ” 3 3 件 ，“ 頑 固 ” 2 8 件

で あ っ た 。  

養 育 者 は ，子 ど も の 特 徴 を“ 活 発 ”，“ 明 る い ”，“ 元 気 ”

な ど 活 動 性 や 活 動 の 質 で 認 知 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 養

育 者 の 子 ど も の 特 徴 に 対 す る 認 知 が 活 動 性 お よ び そ の 質

に 偏 っ て 記 述 さ れ る 理 由 と し て 以 下 の よ う に 考 え ら れ る 。

今 回 対 象 と な っ た 子 ど も の 年 齢 は ， 1 歳 半 か ら 2 歳 前 で
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あ る 。 こ の 頃 の 子 ど も は ， 歩 き 始 め て ， 活 発 に 動 き 回 る

よ う に な る こ と や ， 有 意 味 語 を 話 し 始 め る た め ， 言 葉 を

交 え て 自 己 表 現 を す る よ う に な る 。 そ の 結 果 ， こ の 時 期

の 子 ど も は 積 極 的 に 人 と の 関 わ り を 求 め る よ う に な り ，

養 育 者 は 子 ど も の 活 動 性 お よ び そ の 質 に つ い て の 記 述 が

多 く な る と 考 え ら れ る 。  

一 方 ， 件 数 と し て は 少 な い が ，“ 手 が つ け ら れ な い ”，

“ 落 ち 着 き が な い ”，“ 短 気 ・ 癇 癪 も ち ” と い っ た 特 徴 も

記 述 さ れ て い た 。 こ れ ら の 特 徴 は ， 養 育 者 に 対 応 の 困 難

さ を 感 じ さ せ る 特 徴 と 考 え ら れ る 。 特 に ， 落 ち 着 き の な

さ は 養 育 者 の 不 安 と の 関 連 が 指 摘 さ れ て い る 。 こ れ ら の

特 徴 が 記 述 さ れ た 場 合 ， 専 門 家 は ， 養 育 者 の 不 安 を 和 ら

げ る と と も に ， こ れ ら の 特 徴 が ど の よ う な 子 ど も の 気 質

と 関 連 が あ る か を 確 認 し ， 適 切 な 対 応 を 助 言 し て い く 必

要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 
 

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
7
5
6

2
1
4

9
0
9

6
1

9
2
9

4
1

9
5
3

1
7

9
6
0

1
0

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
1
2

1
5
8

9
1
8

5
2

9
3
5

3
5

9
5
5

1
5

9
6
3

7

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
2
8

1
4
2

9
2
0

5
0

9
3
7

3
3

9
5
6

1
4

9
6
3

7

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
5
3

1
1
7

9
2
0

5
0

9
3
8

3
2

9
5
7

1
3

9
6
4

6

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
6
7

1
0
3

9
2
1

4
9

9
4
2

2
8

9
5
8

1
2

9
6
4

6

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
9
5

7
5

9
2
2

4
8

9
4
7

2
3

9
5
8

1
2

9
6
6

4

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
8
9
6

7
4

9
2
3

4
7

9
4
3

2
7

9
5
8

1
2

9
6
8

2

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
9
0
4

6
6

9
2
4

4
6

9
4
7

2
3

9
5
9

1
1

9
6
8

2

記
述

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

n
9
0
6

6
4

9
2
7

4
3

9
5
2

1
8

9
5
9

1
1

9
6
9

1

活
発

　

明
る

い

自
分

の
意

志
が

は
っ

き
り

て
い

る

笑
顔

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

好
奇

心
旺

盛

子
ど

も
の

特
徴

手
が

つ
け

ら
れ

な
い

マ
イ

ペ
ー

ス

人
見

知
り

が
あ

る

腕
白

頑
固

甘
え

ん
坊

負
け

ん
気

が
強

い
積

極
的

に
手

を
出

す

観
察

す
る

臆
病

人
見

知
り

が
な

い

育
て

や
す

い

面
白

い

清
潔

好
き

自
己

中
心

的

注
意

力
が

な
い

よ
く
気

が
付

く

素
直

辛
抱

強
い

自
由

奔
放

気
が

強
い

女
の

子
ら

し
い

分
か

り
や

す
い

よ
く
遊

ぶ

好
き

嫌
い

が
は

っ
き

り
し

て
い

る

の
ん

び
り

感
情

の
起

伏
が

激
し

い

恥
ず

か
し

が
り

屋

自
分

で
や

ろ
う

と
す

る

落
ち

着
き

が
あ

る

落
ち

着
き

が
な

い

優
し

い

よ
く
泣

く

わ
が

ま
ま

短
気

・
癇

癪
持

ち

T
ab

le
 6

　
自

由
記

述
で

あ
げ

ら
れ

た
特

徴
の

記
述

な
し

群
・
あ

り
群

の
人

数
分

布

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

子
ど

も
の

特
徴

可
愛

い

元
気

利
発

大
人

し
い

機
嫌

が
よ

い

 

     

48 

 



 

49 
 

4 . 養 育 者 が 記 述 し た 子 ど も の 特 徴 と 気 質 特 徴 と の  

関 連  

4 . 1  調 査 協 力 者  

Ｋ 市 が 2 0 0 3 年 6 ～ 1 1 月 に か け て 実 施 し た 1 歳 6 ヶ 月 児

健 診 対 象 者 2 , 3 2 2 名 の う ち ， 受 診 者 は 1 , 9 4 8 名 で あ り ，

質 問 紙 回 収 者 1 , 5 5 0 名 （ 回 収 率 6 6 . 8  % ） を 対 象 と し た 。

回 答 者 は 1 , 5 1 4 名 （ 9 7 . 7 ％ ） が 母 親 で あ っ た 。 対 象 幼 児

の 年 齢 は 1 7 ～ 2 2 ヶ 月 ， 平 均 1 8 . 2 ヶ 月 （ S D = . 7 ）， 性 別 は

男 児 7 8 9 名 （ 5 0 . 9 ％ ）， 女 児 7 4 3 名 （ 4 7 . 9 ％ ）， 不 明 1 8

名 （ 1 . 2 ％ ） で あ っ た 。  

4 . 2  調 査 方 法   

調 査 手 続 き に つ い て は ， 2 . 2 と 同 様 で あ っ た 。 有 効 回

答 者 数 は 1 , 3 4 9 名 で あ っ た 。  

4 . 3  質 問 紙  

自 由 記 述 で 得 ら れ た 4 5 の 幼 児 の 特 徴 に つ い て ，件 数 が

多 く ， か つ ， 子 ど も の 特 徴 と し て 理 解 し や す い 内 容 で あ

る こ と を 基 準 に ， 心 理 学 を 専 門 と す る 大 学 教 員 3 名 ， 心

理 学 専 攻 の 大 学 院 生 1 名 が 協 議 し ，2 5 の 特 徴 を 選 択 し た 。

こ れ ら の 2 5 の 特 徴 に つ い て ，自 身 の 子 ど も に 該 当 す る か

否 か ，回 答 を 求 め た 。対 象 幼 児 の 生 年 月 日 ，年 齢 ，性 別 ，

対 象 幼 児 と 記 入 者 の 関 係 を 記 入 す る 欄 を 設 け た 。さ ら に ，

調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 気 質 質 問 紙 を

用 い た 。 回 答 形 式 は ， 調 査 2 と 同 様 ， 1 . “ 全 く な い ” か

ら 4 . “ い つ も あ る ” の 頻 度 に よ る 4 段 階 と し た 。  

4 . 4  分 析 方 法  

2 5 の 子 ど も の 個 々 の 特 徴 に つ い て ，該 当 す る と し た 群

（ 以 下 ， 該 当 群 ） と 該 当 し な い と し た 群 （ 以 下 ， 非 該 当

群 ） で ， 各 尺 度 平 均 得 点 の 差 に つ い て t 検 定 を お こ な っ

た 。   

 

5  結 果 と 考 察  

 結 果 を T a b l e  7 に 示 し た 。  
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否 定 的 感 情 反 応 尺 度 の 得 点 は ，“ 短 気 ”，“ 感 情 の 起 伏

が 激 し い ”，“ わ が ま ま ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し

な い 場 合 に 比 べ ，有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ ，“ 明 る い ”，

“ 優 し い ”，“ 素 直 ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い

場 合 に 比 べ ， 有 意 に 低 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

外 向 性 尺 度 の 得 点 は ，“ 活 発 ”，“ 好 奇 心 旺 盛 ”，“ 積 極

的 ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い 場 合 に 比 べ ， 有

意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

順 応 性 尺 度 は ， 得 点 が 高 い ほ ど 順 応 性 が 低 い こ と を 示

し て い る 。順 応 性 尺 度 の 得 点 は ，“ 積 極 的 ”，“ 人 見 知 り が

な い ” な ど ， 環 境 へ の 慣 れ や す さ を 予 測 さ せ る よ う な 特

徴 に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い 場 合 に 比 べ ， 有 意 に 低

い こ と が 確 認 さ れ ，“ 好 き 嫌 い が は っ き り ”，“ 臆 病 ”，

“ よ く 泣 く ”，“ 甘 え ん 坊 ” な ど 環 境 へ の 慣 れ に く さ を 予

測 さ せ る よ う な 特 徴 に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い 場 合

に 比 べ ， 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

神 経 質 尺 度 の 得 点 は ，“ 素 直 ”，“ よ く 気 が つ く ”，“ 育

て や す い ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い 場 合 に 比

べ ， 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ ，“ 短 気 ”，“ よ く 泣 く ”，

“ わ が ま ま ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し な い 場 合 に

比 べ ， 有 意 に 低 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

規 則 性 尺 度 の 得 点 は ，“ 素 直 ”，“ 機 嫌 が よ い ”，“ 育 て

や す い ”な ど に 該 当 す る 場 合 は ，該 当 し な い 場 合 に 比 べ ，

有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ ，“ よ く 泣 く ”，“ わ が ま ま ”，

“ 頑 固 ”な ど に 該 当 す る 場 合 は ，該 当 し な い 場 合 に 比 べ ，

得 点 が 有 意 に 低 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

注 意 の 転 導 性 尺 度 の 得 点 は ，“ 優 し い ”，“ よ く 気 が つ

く ”，“ 落 ち 着 き が な い ” な ど に 該 当 す る 場 合 は ， 該 当 し

な い 場 合 に 比 べ ， 有 意 に 得 点 が 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。  

否 定 的 感 情 反 応 尺 度 で 測 定 さ れ た 気 質 特 徴 は ， 養 育 者

が 記 述 し た 対 応 の 困 難 さ を 示 す 子 ど も の 特 徴 と の 関 連 が

認 め ら れ た 。 一 方 ， 落 ち 着 き が な い と い う 特 徴 と 関 連 性

が 予 測 さ れ る 注 意 の 転 導 性 尺 度 は ， 落 ち 着 き の な さ だ け

で な く ， 切 り 替 え が 早 く ， 関 わ り や す い 特 徴 と し て 記 述
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さ れ た 。 注 意 の 転 導 性 尺 度 と 養 育 者 が 育 て や す い 特 徴 と

し て 記 述 す る 規 則 性 尺 度 は ， 子 ど も の 問 題 行 動 に 結 び つ

き に く い こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 武 井 ・ 寺 崎 , 2 0 0 5 ）。 よ

っ て ，“ 落 ち 着 き の な さ ”と し て 記 述 さ れ て も 後 の 問 題 に

は 発 展 せ ず ， 専 門 家 の 介 入 を 必 要 と し な い 気 質 特 徴 と 考

え ら れ る 。 外 向 性 尺 度 は ， 養 育 者 が 子 ど も の 新 し い こ と

へ の 積 極 性 を ど の よ う に 認 知 す る か と い う こ と を 示 す 特

徴 と し て 記 述 さ れ ， 順 応 性 尺 度 は ， 養 育 者 が 子 ど も の 環

境 へ の 慣 れ を ど の よ う に 認 知 す る か と い う 特 徴 で 記 述 さ

れ て い た 。 神 経 質 尺 度 は ， 養 育 者 が 子 ど も の 情 緒 面 の 育

て や す さ や 育 て に く さ に つ い て 記 述 す る こ と と 関 連 が み

ら れ た 。 こ れ ら の 3 つ の 尺 度 が 示 す 気 質 特 徴 は ， 気 質 尺

度 が 示 す 項 目 内 容 と 同 一 の 特 徴 を 養 育 者 が 記 述 す る と 考

え ら れ る 。  

以 上 の こ と か ら ， 幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 さ れ た 気 質 特

徴 が 示 す 内 容 と 養 育 者 が 日 常 の 関 わ り を 通 じ て 認 知 し ，

記 述 し た 子 ど も の 特 徴 と の 間 の 関 連 性 か ら ， 尺 度 の 内 容

的 妥 当 性 が 確 認 で き た 。 し か し ，“ 落 ち 着 き が な い ”“ 明

る い ”“ 機 嫌 が よ い ”と い う 特 徴 は 6 つ の 気 質 尺 度 の 全 て

の 尺 度 と 関 連 が 認 め ら れ た 。 よ っ て ， 養 育 者 が 記 述 す る

“ 落 ち 着 き が な い ”“ 明 る い ”“ 機 嫌 が よ い ” と い っ た 特

徴 は ， 気 質 特 徴 と 関 連 性 が あ る 特 徴 と 考 え ら れ る が ， 気

質 特 徴 の 違 い に か か わ ら ず ， 本 調 査 の 対 象 と な っ た 1 歳

半 か ら 2 歳 前 の 年 齢 に お い て 共 通 し て 見 出 さ れ る 特 徴 と

考 え ら れ る 。  

 

調 査 6  幼 児 気 質 質 問 紙 と 観 察 さ れ た 幼 児 の 行 動 特

徴 と の 関 連  

 

1 . 問 題 と 目 的  

養 育 者 が 質 問 紙 で 評 価 し た 子 ど も の 気 質 特 徴 は ， 直 接

子 ど も を 検 査 す る こ と に よ っ て 個 人 差 を 評 価 で き る

B r a z e l t o n の 新 生 児 行 動 評 価 法 （ B r a z e l t o n  &  N u g e n t

（ 1 9 9 5   穐 山 監 訳  1 9 9 8 ）の 結 果 と は あ ま り 高 い 相 関 関
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係 を 示 さ ず （ H u b e r t , T h e o d o r e ， P e t e r s - M a r t i n  &  

G a n d o u r , 1 9 8 2 ），養 育 者 と 同 じ レ ベ ル で 子 ど も と 関 わ る 保

育 士 に よ る 気 質 評 価 と 不 一 致 と な る こ と （ 武 井 , 2 0 0 1 ），

実 験 室 や 家 庭 で の 観 察 で 養 育 者 以 外 の 第 三 者 に よ っ て 評

価 さ れ た 子 ど も の 気 質 特 徴 と あ ま り 高 い 相 関 を 示 さ な い

こ と （ B o r n s t e i n ， G a u g h r a n  &  S e g u i ,  1 9 9 1 ； K a g a n  e t  a l ,  

1 9 8 4 ； M a t h e n y ， W i l l s o n  &  N u s s ,  1 9 8 4 ； 水 野 ,  2 0 0 2 ） が

指 摘 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 養 育 者 が 質 問 紙 で

評 価 し た 子 ど も の 気 質 は ， 実 際 の 子 ど も の 気 質 を 忠 実 に

反 映 す る の で は な く ， 養 育 者 の バ イ ア ス が か か っ た 子 ど

も の 気 質 特 徴 が 測 定 さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。 し か し ，

気 質 特 徴 が 文 脈 や 環 境 の 変 動 と 関 連 し て 変 化 す る 行 動 特

徴 と し て 表 現 さ れ る と い う こ と を 考 慮 す る と ， 妥 当 な 結

果 と 考 え る こ と も で き る 。 ま た ， 相 談 現 場 で 子 ど も の 気

質 を 扱 う 場 合 ， 養 育 者 が 子 ど も の 気 質 を ど の よ う に 認 知

し て い る か を 明 ら か に す る こ と が ， 養 育 者 が 自 身 の 子 ど

も に 気 質 と 調 和 し た 環 境 （ g o o d n e s s  o f  f i t ） を 提 供 で き

る よ う ， 専 門 家 が 適 切 な 支 援 を 行 う こ と を 可 能 に す る 。

し か し ， 子 ど も の 気 質 と 調 和 し た い ろ い ろ な 側 面 か ら の

条 件 を 満 た し た 環 境 （ g o o d n e s s  o f  f i t ） を 子 ど も に 提 供

で き る よ う ， 専 門 家 が 養 育 者 に 助 言 し て い く た め に は ，

そ の 前 提 と し て ， 養 育 者 が 認 知 し た 子 ど も の 気 質 特 徴 が

実 際 に 観 察 さ れ る 子 ど も の ど の よ う な 行 動 特 徴 と 関 連 が

あ る の か を 理 解 し て お く 必 要 が あ る 。  

そ こ で ，調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 気

質 質 問 紙 と 観 察 さ れ た 幼 児 の 行 動 と の 関 連 性 か ら ， 尺 度

の 示 す 内 容 が 実 際 の 行 動 の ど の よ う な 面 に 表 現 さ れ る の

か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法   

2 . 1   調 査 協 力 者   

川 崎 医 療 福 祉 大 学 で 実 施 さ れ た 親 子 教 室 に 参 加 し た 母

子 2 4 組 で あ る 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は 質 問 紙 実 施 時 に 平 均

2 0 . 0 ヶ 月 （ S D = 1 . 6 ） で あ っ た 。 性 別 内 訳 は 男 児 1 4 名 ，
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女 児 1 0 名 で あ っ た 。対 象 幼 児 に は 親 子 教 室 の 期 間 中 に 個

別 に 新 版 Ｋ 式 発 達 検 査 を 実 施 し た 。 全 領 域 で の 平 均 発 達

指 数 は 9 8 . 1（ S D = 9 . 4 ） で あ り ， 全 員 に 発 達 面 で の 遅 れ は

み ら れ な か っ た 。   

2 . 2  調 査 方 法  

参 加 者 に は 教 室 が は じ ま る 1 ，2 ヶ 月 前 に ，個 別 に 研 究

目 的 の 説 明 を 行 い ，調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か

ら 成 る 気 質 質 問 紙 を 実 施 し た 。 親 子 教 室 は 川 崎 医 療 福 祉

大 学 臨 床 心 理 学 科 の 集 団 療 法 室 で ，1 回 2 時 間 程 度 ，2 0 0 4

年 4 ～ 1 0 月 ま で 月 2 回 ， 計 1 0 回 （ 以 下 ， # 1 ～ # 1 0 ） 開 催

さ れ た 。 参 加 し た 母 子 に は 親 子 教 室 へ の 継 続 参 加 を 依 頼

し ，承 諾 を 得 た 。親 子 教 室 は 毎 回 ，次 の 内 容 で 行 わ れ た 。  

( 1 ) 参 加 者 が 来 室 し て か ら 1 5 分 程 度 の 自 由 遊 び ，( 2 ) 1 5

～ 2 0 分 程 度 の 体 を 使 っ た 集 団 遊 び や 手 遊 び ， ( 3 ) 3 0 ～ 4 0

分 程 度 の 毎 回 異 な る 内 容 で 構 成 さ れ た 設 定 遊 び （ 七 夕 飾

り 作 り ， 小 麦 粉 粘 土 な ど ）， ( 4 ) 2 0 ～ 3 0 分 程 度 の 持 参 し た

お や つ を 食 べ る 時 間 ，( 5 ) 母 親 が 座 談 会 を し ，子 ど も は 少

し 離 れ て 自 由 に 遊 ぶ と い う ， 同 室 で は あ る が 母 子 分 離 を

目 的 と し た 自 由 遊 び の 5 つ の 内 容 で 構 成 さ れ て い た 。  

毎 回 同 じ 保 育 士 １ 名 が 全 体 の 遊 び を 主 導 し ， 基 本 的 に

は 毎 回 同 じ 大 学 生 5 ，6 名 が 補 助 ス タ ッ フ と し て 参 加 し た 。

教 室 の 活 動 は 全 て ， 天 井 設 置 の ビ デ オ カ メ ラ お よ び 部 屋

内 設 置 ビ デ オ カ メ ラ の 計 2 台 で 録 画 し た 。   

2 . 3   質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 気 質 質 問 紙

を 用 い た 。回 答 形 式 は ，調 査 1 と 同 様 に ，１ .“ 全 く な い ”

か ら ４ . “ い つ も あ る ” の 頻 度 に よ る 4 段 階 と し た 。  

2 . 4  観 察 場 面  

 全 1 0 回 の う ち # 1 あ る い は # 2 （ 初 期 ）， # 5 あ る い は # 6

（ 中 期 ）， # 9 あ る い は # 1 0 （ 後 期 ） の 3 期 を 対 象 と し た 。

観 察 時 間 は 先 行 研 究 （ 武 井 ・ 水 子 ・ 清 水 ・ 寺 崎 ， 2 0 0 4 ；

水 子 ・ 武 井 ・ 清 水 ・ 寺 崎 ,  2 0 0 4 ） に 従 い 5 分 間 と し ， 教

室 に 母 子 が 来 室 し た 直 後 の 自 由 遊 び に お け る 子 ど も の 行

動 を 分 析 対 象 と し た 。 初 期 ， 中 期 ， 後 期 の そ れ ぞ れ 2 回
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の う ち ， 不 参 加 あ る い は 参 加 し て も ビ デ オ に 全 く 録 画 さ

れ て い な い 場 合 以 外 は ， 実 施 時 期 の 早 い 回 （ 初 期 は # 1 ，

中 期 は # 5 ， 後 期 は # 9 ） を 分 析 の 対 象 と し た 。 ま た ， 分 析

対 象 の 5 分 間 で 対 象 児 の 観 察 が 困 難 な 場 合 は 観 察 時 間 を

延 長 し ， 積 算 で 5 分 間 に し た 。  

2 . 5  観 察 行 動 カ テ ゴ リ ー  

 行 動 カ テ ゴ リ ー と し て 4 つ の 内 容 を 設 定 し た 。 １ つ め

は 物 へ の 関 わ り で あ り ， 室 内 に 準 備 さ れ た 年 齢 に 対 応 し

た 玩 具 （ ソ フ ト 積 木 ， ま ま ご と セ ッ ト ， チ ェ ー ン 落 と し

な ど ） に 自 主 的 に 関 わ っ た か 否 か を 評 定 し た （ 以 下 ， 物

へ の 関 わ り ）。 2 つ め は ， 位 置 移 動 で あ り ， 歩 く ， 走 る ，

這 う な ど 1 つ の 地 点 か ら 他 の 地 点 へ の 移 動 が み ら れ た か

否 か を 評 定 し た （ 以 下 ， 位 置 移 動 ）。 3 つ め は ， 母 親 へ の

能 動 的 な 関 わ り で あ り ， 手 を 出 し て 抱 か れ る ， 手 を つ な

ぐ ， 玩 具 を 渡 す ， 手 を さ し の べ る な ど ， 自 分 か ら 能 動 的

に 接 触 し て 関 わ っ た か 否 か を 評 定 し た （ 以 下 ， 母 親 へ の

関 わ り ）。 4 つ め は ， 母 親 以 外 の 他 者 へ の 能 動 的 な 関 わ り

で あ り ， 3 つ め の 行 動 カ テ ゴ リ ー の 内 容 が 母 親 以 外 の 他

者 （ 保 育 士 ， 学 生 ス タ ッ フ ， 他 児 ， 他 児 の 母 親 ） に み ら

れ た か 否 か を 評 定 し た （ 以 下 ， 他 者 へ の 関 わ り ）。 こ れ ら

の 行 動 カ テ ゴ リ ー に つ い て ， そ れ ぞ れ ， 初 期 ・ 中 期 ・ 後

期 に 分 け て 評 定 し た 。  

2 . 6  評 定 方 法  

 観 察 時 間 と し た 5 分 間 に つ い て ， 5 秒 間 を 観 察 単 位 と

し て 6 0 単 位 に 分 割 し た 。4 つ の 行 動 カ テ ゴ リ ー に つ い て ，

生 起 し た か 否 か の 1 / 0 サ ン プ リ ン グ 法 に よ り 心 理 学 を 専

攻 す る 大 学 生 4 名 が 評 定 し た 。 無 作 為 に 選 ん だ 1 名 に つ

い て ，観 察 行 動 カ テ ゴ リ ー 全 て の 一 致 率 を 求 め た と こ ろ ，

9 2 . 9 % で あ っ た 。   

2 . 7   分 析 方 法  

行 動 カ テ ゴ リ ー 各 々 （ 物 へ の 関 わ り ， 位 置 移 動 ， 母 親

へ の 関 わ り ， 他 者 へ の 関 わ り ） に お け る 行 動 の 生 起 数 を

カ テ ゴ リ ー ご と に 合 計 し ， 初 期 ・ 中 期 ・ 後 期 の 3 期 と も

観 察 さ れ た 場 合 は 1 8 0 単 位 ， 2 期 の 場 合 は 1 2 0 単 位 ， １
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期 の 場 合 は 6 0 単 位 を 分 母 と す る 比 率 ( % ) に 修 正 し た 。 さ

ら に ， 時 期 別 （ 初 期 ， 中 期 ， 後 期 ） に 算 出 し ， 6 0 単 位 を

分 母 と す る 比 率 （ % ） に 修 正 し た 。 こ れ ら の 比 率 と 気 質 質

問 紙 6 尺 度 の 得 点 と の 間 の S p e a r m a n の 順 位 相 関 係 数 を 算

出 し た 。   

 

3 . 結 果   

 各 行 動 カ テ ゴ リ ー の 生 起 比 率 に つ い て ， 初 期 ・ 中 期 ・

後 期 の 時 期 別 ， 全 体 の 平 均 お よ び 標 準 偏 差 を 算 出 し た

（ T a b l e  8 ）。  

 

初期 中期 後期 全体

n =23 n =22 n =19 n =24

平均値 68.6 77.2 51.4 66.4

標準偏差 25.6 24.1 34.0 18.6

平均値 28.3 25.4 28.7 27.6

標準偏差 16.2 17.0 17.5 12.1

平均値 6.4 6.6 11.0 7.3

標準偏差 7.8 7.7 14.7 6.3

平均値 2.0 0.8 1.5 1.4

標準偏差 3.4 1.4 4.0 1.7

Table 8　時期別、全体の各行動カテゴリーの生起比率平均および標準偏差

行動カテゴリー(%)

物への関わり

位置移動

母親への関わり

他者への関わり
 

 

物 へ の 関 わ り は ど の 時 期 も 5 0 % を 超 え ， 生 起 比 率 が 少

な い 後 期 で も 5 1 . 4 % で あ っ た 。 他 者 へ の 関 わ り の 出 現 比

率 は 全 体 的 に 低 く ， 中 期 で は 1 % 以 下 で あ っ た 。 各 気 質 尺

度 と 全 体 の 各 行 動 カ テ ゴ リ ー と の 間 の 相 関 係 数 を 算 出 し

た （ T a b l e  9 ）。  

 

否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

物への関わり .28 -.00 -.07 -.03 .09 .08

位置移動 .12 .02 .12 .05 .00 .05

母親への関わり .09 -.20 .46* -.40+ .13 .19

他者への関わり -.31 -.34+ -.35+ .14 .11 .50*

Table 9　全体の気質尺度得点と各行動カテゴリーにおける行動生起比率との間の相関表

観察された行動
気　質　尺　度

＊　ｐ<.05　　　＋　ｐ<.10  
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神 経 質 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り と の 間 に 負 の 相 関 傾 向 が

認 め ら れ た （ r = - . 3 4  ， p < . 1 0 ）。 つ ま り ， よ く 気 が つ き ，

聞 き 分 け が よ い と い っ た 気 質 傾 向 が 強 く な る 子 ど も ほ ど ，

他 者 に 自 分 か ら 関 わ っ て い く こ と が 減 少 す る 可 能 性 が 示

唆 さ れ た 。 順 応 性 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り と の 間 に 有 意 な

正 の 相 関 （ r = . 4 6 ， p < . 0 5 ）， 他 者 へ の 関 わ り と の 間 に 負 の

相 関 傾 向 （ r = - . 3 5 ， p < . 1 0 ） が 認 め ら れ た 。 つ ま り ， 新 し

い 環 境 に 慣 れ に く い 気 質 傾 向 が 強 く な る 子 ど も ほ ど ， 母

親 に 自 分 か ら 関 わ っ て い く こ と が 増 加 し ， 他 者 に 自 分 か

ら 関 わ っ て い く こ と が 減 少 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 外

向 性 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り と の 間 に 負 の 相 関 傾 向 が 認 め

ら れ た （ r = - . 4 0 ， p < . 1 0 ）。 つ ま り 積 極 的 に 周 囲 に 関 わ っ

て い く 気 質 傾 向 が 強 く な る 子 ど も ほ ど ， 母 親 に 自 分 か ら

関 わ る こ と が 減 少 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， 注 意

の 転 導 性 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関

が 認 め ら れ た （ r = . 5 0 ， p < . 0 5 ）。 つ ま り ， 注 意 の 切 り 替 え

が 早 く ， 刺 激 に よ く 気 付 く と い っ た 気 質 傾 向 が 強 く な る

子 ど も ほ ど ， 他 者 に 自 分 か ら 関 わ っ て い く こ と が 増 加 す

る こ と が 分 か っ た 。  

時 期 別 の 結 果 に 一 貫 し た 関 連 性 が 認 め ら れ る か ， あ る

い は 時 期 に よ っ て 変 化 が 認 め ら れ る か を 検 討 す る た め に ，

時 期 別 に 各 気 質 尺 度 と 各 行 動 カ テ ゴ リ ー と の 間 の 相 関 係

数 を 算 出 し た （ T a b l e  1 0 ）。  

 

否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

　初期 .16 -.18 .17 -.01 -.09 .22

　中期 .28 -.45* -.12 -.22 -.06 -.32

　後期 -.03 .28 -.02 .01 .15 .09

　初期 .09 -.00 .14 -.01 -.15 .14

　中期 -.02 .05 .32 -.08 .07 .14

　後期 .29 .06 -.04 .10 .02 -.22

　初期 .04 -.09 -.12 -.11 .00 .25

　中期 -.10 .05 .38+ -.23 .12 .21

　後期 .02 -.36 .32 -.18 .20 -.13

　初期 -.45* -.31 -.35 .15 -.07 .37+

　中期 .02 -.14 -.12 .17 .16 .14

　後期 -.02 -.26 -.09 -.26 －.06 .23
＊　ｐ<.05　　　＋　ｐ<.10

Table 10　時期別の気質尺度得点と各行動カテゴリーにおける行動生起比率との間の相関表

観察された行動
気　質　尺　度

物への関わり

位置移動

母親への関わり

他者への関わり

期

 



 

59 
 

結 果 ， 初 期 ・ 中 期 ・ 後 期 を 全 体 と し て ま と め た 際 に 関

連 性 が 認 め ら れ た 神 経 質 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り と の 間 ，

順 応 性 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り と の 間 ， 外 向 性 尺 度 と 母 親

へ の 関 わ り と の 間 ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り

と の 間 に 一 貫 し た 関 連 性 が 推 測 さ れ た 。 神 経 質 尺 度 と 物

へ の 関 わ り と の 間 に 中 期 の み 負 の 相 関（ r = - . 4 5  ，p < . 0 5 ），

注 意 の 転 導 性 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り と の 間 に 初 期 の み 正

の 相 関 傾 向 が 認 め ら れ た （ r = . 3 7 ， p < . 1 0 ）。 ま た ， 否 定 的

感 情 反 応 尺 度 と 初 期 に お け る 他 者 へ の 関 わ り と の 間 に 有

意 な 負 の 相 関 が 認 め ら れ た が （ r = - . 4 5 ， p < . 0 5 ）， 中 期 お

よ び 後 期 に は 関 連 性 が 認 め ら れ な か っ た 。 つ ま り ， 親 子

教 室 を 実 施 し て 間 も な い ま だ 慣 れ て い な い 状 況 に お い て

は ， 激 し く 感 情 を あ ら わ し た り ， 大 泣 き す る よ う な 気 質

傾 向 が 強 い 子 ど も ほ ど ， 他 者 に 自 分 か ら 関 わ っ て い く こ

と が 減 少 す る が ， 回 数 を 重 ね ， 慣 れ た 状 況 に な っ て く る

と ， そ の よ う な 行 動 の 差 は み ら れ な く な っ た 。  

 

4 . 考 察   

初 期 ・ 中 期 ・ 後 期 を あ わ せ た 全 体 で 関 連 性 が 確 認 さ れ

た ， 神 経 質 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り ， 順 応 性 尺 度 と 他 者 へ

の 関 わ り ，外 向 性 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り は ，初 期 ・ 中 期 ・

後 期 の 時 期 ご と の 分 析 で は 関 連 性 は 確 認 で き な か っ た 。

こ れ は ， 全 て の 参 加 者 が 継 続 的 に 参 加 す る こ と が 困 難 で

あ っ た た め に 分 析 に 用 い ら れ た 対 象 数 が 十 分 で な か っ た

こ と だ け で な く ， 時 期 別 と い っ た 限 定 さ れ た 場 面 の み で

は 関 連 性 を み い だ す こ と が 困 難 な 場 合 も ， 観 察 場 面 数 を

増 や す ， す な わ ち サ ン プ リ ン グ 数 を 増 や す こ と で ， 安 定

し た 結 果 を 得 る こ と が で き る た め と 考 え ら れ た 。  

今 回 の 結 果 で 確 認 さ れ た 順 応 性 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り

と の 間 の 関 連 性 は ，# 1 ～ # 3 の お や つ の あ と 5 分 間 と い う

今 回 と は 異 な る 観 察 場 面 を 分 析 し た 水 子 他 の 報 告（ 2 0 0 4 ）

で も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ て い る 。 観 察 評 定 で 得 ら れ た 結

果 は ， 限 定 的 な 場 面 に お け る 一 定 の 方 法 に よ る た め ， そ

の 時 点 で の 個 体 内 の 環 境 状 態 が 直 接 反 映 さ れ や す く ， 養



 

60 
 

育 者 が 日 々 の 日 常 生 活 の 経 験 で 評 価 す る 特 徴 と は 内 容 が

異 な る と 指 摘 さ れ て い る （ 上 村 , 1 9 9 2 ) 。 つ ま り ， 観 察 評

定 で 得 ら れ た 結 果 と ， 質 問 紙 上 で 評 価 さ れ た 気 質 評 価 と

で は ， そ の 手 法 の 違 い か ら ， 得 ら れ る 内 容 が 異 な り ， 一

定 の 関 係 を 見 い だ し に く い と 考 え ら れ る 。 場 面 や 状 況 が

異 な っ て も 関 連 性 が 確 認 さ れ た 順 応 性 尺 度 と 母 親 へ の 関

わ り と の 間 の 関 連 性 は ， 個 体 内 の 要 因 は も ち ろ ん ， 個 体

外 の 要 因 ， つ ま り 環 境 か ら の 関 わ り な ど が あ っ て も ， 影

響 を 受 け ず ， 一 貫 し た 関 連 性 が み ら れ る と 考 え ら れ た 。  

一 方 ， 先 行 研 究 （ 武 井 他 ,  2 0 0 4 ； 水 子 他 ,  2 0 0 4 ） で 確

認 さ れ た 規 則 性 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り ， 規 則 性 尺 度 と 玩

具 へ の 関 わ り ， 神 経 質 尺 度 と 母 親 へ の 関 わ り と の 間 の 関

連 性 は ， 今 回 の 結 果 で は 認 め ら れ ず ， 神 経 質 尺 度 と 物 へ

の 関 わ り と の 間 に 中 期 の み 関 連 性 が 認 め ら れ た 。 ま た ，

時 期 別 の 気 質 尺 度 と 行 動 カ テ ゴ リ ー の 間 の 特 徴 的 な 変 化

で は ， 初 期 の 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 他 者 へ の 関 わ り の 間

に の み 関 連 性 が み ら れ ， 中 期 お よ び 後 期 に は 認 め ら れ な

か っ た 。 つ ま り ， 激 し く 感 情 を あ ら わ し た り ， 大 泣 き す

る よ う な 気 質 傾 向 が 強 い 子 ど も は ， 初 期 と い う 場 面 に 慣

れ て い な い 状 況 で の み 他 者 に 自 分 か ら 関 わ っ て い く こ と

が 少 な い と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の こ と は ， サ ン プ リ ン グ

数 を 増 や す こ と で 安 定 性 の あ る 結 果 か 否 か を 確 認 し て い

く 必 要 が あ る 。  

水 野 （ 2 0 0 2 ） は ， A i n s w o r t h の S t r a n g e  S i t u a t i o n  

P r o c e d u r e に 即 し た 実 験 観 察 場 面 を 設 定 し て 個 別 に 実 施

し ， 行 動 抑 制 傾 向 と 母 親 に 対 す る 行 動 と は 直 接 関 連 が み

ら れ な い と 指 摘 し て い る 。 行 動 抑 制 傾 向 は ， 内 容 か ら 検

討 す る と ，順 応 性 尺 度 で 評 価 さ れ る 気 質 特 徴 と 対 応 す る 。

今 回 の 結 果 で は ， 順 応 性 が 低 い ， つ ま り 新 し い 環 境 に 慣

れ に く い 子 ど も は ， 母 親 か ら 離 れ よ う と し な い 行 動 を 示

す 結 果 が 得 ら れ ， 水 野 の 報 告 （ 2 0 0 2 ） と 異 な る 結 果 と な

っ た 。 水 野 （ 2 0 0 2 ） は 自 身 の 結 果 に つ い て ， 強 い ス ト レ

ス 状 態 に お か れ た 後 の 乳 児 が 母 親 に 対 し て 示 す コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル は ， 行 動 抑 制 傾 向 と い っ た 個 人 的 特
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性 に 影 響 さ れ な い 関 係 性 の 質 で あ る と 考 察 し て い る 。 本

研 究 で の 観 察 場 面 は ， 水 野 （ 2 0 0 2 ） と 異 な り ， 個 別 で は

な く 複 数 の 母 子 が 参 加 し た 場 面 で あ り ， 操 作 的 な 実 験 場

面 で は な く ， 自 由 に 遊 ぶ 親 子 教 室 と い っ た ス ト レ ス 状 況

の な い 自 然 観 察 場 面 で あ っ た 。 つ ま り ， よ り 自 然 な 母 子

の 交 流 を 観 察 す る こ と が で き た こ と で ，水 野（ 2 0 0 2 ) の 結

果 と 異 な る 結 果 が 得 ら れ た と 考 え ら れ る 。 先 行 研 究 （ 水

子 他 ,  2 0 0 4 ） 同 様 ， 今 回 の 結 果 で も 順 応 性 尺 度 と 母 親 へ

の 関 わ り に つ い て は 関 連 性 が 見 い だ さ れ た が ， 観 察 場 面

を 多 様 に す る こ と で さ ら に 検 討 を 進 め て い く 必 要 が あ る

で あ ろ う 。  

幼 児 気 質 質 問 紙 の 尺 度 と 観 察 さ れ た 行 動 カ テ ゴ リ ー と

の 間 に 一 定 の 関 係 を 見 い だ す こ と が で き た 。 気 質 の 観 察

評 価 と 母 親 に よ る 質 問 紙 で の 評 価 は ， 単 独 で 子 ど も の 行

動 ス タ イ ル を 理 解 す る の に は 不 十 分 で あ り ， 2 つ の 方 法

を 併 用 す る こ と が 理 解 を 深 め る と 指 摘 さ れ て い る（ K a r p ，

S e r b i n ， S t a c k  &  S c h w a r t z m a n ,  2 0 0 4 ）。 本 調 査 の 結 果 か

ら ， 母 親 に よ る 質 問 紙 評 価 で 評 価 さ れ る 子 ど も の 気 質 特

徴 の う ち ， 観 察 評 価 に よ る 子 ど も の 気 質 特 徴 と の 関 連 性

が 強 い 特 徴 も あ っ た が ， 観 察 上 は 評 価 で き な い 特 徴 も あ

る こ と が 示 さ れ た 。 子 ど も に 関 わ る 母 親 が 子 ど も の 気 質

特 徴 に 応 じ た 環 境 を 提 供 す る た め に は ， 母 親 が 日 常 の 文

脈 の な か で 子 ど も の 気 質 特 徴 を ど の よ う に 評 価 し て い る

か と い う こ と が 重 要 で あ る 。 し た が っ て ， 母 親 に よ る 子

ど も の 気 質 評 価 を 第 三 者 に よ る 観 察 に よ る 評 価 と の 関 連

で 確 認 し て い く こ と で ， よ り 客 観 的 に 理 解 す る こ と が で

き ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 臨 床 的 応 用 に つ な げ る た め の 示 唆

が 得 ら れ る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  
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第 ４ 節  

 幼 児 気 質 問 紙 簡 易 版 の 作 成  

 

調 査 7  幼 児 気 質 質 問 紙 簡 易 版 の 作 成  

 

１ . 目 的  

 調 査 2 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 基 に ， 因 子 的 妥

当 性 を 保 ち な が ら も ， 質 問 項 目 数 の 少 な い ス ク リ ー ニ ン

グ 用 の 幼 児 気 質 質 問 紙 （ 以 下 ， 簡 易 版 ） を 作 成 す る こ と

を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

 調 査 2 で 作 成 し た 6 尺 度 4 7 項 目 の 幼 児 気 質 質 問 紙 を 基

に 各 尺 度 の 項 目 を 選 定 し た 。 各 尺 度 3 項 目 を 選 定 す る こ

と を 条 件 に ， 特 定 の 因 子 に 対 す る 因 子 負 荷 量 が 高 い 項 目

か ら 順 に 採 用 ， 内 容 が 重 複 し て い る 項 目 を 除 外 ， 因 子 に

対 す る 負 荷 量 が 同 程 度 で あ り ， か つ 類 似 度 の 高 い 項 目 に

つ い て は ， よ り 理 解 し や す い 内 容 の 項 目 を 採 用 と い う 3

つ の 基 準 に ，心 理 学 を 専 門 と す る 教 員 3 名 で 1 8 項 目 を 採

用 し た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

採 用 さ れ た 1 8 項 目 に 対 し ，抽 出 す る 因 子 数 を 6 に 指 定

し ， 主 因 子 法 ， P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。 因

子 の 出 現 順 序 は 異 な っ た が ， 研 究 １ で 得 ら れ た 因 子 パ タ

ー ン と 同 じ で あ っ た （ T a b l e  1 1 ）。  

尺 度 の 内 的 整 合 性 を 検 討 す る た め ， 尺 度 ご と に α 係 数

を 算 出 し た と こ ろ ， 順 応 性 尺 度 の α 係 数 が . 7 1 で あ っ た

が ， そ の 他 の 尺 度 に つ い て は . 4 5 か ら . 5 9 の 範 囲 で あ り ，

内 的 整 合 性 は 低 か っ た （ T a b l e  1 1 ）。  
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次 に ， 簡 易 版 の 妥 当 性 を 検 討 す る た め に 幼 児 気 質 質 問

紙 の 4 7 項 目 か ら 簡 易 版 で 用 い た 1 8 項 目 を 除 い た 2 9 項 目

と 簡 易 版 の 1 8 項 目 に つ い て ，各 尺 度 得 点 間 の 相 関 を 求 め

た と こ ろ ， . 4 5 か ら . 7 0 の 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た

（ T a b l e  1 2 ）。  

 

気質尺度 否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

相関係数 .70*** .53*** .62*** .55*** .58*** .45***

***ｐ＜.001

Table 12　 幼児気質質問紙の47項目から簡易版で用いた18項目を除いた29項目と簡易版の18項目各尺度得点間の相関

 

 

簡 易 版 の 各 尺 度 の 内 的 整 合 性 が 低 く な っ た 理 由 と し て ，

4 7 項 目 か ら 1 8 項 目 （ 各 尺 度 3 項 目 ） へ と 大 幅 に 項 目 が

減 少 し た だ け で な く ， 出 来 る だ け 内 容 が 重 複 し な い よ う

項 目 を 選 定 し た た め と 考 え ら れ る 。 し か し ， 幼 児 気 質 質

問 紙 と 簡 易 版 の 各 気 質 尺 度 間 に 中 程 度 の 相 関 関 係 が 認 め

ら れ た こ と か ら ， 簡 易 版 の 6 尺 度 は 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6

尺 度 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。  

気 質 尺 度 得 点 の 男 女 別 お よ び 全 体 で の 平 均 値 ， 標 準 偏

差 ，分 布 の 形 状 の 指 標 と し て 歪 度 を 算 出 し た（ T a b l e  1 3 ）。 

 

平均値 　男(n =691)・女(n =645) 2.38 2.43 2.12 2.27 2.56 2.34 3.42 3.39 3.17 3.15 3.37 3.38
標準偏差　  男・女 .61 .58 .53 .58 7.75 .70 .46 .47 .60 .59 .41 .45

平均値　全体(n =1349)
標準偏差　　全体

歪度

外向性 規則性

2.40 2.19 2.45 3.41 3.16

Table 13　幼児気質質問紙簡易版各尺度の平均値および標準偏差

-.08 .02 .02 -.60 -.66 -.48

3.37
7.56 .73.59

注意の転導性

** 　p<.01
性別不明　n =13

.47 .59 .43

否定的感情反応 神経質** 順応性**

 

 

調 査 2 と 同 様 に ， 各 尺 度 得 点 は 個 々 の 項 目 の 粗 点 （ 1

～ 4 点 ） を 合 計 し ， 平 均 し た 得 点 で 表 し て い る 。 性 別 に

よ っ て ， 各 気 質 尺 度 得 点 に 差 が み ら れ る か 否 か ， t 検 定

を 行 っ た と こ ろ ， 神 経 質 尺 度 に つ い て は 女 児 の 方 が 男 児

よ り ， 順 応 性 尺 度 に つ い て は 男 児 の 方 が 女 児 よ り 有 意 に

得 点 が 高 か っ た（ 神 経 質 尺 度 ； t ( 1 3 0 5 ) ＝ 4 . 8 8 ，  p < . 0 1  ，
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順 応 性 尺 度 ； t ( 1 3 3 4 ) ＝ 5 . 4 3 ， p < . 0 1 ）。 尺 度 得 点 の 分 布 の

形 状 に 関 し て は ， 調 査 2 と 同 様 に 指 標 と し て 歪 度 を 示 し

た 。 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ， 順 応 性 尺 度 に つ

い て は 比 較 的 正 規 型 に 近 い 形 状 を 示 し た が ， そ の 他 の 尺

度 に つ い て は 得 点 の 高 い 方 に 分 布 が 偏 る 傾 向 が 認 め ら れ

た 。 と く に 外 向 性 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 は こ の 傾 向 が 著 し か

っ た 。  

 

調 査 8  幼 児 気 質 質 問 紙 簡 易 版 の 因 子 的 妥 当 性 の 検  

    討  

 

1 . 目 的  

調 査 対 象 サ ン プ ル を 変 え て 質 問 紙 調 査 を 実 施 し ， 簡 易

版 幼 児 気 質 質 問 紙 の 尺 度 の 因 子 的 妥 当 性 と 内 的 整 合 性 に

つ い て 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

幼 児 を も つ 養 育 者 3 8 0 名 で あ る 。 う ち ， 簡 易 版 質 問 紙

へ の 回 答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 は 分 析 か ら 除 外 し た

た め ， 有 効 数 は 3 5 5 名 （ 9 7 % ） と な っ た 。 質 問 紙 回 答 者 は

3 4 5 名 が 母 親 で あ っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は 気 質 質 問 紙 回

答 時 に 平 均 1 5 . 3 ヶ 月 （ S D = 2 . 4 ） で あ り ， 性 別 の 内 訳 は 男

児 1 9 6 名 （ 5 5 % ）， 女 児 1 5 9 名 （ 4 5 % ） で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

Ｋ 市 内 の 保 育 園 に 通 う 幼 児 を も つ 養 育 者 に は 園 を 通 じ

て 配 布 ， 回 収 し た 。 ま た 総 合 病 院 産 婦 人 科 で 出 生 し た 養

育 者 に ， 対 象 幼 児 が 1 歳 を 過 ぎ た 頃 に 郵 送 に て 質 問 紙 を

配 布 ， 回 答 後 ， 郵 送 に て 回 収 し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

調 査 7 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 3 項 目 ず つ 選 定 さ れ た 1 8

項 目 か ら な る 質 問 紙 を 用 い た 。 回 答 形 式 に つ い て は ， 調

査 1 と 同 じ で あ っ た 。  
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3 . 結 果 と 考 察  

1 8 の 質 問 項 目 へ の 回 答 に 対 し て ，因 子 数 を 6 に 指 定 し ，

共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法 を 用 い て 因 子 分 析 を 行

い ， そ の 後 P r o m a x 法 に よ る 回 転 を 実 施 し た 。 結 果 ， 抽 出

さ れ た 6 因 子 の 全 て の 因 子 は ， 選 定 さ れ た 際 に 同 じ 尺 度

に 属 し て い た 3 項 目 か ら 構 成 さ れ ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6

尺 度 の い ず れ か と 対 応 し て い た （ T a b l e  1 4 ）。  

つ ま り ， 簡 易 版 の 6 尺 度 に つ い て の 因 子 的 妥 当 性 が 確

認 で き た 。 次 に ， 6 尺 度 に つ い て の 内 的 整 合 性 を 検 討 す

る た め ， 尺 度 ご と に α 係 数 を 算 出 し た 。 結 果 ， 幼 児 気 質

質 問 紙 の 規 則 性 尺 度 ， 外 向 性 尺 度 と 注 意 の 転 導 性 尺 度 に

対 応 す る 因 子 に つ い て は ， そ れ ぞ れ α = . 4 9 ， α = . 4 8 ， α

= . 5 7 と 低 か っ た が ， そ の 他 の 順 応 性 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ，

否 定 的 感 情 反 応 尺 度 に 対 応 す る 各 因 子 に つ い て は α = . 6 0

以 上 で あ っ た 。 以 上 の こ と か ら ， 3 尺 度 に つ い て は 一 応

の 内 的 整 合 性 を 満 た し た 尺 度 と 考 え ら れ る 。  

簡 易 版 の 6 尺 度 の う ち ， 3 尺 度 に つ い て 内 的 整 合 性 が

低 か っ た 理 由 と し て ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 4 7 項 目 か ら 1 8

項 目 （ 各 尺 度 3 項 目 ） へ と 大 幅 に 項 目 を 減 少 さ せ た こ と

が あ げ ら れ る 。 し か し ， 得 ら れ た 6 因 子 は ， 全 て 幼 児 気

質 質 問 紙 の 6 尺 度 に 対 応 し た 尺 度 の 項 目 群 で 構 成 さ れ ，

簡 易 版 の 6 尺 度 は 幼 児 気 質 質 問 紙 の 尺 度 の 因 子 的 妥 当 性

を 有 し た 尺 度 と 考 え ら れ る 。  

し か し な が ら ， 尺 度 に よ っ て は 内 的 整 合 性 が 低 く ， 1

項 目 で は あ っ た が ，属 す る 因 子 に 対 し , . 3 0 以 下 の 因 子 負

荷 量 を 示 し て い た 項 目 も あ っ た 。 幼 児 気 質 質 問 紙 か ら の

項 目 選 定 に つ い て さ ら に 検 討 し 直 し ， 項 目 数 を 絞 り な が

ら も ， よ り 信 頼 性 の あ る ス ク リ ー ニ ン グ 用 の 気 質 質 問 紙

の 作 成 を 試 み る 必 要 が あ る 。  
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調 査 9  幼 児 気 質 質 問 紙 簡 易 版 の 信 頼 性 お よ び 妥 当  

性 の 検 討  

 

１ . 目 的  

簡 易 版 の 6 尺 度 に つ い て の 信 頼 性 を 検 討 す る こ と ， 幼

児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度 と 簡 易 版 の 6 尺 度 と の 関 連 か ら 簡

易 版 の テ ス ト 妥 当 性 に つ い て 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 幼 児 を も つ 養 育 者 1 0 4 名 で あ る 。 尺 度 の 質 問 項 目 へ の

回 答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 は 分 析 か ら 除 外 し た た め ，

幼 児 気 質 質 問 紙 を 2 回 実 施 し た 養 育 者 が 8 0 名 ，簡 易 版 を

2 回 実 施 し た 養 育 者 が 8 4 名 ，幼 児 気 質 質 問 紙 と 簡 易 版 を

実 施 し た 養 育 者 が 8 2 名 で あ っ た 。対 象 幼 児 の 年 齢 は ，幼

児 気 質 質 問 紙 の 1 回 目 を 実 施 し た 時 点 で 平 均 1 9 . 8 ヶ 月

（ S D = 1 . 8 ） で あ り ， 性 別 の 内 訳 は 男 児 4 7 名 （ 4 5 % ）， 女 児

4 1 名 （ 3 9 % ）， 不 明 1 6 名 （ 1 5 % ） で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

川 崎 医 療 福 祉 大 学 で 実 施 さ れ た 親 子 教 室 に 参 加 し た 幼

児 の 養 育 者 と Ｋ 市 内 の 保 育 園 に 通 う 幼 児 の 養 育 者 に 対 し ，

対 象 幼 児 が 1 8 ヶ 月 を 過 ぎ た 頃 に 質 問 紙 を 配 布 し た 。１ 名

の 養 育 者 に 対 し ，幼 児 気 質 質 問 紙 を 2 回 ，簡 易 版 を 2 回 ，

計 4 回 実 施 し た 。 幼 児 気 質 質 問 紙 と 簡 易 版 を 配 布 す る 順

序 に つ い て は カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を し ， 4 回 の 質 問 紙 を

配 布 す る 間 隔 は そ れ ぞ れ 1 ～ 2 週 間 と し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 調 査 7 で 作 成 さ

れ た 簡 易 版 を 用 い た 。 回 答 形 式 に つ い て は ， 調 査 １ と 同

じ で あ っ た 。  
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3 . 結 果 と 考 察  

簡 易 版 の 幼 児 気 質 質 問 紙 の 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 す る た

め に ， 質 問 紙 の 6 尺 度 に つ い て 尺 度 ご と の 相 関 係 数 を 求

め た （ T a b l e  1 5 ）。  

 

気質尺度
質問紙

簡易版(n =84) .65*** .73*** .78*** .64*** .63*** .74***

標準版・簡易版(n =82) .66*** .62*** .64*** .64*** .63*** .39***

***ｐ＜.001

Table 15　幼児気質質問紙簡易版の再検査信頼性およびテスト妥当性

否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

 

 

結 果 ， 6 尺 度 全 て に つ い て . 6 3 か ら . 7 8 の 範 囲 で 比 較 的

強 い 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ，

簡 易 版 の 6 尺 度 の 再 検 査 信 頼 性 が 確 認 で き た 。 ま た ， 簡

易 版 の 6 尺 度 の 妥 当 性 を 検 討 す る た め 幼 児 気 質 質 問 紙 の

6 尺 度 と 簡 易 版 の 6 尺 度 間 の 相 関 係 数 を 求 め た 。 そ の 結

果 ，6 尺 度 全 て に つ い て . 3 9 か ら . 6 6 の 範 囲 で 有 意 な 正 の

相 関 が 認 め ら れ た 。注 意 の 転 導 性 尺 度 が . 3 9 で あ っ た が ，

そ の 他 の 5 尺 度 は ，. 6 2 ～ . 6 6 と 比 較 的 強 い 相 関 が 認 め ら

れ た 。 簡 易 版 の 妥 当 性 を 検 討 す る と き に 幼 児 気 質 質 問 紙

と 簡 易 版 は 同 時 に 実 施 さ れ て い る の で は な く ， 1 つ の 質

問 紙 が 実 施 さ れ て 1 ～ 2 週 間 後 に 実 施 さ れ て い る 。そ の 意

味 で は こ れ ら の 係 数 の 値 は ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 を 除 き ，

各 尺 度 の 再 検 査 信 頼 性 係 数 の 値 と ほ ぼ 近 似 し て い る と 考

え ら れ る 。  

 

第 ５ 節  

幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮 版 の 作 成  

 

調 査 1 0  幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮 版 の 作 成  

 

1 . 問 題 と 目 的  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を も と に ， 調 査 7

で 6 尺 度 1 8 項 目 の 簡 易 版 を 作 成 し た 。作 成 さ れ た 簡 易 版
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は ， 一 応 の 信 頼 性 が 確 認 さ れ た が ， 内 的 整 合 性 に つ い て

は 低 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 そ こ で ， 簡 易 版 よ り も 項

目 数 を 増 や し ， 内 的 整 合 性 を 高 め た 幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮

版 （ 以 下 ， 短 縮 版 ） を 作 成 し ， 信 頼 性 お よ び 妥 当 性 を 確

認 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

 調 査 2 で 作 成 し た 6 尺 度 4 7 項 目 の 幼 児 気 質 質 問 紙 の 作

成 の 際 の 因 子 分 析 の 結 果 を も と に ， 特 定 の 因 子 に 対 す る

因 子 負 荷 量 が 高 い 項 目 か ら 順 に 採 用 ， 内 容 が 重 複 し て い

る 項 目 を 除 外 ， 因 子 に 対 す る 負 荷 量 が 同 程 度 で あ り ， か

つ 類 似 度 の 高 い 項 目 に つ い て は ， よ り 理 解 し や す い 内 容

の 項 目 を 採 用 と い う 3 つ の 基 準 で 各 尺 度 に つ い て 4 項 目

ず つ 選 定 し た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

選 定 さ れ た 2 4 の 質 問 項 目 へ の 回 答 に 対 し て ，因 子 数 を

6 に 指 定 し ，共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法 を 用 い て ，

P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 実 施 し た 。 結 果 ， 抽 出 さ れ

た 6 因 子 の 全 て の 因 子 は ， 因 子 の 出 現 順 序 は 幼 児 気 質 質

問 紙 の 場 合 と 異 な っ て い た が ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度

の い ず れ か と 対 応 し て い た （ T a b l e  1 6 ）。 つ ま り ， 今 回 作

成 さ れ た 短 縮 版 の 6 尺 度 に つ い て の 因 子 的 妥 当 性 が 確 認

で き た と 考 え ら れ る 。  

次 に ， 6 尺 度 に つ い て の 内 的 整 合 性 を 検 討 す る た め ，

尺 度 ご と に α 係 数 を 算 出 し た 。結 果 ，短 縮 版 の 6 尺 度 は ，

α = . 5 4 か ら α = . 7 7 の 内 的 整 合 性 を 示 し て い た 。同 じ サ ン

プ ル の 結 果 を も と に 作 成 さ れ た 簡 易 版 の 尺 度 と 比 較 す る

と ，注 意 の 転 導 性 尺 度 の み ，α = . 5 5 か ら α = . 5 4 と 低 下 し

た が ， そ れ 以 外 の 5 つ の 尺 度 に つ い て は ， 全 て 内 的 整 合

性 は 高 く な っ て い た 。 以 上 の こ と か ら ， 簡 易 版 の 尺 度 と

比 較 し て 短 縮 版 の 尺 度 は ， 全 体 と し て 尺 度 の 信 頼 性 は 高

く な っ た と 考 え ら れ る 。  
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調 査 1 1  幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮 版 の 信 頼 性 お よ び  

妥 当 性 の 検 討  

 

1 . 目 的  

短 縮 版 の 6 尺 度 に つ い て の 因 子 的 妥 当 性 ， 再 検 査 信 頼

性 ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度 と 短 縮 版 の 6 尺 度 と の 関 連

か ら 妥 当 性 に つ い て 確 認 す る こ と を 目 的 と し た 。   

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 幼 児 を も つ 養 育 者 3 9 3 名 で あ る 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は 平

均 2 2 . 5 ヶ 月 （ S D = 3 . 3 ） で あ り ， 性 別 の 内 訳 は 男 児 1 8 1

名 （ 4 6 % ）， 女 児 2 0 7 名 （ 5 3 % ）， 不 明 5 名 （ 1 % ） で あ っ た 。

尺 度 の 質 問 項 目 へ の 回 答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 お よ

び 2 回 目 の 短 縮 版 へ の 記 入 が 2 週 間 前 後 （ 1 4 ± 3 日 ） の

間 隔 と な っ て い な か っ た 場 合 は 分 析 か ら 除 外 し た た め ，  

短 縮 版 の 分 析 対 象 者 は 2 2 3 名 と な っ た 。 一 方 ， 幼 児 気 質

質 問 紙 と 短 縮 版 の 分 析 対 象 者 は ， 尺 度 の 質 問 項 目 へ の 回

答 が 欠 損 値 と な っ て い る 場 合 に の み 分 析 か ら 除 外 し た た

め ， 3 4 8 名 で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

 総 合 病 院 産 婦 人 科 で 出 産 し た 養 育 者 に 対 し ， 対 象 幼 児

が 1 歳 を 過 ぎ た 頃 に 郵 送 に て 幼 児 気 質 質 問 紙 と 短 縮 版 の

質 問 紙 （ 短 縮 版 は 2 部 ） を 郵 送 に て 送 付 ， 回 収 し た 。 短

縮 版 へ の 2 回 目 の 記 入 は ，1 回 目 の 記 入 後 ，2 週 間 後 に 行

う よ う 求 め た 。  

2 . 3  質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 調 査 1 0 で 作 成 さ

れ た 短 縮 版 を 用 い た 。 回 答 形 式 に つ い て は ， 調 査 １ と 同

じ で あ っ た 。  

 

3 . 結 果 と 考 察  

2 4 の 質 問 項 目 へ の 回 答 に 対 し て ，因 子 数 を 6 に 指 定 し ，

共 通 性 の 反 復 推 定 に よ る 主 因 子 法 を 用 い て 因 子 分 析 を 行
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い ， そ の 後 P r o m a x 法 に よ る 回 転 を 実 施 し た 。 結 果 ， 抽 出

さ れ た 6 因 子 の 全 て の 因 子 は ， 選 定 さ れ た 際 に 同 じ 尺 度

に 属 し て い た 4 項 目 か ら 構 成 さ れ ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6

尺 度 の い ず れ か と 対 応 し て い た （ T a b l e  1 7 ）。  

つ ま り ， 簡 易 版 の 6 尺 度 に つ い て の 因 子 的 妥 当 性 が 確

認 で き た と 考 え ら れ る 。 次 に ， 6 尺 度 に つ い て の 内 的 整

合 性 を 検 討 す る た め ， 尺 度 ご と に α 係 数 を 算 出 し た 。 結

果 ， α = . 5 7 ～ . 8 1 で あ っ た 。 簡 易 版 と 比 較 す る と ， 神 経

質 尺 度 の み α = . 6 3 か ら α = . 5 7 と 低 下 し た が ，そ れ 以 外 の

5 つ の 尺 度 に つ い て は ， 全 て 内 的 整 合 性 は 高 く な っ て い

た 。 以 上 の こ と か ら ， 一 応 の 内 的 整 合 性 を 満 た し た 尺 度

が 作 成 さ れ た 。  
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短 縮 版 の 6 尺 度 に つ い て ， 再 検 査 信 頼 性 を 確 認 す る た

め に 2 週 間 前 後 の 間 隔 で 実 施 し た 短 縮 版 の 各 尺 度 得 点 間

で の 相 関 係 数 ， 妥 当 性 を 確 認 す る た め に 短 縮 版 と 幼 児 気

質 質 問 紙 の 各 尺 度 得 点 間 の 相 関 係 数 を 求 め た（ T a b l e  1 8 ）。 

再 検 査 信 頼 性 に つ い て は ， 6 尺 度 全 て に つ い て . 6 7

～ . 8 3 の 範 囲 で 有 意 な 比 較 的 強 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。

再 検 査 信 頼 性 に お い て ， 簡 易 版 と 比 較 す る と ， 注 意 の 転

導 性 尺 度 に つ い て は 若 干 低 く な っ て い た が ， 他 の 5 尺 度

に お い て は ，全 て 高 い 値 を 示 し て い た 。以 上 の こ と か ら ，

短 縮 版 は 簡 易 版 よ り も 信 頼 性 の 高 い 尺 度 に な っ た 。  

さ ら に ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 6 尺 度 と 短 縮 版 の 6 尺 度 と

の 関 連 か ら 妥 当 性 を 確 認 し た と こ ろ ， 6 尺 度 全 て に つ い

て . 7 6 ～ . 8 9 の 範 囲 で 有 意 な 強 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。

簡 易 版 と 比 較 す る と ，短 縮 版 の 方 が 相 関 係 数 の 値 は 高 く ，

と く に ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 に つ い て は ， 簡 易 版 が . 3 9 で

あ っ た の に 対 し ， 短 縮 版 は . 7 6 と 高 く な っ て い た 。 以 上

の こ と か ら ， 短 縮 版 の 尺 度 は ， 簡 易 版 よ り 信 頼 性 お よ び

妥 当 性 の 高 い 尺 度 に な っ た 。  

短 縮 版 は 幼 児 気 質 質 問 紙 と 比 較 し ，項 目 数 が 4 7 項 目 か

ら 2 4 項 目 へ と 大 幅 に 減 少 し ， 簡 易 版 と 比 較 す る と ， 6 項

目 の 増 加 に と ど ま っ て い る 。 信 頼 性 お よ び 妥 当 性 が 高 い

こ と か ら ， 短 時 間 で 子 ど も の 状 態 を 評 価 す る 必 要 の あ る

臨 床 現 場 に お い て は ， 有 効 に 活 用 可 能 な 尺 度 が 作 成 さ れ

た と 考 え ら れ る 。  
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第 ６ 節  

本 章 の 総 合 考 察  

 

第 2 章 で は ， 幼 児 の 気 質 を 評 価 す る こ と が 可 能 な 気 質

質 問 紙 の 作 成 を 目 的 に 6 つ の 基 本 方 針 を 設 定 し ， 調 査 を

実 施 し た 。ま ず , 幼 児 の 気 質 特 徴 を 示 す と 考 え ら れ る 内 容

を 幅 広 く 評 価 す る こ と が で き る よ う に 質 問 項 目 を 収 集 し ,  

N Y L S に よ っ て 導 き だ さ れ た 9 つ の 特 徴 に 対 応 さ せ ，項 目

内 容 が 日 常 の 育 児 場 面 を 反 映 す る な ど 具 体 的 で あ り ， か

つ 回 答 者 が 理 解 し や す い 項 目 で あ る と い う こ と を 基 準 に ，

質 問 紙 作 成 の た め の 項 目 を 選 定 し た 。 質 問 紙 の 内 容 面 に

関 し て は ， 予 備 調 査 で 回 答 者 に と っ て 馴 染 ん だ 内 容 で あ

る か ，年 齢 的 に 適 切 で あ る か に つ い て 検 討 を 行 っ た 結 果 ，

一 部 の 項 目 を 除 き ， と く に 問 題 は な い と 判 断 さ れ た 。 ま

た ，質 問 紙 の 形 式 面 で は ，項 目 数 が T T S の 9 7 項 目 に 対 し

て 4 7 項 目 に ま で 減 じ ，回 答 に 要 す る 時 間 は 5 分 程 度 に 短

縮 さ れ た 。  

さ ら に , 調 査 1 で N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 に 対 応 す る 9

因 子 の 抽 出 を 試 み た が ， 9 因 子 構 造 を 確 認 す る こ と は 出

来 な か っ た 。 そ こ で ， 調 査 2 と 調 査 3 で の 因 子 分 析 の 結

果 よ り 確 認 さ れ た 6 因 子 構 造 よ り ，否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ，

神 経 質 尺 度 ， 順 応 性 尺 度 ， 外 向 性 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 ， 注

意 の 転 導 性 尺 度 の 6 尺 度 か ら 成 る 幼 児 気 質 質 問 紙 が 作 成

さ れ た 。 こ の 6 尺 度 の う ち ， N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 に 対

応 し て い た の は ， 規 則 性 尺 度 と 注 意 の 転 導 性 尺 度 の 2 尺

度 の み で あ っ た 。 規 則 性 尺 度 に 対 応 す る 因 子 は ， 幼 児 期

の 気 質 構 造 を 分 析 し た 研 究 （ 栗 山 ， 2 0 0 0 ； 菅 原 ・ 島 ・ 戸

田 ・ 佐 藤 ・ 北 村 ,  1 9 9 4 ） だ け で な く ， 乳 児 期 の 気 質 構 造

を 分 析 し た 研 究 （ S a n s o n  e t  a l . ， 1 9 8 7 ； 菅 原 他 ， 1 9 8 8 ）

で も 確 認 さ れ て い る 。 ま た ， 一 部 項 目 が 欠 落 し て い る も

の の ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 に 対 応 す る 因 子 も 報 告 さ れ て い

る （ 菅 原 他 ， 1 9 9 4 ）。 以 上 の こ と か ら ， N Y L S で 報 告 さ れ

た “ 周 期 性 ” と “ 気 の 散 り や す さ ” は ， 安 定 し て 抽 出 で

き る 再 現 性 の 高 い 気 質 因 子 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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9 つ の 特 徴 に 対 応 す る 因 子 が 同 定 で き な か っ た 理 由 の

１ つ と し て ，  N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 の い く つ か は 互 い

に 独 立 し て い な い こ と が 考 え ら れ る 。 本 研 究 に お い て 作

成 し た 順 応 性 尺 度 は N Y L S の “ 接 近 ・ 回 避 ” と “ 順 応 性 ”

に 属 す る 項 目 か ら 構 成 さ れ ，否 定 的 感 情 反 応 尺 度 は N Y L S

の “ 気 分 の 質 ” と “ 反 応 の 強 度 ” に 属 す る 項 目 か ら 構 成

さ れ て い た 。 乳 児 期 の 気 質 に つ い て 扱 っ た 研 究 に お い て

も ，“ 接 近 ・ 回 避 ” と “ 順 応 性 ” は 1 つ の 因 子 に 収 束 す る

こ と が 指 摘 さ れ て い る （ S a n s o n  e t  a l . ， 1 9 8 7 ）。 一 方 ，

“ 気 分 の 質 ” と “ 反 応 の 強 度 ” の 関 連 性 に つ い て は 先 行

研 究 で は 指 摘 さ れ て は い な い 。 し か し ， 新 し い 環 境 に 慣

れ や す い こ と と 積 極 的 に 新 し い 環 境 に 近 づ く こ と が 関 連

し て い る こ と や ， 否 定 的 な 気 分 の 質 は 強 い 反 応 を 伴 っ て

い る こ と が 多 い こ と は 経 験 的 に も 推 測 で き る 。 よ っ て ，

こ れ ら の 尺 度 に つ い て は ，N Y L S の 9 つ の 気 質 特 徴 の 複 数

の 次 元 が 1 つ の 特 性 次 元 に 収 束 し た と 考 え ら れ る 。  

ま た ， 9 つ の 特 徴 に 対 応 す る 因 子 が 確 認 で き な か っ た

他 の 理 由 と し て ， よ り 高 次 な 特 性 次 元 が 同 定 さ れ た 可 能

性 が 考 え ら れ る 。 今 回 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 で は 神

経 質 尺 度 と 外 向 性 尺 度 が 新 た に 作 成 さ れ た が ， こ れ ら の

尺 度 は N Y L S の 複 数 の 次 元 に 属 す る 項 目 を 含 ん で お り ，単

に 複 数 の 次 元 が そ の ま ま 合 成 さ れ た も の と は 考 え に く い 。

神 経 質 尺 度 は N Y L S の ” 順 応 性 ”，” 反 応 の 閾 値 ”，” 注 意 の

範 囲 と 持 続 性 ” か ら の 項 目 で 構 成 さ れ て い る が ， 刺 激 変

化 に 対 し て 敏 感 で あ り ， 周 囲 か ら の 働 き か け に 対 し て 気

を 配 り ， 要 求 に 対 し て 従 お う と す る 新 た な 特 性 と し て 解

釈 し た 。 ま た ， 外 向 性 尺 度 は N Y L S の ” 活 動 水 準 ”，” 気 分

の 質 ”，” 注 意 の 範 囲 の 持 続 性 ” の 項 目 か ら 構 成 さ れ て い

る が ， 活 動 的 で あ る こ と や ポ ジ テ ィ ブ な 気 分 の 質 を 特 徴

と し ， さ ら に 好 奇 心 の 強 さ や 社 交 的 な 特 徴 を 伴 っ た 新 た

な 特 性 と し て 解 釈 し た 。 し か し ， こ れ ら 2 因 子 の 構 成 概

念 的 妥 当 性 に 関 し て は ， 今 後 ， 検 討 し て い く 必 要 が あ ろ

う 。  

順 応 性 尺 度 は ， 栗 山 （ 2 0 0 0 ） の “ 環 境 馴 化 ” や 菅 原 他
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( 1 9 9 4 ) の “ 見 知 ら ぬ 人 ・ 場 所 へ の 恐 れ ” の 各 因 子 に 内 容

的 に 類 似 し て い た 。 こ の 因 子 の 内 容 は ， 行 動 抑 制 性

（ b e h a v i o r a l  i n h i b i t i o n ）（ K a g a n  e t  a l ， 1 9 8 4 ） の 概 念

に 近 い と 指 摘 さ れ て い る （ 菅 原 他 ， 1 9 9 4 ) 。 行 動 抑 制 性 は

心 拍 数 な ど の 生 理 的 レ ベ ル で の 個 人 差 と 対 応 し て い る こ

と に 加 え ， 乳 児 期 か ら 成 人 期 ま で 連 続 性 の あ る 安 定 し た

特 徴 と し て 注 目 さ れ て い る 。 よ っ て ， 本 研 究 で 独 立 し た

１ つ の 因 子 と し て 見 い だ さ れ た こ と は 意 義 が あ る 。  

一 方 ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ， 外 向 性 尺 度

に つ い て は ， 先 行 研 究 の な か に 対 応 す る 因 子 は 報 告 さ れ

て い な い 。 こ れ ら 3 つ の 尺 度 の う ち ， 否 定 的 感 情 反 応 尺

度 は N Y L S の“ 気 分 の 質 ”と“ 反 応 の 強 度 ”に 属 す る 項 目 ，

神 経 質 尺 度 は “ 順 応 性 ”  や “ 反 応 閾 値 ” に 属 す る 項 目 か

ら 構 成 さ れ て い る 。 T T S の  “ 気 分 の 質 ”，“ 反 応 の 強 度 ”，

“ 順 応 性 ”，“ 反 応 閾 値 ” は ， 発 達 の 遅 れ （ 麻 原 他 ， 1 9 9 2 ；

麻 原 ・ 井 桁 ，1 9 9 3；  T a s s e l ， 1 9 8 4 ）や 問 題 行 動（ 菅 原 他 ，

1 9 9 9 ） な ど の 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 ， さ ら に ， 育 児 不 安

（ 上 村 ・ 田 島 ， 1 9 8 8 ； 輿 石 ， 2 0 0 2 a ； 輿 石 ， 2 0 0 2 b ） や 育

児 ス ト レ ス（ 水 野 ，1 9 9 8 ），不 適 切 な 関 わ り（ 麻 原 他 ，1 9 9 2；

麻 原 ・ 井 桁 ， 1 9 9 3 ） な ど の 養 育 者 の 心 理 的 問 題 と の 関 連

が 指 摘 さ れ て い る 。 よ っ て ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 神 経

質 尺 度 は 育 児 不 安 や 子 ど も の 問 題 行 動 な ど の 臨 床 的 問 題

と 関 連 性 の 高 い 尺 度 と 予 想 さ れ ， 臨 床 現 場 で 有 効 に 活 用

さ れ う る た め に , 幼 児 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 と 臨 床 的 問 題

と の 関 連 性 に つ い て 調 査 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

6 尺 度 に つ い て の 因 子 的 妥 当 性 お よ び 再 検 査 信 頼 性 を

検 討 し た と こ ろ ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 ， 神

経 質 尺 度 ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 は 因 子 的 妥 当 性 の 高 い 尺 度

で あ っ た が ， 順 応 性 尺 度 と 外 向 性 尺 度 に つ い て は 因 子 の

再 現 性 は 認 め ら れ な か っ た 。 ま た ， 6 尺 度 に つ い て の 信

頼 性 を 検 討 し た と こ ろ ， 内 的 整 合 性 の 低 い 尺 度 も 含 ま れ

て い た 。 し か し ， 先 行 研 究 に お い て ， T T S の 尺 度 に つ い

て は α = . 5 3 か ら . 8 5 （ F u l l a r d ,  e t  a l . ， 1 9 8 4 ）， α = . 5 6

か ら . 6 9（ 菅 原 他 ，1 9 9 4 ）の 内 的 整 合 性 が 報 告 さ れ て い る 。
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ま た ， S l a b a c h ， e t  a l . ( 1 9 9 1 ) は α = . 6 0 以 上 の 内 的 整 合

性 は 受 け 入 れ ら れ る レ ベ ル で あ る と 指 摘 し て い る 。 本 研

究 に お い て は 幼 児 気 質 質 問 紙 の 尺 度 に つ い て ，α = . 6 5 以

上 の 結 果 が 得 ら れ て お り ， 既 存 の 尺 度 と 比 較 し ， 信 頼 性

の あ る 尺 度 が 作 成 で き た と 考 え ら れ る 。 ま た ， 再 検 査 信

頼 性 に つ い て も 一 定 の 基 準 を ク リ ア し て お り ， 安 定 性 の

あ る 尺 度 と 考 え ら れ る 。  

調 査 5 に お い て , 作 成 し た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 妥 当 性 を

養 育 者 が 日 常 の 子 ど も と の 関 わ り の な か で 認 知 し た 子 ど

も の 特 徴 と の 関 連 か ら 確 認 し た 。 養 育 者 が 日 常 の 子 ど も

と の 関 わ り の な か で 認 知 し た 子 ど も の 特 徴 と 幼 児 気 質 質

問 紙 で 評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と で は ， 気 質 特 徴 の 違 い に か

か わ ら ず ， 1 歳 半 か ら 2 歳 前 の 年 齢 に お い て 共 通 し て 見

出 さ れ る 特 徴 も み ら れ た が ， 養 育 者 が 記 述 し た 対 応 の 困

難 さ を 示 す 子 ど も の 特 徴 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 や 養 育 者

が 育 て や す い と 記 述 す る 気 質 特 徴 な ど が 示 さ れ た 。 つ ま

り ， 気 質 尺 度 で 測 定 さ れ た 気 質 特 徴 と 養 育 者 が 記 述 す る

子 ど も の 特 徴 と の 間 に は 一 定 の 関 連 性 が 見 い だ さ れ た 。

こ の こ と よ り ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 構 成 す る 各 尺 度 の 妥 当

性 を 確 認 で き , 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い て 養 育 者 が 認 知 し

た 子 ど も の 行 動 特 徴 を 評 価 す る こ と で ， 子 ど も の 発 達 に

と っ て 適 切 な 関 わ り が 検 討 で き る だ け で な く ， 養 育 者 自

身 の 心 の 安 定 を は か る 助 言 も 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。  

さ ら に , 調 査 6 で は ，作 成 し た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 妥 当 性

を 観 察 さ れ た 実 際 の 行 動 特 徴 と の 関 連 か ら 確 認 し た 。 観

察 評 定 で 得 ら れ た 子 ど も の 行 動 特 徴 と 幼 児 気 質 質 問 紙 で

評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と で は ， 場 面 や 状 況 が 異 な っ て も 関

連 性 が 確 認 さ れ た 内 容 も あ っ た が ，そ の 手 法 の 違 い か ら ，

得 ら れ る 内 容 が 異 な り ， 一 定 の 関 係 を 見 い だ し に く い こ

と が 示 さ れ た 。 こ の こ と よ り ， 幼 児 気 質 質 問 紙 に よ っ て

評 価 で き る 養 育 者 が 認 知 す る 子 ど も の 気 質 特 徴 の な か に

は ，観 察 さ れ た 実 際 の 行 動 を 反 映 し た も の が あ る 一 方 で ，

幼 児 気 質 質 問 紙 は 実 際 の 行 動 と い う よ り も 母 親 が 認 知 し ,

記 述 す る 特 徴 を 反 映 し た も の と 考 え て , 活 用 し て い く 必
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要 が あ る 。つ ま り , 母 親 に よ る 子 ど も の 気 質 評 価 を よ り 有

効 な 臨 床 的 応 用 に つ な げ る た め に は ， 質 問 紙 上 で の 評 価

と と も に ， 実 際 の 行 動 観 察 を は じ め と す る 他 の 指 標 と の

関 連 性 を 明 ら か に す る こ と で ， 気 質 に 調 和 し た 環 境 を 提

供 す る よ う な 適 切 な 助 言 が 可 能 に な る で あ ろ う 。  

臨 床 現 場 で ス ク リ ー ニ ン グ 用 に 使 用 す る に は 項 目 数 を

減 ら し た 質 問 紙 を 作 成 す る こ と も 必 要 と 考 え ら れ た 。 そ

こ で ， 項 目 数 を 減 ら し ， 簡 易 版 の 作 成 を 試 み た 。 調 査 7

か ら 9 で 作 成 し た 簡 易 版 は ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 因 子 パ タ

ー ン と 同 じ で あ り ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 尺 度 と の 間 に 中 程

度 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， 項 目 数 が 大

幅 に 減 少 し た 簡 易 版 は ス ク リ ー ニ ン グ 用 と し て ， 幼 児 気

質 質 問 紙 よ り も 簡 便 に 相 談 現 場 で 活 用 で き る と 考 え ら れ

る 。 し か し ， 項 目 数 を 大 幅 に 減 少 さ せ た こ と や ， 項 目 内

容 の 重 複 を 避 け て 作 成 し た た め ， 順 応 性 尺 度 以 外 の 尺 度

に つ い て は 内 的 整 合 性 が 低 く ， さ ら に 再 検 査 信 頼 性 が 尺

度 に よ っ て は 低 い 値 と な り ， 十 分 な 信 頼 性 を 備 え て い る

と は い え な か っ た 。 そ こ で ， 幼 児 気 質 質 問 紙 よ り 少 な い

項 目 数 で ， か つ 簡 易 版 よ り も 信 頼 性 お よ び 妥 当 性 の 高 い

尺 度 の 作 成 を 試 み た 。  

調 査 1 0 と 1 1 で 作 成 し た 短 縮 版 は ， 簡 易 版 よ り 項 目 数

を 各 尺 度 １ 項 目 ず つ 増 や し ， 全 体 と し て 6 項 目 増 え た 。

し か し ，短 縮 版 は 2 4 項 目 か ら な る 質 問 紙 で あ り ，幼 児 気

質 質 問 紙 の 4 7 項 目 よ り 大 幅 に 減 少 し て い た 。 ま た ， 6 尺

度 に つ い て の 内 的 整 合 性 を 検 討 し た と こ ろ ， 短 縮 版 の 6

尺 度 は ， 同 じ サ ン プ ル の 結 果 を も と に 作 成 さ れ た 簡 易 版

の 尺 度 と 比 較 す る と ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 の み 低 下 し て い

た が ， そ れ 以 外 の 5 つ の 尺 度 に つ い て は ， 全 て 内 的 整 合

性 は 高 く な っ て い た 。 ま た ， 再 検 査 信 頼 性 に つ い て は ，

簡 易 版 と 比 較 す る と ， 注 意 の 転 導 性 尺 度 に つ い て は 若 干

低 く な っ て い た が ， 他 の 5 尺 度 に お い て は ， 全 て 高 い 値

を 示 し て い た 。 つ ま り ， 短 縮 版 は 簡 易 版 よ り も 信 頼 性 の

高 い 尺 度 と な り ， ス ク リ ー ニ ン グ 用 と し て よ り 有 効 に 使

用 可 能 な 尺 度 と 考 え ら れ る 。  
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 以 上 の よ う に ， 質 問 紙 作 成 の 6 つ の 基 本 方 針 を 満 た し

た 臨 床 現 場 で 利 用 可 能 な ， 有 益 性 の あ る 幼 児 の 気 質 を 評

価 す る こ と が 可 能 な 幼 児 気 質 質 問 紙 が 作 成 で き た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

83 
 

第 ３ 章  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気 質 と 発

達 的 問 題 と の 関 連  

 

第 １ 節  

問 題 と 目 的  

 

発 達 障 が い 児 を 育 て る 母 親 は 育 児 不 安 が 強 く （ 刀 根 ,  

2 0 0 2 ），極 低 出 生 体 重 児 の 発 達 状 態 と 母 親 の 不 安 の 高 さ と

の 間 に は 関 連 が み ら れ る こ と が 明 ら か と な っ て い る （ 齋

藤 ・ 川 上 ・ 前 川 ,  2 0 0 0 ）。 養 育 者 に と っ て 子 ど も の 発 達 上

の 問 題 と 行 動 上 の 問 題 は ， 育 児 上 の 困 難 を も た ら す 。 加

え て ， な ん ら か の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を も つ 子

ど も が ， 養 育 者 に と っ て 扱 い に く い ， 育 て に く い 気 質 特

徴 を も つ 子 ど も で あ る 場 合 ， そ れ に つ い て な ん ら か の 支

援 を 得 ら れ な い と ， 養 育 者 に と っ て 育 児 は よ り 困 難 に な

る 。 一 方 ， 抑 う つ 状 態 の 母 親 に 育 て ら れ た 子 ど も は ， 大

う つ 病 ， 注 意 欠 陥 ・ 多 動 性 障 が い な ど ， な ん ら か の 精 神

疾 患 を も つ 割 合 が 高 い （ 菅 原 ,  1 9 9 7 ）。 こ の よ う な 子 ど も

の 発 達 上 の 問 題 は ， 親 か ら 子 ど も あ る い は 子 ど も か ら 親

へ の 一 方 向 的 な 因 果 関 係 に も と づ く も の で は な く ， 発 達

初 期 か ら 双 方 向 に 作 用 す る （ 菅 原 ,  1 9 9 7 ）。  

以 上 の よ う に ， 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題

は 養 育 者 の 育 児 不 安 を 高 め ， 養 育 者 の 心 の 問 題 は 子 ど も

の 発 達 上 ， 精 神 上 の 問 題 を も た ら す 。 し か し ， 子 ど も が

な ん ら か の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を 有 し て い て も ，

養 育 者 が 子 ど も の 気 質 特 徴 を 理 解 す る こ と で 自 身 の 関 わ

り を 調 整 し ， 育 児 上 の 困 難 さ が 軽 減 さ れ る こ と で 子 ど も

の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 の 悪 化 を 予 防 す る よ う な

環 境 が 提 供 で き る か も し れ な い 。 ま た ， 養 育 者 に な ん ら

か の 心 の 問 題 が あ っ て も ， そ れ に 影 響 を 受 け て 成 長 す る

子 ど も の 気 質 特 徴 を 知 る こ と は ， そ の 後 の 子 ど も の 発 達

上 の 問 題 を 予 防 す る こ と に つ な が る か も し れ な い 。 つ ま

り ， 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 ， あ る
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い は 子 ど も の 行 動 上 の 問 題 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 を 明 ら

か に し ， そ れ を 臨 床 場 面 で 応 用 す る こ と で ， 子 ど も の 発

達 上 の 問 題 の 悪 化 を 防 ぐ こ と に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  

そ こ で 第 3 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問

紙 で 評 価 さ れ る 気 質 特 徴 と 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 あ る い

は 子 ど も の 問 題 行 動 と の 関 連 性 か ら ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を

用 い た 子 ど も へ の 発 達 支 援 の 可 能 性 に つ い て 検 討 す る 。  

 

第 ２ 節  

調 査 1 2  幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気

質 と 乳 児 期 ま で の 発 達 的 問 題 と の 関 連  

 

1 . 問 題 と 目 的  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る 子 ど も の 気 質 特 徴 と 乳 児

期 ま で の 発 達 上 の 問 題 の 有 無 と の 関 連 性 に つ い て 明 ら か

に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2  方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

 1 歳 過 ぎ の 幼 児 を も つ 養 育 者 5 8 4 名 で あ る 。 回 収 さ れ

た 1 7 0 部 （ 回 収 率 2 9 % ） に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 質 問 紙

回 答 者 は 全 員 母 親 で あ り ， 対 象 幼 児 の 年 齢 は 平 均 1 4 . 5

ヶ 月 （ S D = 2 . 0 ）， 性 別 の 内 訳 は 男 児 9 1 名 （ 5 3 . 5 % ）， 女 児

7 9 名 （ 4 6 . 5 % ） で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

 総 合 病 院 産 婦 人 科 で 出 生 し た 5 8 4 名 の 養 育 者 に 対 し ，

対 象 幼 児 が 1 歳 を 過 ぎ た 頃 に 質 問 紙 を 郵 送 に て 配 布 ， 回

答 後 ， 郵 送 に て 回 収 し た 。   

2 . 3  質 問 紙  

 調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 幼 児 気 質 質

問 紙 と と も に ， 出 生 時 体 重 お よ び 出 生 時 の 状 況 ， 乳 児 健

康 診 査 時 に 養 育 者 自 身 が 心 配 し た こ と の 有 無 や 主 治 医 か

ら な ん ら か の 問 題 を 指 摘 さ れ た か 否 か を 尋 ね ， 内 容 に つ

い て は 自 由 記 述 で 具 体 的 に 記 述 す る よ う 求 め た 。  
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3  結 果 と 考 察  

 出 生 時 お よ び 1 ヶ 月 ， 3 ～ 4 ヶ 月 ， 6 ～ 7 ヶ 月 ， 9 ～ 1 0 ヶ

月 ，1 歳 の 乳 児 健 康 診 査 時 ，回 答 時 現 在 の 各 々 の 時 点 で ，

養 育 者 自 身 が 気 に か か っ た こ と や 主 治 医 か ら な ん ら か の

問 題 を 指 摘 さ れ た と 記 述 し た 人 を 問 題 有 群 ， 記 述 し な か

っ た 人 を 問 題 無 群 と し て 分 類 し た 。 さ ら に ， 記 述 さ れ た

問 題 は ， 6 つ の 内 容 に 分 類 さ れ た 。 各 カ テ ゴ リ ー の 人 数

を T a b l e  1 9 に 示 し た 。  

 

出生時 １ヵ月 ３－４ヵ月 ６－７ヵ月 ９－10ヵ月 １歳 現在

問題無群 129 146 150 149 111 130 106

問題有群 32 24 18 11 9 12 64

仮死 8 0 0 0 0 0 0

体の問題 24 22 12 7 6 9 22

発達面 0 2 5 4 3 3 15

くせ 0 0 0 0 0 0 7

しつけ 0 0 1 0 0 0 14

性格 0 0 0 0 0 0 6

9 0 2 10 50 28 0

Table 19　時期別にみた問題無群・問題有群の人数分布(n =170)

内
　
容

記入なし（未受診を含む)  

 

時 期 別 で は ， 現 在 の 時 点 で の 問 題 を 記 述 し た 人 が も

多 く ， つ い で 出 生 時 ， １ ヶ 月 の 順 と な っ て い た 。 内 容 に

関 し て は ， ど の 時 期 に お い て も 「 体 の 問 題 」 が も 多 か

っ た 。 現 在 の 時 点 の 方 が 他 の 時 期 に 比 べ て ，「 発 達 面 」，

「 し つ け 」 の こ と が 多 く 記 述 さ れ て い た 。 乳 児 期 か ら 幼

児 期 に な る と ， 養 育 者 の 相 談 内 容 は 子 ど も の 発 達 上 の 問

題 と な っ て い く （ 神 庭 ・ 藤 生 ,  2 0 0 3 ）。 本 調 査 で も ， 月 齢

が あ が る に つ れ ， 記 述 さ れ る 内 容 は ， 発 達 面 や し つ け な

ど の 内 容 が 増 加 し て い た 。  

出 生 時 か ら 回 答 時 現 在 ま で の い づ れ か の 時 点 で ， 養 育

者 自 身 が 気 に か か っ た こ と や 主 治 医 か ら な ん ら か の 問 題

を 指 摘 さ れ た と 記 述 し た 問 題 有 群 は 6 4 名 ，記 述 し な か っ

た 問 題 無 群 は 1 0 6 名 で あ っ た 。 問 題 有 群 と 問 題 無 群 の 2

群 間 で ， 各 気 質 尺 度 平 均 得 点 の 差 を 検 定 し た （ T a b l e   

2 0 ）。   
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ｎ 平均値 t値 平均値 t値 平均値 t値 平均値 t値 平均値 t値 平均値 t値

問題無群 106 2.41 2.12 2.75 3.17 3.19 3.31

問題有群 64 2.54 2.11 2.76 3.26 3.02 3.26

Table 20　問題無群と問題有群の各尺度得点平均およびt値

気質尺度 否定的感情反応 神経質 順応性 外向性 規則性 注意の転導性

*  p <.05     +  p < .10

-1.82+ 2.31*

 

 

否 定 的 感 情 反 応 尺 度 に お い て は ， 問 題 有 群 は 問 題 無 群

に 比 べ ， 統 計 的 に は 有 意 で は な い が ， 得 点 が 高 い 傾 向 が

認 め ら れ た （ t ( 1 6 8 ) = - 1 . 8 2 ， p < . 1 0 ）。 す な わ ち ， 現 時 点

ま で に な ん ら か の 問 題 が 指 摘 さ れ た 子 ど も は ， 指 摘 さ れ

な か っ た 子 ど も に 比 べ ， 激 し く 感 情 を あ ら わ し た り ， 大

泣 き す る よ う な 気 質 傾 向 を 示 す 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま

た ，規 則 性 尺 度 に お い て は ，問 題 有 群 は 問 題 無 群 に 比 べ ，

有 意 に 得 点 が 低 か っ た （ t ( 1 6 8 )  = 2 . 3 1 ， p < . 0 5 ）。 す な わ

ち ， な ん ら か の 問 題 を 指 摘 さ れ た 子 ど も は ， 指 摘 さ れ な

か っ た 子 ど も に 比 べ ， 食 事 や 睡 眠 な ど の 生 理 リ ズ ム が 不

規 則 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

以 上 の よ う に ， 乳 児 期 の 発 達 期 問 題 と ， 幼 児 期 に お け

る 気 質 傾 向 と の 間 に 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 乳 児 期

ま で に な ん ら か の 発 達 的 問 題 が あ る 場 合 に は ， 激 し く 感

情 を あ ら わ し た り ， 大 泣 き す る よ う な 気 質 傾 向 ， 食 事 や

睡 眠 に リ ズ ム が 安 定 し な い 気 質 傾 向 を 示 す 可 能 性 が あ る

こ と を 養 育 者 に あ ら か じ め 伝 え る こ と は ， 養 育 者 の 子 ど

も へ の 関 わ り 方 を 工 夫 す る き っ か け を 与 え る こ と に な り ，

そ の 後 の 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 困 難 感 を 予 防 す る こ と

に な る 。 そ し て そ れ が 結 果 的 に ， 子 ど も の 健 全 な 発 達 を

支 え る よ う な 環 境 を 養 育 者 が 提 供 す る こ と を 可 能 に し ，

子 ど も の そ の 後 の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を 予 防 す

る こ と に つ な が る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  
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第 ３ 節  

調 査 1 3  幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気  

質 と 幼 児 の 問 題 行 動 と の 関 連  

 

1 . 目 的  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る 子 ど も の 気 質 特 徴 と 幼 児

の 問 題 行 動 ， さ ら に 発 達 障 が い に み ら れ る 特 徴 と の 関 連

性 に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2  方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者   

 1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 対 象 者 5 0 0 名 の 養 育 者 で あ る 。う ち ，

質 問 紙 回 収 数 は 3 0 2 部 （ 回 収 率 6 0 . 4 % ） で あ っ た 。 回 答

者 は 2 9 9 名 （ 9 9 . 0 ％ ） が 母 親 で あ っ た 。 子 ど も の 年 齢 は

1 7 ヶ 月 ～ 2 1 ヶ 月 で ， 1 8 ヶ 月 が 1 9 0 名 （ 6 2 . 9 ％ ） で も

多 く ， 1 7 ヶ 月 ～ 1 9 ヶ 月 を 合 計 す る と 2 9 6 名 （ 9 8 . 0 ％ ） で

あ っ た 。性 別 は 男 児 1 6 0 名（ 5 3 . 0 ％ ），女 児 1 4 2 名（ 4 7 . 0 ％ ）

で あ っ た 。 質 問 紙 項 目 へ の 回 答 が 1 項 目 で も 欠 損 の 場 合

は 分 析 対 象 よ り 除 外 し た た め ，有 効 数 は 2 5 2 部 で あ っ た 。 

2 . 2  調 査 方 法  

健 診 時 に 使 用 す る 問 診 票 と と も に ， 健 診 受 診 約 1 ヶ 月

前 に 郵 送 し ， 健 診 会 場 で 回 収 し た 。  

2 . 3  質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 気 質 質 問 紙

を 用 い た 。回 答 形 式 は ，調 査 1 と 同 様 に ，１ .“ 全 く な い ”

か ら ４ . “ い つ も あ る ” の 頻 度 に よ る 4 段 階 と し た 。    

多 様 な 問 題 行 動 を 呈 す る 子 ど も の 一 般 的 臨 床 的 評 価 手

段 と し て A c h e n b a c h  &  E d e l b r o c k に よ っ て 開 発 さ れ た 尺

度 ， C h i l d  B e h a v i o r  C h e c k l i s t ( 以 下 ， C B C L ) を 用 い た 。

こ の 尺 度 は ， 年 齢 に 応 じ て 3 種 類 に 分 か れ て い る 。 2 ～ 3

歳 用 は 発 達 状 況 や 種 々 の 習 癖 ， 心 理 的 ・ 身 体 的 症 状 に 関

す る 項 目 か ら 成 っ て い る 。日 本 で は 1 9 8 0 年 以 降 よ り 注 目

さ れ る よ う に な り ，日 本 語 版 の 作 成 が 進 め ら れ て い る（ 中

田 ・ 上 林 ・ 福 井 ・ 藤 井 ・ 北 ・ 岡 田 ・ 森 岡 ， 1 9 9 9 a ）。 今 回
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用 い た 質 問 紙 は ，反 抗 尺 度 ，引 き こ も り 尺 度 ，攻 撃 尺 度 ，

分 離 不 安 尺 度 ， 不 安 神 経 質 尺 度 ， 発 達 尺 度 ， 睡 眠 ・ 食 事

尺 度 ， 注 意 集 中 尺 度 の 8 尺 度 に つ い て ， 中 田 ・ 上 林 ・ 福

井 ・ 藤 井 ・ 北 ・ 岡 田 ・ 森 岡 （ 1 9 9 9 b ） の 因 子 分 析 の 結 果 よ

り 因 子 負 荷 量 が 低 い 項 目 を 省 き ， さ ら に 年 齢 的 に 適 当 で

な い と 考 え ら れ る 内 容 の 項 目 ， 類 似 し た 内 容 の 項 目 を 省

い た 8 尺 度 2 7 項 目 の 質 問 紙 で あ る 。回 答 は ，1 . 当 て は ま

ら な い ～ 3 . 当 て は ま る の 3 段 階 評 定 と し た 。  

 

3  結 果  

気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 と C B C L の 各 尺 度 と の 間 の 相 関 は ，

T a b l e  2 1 の と お り で あ る 。  

 

CBCL尺度（項目数）

気質尺度（項目数）

否定的感情反応（9） .21** .22** .34** .18** .66** .20** .32** .27**

神経質（10） -.29** -.26** -.33** -.19** -.29** -.12*

順応性（6） .22** .17** .23** .45**

外向性（8） .23** -.15* -.20** -.11+ -.13*

規則性（7） -.51** -.22** -.34** -.16* -.13* -.15*

注意の転導性（7） -.22**

分離不安（3）

+　p <.10　   *　p <.05　　**　p <.01

Table 21　CBCLの各尺度と気質質問紙の各尺度との相関表

攻撃（3） 睡眠・食事（2） 注意集中（3） 発達（1） 反抗(7) 引きこもり（5） 不安神経質（3）

 
 

気 質 質 問 紙 の 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 は ，C B C L の 尺 度 と の

間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ （ 攻 撃 尺 度 r = . 2 2 ，

p < . 0 1 ； 睡 眠 ・ 食 事 尺 度 r = . 2 2 ， p < . 0 1 ； 注 意 集 中 尺 度  

r = . 3 4 ，p < . 0 1； 発 達 尺 度 r = . 1 8 ，p < . 0 1； 反 抗 尺 度  r = . 6 6 ，

p < . 0 1 ； 引 き こ も り 尺 度 r = . 2 0 ， p < . 0 1 ； 不 安 神 経 質 尺 度

r = . 3 2 ， p < . 0 1 ； 分 離 不 安 尺 度 r = . 2 7 ， p < . 0 1 ）， 否 定 的 感

情 反 応 が 高 い ほ ど ， 様 々 な 問 題 行 動 を 呈 し や す い こ と が

示 さ れ た 。 と く に 「 癇 癪 を 起 こ す 」「 よ く す ね る 」「 頑 固

で あ る 」 な ど が 含 ま れ る 反 抗 尺 度 と も 高 い 相 関 が み ら

れ た （ r = . 6 6 ， p < . 0 1 ）。  

神 経 質 尺 度 は ，C B C L の 6 尺 度 と 有 意 な 負 の 相 関 を 示 し

（ 攻 撃 尺 度 r = - . 2 9 ， p < . 0 1 ； 睡 眠 ・ 食 事 尺 度 r = - . 2 6 ，

p < . 0 1； 注 意 集 中 尺 度 r = - . 3 3 ，p < . 0 1； 発 達 尺 度 r = - . 1 8 7 ，
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p < . 0 1； 反 抗 尺 度 r = - . 2 9 ，p < . 0 1； 引 き こ も り 尺 度  r = - . 1 2 ，

p < . 0 1 ）， 几 帳 面 さ や 敏 感 さ ， 聞 き 分 け の よ さ を 示 す 神 経

質 傾 向 が 高 い ほ ど ，問 題 行 動 が 少 な い 傾 向 が 認 め ら れ た 。 

順 応 性 尺 度 （ 得 点 が 高 い ほ ど 順 応 性 が 低 い こ と を 意 味

す る ） は ， C B C L の 4 尺 度 と 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た

（ 反 抗 尺 度 r = . 2 2 ，p < . 0 1； 引 き こ も り 尺 度 r = . 1 7 ，p < . 0 1；

不 安 神 経 質 尺 度 r = . 2 3 ， p < . 0 1 ； 分 離 不 安 尺 度 r = . 4 5 ，

p < . 0 1 ）。新 し い 環 境 や 見 知 ら ぬ 人 へ の 順 応 性 が 低 い ほ ど ，

問 題 行 動 が 多 い こ と が 示 さ れ た 。  

外 向 性 尺 度 は ，C B C L の 4 尺 度 と 有 意 な 負 の 相 関 が 認 め

ら れ（ 発 達 尺 度 r = - . 1 5 ，p < . 0 5； 引 き こ も り 尺 度  r = - . 2 0 ，

p < . 0 1 ； 分 離 不 安 尺 度 r = - . 1 3 ， p < . 0 5 ）， 注 意 ・ 集 中 尺 度

と 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た （ 注 意 集 中 尺 度 r = . 2 3 ，

p < . 0 1 ）。 外 向 的 で あ る ほ ど ， 引 き こ も り や 不 安 傾 向 は 低

く な る が ，注 意・集 中 に 問 題 が み ら れ る こ と が 示 さ れ た 。  

規 則 性 尺 度 は ，C B C L の 6 尺 度 と 有 意 な 負 の 相 関 が 認 め

ら れ （ 睡 眠 ・ 食 事 尺 度 r = - . 5 1 ， p < . 0 1 ； 注 意 集 中 尺 度  

r = - . 2 2 ， p < . 0 1 ； 反 抗 尺 度 r = - . 3 4 ， p < . 0 1 ； 引 き こ も り 尺

度 r = - . 1 6 ， p < . 0 5； 不 安 神 経 質 尺 度 r = - . 1 3   p < . 0 5； 分 離

不 安 尺 度 r = - . 1 5 ， p < . 0 5 ）， 規 則 的 で あ る ほ ど 問 題 行 動 が

少 な い 傾 向 が 認 め ら れ た 。  

注 意 の 転 導 性 尺 度 は ，C B C L の 引 き こ も り 尺 度 と 有 意 な

負 の 相 関 が 認 め ら れ （ 引 き こ も り 尺 度 r = - . 2 2 ， p < . 0 1 ），

注 意 の 切 り 替 え が 早 い ほ ど ， 引 き こ も り と い う 問 題 行 動

に つ な が ら な い こ と が 示 さ れ た 。  

 

4  考 察  

気 質 特 徴 と C B C L で 評 価 で き る 問 題 行 動 と の 間 に 一 定

の 関 係 が 認 め ら れ た 。  

否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ，

「 思 い 通 り に な ら な い と 激 し く 感 情 を 表 す 」「 よ く さ わ

い で 大 泣 き す る 」 な ど の 内 容 を 含 む 否 定 的 感 情 反 応 尺 度

得 点 が 高 い ほ ど ， 様 々 な 問 題 行 動 が 生 じ や す く ， な か で

も「 癇 癪 を 起 こ す 」「 頑 固 で あ る 」に 代 表 さ れ る 反 抗 的 な
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面 と の 関 連 が 強 か っ た 。 否 定 的 感 情 反 応 で 示 さ れ る 気 質

特 徴 は ， 幼 児 の 様 々 な 問 題 行 動 と 関 連 の 強 い 気 質 特 徴 で

あ る と 考 え ら れ る 。  

神 経 質 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ， 神 経 質 尺

度 の 得 点 が 高 い ほ ど ， 問 題 行 動 が 少 な い 傾 向 が 認 め ら れ

た 。 神 経 質 尺 度 は ， 内 容 的 に は 「 同 じ 失 敗 を 繰 り 返 さ な

い 」「 物 を 整 え た り ， き れ い に し た り す る こ と に こ だ わ

る 」 と い っ た 几 帳 面 さ や 敏 感 さ ， 聞 き 分 け の よ さ を 示 す

項 目 か ら 成 り 立 っ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 神 経 質 な

気 質 特 徴 は ， 人 や 状 況 へ の 適 応 性 の よ さ を 示 す 可 能 性 が

示 唆 さ れ る 。  

順 応 性 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ， 順 応 性 尺

度 の 得 点 が 高 い ほ ど ， 分 離 不 安 や 不 安 傾 向 を 示 す 問 題 行

動 と 関 連 が 認 め ら れ た 。 順 応 性 尺 度 は 新 し い 状 況 や 知 ら

な い 人 へ の 慣 れ に く さ を 示 す 項 目 か ら 成 っ て い る 。 こ の

よ う な 気 質 は ， 不 安 が 高 く 内 向 的 で ， 親 し い 人 と な か な

か 離 れ ら れ な い と い っ た 非 社 会 的 な 問 題 行 動 と 関 連 が 強

い と 考 え ら れ る 。  

外 向 性 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ， 外 向 性 尺

度 の 得 点 が 高 い ほ ど ， つ ま り 外 向 的 で あ る ほ ど 引 き こ も

り や 不 安 傾 向 な ど 非 社 会 的 な 問 題 行 動 が 少 な い 傾 向 ， 集

中 す る こ と が 出 来 な か っ た り ，落 ち 着 き が な い と い っ た ，

注 意 集 中 の 欠 如 と い っ た 問 題 行 動 が 多 い 傾 向 が 示 さ れ た 。

外 向 性 尺 度 に は 「 座 っ て 遊 ぶ よ り も ， 走 っ た り ， 飛 び 跳

ね た り す る 遊 び の 方 を 好 む 」「 初 め て の 場 所 を 探 索 し て

い る 時 ， 活 発 に 動 き 回 る 」 と い っ た ， 気 の 散 り や す さ や

活 動 の 多 さ を 表 し て い る 内 容 が 含 ま れ て い る 。 よ っ て ，

集 中 力 の 問 題 と の 関 係 が 強 く な っ た と 考 え ら れ る 。  

規 則 性 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ， 規 則 性 尺

度 の 得 点 が 高 い と ， つ ま り 生 理 リ ズ ム が 規 則 的 で あ る ほ

ど ，様 々 な 問 題 行 動 が み ら れ な い と い う 結 果 が 得 ら れ た 。

と く に 規 則 的 で あ る ほ ど ， 睡 眠 ・ 食 事 尺 度 の 得 点 が 低 く

な っ て い た 。 つ ま り 規 則 的 で あ る ほ ど ， 寝 付 き の 悪 さ や

食 事 面 の 問 題 が 生 じ に く い と 考 え ら れ る 。菅 原 他（ 1 9 9 9 ）
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は 規 則 性 と 問 題 行 動 と の 関 係 を 報 告 し て い る 。 今 回 の 結

果 を 合 わ せ て 考 え る と ， 規 則 性 尺 度 に よ っ て ， 子 ど も の

現 在 お よ び 後 の 問 題 行 動 の 予 測 が 可 能 に な る と 考 え ら れ

る 。  

注 意 の 転 導 性 尺 度 と 問 題 行 動 と の 関 係 に つ い て は ， 引

き こ も り 尺 度 を の ぞ い て 関 連 が 認 め ら れ な か っ た 。 C B C L

の 注 意 ・ 集 中 尺 度 と の 間 に 関 連 は 認 め ら れ な か っ た こ と

か ら ， 気 質 尺 度 の 注 意 の 転 導 性 尺 度 で 測 定 さ れ る 内 容 と

C B C L の 注 意 ・ 集 中 尺 度 で 測 定 さ れ る 内 容 は 異 な る と 考 え

ら れ た 。 つ ま り ， 気 質 尺 度 の 示 す 内 容 は ， 注 意 ・ 集 中 の

欠 如 の 意 味 で は な く ， 注 意 の 切 り 替 え が 早 く ， １ つ の こ

と に こ だ わ ら ず に 状 況 に 柔 軟 に 対 応 し て い く こ と と 関 連

し ， そ の 結 果 ， １ つ の こ と に こ だ わ り ， 周 囲 に 関 心 を 向

け に く い と い っ た よ う な 引 き こ も り 行 動 が 生 じ に く く な

る と 考 え ら れ る 。  

T h o m a s ら の 気 質 類 型 の 「 扱 い に く い 」 気 質 タ イ プ を 分

類 す る 際 に 基 準 と な る 特 徴 は ，周 期 性 ，接 近 性 ，順 応 性 ，

反 応 強 度 ， 気 分 の 質 の 5 つ の 特 徴 で あ る 。 本 研 究 に お い

て も ， 特 に 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 順 応 性 尺 度 ， 規 則 性 尺

度 は 反 抗 的 な 問 題 行 動 ， 分 離 不 安 ， 不 安 が 高 い と い っ た

問 題 行 動 と 関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 様 な 問 題 行 動

が 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス を 引 き 起 こ す 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。   

坂 野 ・ 佐 藤 ・ 佐 々 木 ・ 久 保 ・ 坂 爪 ・ 土 肥 ・ 市 井 （ 1 9 9 5 ）

は ， 自 閉 性 障 が い の 診 断 を 受 け た 幼 児 ・ 児 童 と 健 常 な 幼

児 ・ 児 童 に つ い て ， C B C L の 尺 度 得 点 の 差 異 を 検 討 し た 結

果 ， 自 閉 性 障 が い 児 で は 注 意 集 中 尺 度 と 発 達 尺 度 の 得 点

が 健 常 児 に 比 べ 高 く な る こ と を 示 し て い る 。 今 回 の 結 果

で は ， こ れ ら 2 つ の 尺 度 得 点 が 高 い ほ ど ， 気 質 尺 度 の 中

で ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 得 点 が 高 く な り ， 神 経 質 尺 度 得

点 が 低 く な る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 よ っ て 自 閉 性 障 が い の

よ う な 発 達 障 が い を 疑 う 場 合 は ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 や

神 経 質 尺 度 に ま ず 注 目 す る こ と が 重 要 で は な い か と 考 え

ら れ る 。   
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以 上 ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 と 幼 児 の 問 題 行 動 と の

と の 間 に 一 定 の 関 連 性 が あ る こ と か 示 さ れ た 。 ま た ， 自

閉 性 障 が い な ど の 発 達 障 が い を 疑 う 場 合 に 注 目 す べ き 気

質 尺 度 が 明 ら か に な っ た 。 よ っ て ， 幼 児 の 問 題 行 動 が 明

ら か に な っ た 際 に は ， そ の 問 題 行 動 と 関 連 性 の 強 い 気 質

特 徴 に つ い て 養 育 者 に 伝 え る こ と が ， 養 育 者 の 子 ど も へ

の 関 わ り 方 を 工 夫 す る き っ か け を 与 え る こ と に な り ， そ

の 後 の 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 困 難 感 を 予 防 す る こ と に

な る 。 そ し て そ れ が 結 果 的 に ， 子 ど も の 健 全 な 発 達 を 支

え る よ う な 環 境 を 養 育 者 が 提 供 す る こ と を 可 能 に し ， 子

ど も の そ の 後 の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を 予 防 す る

こ と に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  

 

第 ４ 節   

本 章 の 総 合 考 察  

幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 子 ど も へ の 発 達 支 援 の 可

能 性  

 

第 3 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 子

ど も の 発 達 上 の 問 題 や 子 ど も が 示 す 問 題 行 動 と の 関 連 か

ら ， 子 ど も の 臨 床 的 問 題 と 関 連 の あ る 幼 児 の 気 質 特 徴 を

明 ら か に し ， 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 子 ど も

へ の 発 達 支 援 の 可 能 性 に つ い て 検 討 し た 。  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と 子 ど も の 発 達

上 の 問 題 と の 関 連 に つ い て は ， 乳 児 期 ま で に な ん ら か の

問 題 が あ る 場 合 に は ， 幼 児 期 に 激 し く 感 情 を あ ら わ し た

り ， 大 泣 き す る よ う な 気 質 傾 向 ， 食 事 や 睡 眠 リ ズ ム が 安

定 し な い 気 質 傾 向 を 示 す よ う に な る こ と が 示 さ れ た 。 ま

た ， 幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と 子 ど も が 示

す 問 題 行 動 と の 関 連 で は ， 自 閉 性 障 が い な ど の 発 達 障 が

い の 子 ど も に み ら れ る 問 題 行 動 の 特 徴 と 関 連 す る 気 質 特

徴 だ け で な く ， そ れ 以 外 の 問 題 行 動 の 特 徴 と 関 連 す る 気

質 特 徴 が 示 さ れ た 。 一 方 で ， 問 題 行 動 と 関 連 の 認 め ら れ

な い 気 質 特 徴 が あ る こ と も 示 さ れ た 。  
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養 育 者 に 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 と 関 連

の あ る 気 質 特 徴 を あ ら か じ め 伝 え る こ と は ， 養 育 者 の 子

ど も へ の 関 わ り 方 を 工 夫 す る き っ か け を 与 え る こ と に な

り ， そ の 後 の 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 困 難 感 を 予 防 す る

こ と に な る 。 つ ま り ， 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と

で ， 問 題 行 動 の 悪 化 を 防 ぐ よ う な 関 わ り や 環 境 調 整 が 可

能 と な り ， 結 果 的 に 養 育 者 が 子 ど も の 発 達 に と っ て 適 合

の よ い （ g o o d n e s s  o f  f i t ） 環 境 を 提 供 す る こ と が 可 能 に

な る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

子 ど も の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 は ， そ れ が 治 療

で き な い 場 合 や 養 育 者 の 関 わ り の み で は 変 容 さ せ る こ と

が 困 難 な 場 合 ，養 育 者 は 解 決 策 が 見 い だ せ ず , 子 ど も の 発

達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 と い っ た 特 徴 は 育 児 上 の 負 担

と な る 可 能 性 が と て も 高 い 。し か し , 環 境 と の 相 互 作 用 に

よ っ て 変 容 す る 行 動 特 徴 が 示 す 気 質 特 徴 の 場 合 , 子 ど も

の 気 質 特 徴 を 養 育 者 が 知 る こ と は , た と え 扱 い に く い ，育

て に く い 気 質 特 徴 で あ っ て も , 関 わ り 方 の 工 夫 や 子 ど も

へ の 適 切 な 関 わ り へ と 調 整 を は か る こ と が 可 能 と な る 。

子 ど も の 気 質 と 発 達 上 の 問 題 ， あ る い は 子 ど も の 気 質 と

行 動 上 の 問 題 が ど の よ う に 関 連 す る の か を 明 ら か に す る

こ と が ， 将 来 の 子 ど も の 問 題 行 動 の 予 測 や 母 親 が 育 児 に

お い て 感 じ る で あ ろ う 困 難 や 不 安 を 理 解 し て い く こ と を

可 能 に す る 。 よ っ て ， 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 を も

つ 子 ど も を 育 て る 養 育 者 に と っ て ， 子 ど も の 気 質 特 徴 を

理 解 す る こ と は ， 育 児 上 の 困 難 を 軽 減 す る こ と に つ な が

り ， 結 果 的 に 問 題 行 動 の 悪 化 を 防 ぐ よ う な 関 わ り や 環 境

を 調 整 す る な ど ， 養 育 者 が 子 ど も の 発 達 に と っ て 適 合 の

よ い （ g o o d n e s s  o f  f i t ） 環 境 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な

る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

以 上 の こ と か ら ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い る こ と で ， 子

ど も へ の 発 達 支 援 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 が あ る こ と が 確

認 さ れ た 。し か し , 幼 児 気 質 質 問 紙 を 臨 床 的 に 応 用 し て い

く た め に は , 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 と 関 連 の あ る

子 ど も の 気 質 特 徴 を 明 ら か に す る だ け で な く ， そ の よ う
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な 気 質 特 徴 を 示 す 子 ど も に 対 し て ， 発 達 上 望 ま し い 効 果

を も た ら す 環 境 や 具 体 的 な 育 児 行 動 の 内 容 を 提 案 す る こ

と が 必 要 で あ る 。  
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第 ４ 章   

幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気 質 と 養  

育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連  

 

第 １ 節  

問 題 と 目 的  

 

「 癇 癪 」 や 「 人 見 知 り 」，「 激 し く 泣 く 」 な ど の 子 ど も

の 行 動 特 徴 が 養 育 者 の 抑 う つ 重 症 度 に 影 響 す る こ と （ 佐

藤 ・ 菅 原 ・ 戸 田 ・ 島 ・ 北 村 , 1 9 9 4 ） か ら ， こ の よ う な 子 ど

も の 行 動 特 徴 は 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス の 程 度

を よ り 強 め る 可 能 性 が あ る 。 対 応 が 難 し い 気 質 の 子 ど も

は ， 対 応 が 楽 な 気 質 の 子 ど も に く ら べ る と 母 親 の 注 意 を

多 く 求 め る た め ， 母 親 の 負 担 感 が 大 き く な り ， 虐 待 さ れ

る こ と も 起 こ り う る 。 し か し ， 気 む ず か し く 世 話 を し に

く い 気 質 と 認 知 さ れ て も ， 養 育 者 が 積 極 的 に 周 囲 に 育 児

支 援 を 求 め る と 肯 定 的 な 方 向 へ 変 化 す る （ 栗 山 ・ 前 川 ・

蓮 見 ・ 秦 野 ・ 星 ・ 瀬 戸 ・ 星 ・ 小 田 切 ・ 奥 平 ・ 若 葉 ・ 大 伴 ・

庄 司 ， 2 0 0 1 ）。 よ っ て ， 子 ど も の 健 全 な 発 達 を 保 障 し ， 養

育 者 の 育 児 上 の 負 担 感 を 軽 減 す る た め に は ， 早 期 に 幼 児

の 気 質 特 徴 を 評 価 し ， ど の よ う な 関 わ り や 環 境 が 子 ど も

に と っ て 適 合 の よ い （ g o o d n e s s   o f  f i t ） 環 境 な の か 積

極 的 に 養 育 者 に 助 言 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

養 育 者 の 育 児 ス ト レ ス や 育 児 不 安 と 子 ど も の 気 質 特 徴

と の 関 連 性 に つ い て は ， い く つ か の 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ

て い る （ 輿 石 ， 2 0 0 2 a； 輿 石 ， 2 0 0 2 b； 上 村 ， 1 9 8 9； 水 野 ，

1 9 9 8 ）。 し か し ， 従 来 の 研 究 で は ， 育 児 不 安 と 子 ど も の 気

質 を 同 時 期 に 調 査 し ， 両 者 の 関 連 性 を 検 討 す る こ と に よ

り ， 養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 を 明 ら か に

し よ う と す る も の で あ っ た 。 し か し ， 養 育 者 の 育 児 不 安

を 予 防 す る ， あ る い は 養 育 者 の 育 児 不 安 を 低 減 す る よ う

な 相 談 現 場 で の 対 応 を 明 ら か に す る た め に は ， 子 ど も の

気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 性 を 同 時 期 に 測 り ，

検 討 す る だ け で は 十 分 と は い え な い 。 つ ま り ， あ る 時 期
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の 子 ど も の 気 質 特 徴 が ， 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 を ど の

程 度 予 測 す る の か ， す な わ ち ， 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安

に 影 響 を 及 ぼ す 子 ど も の 気 質 特 徴 を 明 ら か に す る こ と が ，

養 育 者 の 育 児 不 安 を 引 き 起 こ す ， あ る い は 育 児 不 安 の 程

度 を 悪 化 さ せ る リ ス ク の 評 価 を 可 能 に し ， 適 切 な 介 入 の

方 法 を 示 す で あ ろ う 。  

そ こ で 第 4 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 気 質 質 問 紙 で

評 価 さ れ る 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 性 を 明

ら か に す る こ と で ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 養 育 者 へ の

育 児 支 援 の 可 能 性 に つ い て 検 討 す る 。  

 

第 ２ 節  

調 査 1 4  幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気 質

と 養 育 者 の 育 児 不 安 （ 量 的 分 析 ） と の 関 連  

 

1 . 問 題 と 目 的  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る ど の よ う な 子 ど も の 気 質

特 徴 が 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 に 影 響 を 与 え る の か を 明

ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

１ 歳 代 の 幼 児 を も つ 養 育 者 1 5 8 名 で あ る 。 質 問 項 目 へ

の 回 答 が 欠 損 と な っ て い る 場 合 は 分 析 か ら 除 外 し た た め ，

有 効 回 答 者 数 は 1 2 4 名 と な っ た 。 回 答 者 の 属 性 は ， 1 2 4

名 中 1 2 2 名 が 母 親 で あ っ た 。 対 象 幼 児 の 年 齢 は ， 気 質 質

問 紙 回 答 時 に 平 均 1 3 . 9 ヶ 月 （ S D = 1 . 2 ） で あ り ， 性 別 の 内

訳 は 男 児 6 7 名（ 5 4 . 0 ％ ），女 児 5 7 名（ 4 6 . 0 ％ ）で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

総 合 病 院 産 婦 人 科 で 出 産 し た 養 育 者 に 対 し ， 対 象 幼 児

が 1 歳 を 過 ぎ た 頃 に 郵 送 に て 幼 児 気 質 質 問 紙 を 配 布 ， 回

答 後 ， 郵 送 に て 回 収 し た 。 回 答 が 得 ら れ た 対 象 者 に 郵 送

に て 6 ヶ 月 ～ 1 年 後 に 育 児 不 安 質 問 紙 を 配 布 ， 回 答 後 ，

郵 送 に て 回 収 し た 。  
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2 . 3  質 問 紙  

調 査 2 で 作 成 さ れ た 6 尺 度 4 7 項 目 か ら 成 る 幼 児 気 質 質

問 紙 を 用 い た 。 回 答 形 式 は ， 調 査 1 と 同 様 に ， １ .“ 全 く

な い ”か ら ４ .“ い つ も あ る ”の 頻 度 に よ る 4 段 階 と し た 。    

育 児 不 安 に つ い て は ，“ 中 核 的 育 児 不 安 ”，“ 育 児 感 情 ”，

“ 育 児 時 間 ” の 3 尺 度 2 4 項 目 か ら 成 る 質 問 紙 （ 手 島 ・ 原

口 ， 2 0 0 3 ） を 用 い た 。 こ の 質 問 紙 は ， 相 談 現 場 で 容 易 に

用 い る こ と が で き る よ う 作 成 さ れ て お り ， 子 ど も の 発 達

過 程 に 応 じ た 養 育 者 の 育 児 ス ト レ ス や 育 児 不 安 を 短 時 間

に 評 価 で き る 質 問 項 目 か ら 成 っ て い る 。“ 中 核 的 育 児 不

安 ”は ，「 子 育 て に 失 敗 す る の で は な い か と 思 う こ と が あ

る 」「 母 と し て の 能 力 に 自 信 が な い 」な ど の 項 目 に み ら れ

る よ う に ， 自 分 が 育 児 を す る こ と に 対 す る 不 安 を 測 る 尺

度 で あ る 。“ 育 児 感 情 ” は ，「 子 ど も を わ ず ら わ し い と 思

う こ と が あ る 」「 子 ど も を 育 て る こ と に 負 担 を 感 じ る 」な

ど ， 子 ど も あ る い は 子 育 て に 対 す る 否 定 的 な 感 情 を 中 心

と し た 不 安 を 測 る 尺 度 で あ る 。“ 育 児 時 間 ” は ，「 自 分 の

時 間 が な い 」「 一 人 に な れ る 時 間 が な い 」な ど ，育 児 の た

め に 養 育 者 が 自 分 の 行 動 や 時 間 に 制 限 を 感 じ る と い っ た

時 間 に 関 す る 不 安 を 測 る 尺 度 で あ る 。 回 答 形 式 は 1 .“ 全

く あ て は ま ら な い ” か ら 4 .“ 非 常 に あ て は ま る ” の 4 段

階 と し た 。  

 

3 . 結 果  

 気 質 質 問 紙 お よ び 育 児 不 安 質 問 紙 に つ い て ， そ れ ぞ れ

の 尺 度 ご と に 平 均 値 お よ び ， 標 準 偏 差 を 求 め た 。 気 質 質

問 紙 の 各 尺 度 に つ い て の 平 均 値 と 標 準 偏 差 は T a b l e  2 2 ，

育 児 不 安 質 問 紙 の 各 尺 度 に つ い て の 平 均 値 と 標 準 偏 差 は

T a b l e  2 3 に 示 し た 。  

 

気質尺度（項目数） 否定的感情反応（9） 神経質（10） 順応性（6） 外向性（8） 規則性（7） 注意の転導性（7）

平　均 2.46 2.08 2.72 3.20 3.04 3.33

標準偏差 .48 .36 .61 .40 .48 .33

Table 22　気質尺度得点の平均と標準偏差
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育児不安尺度（項目数） 中核的育児不安（9） 育児感情（10） 育児時間（6）

平　均 2.25 1.62 2.94

標準偏差 .54 .46 .49

Table 23　各育児不安尺度得点の平均と標準偏差

 

 

 幼 児 の 気 質 特 徴 と 育 児 不 安 と の 関 連 を 明 ら か に す る た

め ， 幼 児 の 各 気 質 尺 度 得 点 と 育 児 不 安 下 位 尺 度 得 点 と の

間 の 相 関 係 数 を 算 出 し た  ( T a b l e  2 4 ) 。  

 

  

中核的育児不安 育児感情 育児時間

否定的感情反応 .29** .27** .20*

神経質 -.14 -.17+ -.23**

順応性 .08 .02 .14

外向性 02 -.08 .07

規則性 -.16+ -.21* -.24**

注意の転導性 -.12 -.14 -.01
**ｐ ＜.01 　*　p <.05 　+　p <.10

Table 24　気質尺度と育児不安下位尺度の相関

 

 

結 果 ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の “ 否 定 的 感 情 反 応 ” と ， 育 児

不 安 質 問 紙 の 全 て の 下 位 尺 度 ，つ ま り ，“ 中 核 的 育 児 不 安 ”

( r = . 2 9 ， p < . 0 1 ) ，“ 育 児 感 情 ”  ( r = . 2 7 ， p < . 0 1 ) ，“ 育 児 時

間 ” ( r = . 2 0 ， p < . 0 5 ) と の 間 に 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 ま

た ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の “ 神 経 質 ” と ， 育 児 不 安 質 問 紙 の

“ 育 児 時 間 ” と の 間 に 負 の 相 関 が 認 め ら れ た ( r = - . 2 3 ，

p < . 0 1 ) 。 さ ら に ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の “ 規 則 性 ” と ， 育 児

不 安 質 問 紙 の“ 育 児 感 情 ”( r = - . 2 1 ， p < . 0 5 ) と“ 育 児 時 間 ”

( r = - . 2 4 ， p < . 0 1 ) と の 間 に 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。  

養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 に 対 し て 説 明 力 を も つ 幼 児 の

気 質 特 徴 を 明 ら か に す る た め に ， 育 児 不 安 尺 度 の 各 下 位

尺 度 を 目 的 変 数 ， 幼 児 気 質 質 問 紙 の 各 尺 度 を 説 明 変 数 と

し て 重 回 帰 分 析 ( ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 ) を 行 っ た 。 な お ， 幼

児 気 質 質 問 紙 を 実 施 時 の 養 育 者 の 育 児 不 安 に つ い て は 測

定 で き て い な か っ た た め , 説 明 変 数 に 加 え る こ と が で き

な か っ た 。  

育 児 不 安 質 問 紙 の “ 中 核 的 育 児 不 安 ” に 対 し て は ， 幼

児 気 質 質 問 紙 の “ 否 定 的 感 情 反 応 ” の み が モ デ ル に く み
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い れ ら れ て い た  ( β = . 2 9 ， p < . 0 1 ， 累 積 R 2 = . 0 9 )  ( T a b l e  

2 5 ) 。 終 モ デ ル の R 2 値 は . 0 9 で ， 説 明 率 は そ れ ほ ど 高

く な い が ， 回 帰 性 の 有 意 性 を 検 討 す る た め の 分 散 分 析 の

結 果 ， Ｆ 値 が 1 1 . 3 1 で ， 有 意 確 率 が . 0 0 1 で あ っ た た め ，

求 め ら れ た 回 帰 式 に は 意 味 が あ る と 考 え ら れ た 。  

 

非標準化係数 標準化係数

Ｂ 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

１　　　　（定数） 1.50 .24 5.97 00

否定的感情反応 .33 .10 .29 3.36 00 1.00 1.00

Table 25　中核的不安育児不安尺度を目的変数とした重回帰分析

共線性の統計量

モデル t 有意確率

 

 

ま た ， 育 児 不 安 質 問 紙 の “ 育 児 感 情 ” に 対 し て は ， 幼

児 気 質 質 問 紙 の “ 否 定 的 感 情 反 応 ” と “ 注 意 の 転 導 性 ”

が モ デ ル に く み い れ ら れ て い た  ( “ 否 定 的 感 情 反 応 ”  

β = . 2 7 ， p < . 0 1；“ 注 意 の 転 導 性 ”  β = - . 1 4 ， p < . 1 0 ， 累 積

R 2 = . 1 0 )  ( T a b l e  2 6 ) 。 終 モ デ ル の R 2 値 は . 1 0 で ， 説 明

率 は そ れ ほ ど 高 く な い が ， 回 帰 性 の 有 意 性 を 検 討 す る た

め の 分 散 分 析 の 結 果 ， Ｆ 値 が 6 . 3 1 で ， 有 意 確 率 が . 0 0 2

で あ っ た た め ， 求 め ら れ た 回 帰 式 に は 意 味 が あ る と 考 え

ら れ た 。  

 

非標準化係数 標準化係数

Ｂ 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

１　　　　（定数） .98 .21 4.73 .00

否定的感情反応 .26 .08 .27 3.13 .00 1.00 1.00

２　　　　（定数） 1.65 .45 3.63 .00

否定的感情反応 .26 .08 .27 3.16 .00 1.00 1.00

注意の転導性 -.20 .12 -.14 -1.64 .00 1.00 1.00

Table 26　育児感情尺度を目的変数とした重回帰分析

共線性の統計量

モデル t 有意確率

 

 

ま た ， 育 児 不 安 質 問 紙 の “ 育 児 時 間 ” に 対 し て は ， 幼

児 気 質 質 問 紙 の “ 規 則 性 ”，“ 神 経 質 ”，“ 外 向 性 ”，“ 順 応

性 ”が モ デ ル に く み い れ ら れ て い た (“ 規 則 性 ”β = - . 1 9 ，

p < . 0 5 ；“ 神 経 質 ” β = - . 2 0 ， p < . 0 5 ；“ 外 向 性 ”  β = . 1 6 ，

p < . 1 0  “ 順 応 性 ” β = . 1 6 ，p < . 1 0 累 積 R 2 = . 1 3 )  ( T a b l e  2 7 ) 。

終 モ デ ル の R 2 値 は . 1 3 で ， 説 明 率 は そ れ ほ ど 高 く な い
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が ， 回 帰 性 の 有 意 性 を 検 討 す る た め の 分 散 分 析 の 結 果 ，

Ｆ 値 が 4 . 2 9 で ， 有 意 確 率 が . 0 0 3 で あ っ た た め ， 求 め ら

れ た 回 帰 式 に は 意 味 が あ る と 考 え ら れ た 。  

 

非標準化係数 標準化係数

Ｂ 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

１　　　　（定数） 3.68 .27 13.52 .00

規則性 -.24 .09 -.24 -2.75 .01 1.00 1.00

２　　　　（定数） 4.01 .32 12.51 .00

規則性 -.19 .09 -.19 -2.06 .04 .91 1.10

神経質 -.24 .13 -.17 -1.90 .06 .91 1.10

３　　　　（定数） 3.71 .38 9.76 .00

規則性 -.18 .10 -.18 -2.00 .05 .90 1.11

神経質 -.23 .12 -.17 -1.89 .06 .90 1.10

順応性 .10 .07 .13 1.47 7.15 1.00 1.00

４　　　　（定数） 3.10 .50 6.19 0.00

規則性 -.19 .10 -.19 -2.07 .04 .90 1.11

神経質 -.28 .13 -.20 -2.22 .03 .87 1.15

順応性 .13 .07 .16 1.83 .07 .95 1.05

外向性 .20 .10 .16 1.82 .07 .91 1.10

 Table 27　育児時間尺度を目的変数とした重回帰分析

共線性の統計量
モデル t 有意確率

 

 

“ 中 核 的 育 児 不 安 ”，“ 育 児 感 情 ”，“ 育 児 時 間 ” の 3 つ

の 目 的 変 数 に 対 し て ， 気 質 質 問 紙 の 気 質 特 徴 を 説 明 変 数

と し て 得 ら れ た モ デ ル の 説 明 率 は 低 か っ た 。し か し ，“ 否

定 的 感 情 反 応 ” で あ ら わ さ れ る 気 質 特 徴 を 強 く 示 す 子 ど

も の 養 育 者 は ，“ 中 核 的 育 児 不 安 ” や “ 育 児 感 情 ” で 示 さ

れ る 育 児 不 安 が 高 い こ と ，“ 神 経 質 ” や “ 規 則 性 ” で あ ら

わ さ れ る 気 質 特 徴 を 示 さ な い 子 ど も の 養 育 者 は ，“ 育 児 時

間 ” で 示 さ れ る 育 児 不 安 が 高 く な る こ と が 示 さ れ た 。  

 

4 . 考 察  

育 児 不 安 の な か で も “ 中 核 的 育 児 不 安 ” お よ び “ 育 児

感 情 ” に つ い て は ， 子 ど も の 気 質 の “ 否 定 的 感 情 反 応 ”

が 影 響 を 及 ぼ し て い た 。“ 中 核 的 育 児 不 安 ” は , 自 分 が 育

児 を す る こ と に 対 す る 不 安 で あ る 。一 方 ，“ 育 児 感 情 ”は ，

子 ど も あ る い は 子 育 て に 対 す る 否 定 的 な 感 情 を 中 心 と し

た 不 安 で あ る 。 こ れ ら の 育 児 不 安 に 影 響 を 及 ぼ し て い た

子 ど も の 気 質 特 徴 で あ る “ 否 定 的 感 情 反 応 ” は ，「 思 い 通
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り に な ら な い と 激 し く 感 情 を 表 す 」「 よ く さ わ い で 大 泣

き す る 」 な ど ， 育 児 を す る 上 で の 扱 い に く さ を 示 す よ う

な 内 容 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 気 質 特 徴 を 示 す

子 ど も は 様 々 な 問 題 行 動 を 示 す こ と が 先 行 研 究 で 指 摘 さ

れ て い る （ 武 井 ・ 寺 崎 ， 2 0 0 5 ）。 養 育 者 は ， 日 々 の 育 児 の

な か で ， 子 ど も の 様 々 な 問 題 行 動 や 扱 い に く い 行 動 に 適

切 に 対 処 で き な い た め に ， 子 育 て そ の も の に 対 し て 自 信

を な く し ， 挫 折 感 や 育 児 へ の 否 定 的 な 感 情 が 高 ま っ て い

く と 予 想 さ れ る 。 子 ど も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安

を 同 時 期 に 測 っ た 先 行 研 究 で も ， 子 ど も が “ 否 定 的 感 情

反 応 ” で あ ら わ さ れ る 気 質 特 徴 を 示 す こ と と 養 育 者 が 育

児 困 難 感 や 不 安 ･ 抑 う つ 気 分 と い っ た 育 児 不 安 を 抱 く こ

と と の 関 連 性 が 指 摘 さ れ て い る（ 堀・武 井・寺 崎 ， 2 0 0 4 ）。

子 ど も の 気 質 傾 向 は 一 過 性 の も の で は な く ， 変 化 し に く

い こ と を 考 え る と ， こ の よ う な 気 質 特 徴 を も つ 子 ど も の

養 育 者 の 訴 え を ， で き る だ け 早 期 に 専 門 家 が 受 け と め て

い く こ と が ， 養 育 者 の 育 児 不 安 を 低 減 し て い く こ と に つ

な が る で あ ろ う 。  

一 方 ， 今 回 の 結 果 か ら ， 育 児 不 安 の な か で も  “ 育 児 時

間 ” に つ い て は ， 幼 児 の 気 質 の “ 神 経 質 ” と “ 規 則 性 ”

が 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 育 児 不 安 質 問 紙 の “ 育 児 時 間 ”

は ， 育 児 の た め に 養 育 者 が 自 分 の 行 動 や 時 間 に 制 限 を 感

じ る と い っ た 時 間 に 関 す る 不 安 で あ る 。 こ の 育 児 不 安 に

影 響 を 与 え て い た “ 神 経 質 ” は ， 几 帳 面 さ や 敏 感 さ ， 聞

き 分 け の よ さ を 示 す 内 容 か ら 構 成 さ れ ，“ 規 則 性 ” は ， 食

事 や 睡 眠 の リ ズ ム が 規 則 的 か ど う か と い う 内 容 か ら 構 成

さ れ て い る 。 こ れ ら の 気 質 特 徴 の う ち ，“ 規 則 性 ” は ， 子

ど も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 を 同 時 期 に 測 っ た 先

行 研 究 で ， 養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 性 が あ る こ と が 指 摘

さ れ て い る （ 堀 他 ， 2 0 0 4 ； 上 村 ・ 田 島 ， 1 9 8 8 ）。 睡 眠 や 食

事 の リ ズ ム が 安 定 し な い 気 質 傾 向 の 子 ど も を も つ 養 育 者

は ， 常 に 子 ど も に 対 応 し な い と い け な く な る た め ， 育 児

に 費 や す 時 間 が 増 え ， 自 分 の 行 動 や 時 間 の 制 限 を 感 じ る

と い っ た 不 安 が 高 ま っ て い く と 考 え ら れ る 。 よ っ て ， 養
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育 者 の 育 児 不 安 を 低 減 ， 予 防 す る た め に は ， で き る だ け

早 期 に 養 育 者 の 訴 え を 評 価 し た う え で ， 時 間 的 な 余 裕 の

な さ が 中 心 的 問 題 と な る 育 児 不 安 を 抱 き や す く な る こ と

を 考 慮 し ， 時 間 の 使 い 方 や ， 場 合 に よ っ て は 養 育 者 が 子

ど も か ら 離 れ て 時 間 的 な 余 裕 を 持 つ こ と が で き る よ う な

環 境 設 定 を 助 言 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

ま た ，先 行 研 究 で は 関 連 性 が 指 摘 さ れ て い な か っ た（ 堀

他 ， 2 0 0 4 ）  “ 神 経 質 ” で な い 気 質 傾 向 が ， 自 分 の 行 動 や

時 間 が 制 限 さ れ る と い っ た 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 を 高

め る こ と が ， 今 回 の 結 果 よ り 示 さ れ た 。“ 神 経 質 ” で な い

気 質 傾 向 は ，几 帳 面 さ が な く ，周 囲 の 変 化 な ど に 鈍 感 で ，

聞 き 分 け が よ く な い こ と を 示 し て い る 。 こ の よ う な 気 質

傾 向 を も つ 子 ど も は ， 養 育 者 が 望 ん で い る こ と に 気 づ き

に く く ，マ イ ペ ー ス で 行 動 し や す い と 考 え ら れ る 。ま た ，

養 育 者 の 意 図 に 反 し て 子 ど も が 自 分 本 位 で 行 動 す る こ と

は ， 養 育 者 が 子 ど も の 行 動 を コ ン ト ロ ー ル し た り ， 環 境

調 整 を し な い と い け な く な る こ と に つ な が っ て い く で あ

ろ う 。 そ の た め ， 自 分 の 行 動 や 時 間 が 制 限 さ れ る と い っ

た 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 を 高 め る の で は な い か と 考 え

ら れ る 。 子 ど も が “ 神 経 質 ” で な い 気 質 傾 向 を 示 し た 時

点 で ， 養 育 者 の 育 児 不 安 が ど の よ う な 状 態 で あ る か は 明

ら か に な っ て い な い が ， 養 育 者 の 将 来 の 育 児 不 安 を 予 防

す る た め に は ， 早 い 段 階 で 子 ど も が “ 神 経 質 ” で あ ら わ

さ れ る 気 質 傾 向 を 示 さ な い こ と を 評 価 し ， 時 間 の 使 い 方

や 養 育 者 が 子 ど も か ら 離 れ ら れ る よ う な 環 境 設 定 を 専 門

家 が 助 言 し て い く こ と が 必 要 で あ ろ う 。  

育 児 不 安 と 関 連 性 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 気 質 特

徴 を も つ 子 ど も の 養 育 者 に は ， 可 能 な 限 り 早 期 の 段 階 で

養 育 者 の 育 児 上 の 悩 み や 困 難 感 に よ り そ う こ と が 必 要 で

あ る 。以 上 の こ と か ら ，幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い る こ と で ，

養 育 者 へ の 育 児 支 援 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 が あ る こ と が

確 認 さ れ た 。し か し , 幼 児 気 質 質 問 紙 を 臨 床 的 に 応 用 し て

い く た め に は , 育 児 不 安 と 関 連 の あ る 子 ど も の 気 質 特 徴

を 明 ら か に す る だ け で な く ， そ の よ う な 気 質 特 徴 を 示 す
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子 ど も に 対 し て ， 子 ど も の 発 達 に と っ て 適 合 の よ い

（ g o o d n e s s  o f  f i t ） 環 境 に 養 育 者 が 調 整 で き る よ う な 日

常 生 活 上 で の 対 応 の 工 夫 ， 子 ど も の 気 質 特 徴 と 関 連 が み

ら れ た 育 児 不 安 の 内 容 を 低 減 で き る よ う な 対 処 方 法 を 専

門 家 が 相 談 現 場 な ど で 助 言 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

 

第 ３ 節  

調 査 1 5  幼 児 気 質 質 問 紙 で 測 定 し た 子 ど も の 気  

質 と 養 育 者 の 育 児 不 安 （ 質 的 分 析 ） と の  

関 連  

 

1 . 問 題 と 目 的  

子 ど も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 性 に つ

い て 確 認 し た 調 査 1 4 で は ，“ 思 い 通 り に な ら な い と 激 し

く 感 情 を 表 す ”“ よ く さ わ い で 大 泣 き す る ” な ど の  “ 否

定 的 感 情 反 応 ” で 記 述 さ れ る 気 質 特 徴 は 育 児 不 安 を 高 め

る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た ， 几 帳 面 さ や 敏 感 さ ， 聞 き 分

け の よ さ を 示 す  “ 神 経 質 ” や 食 事 ， 睡 眠 の リ ズ ム が 規 則

的 か ど う か を 示 す “ 規 則 性 ” に お い て は ， 神 経 質 傾 向 が

低 い ほ ど ， 規 則 的 で な い ほ ど 養 育 者 の 育 児 不 安 が 高 く な

る こ と が 示 さ れ た 。 し か し ， こ れ ら の 気 質 特 徴 の 養 育 者

の 育 児 不 安 へ の 影 響 力 は 必 ず し も 強 く な い こ と か ら ， 子

ど も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 を つ な ぐ メ カ ニ ズ ム

に つ い て の よ り 詳 細 な 検 討 が 必 要 性 で あ る 。 そ こ で ， 子

ど も の 気 質 特 徴 と 育 児 不 安 と の 関 係 に つ い て 検 討 を 加 え

る た め に ， 以 下 の 三 点 に つ い て 明 ら か に す る 。 第 一 点 と

し て ， 養 育 者 は ど の よ う な 子 ど も の 気 質 特 徴 に 起 因 し て

育 児 不 安 を 感 じ る の か を 明 ら か に す る （ 以 下 ， 目 的 1 ）。

第 二 点 と し て ， ど の よ う な 状 況 で 育 児 不 安 を 感 じ る の か

を 明 ら か に す る こ と に よ り ， 子 ど も の 気 質 特 徴 が ど の よ

う な 状 況 と 重 な る と ， 養 育 者 の 育 児 不 安 を 生 起 さ せ る の

か を 知 る 手 が か り を 得 る（ 以 下 ，目 的 2 ）。第 三 点 と し て ，

養 育 者 が 育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 と 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況
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を 回 避 す る 方 法 を 問 う こ と で ， 育 児 不 安 に 関 す る 養 育 者

の 認 知 ， と く に 原 因 帰 属 と 対 処 方 法 を 特 定 す る （ 以 下 ，

目 的 3 ）。  な お ， 育 児 不 安 の 定 義 は ， 研 究 者 の 方 法 論 お

よ び 母 親 の 個 別 性 の た め に 表 現 内 容 が 研 究 者 に よ っ て 一

貫 し て い な い と 指 摘 さ れ て い る （ 恵 良 , 1 9 9 4 ）。 よ っ て ，

本 調 査 で は 同 様 の 概 念 と し て 扱 わ れ て い る 育 児 ス ト レ ス

や 育 児 の 悩 み （ 渡 辺 ・ 石 井 ,  2 0 0 5 ） な ど ， 子 ど も や 育 児

に 対 す る 母 親 の 不 安 や 苛 立 ち な ど を 含 め る 。  

本 調 査 で は ， 養 育 者 の 日 頃 の 育 児 に 対 す る 率 直 な 考 え

を 抽 出 す る た め ， 育 児 不 安 の 分 析 で 一 般 的 に 用 い ら れ る

質 問 紙 法 で は な く 面 接 法 を 採 用 し た 。 育 児 不 安 の 規 定 因

を 定 量 的 に 分 析 す る こ と に も 意 義 が あ る が ， 現 象 を よ り

よ く 理 解 す る こ と を 可 能 に す る と さ れ て い る 質 的 研 究 法

（ 下 山 ,  2 0 0 7 ） を 採 用 す る こ と に よ り ， 子 ど も の 気 質 特

徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 係 に つ い て 詳 細 に 検 討 す る

こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 本 調 査 で は 対 象 者

個 別 に 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー に よ っ て 検 討 す る 。  

 

2 . 方 法  

2 . 1  調 査 協 力 者  

1 歳 を 過 ぎ た 幼 児 を も つ 養 育 者 4 7 7 名 を 対 象 と し た 。

対 象 者 全 員 に 対 し て ， 本 調 査 の 目 的 に つ い て 書 面 で 説 明

し た 。参 加 協 力 の 承 諾 が 得 ら れ た 養 育 者 は 7 6 名 で あ っ た 。

こ の う ち ， あ ら た め て 口 頭 で 調 査 目 的 お よ び 手 続 き を 説

明 し ， 承 諾 が 得 ら れ た 1 2 名 （ 男 児 6 名 ， 女 児 6 名 ， 平 均

年 齢 2 3 . 9 ヶ 月 ）を 調 査 協 力 者 と し て 依 頼 し た 。養 育 者 は

す べ て 母 親 で あ っ た 。  

2 . 2  調 査 方 法  

初 に ， 対 象 者 に 対 し て 調 査 者 が イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を

I C レ コ ー ダ に 録 音 す る こ と に 対 す る 許 可 を 得 た 。そ の う

え で ， 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー を 進 め た 。 半 構 造 化 イ ン タ

ビ ュ ー で は ，ま ず 調 査 者 が 対 象 者 に 対 し て ，「 あ な た の 子

ど も の 特 徴 の う ち ， あ な た 自 身 が ス ト レ ス や つ ら さ ， 育

児 上 の 不 安 を 感 じ る 特 徴 は ど の よ う な 特 徴 で す か 」（ 目
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的 1 ） と 問 い か け た 。 そ の 問 い か け に 対 す る 対 象 者 の 回

答 を 踏 ま え た う え で ， 育 児 上 の 不 安 に 結 び つ く 要 因 に 関

す る 聞 き 取 り を 進 め た 。 聞 き 取 り の 内 容 は ， 育 児 不 安 を

感 じ る 状 況 に つ い て （ 目 的 2 ）， 育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 ，

育 児 不 安 を 感 じ な い よ う に す る た め に ど の よ う に す れ ば

よ い か （ 目 的 3 ） の 三 点 で あ っ た 。 所 要 時 間 は 1 名 に つ

き １ 時 間 程 度 で あ っ た 。   

 

3 . 結 果  

I C レ コ ー ダ に 録 音 さ れ た 調 査 者 と 調 査 協 力 者 の 会 話

の や り と り の う ち ， 育 児 不 安 と 関 連 が あ る 子 ど も の 気 質

特 徴 （ 目 的 1 ）， ど の よ う な 状 況 で 育 児 不 安 を 感 じ や す い

か （ 目 的 2 ）， そ の よ う に 感 じ る 理 由 ， そ の よ う に 感 じ な

い よ う に す る た め に ど の よ う に す れ ば よ い か （ 目 的 3 ）

に つ い て の 問 い か け に 対 し て ， 対 象 者 が 述 べ た 発 言 を 抽

出 し ， T a b l e  2 8 を 作 成 し た 。  

3 . 1  子 ど も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 に つ い

て （ 目 的 1 ）   

育 児 不 安 を 感 じ る 子 ど も の 気 質 特 徴 を ，「 な い 」あ る い

は「 す ぐ に 思 い つ か な い 」「 手 が か か ら な い 」と し た 養 育

者 は ， 1 2 事 例 中 3 事 例 で あ っ た （ 事 例 3 ， 6 ， 1 2 ）。 残 る

9 事 例 は ， 育 児 不 安 を 感 じ る 特 徴 と し て ，「 … 気 性 が 激 し

い 」（ 事 例 7 ），「 癇 癪 が す ご い … 」（ 事 例 1 0 ） と い っ た 気

性 の 激 し さ や ，「 … 髪 の 毛 を ひ っ ぱ る … 」（ 事 例 4 ） と い

っ た 乱 暴 さ ，「 自 分 の 思 う よ う に 動 か そ う と す る … 」（ 事

例 1 ），「 頑 固 」（ 事 例 2 ），「 … 服 を 着 な い … 」（ 事 例 5 ），「 言

っ て も 聞 か な い 時 と か ， 物 を 投 げ る ん で す よ … 」（ 事 例

8 ），「 買 い 物 行 っ た ら 走 り 回 っ た り と か ， 動 か な い と か 」

（ 事 例 9 ） と い っ た 養 育 者 に 反 抗 的 な 特 徴 ，「 敏 感 と い う

か … 」（ 事 例 1 1 ） と い っ た 過 敏 な 特 徴 を 報 告 し た 。  

3 . 2  養 育 者 が 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 に つ い て （ 目

的 2 ）   

養 育 者 が 挙 げ た 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 に つ い て は ，「 …

も う す ご く 機 嫌 が 悪 く っ て ，… グ ズ グ ズ 言 っ て … 」（ 事 例
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5 ） や 「 … 食 べ る 時 も あ り 食 べ な い と き も あ り だ か ら ， 遊

び 食 べ と か し だ し た ら ， … せ っ か く 作 っ た の に み た い な

… 」（ 事 例 1 2 ） と い う よ う に ， 子 ど も の 特 徴 や 行 動 そ の

も の に 育 児 不 安 を 感 じ る と し た 事 例 は 1 2 事 例 中 2 事 例 で

あ っ た 。 事 例 5 に お い て は ，「 … も の す ご い （ 子 ど も の ）

機 嫌 が 悪 く な っ て … ，こ っ ち も 気 が 狂 い そ う に な っ て … 」

し ま い ， そ の 困 難 な 状 況 を 解 決 す る た め に 試 み た こ と に

よ っ て ，「 … 余 計 仕 事 が 増 え て 」し ま う た め に 育 児 不 安 を

感 じ る と 報 告 し ， 事 例 1 2 で は ， 自 分 な り に 考 え て ， 子 ど

も の 特 徴 に 応 じ て 働 き か け を す る も の の ，「 … 余 計 に 子 ど

も も 思 っ た よ う に 動 か な く っ て 」， そ の こ と で ，「 … ち ゃ

ん と ま わ せ て い な い 自 分 に も 腹 が た つ み た い な … 」 と ，

自 身 の 育 児 に 対 す る 不 安 を 感 じ て い た 。 一 方 ， 1 2 事 例 中

7 事 例 に お い て ，「 … 家 事 を し よ う と し て い て も ち ょ っ と

立 ち 上 が っ た ら 嫌 だ と か … 」（ 事 例 1 ），「 自 分 が ち ょ っ と

し た い こ と が・… 邪 魔 し て き て 出 来 な い と き と か 」（ 事 例

2 ），「 … し な く ち ゃ い け な い こ と が あ る の に ，ぐ ず ら れ る

と … 」（ 事 例 3 ），「 … 出 か け る と い っ て も 出 か け な い と か

… 」（ 事 例 6 ），「 … ち ょ っ と 待 っ て と い う の を 聞 い て 欲 し

い の に ， 聞 い て く れ な い 」（ 事 例 7 ），「 … 何 時 ま で に 寝 か

せ よ う と 思 っ て も ， そ れ が 上 手 く い か な い と ， ど ん ど ん

イ ラ イ ラ し て き て 」（ 事 例 9 ），「 自 分 で 考 え て … ， そ れ に

そ っ て や っ ぱ し て く れ な か っ た ら ， ち ょ っ と イ ラ イ ラ し

た り … 」（ 事 例 1 1 ） と い う よ う に ， 子 ど も の 特 徴 が 直 接

に 育 児 不 安 を 高 め る の で は な く ， 子 ど も の 特 徴 に よ っ て

養 育 者 が 何 か 予 定 し て い た こ と が 出 来 な く な る 状 況 で ，

育 児 不 安 を 感 じ る と 報 告 さ れ て い た 。  

3 . 3  養 育 者 の 育 児 不 安 に 関 す る 認 知 ， 原 因 帰 属 と

対 処 方 法 （ 目 的 3 ）  

育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 に つ い て は ， 子 ど も の 特 徴 と し

て と ら え て い た の は １ 事 例 の み で あ っ た （ 事 例 １ ）。 1 2

事 例 中 8 事 例 は ，「 私 自 身 」（ 事 例 2 ），「 そ れ は も う 自 分

中 心 に 考 え て い る か ら … 」（ 事 例 3 ），「 自 分 の 置 く 場 所 が

悪 い と か 思 う ん で す け ど … 」「 今 は し ん ど い か ら … 普 段
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は で き る こ と が … 」（ 事 例 5 ），「（ 原 因 は ） 自 分 で し ょ う

ね … 」（ 事 例 6 ），「 自 分 の 精 神 状 態 に よ っ て 違 う ん で す け

ど … 」「 私 の（ 状 況 に よ る ん だ と ）思 う ん で す 」（ 事 例 7 ），

「 自 分 の せ い と … 」（ 事 例 9 ），「 自 分 の 都 合 で す よ ね … 」

（ 事 例 1 1 ），「 わ た し が 自 分 を 中 心 に 考 え て い る か ら … 」

（ 事 例 1 2 ） と い う よ う に ， 自 分 の 考 え 方 や 体 調 に 原 因 が

あ る と し て い た 。 一 方 ， 1 2 事 例 中 4 事 例 が ，「 大 変 な 気

持 ち を 同 感 し て 欲 し い と い う の が あ り ま す … 」（ 事 例 8 ），

「 … パ パ の せ い 」（ 事 例 9 ），「 … （ 夫 に ） 良 い 様 に 良 い 様

に 言 わ れ て き た け ど ，実 際 は 違 っ て い た 」（ 事 例 1 0 ），「 …

口 で 言 わ な く て も わ か っ て く れ る だ ろ う … 」（ 事 例 1 1 ）

と い う よ う に ， 夫 の 育 児 へ の 協 力 や 精 神 的 な サ ポ ー ト が

得 ら れ な い た め に 育 児 不 安 が 高 ま る と 報 告 し て い た 。 さ

ら に ， 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 を 回 避 す る た め に ， 1 2 事 例

中 3 事 例 が ，「 寝 て い る 間 に す べ て が 終 わ れ ば … 」（ 事 例

1 ），「 私 が そ う い う こ と を 思 っ て な か っ た ら な ら な い と 思

い ま す 」（ 事 例 3 ），「 物 事 に 追 わ れ て い な い 状 況 」（ 事 例

1 2 ） と い う よ う に ， 養 育 者 自 身 の 対 処 の 仕 方 や 考 え 方 を

変 え る こ と に よ っ て ， 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 を 回 避 し よ

う と し て い た 。ま た ，「 連 れ 出 し て く れ た と き に 自 分 の 思

い 通 り に 事 が 運 ぶ の が す ご い ス ト レ ス 解 消 」（ 事 例 9 ）と ，

子 ど も に 妨 げ ら れ る こ と な く ， 自 身 の 思 う よ う に 状 況 を

コ ン ト ロ ー ル で き る こ と が ス ト レ ス 解 消 に な る と し て い

た 事 例 も み ら れ た 。 周 囲 か ら サ ポ ー ト を 得 る こ と に つ い

て は ，「 … お 父 さ ん が こ う ち ょ こ っ と 帰 っ て き て く れ て

… 」（ 事 例 2 ）と 夫 か ら の サ ポ ー ト を 得 る こ と を あ げ た 事

例 も み ら れ た が ， 1 2 事 例 中 7 事 例 に お い て ，「 … 外 出 か

け ん と な っ て 。 私 の 気 分 を 変 え よ う っ て 。 近 所 の お ば ち

ゃ ん た ち と 話 し た り … 」（ 事 例 2 ），「 … 友 達 が い る の と ，

マ マ 友 が い る と ，し ゃ べ っ た り ，関 わ っ た り す る こ と で 」

（ 事 例 5 ），「 友 達 と か も で き る だ け 一 緒 に 遊 ん だ り し て

… 」（ 事 例 6 ），「 … よ そ で ス ト レ ス 発 散 … ， 聞 い て も ら っ

て ス ト レ ス 発 散（ 事 例 1 0 ），「 友 達 と 遊 ぶ こ と か な … 」（ 事

例 1 2 ）と 同 じ 子 ど も を も つ 母 親 と の 交 流 や 誰 か に 話 を 聞
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い て も ら う こ と ，「 … 趣 味 と い う か ，… 海 に 行 く の が 趣 味

で 。海 に 行 っ て 潮 風 に あ た っ て … 」（ 事 例 ７ ），「 自 分 の 好

き な テ レ ビ ， ビ デ オ と か … 」（ 事 例 1 1 ） な ど ， 何 か 自 身

が 好 き な こ と に 取 り 組 む こ と に よ っ て ， 育 児 不 安 を 感 じ

る 状 況 を 回 避 で き る こ と が う か が え た 。  

 

 

事例１ 事例２ 事例３ 事例４

女児 女児 女児 男児

２歳３ヶ月 ２歳１ヶ月 ２歳３ヶ月 １歳11ヶ月

「自分の思うように動かそう

とするというか、そういうの

強いような気がします。子ど

もだからまあ、いいかなあ

と・・・。ただ、周りからは

我が儘なんじゃないとか、甘

やかしているんじゃないと人

から言われるから、いいのか

なあと」

「頑固」「頑固というか、

近。２歳になった、この１ヶ

月、２ヶ月くらい、頑固とい

うか。私は多少怒ったりする

から、ちょっとしたら言うこ

とは聞くんですけど。お父さ

んとか、おじいちゃんとか、

おばあちゃんとか、これをし

て、あれをしてとか命令する

んですよ」

「・・・いや、ないですね」

「夜中のほ乳瓶でジュース飲

んでいる。それくらい。

ちょっとまた話は外れてると

思うんですけど」

「やっぱりその、遊びに行っ

て、仲良く遊んでいたのにい

きなり髪の毛を引っ張りだす

んです」「何をしに行くかな

という時に、えって。何を

思って何だろうって感じで」

「たまに苛っとするのは、

やっぱり家事をしようとして

いても、ちょっと立ち上がっ

たら嫌だ嫌だとか、ここに

座っておいてとか寝とってと

か、抱っこしてとか。で

ちょっと洗濯もの干すからと

か言っても、抱っこしてから

してとか、抱っこしたまま干

せんという感じで。ちょっ

と、その時にどういう状態な

のか分からないけど、じっと

しておかないといけなかった

りとか。ばーっと言われた

ら」「あ、お父さんが側にい

るときに、嫌だってなってい

る時に、そんな嫌がっている

のにやめとか、でもしなきゃ

でやっているのに、もういい

よとか、トラウマになるから

とか、かわいそうなとか。そ

う言っている言葉がきついと

いうか。きつく言っているつ

もりはないのに、そんなに言

うなとか。そう言われると、

そのことに対して苛っとして

いるかもしれない。なんか横

やりを入れられるというか」

「自分がちょっとしたいこと

が、家事、これはしないとい

けないのに、やっぱ、うまく

邪魔してきて、できないと

か」「体調が悪い時とか、我

が儘じゃないけど、あれして

これしてとかなったらやっ

ぱ、してあげんといけんとい

うのはあるけど、気持ち的に

できないなというのは。でき

ない状況とか」「いっつも気

分がいい、悪い時もある。そ

ういう時とかに、何か、ぐず

ぐず言ったりすると」

「やっぱり、仕方がないんで

すけど、しなくちゃいけない

ことがあるのに、ぐずられる

と。くらいですかね」「家事

とか、あと、なんだろう、こ

の時間までに例えば、どっか

行かないといけなくて、朝準

備をしているのに、お昼から

準備しているのに、なんかぐ

ずぐず、抱っこ、抱っこと

かって。あ～って」

「怖いもの知らずだから、何

に対しても、虫とかでも、興

味があるんだったら、区別が

つかないじゃないですか、

触っていい虫と触っちゃいけ

ない虫、区別つかないから。

「あと、道路の飛び出しです

ね」「生活のなかでは、とく

に感じないですね。お兄ちゃ

んと遊んだりしているんで」

 Table２８　事例１～12の子どもの特徴と養育者の育児不安に関わる語りの内容

性別

年齢

育児不安を感じる子どもの

気質特徴

育児不安を感じる状況
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「結構そっちを今、自分は今

しなきゃという気持ちがある

時にそう言われると、進まな

いし、ある程度、する時間と

いうのがあるから、もう全

然、いつでも何でもいいとい

うだったらいいんですけど。

火をつけて料理している時に

抱っことかさばりついてこれ

ると、もうちょっとやめてと

かなりますね。余裕がちょっ

とがないというか。行かない

といけない時に、嫌だ嫌だと

言われると、ちょっと。思い

たくないけど、Aちゃんのせ

いにしちゃってる」

「私自身」「私自身に何かが

あって、子どもはいつもと変

わらないことをしていて、

ちょっとぐずぐず言ってもそ

れは、気分がいい時にそうい

う風にされても別に何ともな

いけど、ちょっと自分がへこ

んでる時とかにされると、今

たぶん私が悪いから、この子

はいつもと一緒なんだけど、

分かってても。なんか」

「それはもう自分中心に考え

ているから、煩わしいと思っ

てしまうと思うんですよ。自

分がやりたいことをしようと

しているところに横から。

で、この年齢なんで聞き分け

ないのが分かってるんですけ

ども、分かってても、分かっ

てても（イライラ）」「もし

も、私が、出かける用がない

とか、そういうことがなけれ

ば、同じことをされても、

ちょっと大丈夫だと思うんで

すよ。そういう気持ちにはな

らないと思うんですよ。忙し

いのにとか思ってなかった

ら、同じことを言われても、

そこまでにはならないから」

「私の気持ち次第」

「興味津々だから」

「寝ている間に全てが終われ

ば。やるべきことが終わっ

ちゃっていて、起きている時

は鎌ってあげられる時は、全

然。している 中に言い出し

たらもうちょっとになるけ

ど、やめてもいい状態なら、

構ってあげてるので。状況が

かみあげば。きっちしていて

いないから、ちゃっちゃっと

できれば。だらしない、ずぼ

らなところがあるから」

「そういう時に誰か、お父さ

んがこうちょっと早く帰って

きてくれて、いてくれたりと

か。私以外の所に行ってくれ

てるところがあれば、ちょっ

と」「その日はだんなは出張

で今日は帰って来ないことが

分かったりすると、今日は

帰ってこないんだって思う

と、家にいたらいけんなって

思う、外出かけんとなって。

私の気分を変えようって。近

所のおばちゃんと話したりと

か。距離をおけたら」「近所

の小学生くらいのお姉ちゃん

が遊んでくれたら。ちょっと

落ち着いたらおうち入ろう

かって」

「私がそういうことを思って

なかったらならないと思いま

す」

育児不安を感じる理由

育児不安を感じないように

するためには？
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事例５ 事例６ 事例７ 事例８

男児 男児 女児 男児

１歳11ヶ月 ２歳０ヶ月 1歳8ヶ月 1歳8ヶ月

「そう言われたら、歯磨きも

できるようになったから、変

わってきたのかな」「困っ

た・・・、服を着ないことが

あったり。着替えるのとかが

すごく嫌いみたいで。それも

変わってきたかな。公園に行

こうって言ったら何をおいて

も喜んで言ってタンですよ、

それが着替えてからなって

言ったらいかんって。 終手

段だったのに。行ったらいい

んですけど。着替えるのが嫌

なのか」「買い物とか行った

ら歩かないですよ。それも変

わってきたかな。それは困り

ますね」

「すぐに思いつかないですか

ら、困らせるという、ないん

かなあ」「手がかからないっ

て言われます」

「気性は激しい」「癇癪かも

しれない。癇癪もちという

か、拝んでもらおうかとか

…」

「言っても聞かない時とか、

ものを投げるんですよ。やっ

ちゃだめと言っても何回もす

るんですよ」

「フェンスをしたんですよ。

台所に入れないように。それ

を取ったんですよね、この

夏。もう外に出れないから、

６畳２部屋じゃ狭くって。も

うすごい機嫌悪くって、毎日

機嫌悪くって、こっちも気が

狂いそうになって。もうグズ

グズ言って。自分のしたいこ

とを私にもやってやってって

ずっと言ってるんで、もうで

きんって。なったりして、

で、取ったんですよ、ファン

スを。やっぱりね、台所に真

新しい物というか、寄ってき

て。コーヒーをこぼしたんで

すよ。器用なんですよ。固い

のを（あけれるんです）。も

う普通の家事だけでも、台所

に立つだけでも嫌なんですけ

ど（つわりで）。余計仕事が

増えて」

「めちゃくちゃしんどいとい

うのはないかもしれないです

ね。同居しているから、ほん

とに晩ご飯つくる時には見て

あげるよとか言ってるくれる

から、助かってる部分がすご

いあるんで、私が熱出したら

といってかも寝ときなって

言ってくれて、何時間かみて

くれたりとかするから、それ

で助かってる部分もあるし」

「すごい、落ち込んで育児が

嫌というのはない。多少は

（イライラは）あるけど、つ

らいというのはない。イライ

ラというのはあるけど」「言

うことを聞かない、出かける

といっても出かけないとか、

お片づけしようといってもし

ないとか。でもまあそれはま

だできんかなと。つらいとい

うのは（ない）。ないことは

ないんだろうけど、あんま

し、ここが嫌だったとかな

い。仕方ない、ちっちゃい

し、という感じ」

「二人が泣いて…同時にっそ

れぞれはなんとか対応できる

んですけど、一度に同じこと

を…おんぶしてくれってゆう

のを同時に言われたりとかぁ

…」「ちょっと待ってってゆ

うのを聞いて欲しいのに、聞

いてくれない。」

「自分がしたいことができな

くなりますよねぇ…。家事有

り育児有りで、自分の時間が

なくなるんですよ」「旦那さ

んの帰るのが遅いもんで周り

と比較してしまって、あそこ

の家はいいなぁ…と思ってし

まうんですよ。お父さん早く

帰ってきて面倒見てくれて、

夕ご飯はゆっくり作れるし…

みたいなかんじで」「なんで

協力してくれないんだろうっ

て気持ちが湧いてくるんです

よ。でも向こうは向こうで、

それが君の仕事だろってゆう

風に思ってるから」
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「自分の置く場所が悪いとか

思うんですけど。手の届かな

い所に。でもそこまでは至ら

ないですよね、その時は考え

が。今は、しんどいから（身

体が・気持ちに余裕がな

い）。ママ、あれ取って、あ

れ取って。普段は普通にでき

ることが・・・」

「（原因は）自分でしょう

ね、たぶん。自分がストレス

とか疲れとかがたまってい

て、イライラしている時に、

言うことを聞いてくれないと

か、あたるじゃないけど、た

ぶん。あとで、今のは私が悪

いのよなっていう感じで」

「自分の精神状態によって違

うんですけどちょっと睡眠不

足だったりしたら、腹が立っ

たり」「そうですねぇ。私の

(状況によるんだと)思うんで

すけど…。許せる時と、今受

け入れられない、疲れてる時

とか(ありま)すねぇ…。」

「休みの日はもちろん協力は

してくれるんですけど、協力

をやっぱり…平日にね！平日

に手を差し伸べてくれる何か

があればいんですけど。(思

いやりが)欲しいというか

ね」「「毎日の生活の中

で？」大変な気持ちを同感し

て欲しいのがすごいありま

す。大変じゃろうけどってゆ

うようなことを言って欲し

い。確かに大変よなってゆう

のを分かって欲しい。」

「友達とかも、できるだけ一

緒に遊んだりして。なるべく

生まれてから情報交換するよ

うにしてるんで。それでスト

レス発散じゃないけど、聞い

てもらったり、聞いたりとか

して、みんなそうなんだっ

て」「友達と話したりとかす

ると、その日の、今までの。

友達の話を聞くと、あ、かわ

いいんだまだこの子のするこ

とはってなるから」

「それはないですね。だから

時間的に、その余裕がない。

面倒を見てくれる人がいない

から。」
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事例９ 事例10 事例11 事例12

女児 女児 男児 男児

２歳1ヶ月 2歳1ヶ月 3歳0ヶ月 ２歳０ヶ月

「買い物いったら走り回った

りとか、動かないとか」

「癇癪がすごいです」「夜泣

きもすごかったです」

「敏感というか、いい人とダ

メな人がいて…」「ご飯食べ

なかったり」

「周りみたら親の能力に合わ

せて育てやすくできてるのか

な。グジグジ言うことはある

けれど」「手がかからない

子。我があまり強くないの

で、外に出たとき楽ですね」

「早く出たいときに限って、

服を着替えるのを嫌がると

か。買い物行ったときは、一

人走り回ったりとか。思うよ

うに動かない時ですよねぇ」

「あたしが神経質なのかなぁ

…、部屋とか片付いてないと

駄目とか、何時までに寝かせ

ようと思っても、それが上手

くいかないと、どんどんイラ

イラしてきて。」「(夫が)中

途半端な時に帰ってきたりす

るんですよぉ。」

「育児を中心に動きたいんだ

けど、家事をしなくちゃいけ

ない。夫の世話をしなくちゃ

いけない隣に気を使わなく

ちゃいけないが周りにあるん

でそっちをメインにしないと

いけない時が辛いですね。」

「言われるから気になるんで

すね。主人とか主人のお母さ

んに言われる言葉が…自分の

親だと言い返せるから気が楽

なんですけど…言い返せない

相手に言われると気になるん

です。その言葉が。」

「自分で考えて、ご飯食べさ

せてお風呂入れて…って…そ

れにそってやっぱしてくれな

かったら、ちょっとイライラ

したりとかぁ～」「 初は主

人とかでも、なかなか協力的

でなかったりとかしたら、そ

のぶんイライラが、なんであ

たし一人でってゆうのがある

じゃないですか」

「朝出るときに時間が決まっ

てでる時はやっぱり早くし

ろ！って。テレビ見ながら服

を着替えてみたりとか。食べ

る時もあり食べないときもあ

りだから、遊び食べとかしだ

したら…せっかく作ったのに

みたいな…」「夫が思うよう

に動かなかったりとか、で、

余計に子供も思ったように動

かなくって、で、ちゃんとま

わせていけない自分にも腹が

立つしみたいな？些細なこと

に腹が立ってる自分にもさら

に(腹が立つ)」「 家に一人

でいてもあんまり…家にいた

らそれはそれで気楽でいいけ

ど旦那が帰ってきたらイライ

ラします。」
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「なるべくもう買い物には行

かないようにしてる。一人走

り回ったりとかするから２人

では…」「時間に規制がなけ

れば」「子供のせい…とは思

わない…。自分のせいと、あ

とパパのせい」

「あぁ、でもそれは主人と結

婚したとかってとこまでさか

のぼる…」「そうゆうのを見

越して 初いろいろ言ってた

んですが、付き合ってるとき

に。で、そうゆうことに対し

て良い様に良い様に言われて

たけど、実際は違ってた」

「(子供自身が)言ったらだい

ぶ分かってくれるようにも

なってきたから、だいぶあれ

なんですけどねぇ…」「自分

の都合ですよね…やっぱりイ

ライラする時は…たとえば忙

しいのに…その時の感情とゆ

うか…。いけんなって分かる

んですけどね…」「(夫)にあ

たしが口で言わなくても分

かってくれるだろうってゆう

部分があったから、忙しそう

じゃなぁって察知して、手

伝ってくれんかなぁ～って…

分かってくれたんだなぁ～っ

てゆうのがあればあれなんで

すけどねぇ…でもそれがな

かったから、」

「わたしが自分を中心に考え

てるから…それでキーってな

りますねぇ…あたしのほうに

原因が…」「気がもう、短く

なってるような気がします

ね。日々、毎日毎日腹が立つ

ことがあっていくとやっぱス

トレスじゃないけど溜まって

いって些細なことでもプチっ

て…」「物事に追われてない

状況…」

「いる時になると逆に、すご

いストレスを感じる。連れ出

してくれてる時に自分の思い

どおりに事が運ぶのがすごい

ストレス解消。」

「主人のことで腹が立って

も、よそでストレス発散しよ

うとかってことを考える。だ

からちょっと時間はかかるけ

ど、聞いてもらって自分の中

ではストレス発散。」

「自分の好きなテレビ、ビデ

オとか録ってあるんで、ビデ

オ録ったの見たりとか、ダラ

ダラと…」

「友達と遊ぶことかなぁ…子

供連れて…出かけることでス

トレス解消してる。」

 

 

4 . 考 察  

子 ど も の 特 徴 に 対 し て 育 児 不 安 を 感 じ た と 報 告 し た 事

例 は 1 2 事 例 中 9 事 例 で あ っ た 。報 告 さ れ た 子 ど も の 特 徴

は ， 癇 癪 な ど の 気 性 の 激 し さ や ， 乱 暴 さ ， 反 抗 的 な ど で

あ っ た 。 こ れ ら の 特 徴 は ， 子 ど も へ の 対 応 が 難 し い と 指

摘 さ れ る 特 徴 で あ り ，「 思 い 通 り に な ら な い と 激 し く 感

情 を あ ら わ す 」と い っ た ，“ 否 定 的 感 情 反 応 ”で 示 さ れ る

特 徴 に 対 応 し て い る 。1 2 事 例 中 9 事 例 で 子 ど も の 特 徴 に

対 し て 育 児 不 安 を 感 じ る と い う 報 告 を し て い る 一 方 で ，

育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 に つ い て 尋 ね る と ， 子 ど も の 特 徴

そ の も の を あ げ た の は 2 事 例 で あ っ た 。1 2 事 例 中 7 事 例
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に お い て ， 子 ど も の 特 徴 そ の も の で は な く ， 子 ど も の 特

徴 や 行 動 に よ っ て ， 養 育 者 自 身 の 行 動 が 中 断 し た り ， 予

定 し て い た 状 況 を 妨 げ ら れ る と ， 育 児 不 安 を 感 じ る と 報

告 し て い た 。  

輿 石 （ 2 0 0 5 ） は ， 子 ど も に 対 す る 統 制 不 能 感 が 高 ま る

と 育 児 不 安 が 高 ま る こ と ， 一 方 で 母 親 が 子 ど も に 主 導 権

を 与 え ず 自 ら が 場 面 を 統 制 し よ う と す る 様 な 不 適 切 な 育

児 行 動 が ， 母 子 間 に 強 い 葛 藤 を 生 じ さ せ ， 母 親 の 育 児 不

安 を 増 強 さ せ る と 指 摘 し て い る 。 つ ま り ， 養 育 者 は 子 ど

も の 特 徴 そ の も の に 育 児 不 安 を 感 じ る と い う よ り ， 子 ど

も と 関 わ る な か で ， 子 ど も の 特 徴 を 起 因 と し て 生 じ る 行

動 や 反 応 に 養 育 者 が 対 処 で き な く な る と ， 養 育 者 の 行 動

が 中 断 し ， 物 事 が 予 定 通 り に 進 ま な く な る た め ， 養 育 者

の 育 児 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 低 下 し ， 育 児 不 安 が 高

ま る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 F i g u r e  2 に ， こ れ ら 諸

要 因 の 関 連 を 示 す 。  

ま た ， 子 ど も の 特 徴 に 育 児 不 安 を 感 じ る と し た 2 事 例

に お い て も ， 1 事 例 は 子 ど も の 特 徴 に 育 児 不 安 を 感 じ つ

つ も ， そ の 状 況 を 改 善 す る た め に 試 み た こ と が う ま く い

か な か っ た 時 に ， ま た ， も う 1 つ の 事 例 に お い て は ， 子

ど も に 働 き か け た こ と が う ま く い か ず ， 適 切 に 対 処 で き

な か っ た 時 に 育 児 不 安 が 高 ま っ て い た 。石 山（ 2 0 0 4 ）は ，

養 育 者 の 育 児 不 安 は ， 理 想 と す る 対 応 と 実 際 の 対 応 の 不

一 致 と 関 連 が あ る と 指 摘 し て い る 。 本 調 査 で 得 ら れ た 結

果 を あ わ せ て 考 え る と ， 自 身 の 考 え や 行 動 を 理 想 と す る

方 向 に 変 え る こ と に よ っ て ， 対 処 を 試 み る 傾 向 が 強 い 場

合 に は ， 理 想 と す る 方 向 に 現 実 の 状 況 が 改 善 さ れ て い か

な い と ， よ り 養 育 者 の 育 児 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 低

下 し ， 育 児 不 安 が 強 ま る の で は な い か と 考 え ら れ る 。   

育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 に つ い て は ，1 2 事 例 中 8 事 例 が

自 分 の 考 え 方 や 体 調 に 原 因 が あ る と し て い た 。 輿 石

（ 2 0 0 2 c ）は ，養 育 者 が 自 己 の 感 情 に 注 目 し や す い と 対 処

不 能 感 が 高 ま り ，育 児 不 安 が 高 ま る こ と を 指 摘 し て い る 。

本 調 査 で 得 ら れ た よ う に ， 養 育 者 が 育 児 不 安 を 抱 く 理 由
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を 自 身 の 考 え 方 や 体 調 と 認 知 し ，そ れ に 固 執 す る こ と は ，

育 児 に 対 し て の 対 処 不 能 感 を 高 め ， 結 果 と し て ， 育 児 行

動 に 対 す る 自 己 効 力 感 が 低 下 し ， 養 育 者 の 育 児 不 安 が 高

ま る の で は な い か と 考 え ら れ る （ F i g u r e  2 ）。  

1 2 事 例 中 6 事 例 に お い て ，育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 を 身

近 な 育 児 へ の 協 力 者 で あ る 夫 の 協 力 が 得 ら れ な い こ と や

育 児 の 大 変 さ へ の 共 感 と い っ た 精 神 的 な サ ポ ー ト が 得 ら

れ な い こ と と 報 告 し て い た 。 ま た ， 育 児 不 安 を 感 じ る 状

況 を 回 避 す る 方 法 と し て ， 夫 か ら の サ ポ ー ト を 得 た り ，

同 じ 子 ど も を 育 て る 母 親 と の つ な が り ， 近 所 の 人 の サ ポ

ー ト ， 夫 の 両 親 か ら の 援 助 だ け で な く ， 自 身 の 趣 味 や 好

き な こ と を し て 過 ご す こ と が ， 育 児 不 安 を 低 下 さ せ る と

し た 事 例 が 8 事 例 み ら れ た 。 育 児 不 安 を 低 下 さ せ る 要 因

と し て ， 加 藤 ・ 小 林 （ 2 0 0 1 ） は 家 族 や 社 会 が 養 育 者 を サ

ポ ー ト す る こ と と 指 摘 し て い る 。 本 研 究 に お い て ， 育 児

不 安 が 生 じ る 理 由 を 自 身 の 考 え 方 や 対 処 能 力 と し た 事 例

に お い て も ， 育 児 不 安 を 回 避 す る 方 法 と し て ， 自 身 の 考

え 方 や 対 処 能 力 を 高 め る よ り も 夫 や 友 人 か ら の サ ポ ー ト

を 得 る こ と と 認 知 し て い る 養 育 者 が み ら れ た 。 つ ま り ，

育 児 不 安 に 対 処 す る た め に 養 育 者 が 選 択 す る 方 法 は ， 必

ず し も 育 児 不 安 が 生 起 す る 原 因 と し て 養 育 者 が 認 知 し て

い る 内 容 を 改 善 す る こ と と は 限 ら な い と 考 え ら れ る 。  

本 調 査 で は ， 7 事 例 に お い て ， 子 ど も の 特 徴 を 起 因 と

し て 生 じ た 行 動 に 対 し て 自 身 が 適 切 に 対 応 で き な い 状 況

に 育 児 不 安 を 感 じ ， 8 事 例 に お い て ， 育 児 不 安 を 感 じ る

理 由 と し て ， 自 身 の 考 え 方 や 対 処 に 対 し て の 自 信 の な さ

を あ げ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 一 方 ， 8 事 例 に お

い て ， 夫 や 友 人 な ど 周 囲 か ら サ ポ ー ト を 得 る こ と や 何 か

自 身 が 好 き な こ と に 取 り 組 む こ と に よ っ て ， 育 児 不 安 を

感 じ る 状 況 を 回 避 す る と し て い た 。 つ ま り ， 養 育 者 の 育

児 不 安 を 規 定 す る 大 き な 要 因 は ， 子 ど も の 特 徴 や 行 動 へ

の 養 育 者 の 対 処 能 力 の 不 備 で あ り ， 自 身 の 育 児 能 力 へ の

自 信 の な さ が 育 児 不 安 を 高 め る が ， 養 育 者 は 育 児 不 安 が

生 起 す る 理 由 と し て 認 知 し て い る 育 児 能 力 へ の 自 信 の な



 

116 
 

さ な ど を 解 消 す る こ と で 対 処 す る の で は な く ， 自 身 の 趣

味 や 周 囲 か ら の サ ポ ー ト を 得 る こ と で 育 児 不 安 を 解 消 し

て い く こ と が 示 さ れ た （ F i g u r e  2 ）。  

櫻 谷 （ 2 0 0 4 ） は ， 育 児 場 面 に お け る 支 援 に は ， 親 の 育

ち を 支 え ， 自 信 の 回 復 に つ な が る よ う な 支 援 が 不 可 欠 で

あ る と 指 摘 し て い る 。 本 研 究 で は ， 養 育 者 自 身 は 自 分 の

育 児 能 力 の 不 備 や 育 児 能 力 へ の 自 信 の な さ を 訴 え な が ら

も ， そ の こ と 自 体 に 対 処 す る こ と で 育 児 不 安 を 解 消 す る

と い う 事 例 は 3 事 例 で あ っ た 。 し か し ， 養 育 者 の 育 児 不

安 を 低 減 し て い く た め に は ， 夫 や 育 児 仲 間 か ら の サ ポ ー

ト も 必 要 な 一 方 で ， 養 育 者 の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と

に よ っ て 育 児 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感 を 高 め ， 養 育 者 が

選 択 し た 育 児 行 動 を 認 め る こ と も 重 要 で あ る 。 乳 幼 児 健

康 診 査 な ど の 相 談 現 場 で ， こ の よ う な 支 援 を 専 門 家 か ら

得 ら れ る こ と が ， 養 育 者 の 育 児 行 動 に 対 す る 自 己 効 力 感

の 低 下 を 防 ぎ ， 育 児 不 安 を 低 下 さ せ ， 養 育 者 が 自 信 を も

っ て 育 児 に の ぞ む こ と が で き る サ ポ ー ト と な っ て い く で

あ ろ う 。  
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第 ４ 節   

本 章 の 総 合 考 察  

幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児 支 援 の 可  

能 性  

 

第 4 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 養

育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 か ら ， 養 育 者 の 育 児 不 安 を 予 測

す る 幼 児 の 気 質 特 徴 を 明 ら か に す る と と も に ， 養 育 者 の

育 児 不 安 に つ い て ， 内 容 や 状 況 ， 対 処 方 法 な ど に 焦 点 を

あ て て 整 理 し , 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児

支 援 の 可 能 性 に つ い て 検 討 し た 。  

幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児

不 安 と の 関 連 に つ い て は , 育 児 を す る 上 で の 扱 い に く さ

を 示 す よ う な 気 質 特 徴 を 示 す 子 ど も で あ る と , 養 育 者 は ，

日 々 の 育 児 の な か で ， 子 ど も の 様 々 な 問 題 行 動 や 扱 い に

く い 行 動 に 適 切 に 対 処 で き な い た め に ， 子 育 て そ の も の

に 対 し て 自 信 を な く し ， 挫 折 感 や 育 児 へ の 否 定 的 な 感 情

が 高 ま っ て い く こ と , 睡 眠 や 食 事 の リ ズ ム が 安 定 し な い

気 質 傾 向 の 子 ど も を も つ 養 育 者 は ， 常 に 子 ど も に 対 応 し

な い と い け な く な る た め ， 育 児 に 費 や す 時 間 が 増 え ， 自

分 の 行 動 や 時 間 の 制 限 を 感 じ る と い っ た 不 安 が 高 ま っ て

い く こ と が 示 さ れ た 。 養 育 者 に な ん ら か の 育 児 不 安 を 高

め る 気 質 特 徴 を 子 ど も が 示 し て い た 場 合 , そ の 気 質 特 徴

を あ ら か じ め 養 育 者 に 伝 え る こ と は ， 養 育 者 の 子 ど も へ

の 関 わ り 方 を 工 夫 す る き っ か け を 与 え る こ と に な り ， そ

の 後 の 養 育 者 の 育 児 不 安 や 育 児 困 難 感 を 予 防 す る こ と に

な る 。 つ ま り ， 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と で ， 養

育 者 の 育 児 不 安 を 予 防 す る よ う な 関 わ り や 環 境 調 整 が 可

能 と な り ， 結 果 的 に 養 育 者 が 子 ど も の 発 達 に と っ て 適 合

の よ い （ g o o d n e s s  o f  f i t ） 環 境 を 提 供 す る こ と が 可 能 に

な る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

し か し , 子 ど も の 気 質 特 徴 が 養 育 者 の 育 児 不 安 を 予 測

す る こ と は 示 さ れ た が , そ の 影 響 力 は そ れ ほ ど 大 き い と

は 言 え な か っ た 。養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 す る 要 因 に は ，
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自 分 の 内 面 に 目 を 向 け や す い 自 己 注 目 傾 向 や 心 配 性 傾 向 ，

自 尊 心 （ 輿 石 ,  2 0 0 2 c ； 輿 石 , 2 0 0 2 d ； 田 中 ・ 尾 添 ,  1 9 9 6 ；

輿 石 ,  2 0 0 5 ） な ど の 養 育 者 の パ ー ソ ナ リ テ ィ ， 夫 か ら の

実 際 的 あ る い は 精 神 的 サ ポ ー ト の 有 無 と い っ た 援 助 体 制

（ 田 中 ・ 尾 添 ,  1 9 9 6 ； 宮 本 ・ 舟 越 ・ 中 添 ・ 時 岡 ・ 森 ・ 渋

谷 ， 2 0 0 2 ） な ど の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト ， 周 囲 に 悩 み を 共

有 し た り ， 情 報 交 換 が 出 来 る 交 流 の 場 が あ る か 否 か （ 宮

本 他 ， 2 0 0 2 ； 加 藤 ・ 小 林 ， 2 0 0 1 ） な ど の 育 児 環 境 な ど が

あ げ ら れ て い る 。 ま た ， 子 ど も 側 の 要 因 と し て ， 子 ど も

の 発 達 に 不 安 を 抱 い て い る と 養 育 者 の Q O L が 下 が る こ と

や （ 刀 根 ， 2 0 0 0 ）， 子 ど も に 発 達 上 の 問 題 が み ら れ た 場 合

は そ う で な い 場 合 よ り も 養 育 者 の 育 児 ス ト レ ス が 高 い こ

と （ 刀 根 ， 2 0 0 2 ）， 運 動 障 が い よ り も 対 人 関 係 や 知 的 障 が

い な ど の 問 題 を も つ 子 ど も の 養 育 者 の 育 児 ス ト レ ス が 高

い こ と が 報 告 さ れ て い る （ 渡 部 他 ， 2 0 0 2 ）。  

養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 す る 子 ど も 側 の 要 因 は ， 子 ど

も の 発 達 状 態 だ け で は な い 。 本 研 究 の 調 査 1 4 に お い て ，

子 ど も の 気 質 特 徴 の う ち ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 や 規 則 性

尺 度 ， 神 経 質 尺 度 で 記 述 さ れ る 気 質 特 徴 は 育 児 不 安 と 関

連 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 つ ま り ， 養 育 者 の 育 児 不 安 と

関 連 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ，

規 則 性 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 の 3 つ の 尺 度 は ， 幼 児 気 質 質 問

紙 を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児 支 援 と い う 臨 床 的 応 用 の 可 能

性 と い う 視 点 か ら は ， 注 目 す べ き 尺 度 と 考 え ら れ る 。 さ

ら に ， 育 児 不 安 に 影 響 を 与 え る 気 質 特 徴 の な か で も 否 定

的 感 情 反 応 尺 度 で 記 述 さ れ る 気 質 特 徴 は ， 否 定 的 な 育 児

態 度 （ 中 山 ， 2 0 0 3 ） や 育 児 不 安 （ 堀 ， 2 0 0 3 ）， 母 性 意 識 の

低 さ （ 野 田 ， 2 0 0 3 ） と も 関 連 す る と 報 告 さ れ て い る 。 一

方 ，T h o m a s ら の 気 質 類 型 の「 扱 い に く い 」気 質 タ イ プ は ，

養 育 者 の 育 児 不 安 ， 育 児 ス ト レ ス と 関 連 が あ る と さ れ て

い る （ 上 村 ・ 田 島 ， 1 9 8 8 ； 水 野 ， 1 9 9 8 ）。「 扱 い に く い 」

気 質 タ イ プ を 分 類 す る 際 に 基 準 と な る 特 徴 は ， 周 期 性 ，

接 近 ・ 回 避 ， 順 応 性 ， 反 応 の 強 度 ， 気 分 の 質 の 5 つ の 特

徴 で あ る 。 こ の な か で ， 本 研 究 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質
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問 紙 の 規 則 性 尺 度 は “ 周 期 性 ” に 対 応 し て い る 。 以 上 の

こ と か ら ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 規 則 性 尺 度 は ， 養 育 者

の 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス と 関 連 が 認 め ら れ る 尺 度 で あ

り ， こ れ ら の 尺 度 に 注 目 す る こ と が 養 育 者 の 育 児 ス ト レ

ス や 育 児 不 安 に 対 す る 支 援 の き っ か け と な り ， 幼 児 気 質

質 問 紙 を を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児 支 援 と い う 臨 床 的 応 用

の 可 能 性 も 広 が る で あ ろ う 。  

調 査 1 4 に お い て ，幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る 子 ど も

の 気 質 特 徴 の う ち ， 育 児 不 安 と 関 連 の 認 め ら れ る 気 質 特

徴 が 示 さ れ た 。 し か し そ の 一 方 で ， こ れ ら の 気 質 特 徴 の

養 育 者 の 育 児 不 安 へ の 影 響 力 は 必 ず し も 強 く な く ， 子 ど

も の 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 を つ な ぐ メ カ ニ ズ ム に

つ い て の よ り 詳 細 な 検 討 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

そ こ で 子 ど も の 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 ， 内

容 や 状 況 ，対 処 方 法 な ど に 焦 点 を あ て て 検 討 し た と こ ろ ，

子 ど も の 特 徴 に 対 し て 育 児 不 安 を 感 じ る と 報 告 す る 養 育

者 は 多 い 一 方 で ， 育 児 不 安 を 感 じ る 状 況 に つ い て 尋 ね る

と ，子 ど も の 特 徴 自 体 を あ げ な い と い う こ と が 示 さ れ た 。

多 く の 養 育 者 は ， 子 ど も の 特 徴 を 起 因 と し て 生 じ た 行 動

に 対 し て 自 身 が 適 切 に 対 応 で き な い 状 況 に 育 児 不 安 を 感

じ ， 育 児 不 安 を 感 じ る 理 由 と し て ， 自 身 の 考 え 方 や 対 処

に 対 し て の 自 信 の な さ を あ げ て い た 。 つ ま り ， 養 育 者 の

育 児 不 安 を 規 定 す る 大 き な 要 因 は ， 子 ど も の 特 徴 や 行 動

へ の 養 育 者 の 対 処 能 力 の 不 備 で あ り ， 自 身 の 育 児 能 力 へ

の 自 信 の な さ が 育 児 不 安 を 高 め る が ， 養 育 者 は 育 児 不 安

が 生 起 す る 理 由 と し て 認 知 し て い る 育 児 能 力 へ の 自 信 の

な さ な ど を 解 消 す る こ と で 対 処 す る の で は な く ， 自 身 の

趣 味 や 周 囲 か ら の サ ポ ー ト を 得 る こ と で 育 児 不 安 を 解 消

し て い く こ と が 示 唆 さ れ た 。 こ の こ と よ り ， 養 育 者 の 育

児 不 安 を 低 減 し て い く た め に は ， 夫 や 育 児 仲 間 か ら の サ

ポ ー ト も 必 要 な 一 方 で ， 子 ど も の 特 徴 に 対 す る 養 育 者 の

対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と に よ っ て 育 児 行 動 に 対 す る 自

己 効 力 感 を 高 め ， 養 育 者 が 選 択 し た 育 児 行 動 を 認 め る こ

と が 重 要 と な る 。 よ っ て ， 養 育 者 が ， 子 ど も の 気 質 特 徴
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を 理 解 し ， そ の 特 徴 へ の 対 応 が 可 能 と な れ ば ， 育 児 上 の

困 難 を 軽 減 す る こ と に つ な が り , 子 ど も の 特 徴 に 対 す る

養 育 者 の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る だ ろ う 。 

以 上 の こ と か ら ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い る こ と で ， 養

育 者 へ の 育 児 支 援 に つ い て の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 が あ る

こ と が 確 認 さ れ た 。し か し , 幼 児 気 質 質 問 紙 を 臨 床 的 に 応

用 し て い く た め に は , 養 育 者 の 育 児 不 安 を 高 め る 子 ど も

の 気 質 特 徴 を 明 ら か に す る だ け で な く ， そ の よ う な 気 質

特 徴 を 示 す 子 ど も に 対 し て ， 育 児 上 の 困 難 を 軽 減 す る こ

と に つ な が り , 子 ど も の 特 徴 に 対 す る 養 育 者 の 対 処 不 能

感 を 低 減 す る 環 境 や 具 体 的 な 育 児 行 動 の 内 容 を 提 案 す る

こ と が 必 要 で あ る 。  
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第 ５ 章   

本 研 究 の 総 括 と 今 後 の 課 題  

 

第 1 節  

幼 児 気 質 質 問 紙 作 成 の 試 み  

 

日 本 に お い て ， 1 9 9 0 年 代 ， 今 か ら 2 0 年 以 上 前 か ら す

で に 子 ど も の 気 質 を 扱 う 研 究 は 増 加 し て き て い る と 指 摘

さ れ て い た（ 陳 ・ 星 ・ 草 薙 ，1 9 9 2 ）。し か し ，そ の 一 方 で ，

日 本 の 気 質 研 究 の ほ と ん ど は 欧 米 の 気 質 検 査 尺 度 を そ の

ま ま 用 い て 行 わ れ ， 臨 床 現 場 で の 問 題 と の か か わ り に つ

い て は ， 研 究 上 ， ほ と ん ど 取 り 扱 わ れ て こ な か っ た と い

う 問 題 点 も 指 摘 さ れ て い た （ 陳 他 ， 1 9 9 2 ）。 そ こ で ， 本 論

文 に お い て ， あ ら た に 1 歳 代 の 幼 児 を 対 象 と し た ， 因 子

構 造 な ど の 構 造 面 ， 日 本 の 文 化 に あ っ た 内 容 面 ， 項 目 数

な ど の 形 式 面 の 問 題 点 に つ い て 十 分 に 考 慮 し ， 日 常 生 活

を 通 し て 子 ど も と 過 ご す 時 間 の 多 い 養 育 者 （ 主 に 母 親 ）

が 子 ど も の 日 常 の 行 動 特 徴 を 容 易 に 評 価 で き ， そ の 結 果

に も と づ い て 子 ど も の 気 質 特 徴 が 測 定 さ れ る 幼 児 気 質 質

問 紙 を 開 発 し た 。さ ら に ，開 発 し た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 様 々

な 臨 床 的 問 題 と の 関 連 性 を 明 ら か に す る こ と で ， 臨 床 的

応 用 の 可 能 性 を も つ 気 質 質 問 紙 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

本 論 文 の 第 2 章 で は ， 従 来 指 摘 さ れ て き た 問 題 点 を 改

善 し ， 臨 床 現 場 で の 活 用 ， 有 益 性 の 高 い 幼 児 気 質 質 問 紙

の 作 成 を 試 み た 。 気 質 と 環 境 と の 相 互 作 用 の 重 要 性 を 実

証 し た N Y L S の 膨 大 な 面 接 調 査 の デ ー タ か ら 得 ら れ た 9

つ の 気 質 特 徴 に 対 応 す る 9 因 子 構 造 を 確 認 す る こ と は 出

来 な か っ た が ， 数 回 実 施 し た 因 子 分 析 の 結 果 に よ り 6 因

子 構 造 を 確 認 し ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ， 順

応 性 尺 度 ， 外 向 性 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 ， 注 意 の 転 導 性 尺 度

の 6 尺 度 4 7 項 目 の 幼 児 気 質 質 問 紙 を 作 成 し た 。6 つ の 尺

度 の う ち ， 規 則 性 尺 度 と 注 意 の 転 導 性 尺 度 は ， N Y L S で 報

告 さ れ た “ 周 期 性 ” と “ 気 の 散 り や す さ ” に 対 応 し て い

た 。 一 方 ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 ， 外 向 性 尺
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度 に つ い て は ， 先 行 研 究 の な か に 対 応 す る 因 子 は 報 告 さ

れ て い な い が ， そ の 内 容 か ら 育 児 不 安 や 子 ど も の 問 題 行

動 な ど の 臨 床 的 問 題 と 関 連 性 の 高 い 尺 度 と 予 想 さ れ た 。  

作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 再 検 査 信 頼 性 ， 養 育 者 が

日 常 の 子 ど も と の 関 わ り の な か で 認 知 し た 子 ど も の 特 徴

と の 関 連 性 か ら 尺 度 の 内 容 的 妥 当 性 が 確 認 で き た 。 さ ら

に ， 観 察 評 価 と の 関 連 を 確 認 し た と こ ろ ， 幼 児 気 質 質 問

紙 の 順 応 性 尺 度 で 評 価 さ れ る 気 質 特 徴 が 観 察 さ れ た 実 際

の 行 動 を 反 映 し た 内 容 と 確 認 さ れ ， 順 応 性 尺 度 に つ い て

の 妥 当 性 が 確 認 で き た 。 し か し そ の 一 方 で ， 観 察 評 定 で

得 ら れ た 結 果 と 質 問 紙 上 で 評 価 さ れ た 気 質 特 徴 と で は 一

定 の 関 係 を 見 い だ し に く い こ と も 確 認 さ れ た 。  

質 問 紙 に よ る 気 質 評 価 は ， 母 親 が 日 常 生 活 の な か で ，

あ る 文 脈 に お い て 知 覚 す る 子 ど も の 行 動 特 徴 で あ る 。 気

質 を 日 常 生 活 の な か で の 文 脈 や 環 境 の な か で 評 価 し て い

る と 考 え る と ， 評 価 さ れ る 気 質 特 徴 は 文 脈 の 変 動 と 関 連

し て 変 化 す る 現 象 と な る 。 よ っ て ， 観 察 評 定 に よ る 特 徴

と の 一 致 が 低 い と し て も そ の 不 一 致 を 必 ず し も 否 定 的 な

結 果 と し て 考 え る 必 要 は な い と い え る 。 つ ま り ， 本 研 究

で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 に は ， 本 研 究 の 目 的 の １ つ

で あ り ， 質 問 紙 作 成 の 基 本 方 針 と し て い た ， 日 常 の 育 児

場 面 な ど の 生 活 の な か で の 文 脈 や 環 境 と の 関 係 で 気 質 特

徴 を 評 価 す る 質 問 項 目 が 採 用 さ れ た と 考 え る こ と が で き

る 。  

さ ら に ，臨 床 現 場 で よ り 広 い 活 用 を 進 め て い く た め に ，

項 目 数 を 減 ら し た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 簡 易 版 を 作 成 し た 。

作 成 さ れ た 6 尺 度 1 8 項 目 の 簡 易 版 は ，因 子 的 妥 当 性 が 確

認 さ れ ， 幼 児 気 質 質 問 紙 よ り も 簡 便 に ス ク リ ー ニ ン グ 用

と し て 臨 床 現 場 で 活 用 で き る と 考 え ら れ た が ， 内 的 整 合

性 や 再 検 査 信 頼 性 が 尺 度 に よ っ て は 低 い 値 と な っ て お り ，

十 分 な 信 頼 性 を 備 え て い る と は い え な か っ た 。 そ こ で ，

幼 児 気 質 質 問 紙 よ り 少 な い 項 目 数 で あ り な が ら ， 簡 易 版

よ り も 信 頼 性 の 高 い 短 縮 版 の 作 成 を 試 み た 。  

作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 の 短 縮 版 は ， 簡 易 版 よ り 6
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項 目 増 え た 2 4 項 目 か ら 構 成 さ れ た が ，幼 児 気 質 質 問 紙 の

4 7 項 目 よ り 大 幅 に 項 目 数 は 減 少 し ，か つ 簡 易 版 よ り も 信

頼 性 の 高 い 尺 度 と な り ， ス ク リ ー ニ ン グ 用 と し て よ り 有

効 に 使 用 可 能 な 質 問 紙 と な っ た 。  

以 上 の よ う に ， 臨 床 現 場 で 簡 便 に か つ 有 益 に 利 用 す る

こ と が 可 能 な 幼 児 気 質 質 問 紙 が 作 成 で き た 。  

 

第 ２ 節  

幼 児 気 質 質 問 紙 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性  

 

幼 児 気 質 質 問 紙 を 臨 床 的 に 活 用 す る た め に は ， 幼 児 気

質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る 気 質 特 徴 が ， 相 談 現 場 な ど で 問 題

と な る ど の よ う な 臨 床 的 問 題 と 関 連 が あ る の か 確 認 す る

必 要 が あ る 。 そ こ で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 と 子 ど も

の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 と の 関 連 ， 作 成 さ れ た 幼

児 気 質 質 問 紙 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 か ら ， 気 質 質

問 紙 の 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 に つ い て 検 討 し た 。  

第 3 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 で 評

価 さ れ る 気 質 特 徴 と 子 ど も の 発 達 上 の 問 題 あ る い は 子 ど

も の 行 動 上 の 問 題 と の 関 連 性 か ら ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用

い た 子 ど も へ の 発 達 支 援 の 可 能 性 に つ い て 検 討 し た 。 そ

の 結 果 ， 子 ど も に な ん ら か の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問

題 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 だ け で な く ， 行 動 上 と の 問 題 と

関 連 が 認 め ら れ な い 気 質 特 徴 が あ る こ と が 示 さ れ た 。  

本 研 究 に お い て ， 乳 児 期 ま で に な ん ら か の 発 達 上 の 問

題 が あ る 場 合 に は ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 規 則 性 尺 度 で

記 述 さ れ る 気 質 特 徴 を 示 す こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 否 定

的 感 情 反 応 尺 度 ， 順 応 性 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 は 反 抗 的 な 問

題 行 動 ， 分 離 不 安 ， 不 安 が 高 い と い っ た 行 動 上 の 問 題 と

関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 規 則 性

尺 度 で 記 述 さ れ る 気 質 特 徴 は ， 乳 児 期 ま で の 発 達 上 の 問

題 や 幼 児 の 様 々 な 行 動 上 の 問 題 と 関 連 が 深 く ， よ っ て 幼

児 気 質 質 問 紙 の 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 規 則 性 尺 度 は ， 幼

児 気 質 質 問 紙 を 用 い た 子 ど も へ の 発 達 支 援 と い う 臨 床 的
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応 用 の 可 能 性 と い う 視 点 か ら は ，注 目 す べ き 尺 度 で あ る 。

以 上 の こ と か ら ， 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い る こ

と に よ り ， 子 ど も に 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 が み ら

れ る 際 に 示 す 気 質 特 徴 を 理 解 す る こ と が 可 能 と な り ， 子

ど も の 発 達 上 の 問 題 が 悪 化 し な い よ う ， 養 育 者 の 関 わ り

や 環 境 調 整 を 検 討 し て い く こ と が 可 能 に な る の で は な い

か と 考 え ら れ る 。  

第 4 章 で は ， 第 2 章 で 作 成 さ れ た 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ

れ る 気 質 特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 と の 関 連 性 か ら ， 幼 児

気 質 質 問 紙 を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児 支 援 の 可 能 性 に つ い

て 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 子 ど も の 気 質 特 徴 の う ち ， 否 定

的 感 情 反 応 尺 度 や 規 則 性 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 で 記 述 さ れ る

気 質 特 徴 は 育 児 不 安 と 関 連 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 つ ま

り ，養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 が あ る 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 ，

規 則 性 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 の 3 つ の 尺 度 は ， 幼 児 気 質 質 問

紙 を 用 い た 養 育 者 へ の 育 児 支 援 と い う 臨 床 的 応 用 の 可 能

性 と い う 視 点 か ら は ， 注 目 す べ き 尺 度 で あ る 。 先 行 研 究

（ 上 村 ・ 田 島 ， 1 9 8 8 ； 水 野 ， 1 9 9 8 ） で の 指 摘 か ら も ， 否

定 的 感 情 反 応 尺 度 ， 規 則 性 尺 度 ， 神 経 質 尺 度 の 3 つ の 尺

度 の う ち ， 否 定 的 感 情 反 応 尺 度 と 規 則 性 尺 度 は ， 養 育 者

の 育 児 不 安 や 育 児 ス ト レ ス と 関 連 が 認 め ら れ る 尺 度 と 考

え ら れ る 。 こ れ ら の 尺 度 に 注 目 す る こ と で ， 養 育 者 へ の

育 児 支 援 と い っ た 臨 床 的 応 用 の 可 能 性 も 広 が る と 考 え ら

れ る 。  

し か し ， 幼 児 気 質 質 問 紙 で 評 価 さ れ る 子 ど も の 気 質 特

徴 の う ち ， 養 育 者 の 育 児 不 安 を 高 め る 気 質 特 徴 が 認 め ら

れ る 一 方 で ， こ れ ら の 気 質 特 徴 の 養 育 者 の 育 児 不 安 へ の

影 響 力 は 必 ず し も 強 く な か っ た 。 よ っ て ， 子 ど も の 気 質

特 徴 と 養 育 者 の 育 児 不 安 を つ な ぐ メ カ ニ ズ ム に つ い て の

よ り 詳 細 な 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 養 育 者 の 育 児 不 安

を 規 定 す る 大 き な 要 因 は ， 子 ど も の 特 徴 や 行 動 へ の 養 育

者 の 対 処 能 力 の 不 備 で あ る こ と ， 自 身 の 育 児 能 力 へ の 自

信 の な さ が 育 児 不 安 を 高 め る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ

の こ と よ り ， 養 育 者 の 育 児 不 安 に 関 連 の 認 め ら れ る 子 ど
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も の 気 質 特 徴 が 評 価 さ れ た 際 に は ， 子 ど も の 特 徴 に 対 す

る 養 育 者 の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と に よ っ て 育 児 行 動

に 対 す る 自 己 効 力 感 を 高 め ， 養 育 者 が 選 択 し た 育 児 行 動

を 認 め る こ と が 重 要 と 考 え ら れ た 。  

以 上 の こ と か ら ， 本 論 文 で 開 発 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙

を 用 い る こ と で ， 日 常 生 活 を 通 し て 子 ど も と 過 ご す 時 間

の 多 い 養 育 者 （ 主 に 母 親 ） が 評 価 す る 子 ど も の 気 質 特 徴

を 理 解 す る こ と が で き る だ け で な く ， 子 ど も に 発 達 上 の

問 題 や 行 動 上 の 問 題 が あ る 場 合 に 示 す 気 質 特 徴 や ， 養 育

者 の 育 児 不 安 を 高 め る 子 ど も の 気 質 特 徴 を 理 解 す る こ と

も 可 能 と な っ た 。 さ ら に ， 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い る こ と

で ， 子 ど も に 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 が あ る 場 合 や

養 育 者 が 育 児 不 安 を 感 じ て い る 際 に ， 日 常 で の 関 わ り の

工 夫 や 環 境 調 整 に つ い て 具 体 的 な 内 容 を 検 討 す る な ど 臨

床 的 に 応 用 し て い く こ と が 可 能 に な る の で は な い か と 考

え ら れ る 。  

 

第 ３ 節  

幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い て 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と  

の 臨 床 的 意 義  

 

S a m e r o f f （ 1 9 9 3 ） は ， 養 育 者 か ら の 働 き か け に 関 わ る

養 育 者 側 の 要 因 と 子 ど も が 養 育 者 に 及 ぼ す 影 響 と い っ た

子 ど も 側 の 要 因 の 両 方 向 の 影 響 が 時 間 の 経 過 の な か で 相

互 に 作 用 し 合 う 過 程 を 示 し ， 相 乗 的 相 互 作 用 モ デ ル を 提

唱 し て い る 。 と く に ， 母 親 の 健 康 状 態 が よ く な い な ど の

養 育 者 側 の 否 定 的 な 要 因 と 子 ど も が 扱 い に く い 気 質 を 示

す と い っ た 子 ど も 側 の 否 定 的 な 要 因 が 相 互 に 影 響 し 合 う

場 合 ， 母 子 相 互 作 用 が う ま く い か ず に 否 定 的 な 方 向 に 変

化 し ， 発 達 的 悪 循 環 に い た る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 し

か し ， 否 定 的 な 要 因 が あ っ た と し て も ， 全 て が 発 達 的 問

題 を ひ き お こ す と は 限 ら ず ， 様 々 な 要 因 と の 相 互 作 用 的

な 関 係 の な か で リ ス ク が 軽 減 さ れ る こ と も あ り 得 る 。 将

来 の 臨 床 的 問 題 を 回 避 す る た め に は ， 発 達 初 期 に 子 ど も
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の リ ス ク 要 因 を 適 切 に 評 価 し ， 相 互 作 用 と い う 視 点 か ら

子 ど も に 対 す る 働 き か け を 調 整 し な が ら 関 わ っ て い く こ

と が 重 要 で あ る 。  

子 ど も の 気 質 特 徴 自 体 は そ の 後 の 発 達 自 体 に 違 い を も

た ら す こ と が 明 ら か と な っ て い る 。 水 野 （ 2 0 0 2 ） は ， 行

動 抑 制 傾 向 は ， 行 動 基 準 の 内 面 化 よ り は む し ろ 行 動 統 制

の 過 程 で 関 わ っ て く る と 考 え ， 行 動 の 統 制 過 程 に お い て

は ， 子 ど も の 気 質 に よ っ て 容 易 に 統 制 で き る 行 動 と そ う

で な い 行 動 が あ る の で は な い か と 指 摘 し て い る 。さ ら に ，

質 問 紙 を 使 っ た 5 年 間 の 縦 断 研 究 の 結 果 か ら ， 自 己 制 御

機 能 の 主 張 面 と 抑 制 面 の と も に 発 達 し て い た 子 ど も は ，

気 質 的 に 扱 い や す い 子 ど も で あ り ， 母 親 か ら 説 明 に よ る

し つ け 方 略 を 多 く 受 け て い た こ と を 明 ら か に し て い る 。

つ ま り ， 子 ど も の 気 質 特 徴 は 母 親 の 育 児 方 略 を 規 定 し ，

結 果 的 に 子 ど も の 発 達 過 程 に 影 響 を 与 え る こ と に な る 。  

子 ど も が 扱 い に く い 気 質 特 徴 を 示 す と ， そ の 子 ど も の

養 育 者 は 子 ど も に 関 わ る こ と に 不 安 を 覚 え ， ス ト レ ス を

感 じ る こ と が 多 く な る 。 そ の こ と は 養 育 者 の 育 児 な ど の

子 ど も へ の 関 わ り に 影 響 を 与 え ， 子 ど も の 健 全 な 発 達 に

は マ イ ナ ス に 働 く で あ ろ う 。 し か し ， 発 達 初 期 に 子 ど も

の リ ス ク 要 因 を 適 切 に 評 価 し ， 相 互 作 用 と い う 視 点 か ら

子 ど も に 対 す る 働 き か け を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ れ ば ，

そ の 後 の 子 ど も の 発 達 は 変 化 し う る 。 よ っ て ， 子 ど も の

健 全 な 発 達 の た め に ， 働 き か け や 環 境 を 調 整 す る こ と を

考 え る と ， 早 期 に 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と の 臨

床 的 意 義 は 高 い 。  

本 研 究 で は ， 従 来 の 気 質 質 問 紙 の 問 題 点 を ふ ま え ， 新

た に 気 質 質 問 紙 を 作 成 し ， 作 成 さ れ た 気 質 質 問 紙 と 子 ど

も の 発 達 上 の 問 題 や 行 動 上 の 問 題 ， 養 育 者 の 育 児 不 安 と

の 関 連 性 を 確 認 し た 。 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 し ， そ の

気 質 特 徴 を 明 ら か に す る こ と で ， 子 ど も の 発 達 を 促 す 環

境 を 調 整 す る こ と や ， 養 育 者 の 関 わ り を 検 討 す る こ と が

可 能 と な る 。 本 研 究 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い

て ， 早 期 に 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 す る こ と は ， 子 ど も
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の 発 達 上 の 問 題 を 軽 減 し ， 養 育 者 の 育 児 上 の 不 安 や ス ト

レ ス を 軽 減 し ， 臨 床 的 問 題 の 悪 化 を 防 ぐ こ と に つ な が る

で あ ろ う 。 つ ま り ， 本 研 究 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙

を 用 い る こ と で ，子 ど も の 健 全 な 発 達 を 支 え る よ う な「 適

合 の よ い （ g o o d n e s s  o f  f i t ）」 環 境 を 養 育 者 が 準 備 す る

こ と を 可 能 に す る の で な い か と 考 え ら れ る 。 よ っ て ， 本

研 究 で 作 成 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い て 子 ど も の 気 質

特 徴 を 客 観 的 に 評 価 す る こ と の 臨 床 的 意 義 は 高 い と 考 え

ら れ る 。  

  

第 ４ 節  

今 後 の 課 題  

 

子 ど も の 問 題 行 動 は 養 育 者 の 養 育 態 度 が 適 切 で な い こ

と に よ る の で は な い か と 考 え ら れ て い た 時 代 が あ る 。 実

際 に ， 養 育 者 が う つ 病 の 子 ど も に は う つ 病 を は じ め と す

る 様 々 な 問 題 が 早 い 年 齢 で あ ら わ れ や す い と 指 摘 さ れ て

い る ( S c h a f f e r ， 1 9 9 8   無 藤 ・ 佐 藤  訳  2 0 0 1 ）。 扱 い に く

い 気 質 を も つ 子 ど も の 養 育 者 は ， 自 身 の 子 ど も の 扱 い に

く さ は ， 自 身 が 子 ど も に 対 し て 拒 否 的 な 態 度 を す る た め

で は な い か と 考 え ， 子 ど も か ら の 要 求 に 際 限 な く 応 じ よ

う と 努 力 す る こ と も あ る（ T h o m a s ，C h e s s  &  B i r c h ，1 9 6 8 ）。

養 育 者 が 子 ど も の 要 求 に 応 じ ら れ る 状 況 で あ れ ば 問 題 行

動 は 表 面 化 し な い が ， 養 育 者 が 子 ど も か ら の 要 求 に 応 じ

き れ な く な っ た り ， 子 ど も が 社 会 に 出 て 集 団 生 活 を 経 験

す る な ど 養 育 者 の み で は 対 応 で き な い 環 境 で 過 ご す よ う

に な る と ， 子 ど も の 問 題 行 動 が 表 面 化 す る こ と も あ る だ

ろ う 。   

子 ど も の 気 質 特 徴 が 養 育 者 か ら の 働 き か け を は じ め と

す る 環 境 に 影 響 を 与 え ， そ れ が 結 果 的 に 子 ど も の 発 達 に

影 響 を 与 え る 。 養 育 者 に と っ て ， 子 ど も が 扱 い に く い 気

質 特 徴 を も つ と ，そ の 養 育 者 は 育 児 を 通 じ て 不 安 を 高 め ，

そ の こ と が 子 ど も に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い う 発 達 的 な 悪 循

環 が 生 じ る 。 よ っ て ， 子 ど も が 扱 い に く い 気 質 特 徴 を 示
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す の で あ れ ば ， 可 能 な 限 り 早 期 の 段 階 で 子 ど も の 気 質 特

徴 を 評 価 し ， 養 育 者 が 対 応 可 能 な レ ベ ル で ， か つ 後 に 続

く 集 団 生 活 の な か で 子 ど も が 破 綻 し な い よ う ， 気 質 特 徴

に 調 和 し た 日 常 で の 関 わ り や 環 境 を 専 門 家 が 相 談 現 場 な

ど で 助 言 し て い く こ と が ， 子 ど も の 特 徴 に 対 す る 養 育 者

の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と に も つ な が る だ ろ う 。  

本 論 文 で 開 発 さ れ た 幼 児 気 質 質 問 紙 を 用 い て 幼 児 の 気

質 を 評 価 す る 場 合 ， 調 査 の な か で 確 認 さ れ た 臨 床 的 問 題

と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 を も つ 子 ど も の 養 育 者 に お い て は ，

可 能 な 限 り 早 期 の 段 階 で 子 ど も の 気 質 特 徴 を 評 価 し ， 気

質 特 徴 に 調 和 し た 日 常 で の 関 わ り や 環 境 を 専 門 家 が 相 談

現 場 な ど で 助 言 し て い く こ と は ， た と え 扱 い に く い 気 質

特 徴 で あ っ て も ， 育 児 不 安 を 高 め る こ と な く ， 子 ど も の

特 徴 に 対 す る 養 育 者 の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る こ と に も つ

な が る だ ろ う 。  

本 論 文 で 得 ら れ た 知 見 に よ り ， 子 ど も が 発 達 的 な 問 題

や 問 題 行 動 ， 養 育 者 の 育 児 不 安 と 関 連 の あ る 気 質 特 徴 と

評 価 さ れ た 場 合 ， そ の こ と 自 体 を 養 育 者 に 助 言 し て い く

こ と は 可 能 と な っ た 。 し か し ， 子 ど も の 特 徴 に 対 す る 養

育 者 の 対 処 不 能 感 を 低 減 す る よ う な ， 気 質 特 徴 に 調 和 し

た 日 常 で の 関 わ り や 環 境 の 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 明 ら

か と な っ て い な い 。 幼 児 気 質 質 問 紙 の 臨 床 的 応 用 を 考 え

る で の あ れ ば ， 子 ど も へ の 発 達 支 援 ， 養 育 者 の 育 児 不 安

へ の 支 援 の た め に ， ど の よ う な 関 わ り や 環 境 が 子 ど も の

健 全 な 発 達 を 支 え る よ う な 「 適 合 の よ い （ g o o d n e s s  o f  

f i t ）」 環 境 と な る の か ， 具 体 的 な 内 容 の 提 案 が 養 育 者 に

で き る よ う ， さ ら に 検 討 を す す め て い く 必 要 が あ る だ ろ

う 。  
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c h i l d r e n ． J o u r n a l  o f  P e d i a t r i c  P s y c h o l o g y ， 9 ( 2 ) ，

2 0 5 - 2 1 7 ．  

福 井 聖 子 （ 2 0 0 2 ）．  「 子 ど も が 病 気 の と き 家 庭 で ど う す

る ？ 」  子 育 て 支 援 の 観 点 に た つ ， 親 へ の 啓 発 活 動 の

検 討  小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ， 7 8 2 － 7 8 7 ．  

G o l d s m i t h , H . H . &  C a m p o s , J . J . ( 1 9 8 2 ) .  T o w a r d  a  t h e o r y   

o f  i n f a n t  t e m p e r a m e n t .  I n  R . N . E m d e  &  R . H a r m o n  

( E d s . ) ,  T h e  d e v e l o p m e n t  o f  a t t a c h m e n t  a n d  

a f f i l i a t i v e  s y s t e m s ． N e w  Y o r k :  P l e n u m ,  p p . 1 6 1 - 1 9 3 .  

H a g e k u l l ， B ．， L i n d h a g e n ， Ｋ ．， &  B o h l i n ， Ｇ ．（ 1 9 8 0 ）．  

B e h a v i o r a l  d i m e n s i o n s  i n  o n e - y e a r - o l d s  a n d  

d i m e n s i o n a l  s t a b i l i t y  i n  i n f a n c y ． I n t e r n a t i o n a l  

J o u r n a l  o f  B e h a v i o r a l  D e v e l o p m e n t ， 3 ， 3 5 1 - 3 6 4 ．  

堀 寛 子 （ 2 0 0 3 ）．  幼 児 の 気 質 が 育 児 不 安 に 及 ぼ す 影 響  
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平 成 1 5 年 度 卒 業 論 文 集 ．  

堀 寛 子 ・ 武 井 祐 子 ・ 寺 崎 正 治 （ 2 0 0 4 ）． 母 親 の 育 児 不 安 と

幼 児 の 気 質 と の 関 連 に つ い て  中 国 四 国 心 理 学 会 第

6 0 回 大 会 発 表 論 文 集 ， 2 9 ．  

星 野 美 穂 子 ・ 富 永 由 佳 （ 2 0 1 3 ）． 育 児 に 対 す る 感 情 と 子 育

て 支 援 に 求 め る ニ ー ズ と の 関 係 － 未 就 学 児 の 母 親 を 対

象 と し て －  聖 徳 大 学 幼 児 教 育 専 門 学 校 研 究 紀

要 , 5 , 3 3 - 3 9 ．  

H u b e r t , N . C . ， T h e o d o r e , D . W . ， P e t e r s - M a r t i n ,  P .  &  

G a n d o u r , M . J . （ 1 9 8 2 ） ： T h e  s t u d y  o f  e a r l y   

t e m p e r a m e n t  ： M e a s u r e m e n t  a n d  c o n c e p t u a l  i s s u e s ．

C h i l d  D e v e l o p m e n t ， 5 3 ， 5 7 1 - 6 0 0 ．  

石 山 ゐ づ 美（ 2 0 0 4 ）．  母 親 の 幼 児 へ の 対 応 に お け る 理 想

と 実 際 の 相 違 お よ び そ の 育 児 不 安 と の 関 連  山 梨 学 院

短 期 大 学 研 究 紀 要 ， 2 5 ， 1 0 9 - 1 1 4 ．  

K a g a n ， J ．  &  M o s s ， H . A . （ 1 9 6 2 ）． B i r t h  t o  m a t u r i t y : A   

s t u d y  i n  p s y c h o l o g i c a l  d e v e l o p m e n t . N e w  Y o r k ， J o h n  

W i l e y  &  S o n s .  

K a g a n , J . , R e z n i c k ,  J . S . ， C l a r k e ,  C . ， S i d m a n ,  N .  &  

G a r c i a - C o l l , C . G .（ 1 9 8 4 ）． B e h a v i o r a l  i n h i b i t i o n  i n  

c h i l d r e n ． C h i l d  D e v e l o p m e n t ， 5 5 ， 2 2 1 2 - 2 2 2 5 ．  

角 田 和 也 （ 2 0 0 7 ）．  1 章  発 達 の 原 理  5 節  発 達 を 研

究 す る 方 法  4 . 自 然 観 察 法 と 実 験 的 観 察 法  小 林 芳 郎

編  子 ど も を 育 む 心 理 学  保 育 出 版 社 ， 2 7 - 2 8 ．  

神 庭 純 子 ・ 藤 生 君 江 （ 2 0 0 3 ）．  乳 幼 児 を も つ 母 親 の 育 児

上 の 心 配 事 － （ 第 １ 報 ） 1 ヵ 月 か ら 3 歳 の 縦 断 的 傾 向

－  小 児 保 健 研 究 ， 6 2 ， 5 0 4 - 5 1 0 ．  

K a r p , J . ,  S e r b i n ,  L . A . ， S t a c k ,  D . M .  &  S c h w a r t z m a n , A . E .

（ 2 0 0 4 ）．  A n  o b s e r v a t i o n  m e a s u r e  o f  c h i l d r e n  

b e h a v i o r a l  s t y l e : e v i d e n c e  s u p p o r t i n g  a  

m u l t i - m e t h o d  a p p r o a c h  t o  s t u d y i n g  t e m p e r a m e n t ．

I n f a n t  a n d  c h i l d  d e v e l o p m e n t ， 1 3 ， 1 3 5 - 1 5 8 ．  

加 藤 恵 子 ・ 小 林 真 （ 2 0 0 1 ）．  母 親 の 育 児 不 安 と ソ ー シ ャ

ル サ ポ ー ト  富 山 大 学 教 育 実 践 総 合 セ ン タ ー 紀 要 ， 2 ，



 

133 
 

4 5 - 5 0 ．  

小 関 圭 子 ・ 森 岡 由 起 子 （ 2 0 0 2 ）． 1 歳 6 ヶ 月 健 康 診 査 に お

け る 発 達 障 害 の ス ク リ ー ニ ン グ に 関 す る 研 究  小 児 の

精 神 と 神 経 ， 4 2 ， 3 0 1 - 3 1 9 ．  

輿 石 薫 （ 2 0 0 2 a ）．  母 子 相 互 交 渉 の 質 と 母 親 の 育 児 不 安

及 び 子 ど も の 言 語 発 達 と の 関 連 性 に つ い て  小 児 保 健

研 究 ， 6 1 ， 5 8 4 - 5 9 2 ．  

輿 石 薫 （ 2 0 0 2 b ）．  新 生 児 期 か ら 生 後 4 ヶ 月 ま で の 子 ど

も の 気 質 の 安 定 性 と 母 親 の 育 児 不 安 － 母 親 の 自 己 注 目

傾 向 の 違 い か ら － ． 小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ， 4 8 2 - 4 8 8 ．  

輿 石 薫 （ 2 0 0 2 c ）．  母 親 の 自 己 注 目 傾 向 と 育 児 不 安 に つ

い て ． 小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ， 4 7 5 - 4 8 1 ．  

輿 石 薫 （ 2 0 0 2 d ）．  育 児 不 安 に 影 響 を 与 え る 要 因 い つ い

て 縦 断 的 研 究 － 予 期 不 安 尺 度 と 期 待 感 尺 度 の 作 成 － ．

小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ， 6 8 6 - 6 9 1 ．  

輿 石 薫 （ 2 0 0 5 ）．  育 児 不 安 の 発 生 機 序 ． 日 本 小 児 科 学 会

雑 誌 ， 1 0 9 ， 3 3 7 - 3 4 5 ．  

厚 生 労 働 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 （ 2 0 1 3 ）． 平 成 2 4 年 度 厚

生 統 計 要 覧  3 5 - 3 6 ．  

草 薙 恵 美 子 ・ 星 信 子 （ 2 0 0 5 ）． 子 ど も の 気 質 的 行 動 特 徴 の

変 化 － 1 9 9 2 年 と 2 0 0 2 年 の 比 較 －  國 學 院 短 期 大 学 紀

要 ， 2 2 ， 1 4 5 - 1 6 2 ．  

L e r n e r , J . V .  &  L e r n e r , R . M . ( 1 9 8 3 ) . T e m p e r a m e n t  a n d   

a d a p t a t i o n  a c r o s s  l i f e : T h e o r e t i c a l  a n d  e m p i r i c a l  

i s s u e s .  ． I n  B a l t e s , P . B . , &  B r i m , J r . O . G .  ( E d s . ) ,  

L i f e - S p a n  D e v e l o p m e n t  a n d  B e h a v i o r .  V o l . 5  A c a d e m i c  

P r e s s , p p . 1 9 7 - 2 3 1 .  

 （ ラ ー ナ ー J . V .・ ラ ー ナ ー R . M .  遠 藤 利 彦（ 訳 ）（ 1 9 9 3 ）．

1 章  生 涯 に わ た る 気 質 と 適 応  理 論 的 ・ 実 証 的 研 究

上 の 問 題  東 洋 ・ 柏 木 惠 子 ・ 高 橋 惠 子 （ 編 ・ 監 ）  生

涯 発 達 の 心 理 学  2 巻  気 質 ・ 自 己 ・ パ ー ソ ナ リ テ ィ  

初 版  新 曜 社 ）  

栗 山 容 子 （ 2 0 0 0 ）．  乳 幼 児 の 気 質 構 造 の 分 析  小 児  

保 健 研 究 ， 5 9 ， 4 1 7 - 4 2 3 ．  
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栗 山 容 子 ,  前 川 喜 平 ,  蓮 見 元 子 ,  秦 野 悦 子 ,  星 三 和 子 ,  瀬

戸 淳 子 ,  星 永 ,  小 田 切 房 子 ,  奥 平 洋 子 ,  若 葉 陽 子 ,  大

伴 潔 ,  庄 司 順 一 （ 2 0 0 1 ）．  低 出 生 体 重 児 の 気 質 と 母 親

の 意 識 ・ 感 情 の 発 達 的 変 化 と 相 互 関 連 性 ． 小 児 保 健 研

究 ， 6 0 ， 5 1 1 - 5 1 8 ．  

M a t h e n y , A . P . ， W i l l s o n ,  R . S .  &  N u s s ,  S . M . （ 1 9 8 4 ）．

T o d d l e r  t e m p e r a m e n t ： S t a b i l i t y  a c r o s s  s e t t i n g s  a n d  

o v e r  a g e s ． C h i l d  D e v e l o p m e n t ， 5 5 ， 1 2 0 0 - 1 2 1 1 ．  

松 石 豊 次 郎（ 2 0 0 2 ）．  乳 幼 児 健 診 の 意 義 と そ の 必 要 性 に

つ い て  小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ， 2 4 7 - 2 5 0 ．  

水 子 学 ・ 武 井 祐 子 ・ 清 水 光 弘 ・ 寺 崎 正 治 （ 2 0 0 4 ）．  

幼 児 の 行 動 特 徴 に 関 す る 研 究 Ⅱ － 気 質 質 問 紙 と 観 察 デ

ー タ の 比 較 －  中 国 四 国 心 理 学 会 論 文 集 , 第 3 7 巻 , 2 7 ． 

宮 本 政 子 ・ 舟 越 和 代 ・ 中 添 和 代 ・ 時 岡 絵 美 ・ 森 美 代 子 ・

渋 谷 幸 彦 （ 2 0 0 2 ）．  乳 幼 児 を ， 持 つ 母 親 の 育 児 不 安 の

現 状 と そ の 要 因  香 川 県 立 医 療 短 期 大 学 紀 要 ， 2 ，

1 1 5 - 1 2 1 ．  

宮 下 一 博 （ 1 9 9 8 ）． 序 章  質 問 紙 法 に よ る 人 間 理 解  鎌 原  

雅 彦 ， 宮 下 一 博 ， 大 野 木 裕 明 ， 中 澤 潤 ( 編 著 )  心 理 学 マ

ニ ュ ア ル  質 問 紙 法  北 大 路 書 房 p p . 1 - 8 .  

水 野 里 恵 （ 1 9 9 8 ）． 乳 児 期 の 子 ど も の 気 質 ・ 母 親 の 分  

離 不 安 と の ち の 育 児 ス ト レ ス と の 関 係 ： 第 一 子 を 対 象

に し た 乳 幼 児 期 の 縦 断 研 究  発 達 心 理 学 研 究 ，9 ，5 6 - 6 5 ． 

水 野 里 恵 （ 2 0 0 2 ）．  母 子 相 互 作 用 ・ 子 ど も の 社 会 化 過 程

に お け る 乳 幼 児 の 気 質  風 間 書 房 ．  

水 野 里 恵（ 2 0 0 3 ）．乳 幼 児 の 気 質 研 究 の 動 向 と 展 望  愛 知

江 南 短 期 大 学 紀 要 , 3 2 , 1 0 9 - 1 2 3 ．  

中 田 洋 二 郎 ・ 上 林 靖 子 ・ 福 井 知 美 ・ 藤 井 浩 子 ・ 北 道 子 ・

岡 田 愛 香 ・ 森 岡 由 起 子 （ 1 9 9 9 a ）．  幼 児 の 行 動 チ ェ ッ

ク リ ス ト ( C B C L / 2 - 3 ) の 日 本 語 版 作 成 に 関 す る 研 究  小

児 の 精 神 と 神 経 ， 3 9 ， 3 0 5 - 3 1 6 ．  

中 田 洋 二 郎 ・ 上 林 靖 子 ・ 福 井 知 美 ・ 藤 井 浩 子 ・ 北 道 子 ・

岡 田 愛 香 ・ 森 岡 由 起 子 （ 1 9 9 9 b ）．  幼 児 の 行 動 チ ェ ッ

ク リ ス ト ( C B C L / 2 - 3 ) の 標 準 化 の 試 み  小 児 の 精 神 と 神
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経 ， 3 9 ， 3 1 7 - 3 2 2 ．  

中 山 理 恵（ 2 0 0 3 ）． 幼 児 の 気 質 と 親 の 養 育 態 度 と の 関 連 ．

平 成 1 5 年 度 卒 業 論 文 集 ．  

野 田 由 紀 恵（ 2 0 0 3 ）．  母 親 の 母 性 意 識 に 関 す る 一 研 究 －

子 ど も の 気 質 認 知 お よ び 養 育 態 度 へ の 影 響 － ．平 成 1 5

年 度 卒 業 論 文 集 ．  

小 田 亮 ・ 大 め ぐ み ・ 丹 羽 雄 輝 ・ 五 百 部 裕 ・ 清 成 透 子 ・  

武 田 美 亜 ・ 平 石 界 （ 2 0 1 3 ）．  対 象 別 利 他 行 動 尺 度 の 作

成 と 妥 当 性 ・ 信 頼 性 の 検 討  心 理 学 研 究 ， 8 4 , 2 8 - 3 6 ． 

大 日 向 雅 美（ 2 0 0 2 ）．  育 児 不 安 と は 何 か － そ の 定 義 と 背

景  発 達 心 理 学 の 立 場 か ら  大 日 向 雅 美 編 ， こ こ ろ の

科 学 ， 1 0 3 ， 育 児 不 安 ， 1 0 - 1 5 ．  

小 塩 真 司 ・ 阿 部 晋 吾 ・ カ ト ロ ー ニ  ピ ノ （ 2 0 1 2 ）． 日  

本 語 版 T e n  P e r s o n a l i t y  I n v e n t o r y （ T I P I - J ）  パ

ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 ， 2 1 ( 1 ) ， 4 0 - 5 2 ．  

R o t h b a r t , M . K .（ 1 9 8 1 ）． M e a s u r e m e n t  o f  t e m p e r a m e n t  i n  

i n f a n c y ． C h i l d  D e v e l o p m e n t ， 5 2 ， 5 6 9 - 5 7 8 ．   

R o t h b a r t , M . K . （ 1 9 8 6 ）．  L o n g i t u d i n a l  o b s e r v a t i o n  o f  

i n f a n t  t e m p e r a m e n t ． D e v e l o p m e n t a l  P s y c h o l o g y ， 2 2 ，

3 5 6 - 3 6 5 ．  

R o t h b a r t , M . K .  &  D e r r y b e r r y , D . （ 1 9 9 4 ）． D e v e l o p m e n t   

o f  i n d i v i d u a l  d i f f e r e n c e s  i n  t e m p e r a m e n t ． I n  

M . E . L a m b  &  A . L . B r o w n ( E d s . ) ,  A d v a n c e s  i n  

d e v e l o p m e n t a l  p s y c h o l o g y . V o l 1  H i l l s d a l e , N J :  

l L a w r e n c e  E r l b a u m  A s o c c i a t e s ,   p p . 3 7 - 8 6 .  

R o t h b a r t , M . K .  &  M a u r o , J . A . （ 1 9 9 0 ）．  

Q u e s t i o n n a i r e  a p p r o a c h e s  t o  t h e  s t u d y  o f  i n f a n t   

t e m p e r a m e n t ． I n  J . C o l o m b o  &  J . F a g e n ( E d . ) ,  

I n d i v i d u a l d i f f e r e n c e s  i n  i n f a n c y :  R e l i a b i l i t y ,  

s t a b i l i t y ,  p r e d i c t i o n .  H i l l s d a l e . N J : E r l b a u m .  

p p . 4 1 1 - 4 2 9 .  

R o w e ， D ． C ． &  P l o m i n ， R ．（ 1 9 7 7 ）． T e m p e r a m e n t  i n   

e a r l y  c h i l d h o o d ． J o u r n a l  o f  p e r s o n a l i t y   

a s s e s s m e n t ， 4 1 ， 1 5 0 - 1 5 6 ．  
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斎 藤 和 恵 ・ 川 上 義 ・ 前 川 喜 平 （ 2 0 0 0 ）． 極 低 出 生 体 重 児 の  

乳 児 期 に お け る 発 達 的 特 徴 と 育 児 支 援 に つ い て － 第 2

報 － ． 小 児 保 健 研 究 ， 5 9 ， 6 8 8 - 6 9 6 ．  

櫻 谷 眞 理 子 （ 2 0 0 4 ）．  今 日 の 子 育 て 不 安 ・ 子 育 て 支 援 を

考 え る ～ 乳 幼 児 を 養 育 中 の 母 親 へ の 育 児 意 識 調 査 を 通

じ て ～ ． 立 命 館 人 間 科 学 研 究 ， 7 ， 7 5 - 8 6 ．  

坂 野 雄 二 ，佐 藤 健 二 ，佐 々 木 和 義 ，久 保 義 郎 ，坂 爪 一 幸 ，

土 肥 夕 美 子 ， 市 井 雅 哉 （ 1 9 9 5 ） . － C h i l d  B e h a v i o r  

C h e c k l i s t ( C B C L ) 日 本 版 に よ る 自 閉 性 障 害 の 診 断 と 評

価 ： C B C L の 臨 床 的 応 用 可 能 性 の 検 討 ． 安 田 生 命 社 会 事

業 団 研 究 助 成 論 文 集 ， 3 1 ， 3 2 - 4 1 ， 1 9 9 5 ．   

S a m e r o f f , A . J . （ 1 9 9 3 ）． M o d e l s  o f  d e v e l o p m e n t  a n d  

d e v e l o p m e n t a l  r i s k . I n  C . Z e a n a h  ( E d . ) ,  H a n d b o o k  

o f  i n f a n t  m e n t a l  h e a l t h . N e w  Y o r k / L o n d o n : G u i l f o r d  
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達 ， 星 和 書 店 ．）  
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上 村 佳 世 子（ 1 9 8 9 ）．子 ど も の 気 質 と 母 子 関 係  小 児 看 護 ， 

1 2 ， 4 6 5 - 4 6 9 ．  

上 村 佳 代 子 （ 1 9 9 2 ）． 4 節  気 質 的 特 徴 の 安 定 性 と 変 化 ． 

4 2 章  気 質 ． 東 洋 ， 繁 多 進 ， 田 島 信 元 編 ， 発 達 心 理 学

ハ ン ド ブ ッ ク ， 初 版 ， 福 村 出 版 ， 東 京 ， p p . 7 3 1 - 7 3 4 ．  

上 村 佳 世 子（ 2 0 0 2 ）．１  気 質 の 個 人 差 と 関 係 の 危 機  須
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上 村 佳 世 子 ・ 田 島 信 元 ( 1 9 8 8 ) ． 発 達 初 期 の 母 子 関 係 と 子  
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1 8 0 - 1 8 1 ．  

渡 辺 弥 生 ・ 石 井 睦 子 （ 2 0 0 5 ）．  母 親 の 育 児 不 安 に 影  
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医 療 福 祉 学 部 臨 床 心 理 学 科 永 田 博 教 授 か ら は 多 く の 貴 重

な 助 言 を い た だ き ま し た 。 深 く 感 謝 し て お り ま す 。  

本 研 究 の ス タ ー ト か ら ， 共 同 研 究 者 と し て そ し て 指 導

者 と し て ， 常 に サ ポ ー ト し て く だ さ っ た 川 崎 医 療 福 祉 大

学 医 療 福 祉 学 部 臨 床 心 理 学 科 寺 嵜 正 治 教 授 に 心 よ り 感 謝

し ま す 。 1 0 年 以 上 前 に ， 児 童 相 談 所 と い う 心 理 臨 床 の 現

場 か ら 大 学 と い う 教 育 ・ 研 究 機 関 に 籍 を 移 し た 私 が ， 臨

床 現 場 で 日 頃 感 じ て い た 疑 問 の み で 研 究 を 実 施 し ， 得 ら

れ た デ ー タ か ら 研 究 論 文 と し て ま と め る こ と は ， 力 量 的

に 大 変 未 熟 で 難 し い こ と で し た 。 寺 嵜 先 生 に は 研 究 を す

す め る 上 で の 必 要 な 視 点 や 考 え 方 ， 研 究 論 文 の 書 き 方 に

い た る ま で 細 か く ご 指 導 い た だ き ま し た 。 寺 嵜 先 生 が い

な け れ ば ， 研 究 者 と し て の 今 の 私 は い な か っ た と 確 信 し

て い ま す 。  

そ し て 心 理 学 と い う 領 域 で 一 生 仕 事 を し て い き た い と

い う 気 持 ち を 人 生 の 節 目 で い つ も サ ポ ー ト し て い た だ き ，

厳 し い だ け で な く ， く じ け そ う に な っ た と き に い ろ い ろ

な 面 で ， 陰 に 日 向 に 救 っ て い た だ き ま し た 金 光 義 弘 特 任

教 授 に 心 よ り 深 く 感 謝 い た し ま す 。 金 光 先 生 に は 本 博 士

論 文 執 筆 に お い て も た い へ ん 多 く の 助 言 と サ ポ ー ト を い

た だ き ま し た 。金 光 先 生 が い な け れ ば ，教 育 者 と し て も ，

研 究 者 と し て も ， 家 庭 人 と し て も ， 今 の 私 は い ま せ ん で

し た 。  

最 後 に ， い つ も 忙 し く し て い て ， 妻 と し て 母 親 と し て

役 目 を 果 た せ な い 私 で あ っ て も ， 見 捨 て ず ， 一 緒 に い て

支 え 続 け て く れ て い る 家 族 に 心 よ り 感 謝 い た し ま す 。  

 

 

                平 成 2 7 年 1 月 8 日  

武  井  祐  子  
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本 論 文 と 関 連 す る 論 文  

本 論 文 に は ， 以 下 の 論 文 を 加 筆 修 正 し た も の が 含 ま れ

て い る 。  

 

第 1 章  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ： 乳 児 期 に お け る 「 気 質 」 研 究 の

動 向 ． 川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ， 1 3 ( 2 ) ， 2 0 0 3 ， P p . 2 0 9 - 2 1 6 ．   

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 作 成

の 試 み ． パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 ， 1 6 ( 1 ) ， 2 0 0 7 ， P p . 8 0 - 9 1 ． 

 

第 2 章  第 2 節 お よ び 第 3 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 作 成

の 試 み ． パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 ， 1 6 ( 1 ) ， 2 0 0 7 ， P p . 8 0 - 9 1 ． 

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 標 準

版 と 簡 易 版 の 信 頼 性 の 検 討 ．日 本 発 達 心 理 学 会 第 1 8 回 大

会 発 表 論 文 集 ， 2 0 0 7 ， p ． 6 6 2 ．  

 

第 2 章  第 4 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 作 成

の 試 み ． パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 ， 1 6 ( 1 ) ， 2 0 0 7 ， P p . 8 0 - 9 1 ．   

武 井 祐 子 ： 養 育 者 が 認 知 す る 幼 児 の 特 徴 と 質 問 紙 に よ

る 気 質 評 価 の 関 連 ． 小 児 保 健 研 究 ，  6 5 ( 6 ) ， 2 0 0 6 ，

P p . 7 9 1 - 7 9 8 ．  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 , 水 子 学 ： 養 育 者 が と ら え る 幼 児 の

行 動 様 式 に 関 す る 研 究 － 幼 児 気 質 質 問 紙 と 観 察 さ れ た 行

動 と の 関 係 － ． 川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ， 1 5 ( 1 ) ， 2 0 0 6 ， P p .  

3 7 7 - 3 8 3 ．   

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 簡 易 版 幼 児 気 質 質 問

紙 の 因 子 的 妥 当 性 の 検 討 ．日 本 心 理 学 会 第 7 1 回 大 会 発 表

論 文 集 ， 2 0 0 7 ， p . 1 0 9 4 ．  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 標 準

版 と 簡 易 版 の 信 頼 性 の 検 討 ．日 本 発 達 心 理 学 会 第 1 8 回 大

会 発 表 論 文 集 ， 2 0 0 7 ， p ． 6 6 2 ．  

付 録 １   
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 第 2 章  第 5 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮

版 の 作 成 の 試 み ．日 本 パ ー ソ ナ リ テ ィ 心 理 学 会 第 1 6 回 大

会 発 表 論 文 集 ， 2 0 0 7 ， P p ． 4 8 - 4 9 ．  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ： 幼 児 気 質 質 問 紙 短 縮 版 の 信 頼 性

に つ い て の 検 討 ． 日 本 心 理 学 会 第 7 3 回 大 会 発 表 論 文 集 ，

2 0 0 9 ， p . 1 1 6 1 ．  

Y u k o  T A K E I ， M a s a h a r u  T E R A S A K I ， M a s a t o  A N D O  a n d  

M a s a k o  K A D O T A ： C o n s t r u c t i o n  o f  a  S h o r t  F o r m  T o d d l e r  

T e m p e r a m e n t  Q u e s t i o n n a i r e ． K a w a s a k i  J o u r n a l  o f  

M e d i c a l  W e l f a r e ， 2 0 ( 1 ) ， 2 0 1 4 ， P p ． 2 5 - 3 0 ．   

     

第 3 章  第 1 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 御 牧 信 義 ： 幼 児 期 の 気 質 特 徴 と

乳 児 期 ま で の 発 達 的 問 題 の 有 無 と の 関 連 ． 保 健 の 科 学 ， 

4 8 ( 8 ) ， 2 0 0 6 ， P p . 6 2 5 - 6 2 9 ．  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ： 養 育 者 が と ら え る 幼 児 の 行 動 特

徴 に 関 す る 研 究 － 1 歳 6 ヶ 月 健 診 用 気 質 質 問 紙 と C B C L の

関 係 － ．川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ， 1 4 ( 1 ) ，2 0 0 5 ，P p .  2 6 1 - 2 6 6 ． 

   

第 3 章  第 2 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 御 牧 信 義 ： 幼 児 期 の 気 質 特 徴 と

乳 児 期 ま で の 発 達 的 問 題 の 有 無 と の 関 連 ． 保 健 の 科 学 ， 

4 8 ( 8 ) ， 2 0 0 6 ， P p . 6 2 5 - 6 2 9 ．  

 

第 3 章  第 3 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ： 養 育 者 が と ら え る 幼 児 の 行 動 特

徴 に 関 す る 研 究 － 1 歳 6 ヶ 月 健 診 用 気 質 質 問 紙 と C B C L の

関 係 － ．川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ， 1 4 ( 1 ) ，2 0 0 5 ，P p .  2 6 1 - 2 6 6 ． 

 

第 4 章  第 1 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 の 気 質 特 徴 が 養

育 者 の 育 児 不 安 に 及 ぼ す 影 響 ． 川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ，  

1 6 ( 2 ) ， 2 0 0 7 ， P p . 2 2 1 - 2 2 7 ．  
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武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 高 尾 堅 司 ， 門 田 昌 子 ： 養 育 者 と

の 面 接 か ら と ら え た 育 児 不 安 に つ い て の 質 的 研 究 ． 川 崎

医 療 福 祉 学 会 誌 ，  1 8 ( 1 ) ， 2 0 0 8 ， P p . 2 1 9 - 2 2 5 ．  

   

第 4 章  第 2 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 門 田 昌 子 ： 幼 児 の 気 質 特 徴 が 養

育 者 の 育 児 不 安 に 及 ぼ す 影 響 ． 川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ，  

1 6 ( 2 ) ， 2 0 0 7 ， P p . 2 2 1 - 2 2 7 ．  

 

第 4 章  第 3 節  

武 井 祐 子 ， 寺 崎 正 治 ， 高 尾 堅 司 ， 門 田 昌 子 ： 養 育 者 と

の 面 接 か ら と ら え た 育 児 不 安 に つ い て の 質 的 研 究 ． 川 崎

医 療 福 祉 学 会 誌 ，  1 8 ( 1 ) ， 2 0 0 8 ， P p . 2 1 9 - 2 2 5 ．   
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1. 1 　2　 3　 4

2. 1 　2　 3　 4

3. 1 　2　 3　 4

4. 1 　2　 3　 4

5. 1 　2　 3　 4

6. 1 　2　 3　 4

7. 1 　2　 3　 4

8. 1 　2　 3　 4

9. 1 　2　 3　 4

10. 1 　2　 3　 4

11. 1 　2　 3　 4

12. 1 　2　 3　 4

13. 1 　2　 3　 4

14. 1 　2　 3　 4

15. 1 　2　 3　 4

16. 1 　2　 3　 4

17. 1 　2　 3　 4

裏 に 続 く

朝食の時に食べる量は、毎日大体同じである。

他の子どもたちの遊んでいる声が聞こえると、していることをやめてそちらを見る。

遊びをあなたが妨げると、激しく嫌がる（怒る、泣きわめく）。

「やめなさい」「おいで」「だめだめ」などと言われても、勝手にどこかに行こうとする。

お気に入りのオモチャで遊んでいる時は、声をかけられても、無視する（気がつかない）。

してはいけないことをしようとした時、言い聞かせるとやめる。

電話のベルやドアのチャイムがなると、食べるのをやめて音がした方を見る。

夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。

一日中ぐずっている不機嫌な日がある。

あなたが部屋に入ってくると、遊びを中断して、あなたの方を見る。

服が濡れるとすぐに気づき、服をかえてもらいたがる。

欲しいもの（お菓子、ごちそう、プレゼントなど）がすぐにもらえなくても、我慢して待てる。

新しいことに対して好奇心が強い。

短気で、怒りっぽい。

あなたが何回注意しても、近寄っては行けないところに行こうとしたり、さわってはいけないものを取ろう
としたりする。

物を整えたり、きれいにしておくことにこだわる。

他の子どもたちと一緒にいる時、機嫌よくしている。

子どもの気質質問紙
●記入日 月 日
●記入者は、お子さんにとって・・（○をして下さい） 母親 ・ 父親 ・ 祖母 ・ その他（ ）
●以下、お子さんについてお答え下さい。

お子さんの生年月日 平成 年 月 日 現在の年齢 歳 ヵ月 性別 男 ・ 女
お子さんは何番目の子どもですか？ 第 子

●お子さんは一言で言うと、どんなお子さんですか？あてはまるもの全てに○をつけて下さい。

●あなた自身の印象や観察にもとづいて答えて下さい。あまり深く考えこむ必要はありません。

●似たような項目がありますが、まったく同じではないので、項目ごとに考えて答えて下さい。
●１つでも答えていただいてない項目がありますと、回答結果が無効になりますので、記入もれの
ないようにご回答ください。

記入の仕方

お子さんの最近の状態（この1ヶ月）を考えて、以下の質問項目（1～４７）にお答え下さい。質問に書いてあることにつ
いて、全くみられない場合は「１」、ほとんどみられない場合は「２」、時々みられる場合は「３」、いつもみられる場合は
「４」のうち、最もあてはまる番号１つに○をつけて下さい。

活発 好奇心旺盛 甘えん坊 気が強い 短気 感情の起伏が激しい わがまま 好き嫌いがはっきり
よく泣く 頑固 積極的 明るい のんびり 大人しい 優しい 育てやすい 素直 機嫌がよい
人見知りがない マイペース 落ち着きがない よく気が付く 臆病 辛抱強い きれい好き

い
つ
も
あ
る

時
々
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

全
く
な
い

 

付 録 ２  

幼 児 気 質 質 問 紙  
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18. 1 　2　 3　 4

19. 1 　2　 3　 4

20. 1 　2　 3　 4

21. 1 　2　 3　 4

22. 1 　2　 3　 4

23. 1 　2　 3　 4

24. 1 　2　 3　 4

25. 1 　2　 3　 4

26. 1 　2　 3　 4

27. 1 　2　 3　 4

28. 1 　2　 3　 4

29. 1 　2　 3　 4

30. 1 　2　 3　 4

31. 1 　2　 3　 4

32. 1 　2　 3　 4

33. 1 　2　 3　 4

34. 1 　2　 3　 4

35. 1 　2　 3　 4

36. 1 　2　 3　 4

37. 1 　2　 3　 4

38. 1 　2　 3　 4

39. 1 　2　 3　 4

40. 1 　2　 3　 4

41. 1 　2　 3　 4

42. 1 　2　 3　 4

43. 1 　2　 3　 4

44. 1 　2　 3　 4

45. 1 　2　 3　 4

46. 1 　2　 3　 4

47. 1 　2　 3　 4

１～２度強く叱られると、同じ失敗をするのを避ける（過ちを繰り返さない）。

1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。

初めての人に抱かれたり、体をさわられたりすると、泣いたり、嫌がって母親にしがみついたりする。

同一の子どもとしばらく遊びが続く。

食べている時は、他のことに気をそらさずに最後まで食べる。

あなたの髪型や服装の変化に気がつく。

何かをしていた時、おやつを食べるとか、トイレへ行くなどで中断しても、また同じ活動を続ける。

電話のベルやドアのチャイムがなると、遊びをやめて音がした方を見る。

叱られたり、注意されたりすると、不機嫌な状態が続く。

遊びがうまくいかないと、泣き出したり、金切り声をあげたりする。

座って遊ぶよりも、走ったり、飛び跳ねたりする遊びの方を好む。

知らない人にも、すぐに話しかける。

誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。

あなたから離れる新しい環境（保育園、ベビーシッターなど）に、比較的はやく慣れる。

よくさわいで、大泣きする。

初めての場所を探索している時、活発に動き回る（走る、飛び跳ねる、よじのぼる）。

自分一人でいろいろしたがる。

自分の思いどおりにならないと、激しく感情を表す（泣き叫ぶ、金切り声をあげる、地団駄を踏む）。

知らない人に遊んでもらっていても、機嫌よくしている。

初めての場所（初めていく家、お店、旅行先）で、最初の数分間、不安そうにしている。

泣いたり、怒ったりした時、手足をバタバタさせたり、地団駄を踏んだりする。

ベッド（または布団）に入ってから眠るまでの時間は、一定である。

新しいこと（自分で服を着る、オモチャを片づけるなど）を覚える時、いらだったり、泣いたりする。

他の人がそばにいると、あなたにしがみついたり、膝の上に乗りたがる。

昼寝の長さは、毎日大体同じである。

一日の中で、一番活動的になる時間帯は、ほぼ決まっている。

初めて見る小動物（小さな犬や猫）に近寄って行き、遊ぼうとする。

朝、目覚める時刻は、毎日大体同じである。

快・不快を問わず、においに敏感である。

好きなテレビ番組を見ている時、あなたが呼びかけると、振り返ったり、テレビを見るのをやめる。

い
つ
も
あ
る

時
々
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

全
く
な
い
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1. 電話のベルやドアのチャイムがなると、遊びをやめて音がした方を見る。 1 　2　 3　 4

2. 服が濡れるとすぐに気づき、服をかえてもらいたがる。 1 　2　 3　 4

3. 誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。 1 　2　 3　 4

4. 一日の中で、一番活動的になる時間帯は、ほぼ決まっている。 1 　2　 3　 4

5. 快・不快を問わず、においに敏感である。 1 　2　 3　 4

6. 初めての人に抱かれたり、体をさわられたりすると、泣いたり、嫌がって母親にしがみついたりする。 1 　2　 3　 4

7. １～２度強く叱られると、同じ失敗をするのを避ける（過ちを繰り返さない）。 1 　2　 3　 4

8. 知らない人に遊んでもらっていても、機嫌よくしている。 1 　2　 3　 4

9. 夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。 1 　2　 3　 4

10. 1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。 1 　2　 3　 4

11. 新しいことに対して好奇心が強い。 1 　2　 3　 4

12. 他の子どもたちの遊んでいる声が聞こえると、していることをやめてそちらを見る。 1 　2　 3　 4

13. 一日中ぐずっている不機嫌な日がある。 1 　2　 3　 4

14. 短気で、怒りっぽい。 1 　2　 3　 4

15. ベッド（または布団）に入ってから眠るまでの時間は、一定である。 1 　2　 3　 4

16. 自分の思いどおりにならないと、激しく感情を表す（泣き叫ぶ、金切り声をあげる、地団駄を踏む）。 1 　2　 3　 4

17. 知らない人にも、すぐに話しかける。 1 　2　 3　 4

18. 座って遊ぶよりも、走ったり、飛び跳ねたりする遊びの方を好む。 1 　2　 3　 4

子どもの気質質問紙(簡易版)
●記入日 月 日
●記入者は、お子さんにとって・・（○をして下さい） 母親 ・ 父親 ・ 祖母 ・ その他（ ）
●以下、お子さんについてお答え下さい。

お子さんの生年月日 平成 年 月 日 現在の年齢 歳 ヵ月 性別 男 ・ 女
お子さんは何番目の子どもですか？ 第 子

●お子さんは一言で言うと、どんなお子さんですか？あてはまるもの全てに○をつけて下さい。

●あなた自身の印象や観察にもとづいて答えて下さい。あまり深く考えこむ必要はありません。

●似たような項目がありますが、まったく同じではないので、項目ごとに考えて答えて下さい。
●１つでも答えていただいてない項目がありますと、回答結果が無効になりますので、記入もれの
ないようにご回答ください。

記入の仕方

お子さんの最近の状態（この1ヶ月）を考えて、以下の質問項目（1～18）にお答え下さい。質問に書いてあることにつ
いて、全くみられない場合は「１」、ほとんどみられない場合は「２」、時々みられる場合は「３」、いつもみられる場合は
「４」のうち、最もあてはまる番号１つに○をつけて下さい。

活発 好奇心旺盛 甘えん坊 気が強い 短気 感情の起伏が激しい わがまま 好き嫌いがはっきり
よく泣く 頑固 積極的 明るい のんびり 大人しい 優しい 育てやすい 素直 機嫌がよい
人見知りがない マイペース 落ち着きがない よく気が付く 臆病 辛抱強い きれい好き

い
つ
も
あ
る

時
々
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

全
く
な
い

 
 

付 録 ３  

幼 児 気 質 質 問 紙 （ 簡 易 版 )  
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1. 1 　2　 3　 4

2. 1 　2　 3　 4

3. 1 　2　 3　 4

4. 1 　2　 3　 4

5. 1 　2　 3　 4

6. 1 　2　 3　 4

7. 1 　2　 3　 4

8. 1 　2　 3　 4

9. 1 　2　 3　 4

10. 1 　2　 3　 4

11. 1 　2　 3　 4

12. 1 　2　 3　 4

13. 1 　2　 3　 4

14. 1 　2　 3　 4

15. 1 　2　 3　 4

16. 1 　2　 3　 4

17. 1 　2　 3　 4

裏 に 続 く

知らない人に遊んでもらっていても、機嫌よくしている。

初めての人に抱かれたり、体をさわられたりすると、泣いたり、嫌がって母親にしがみついたりする。

ベッド（または布団）に入ってから眠るまでの時間は、一定である。

短気で、怒りっぽい。

服が濡れるとすぐに気づき、服をかえてもらいたがる。

初めての場所を探索している時、活発に動き回る（走る、飛び跳ねる、よじのぼる）。

1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。

新しいことに対して好奇心が強い。

新しいこと（自分で服を着る、オモチャを片づけるなど）を覚える時、いらだったり、泣いたりする。

食べている時は、他のことに気をそらさずに最後まで食べる。

電話のベルやドアのチャイムがなると、食べるのをやめて音がした方を見る。

夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。

自分の思いどおりにならないと、激しく感情を表す（泣き叫ぶ、金切り声をあげる、地団駄を踏む）。

よくさわいで、大泣きする。

１～２度強く叱られると、同じ失敗をするのを避ける（過ちを繰り返さない）。

快・不快を問わず、においに敏感である。

知らない人にも、すぐに話しかける。

子どもの気質質問紙
●記入日 月 日
●記入者は、お子さんにとって・・（○をして下さい） 母親 ・ 父親 ・ 祖母 ・ その他（ ）
●以下、お子さんについてお答え下さい。

お子さんの生年月日 平成 年 月 日 現在の年齢 歳 ヵ月 性別 男 ・ 女
お子さんは何番目の子どもですか？ 第 子

●お子さんは一言で言うと、どんなお子さんですか？あてはまるもの全てに○をつけて下さい。

●あなた自身の印象や観察にもとづいて答えて下さい。あまり深く考えこむ必要はありません。

●似たような項目がありますが、まったく同じではないので、項目ごとに考えて答えて下さい。
●１つでも答えていただいてない項目がありますと、回答結果が無効になりますので、記入もれの
ないようにご回答ください。

記入の仕方

お子さんの最近の状態（この1ヶ月）を考えて、以下の質問項目（1～２４）にお答え下さい。質問に書いてあることにつ
いて、全くみられない場合は「１」、ほとんどみられない場合は「２」、時々みられる場合は「３」、いつもみられる場合は
「４」のうち、最もあてはまる番号１つに○をつけて下さい。

活発 好奇心旺盛 甘えん坊 気が強い 短気 感情の起伏が激しい わがまま 好き嫌いがはっきり
よく泣く 頑固 積極的 明るい のんびり 大人しい 優しい 育てやすい 素直 機嫌がよい
人見知りがない マイペース 落ち着きがない よく気が付く 臆病 辛抱強い きれい好き

い
つ
も
あ
る

時
々
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

全
く
な
い

 
 

付 録 ４  

幼 児 気 質 質 問 紙 （ 短 縮 版 )  
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18. 1 　2　 3　 4

19. 1 　2　 3　 4

20. 1 　2　 3　 4

21. 1 　2　 3　 4

22. 1 　2　 3　 4

23. 1 　2　 3　 4

24. 1 　2　 3　 4

好きなテレビ番組を見ている時、あなたが呼びかけると、振り返ったり、テレビを見るのをやめる。

他の子どもたちの遊んでいる声が聞こえると、していることをやめてそちらを見る。

誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。

座って遊ぶよりも、走ったり、飛び跳ねたりする遊びの方を好む。

物を整えたり、きれいにしておくことにこだわる。

他の人がそばにいると、あなたにしがみついたり、膝の上に乗りたがる。

朝、目覚める時刻は、毎日大体同じである。

い
つ
も
あ
る

時
々
あ
る

ほ
と
ん
ど
な

全
く
な
い
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★♪35 自分の思いどおりにならないと、激しく感情を表す（泣き叫ぶ、金切り声をあげる、地団駄を踏む）。

27 遊びがうまくいかないと、泣き出したり、金切り声をあげたりする。

♪32 よくさわいで、大泣きする。

★♪14 短気で、怒りっぽい。

♪40 新しいこと（自分で服を着る、オモチャを片づけるなど）を覚える時、いらだったり、泣いたりする。

3 遊びをあなたが妨げると、激しく嫌がる（怒る、泣きわめく）。

38 泣いたり、怒ったりした時、手足をバタバタさせたり、地団駄を踏んだりする。

26 叱られたり、注意されたりすると、不機嫌な状態が続く。

★9 一日中ぐずっている不機嫌な日がある。

★♪18 １～２度強く叱られると、同じ失敗をするのを避ける（過ちを繰り返さない）。

♪16 物を整えたり、きれいにしておくことにこだわる。

★♪11 服が濡れるとすぐに気づき、服をかえてもらいたがる。

6 してはいけないことをしようとした時、言い聞かせるとやめる。

★♪46 快・不快を問わず、においに敏感である。

23 あなたの髪型や服装の変化に気がつく。

24 何かをしていた時、おやつを食べるとか、トイレへ行くなどで中断しても、また同じ活動を続ける。

12 欲しいもの（お菓子、ごちそう、プレゼントなど）がすぐにもらえなくても、我慢して待てる。

4 「やめなさい」「おいで」「だめだめ」などと言われても、勝手にどこかに行こうとする。

15 あなたが何回注意しても、近寄っては行けないところに行こうとしたり、さわってはいけないものを取ろうとしたりする。

★♪20 初めての人に抱かれたり、体をさわられたりすると、泣いたり、嫌がって母親にしがみついたりする。

♪41 他の人がそばにいると、あなたにしがみついたり、膝の上に乗りたがる。

37 初めての場所（初めていく家、お店、旅行先）で、最初の数分間、不安そうにしている。

31 あなたから離れる新しい環境（保育園、ベビーシッターなど）に、比較的はやく慣れる。

★♪29 知らない人にも、すぐに話しかける。

★♪36 知らない人に遊んでもらっていても、機嫌よくしている。

★♪28 座って遊ぶよりも、走ったり、飛び跳ねたりする遊びの方を好む。

★♪19 1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。

★♪13 新しいことに対して好奇心が強い。

♪33 初めての場所を探索している時、活発に動き回る（走る、飛び跳ねる、よじのぼる）。

21 同一の子どもとしばらく遊びが続く。

17 他の子どもたちと一緒にいる時、機嫌よくしている。

44 初めて見る小動物（小さな犬や猫）に近寄って行き、遊ぼうとする。

34 自分一人でいろいろしたがる。

★♪8 夕食の時に食べる量は、毎日大体同じである。

1 朝食の時に食べる量は、毎日大体同じである。

★♪39 ベッド（または布団）に入ってから眠るまでの時間は、一定である。

♪22 食べている時は、他のことに気をそらさずに最後まで食べる。

♪45 朝、目覚める時刻は、毎日大体同じである。

★43 一日の中で、一番活動的になる時間帯は、ほぼ決まっている。

42 昼寝の長さは、毎日大体同じである。

7 電話のベルやドアのチャイムがなると、食べるのをやめて音がした方を見る。

★♪25 電話のベルやドアのチャイムがなると、遊びをやめて音がした方を見る。

★♪30 誰かがそばを通ると、遊びをやめてそちらを見る。

★♪2 他の子どもたちの遊んでいる声が聞こえると、していることをやめてそちらを見る。

10 あなたが部屋に入ってくると、遊びを中断して、あなたの方を見る。

♪47 好きなテレビ番組を見ている時、あなたが呼びかけると、振り返ったり、テレビを見るのをやめる。

5 お気に入りのオモチャで遊んでいる時は、声をかけられても、無視する（気がつかない）。

注１）　下線のある斜字は逆転項目を示す。♪は24項目短縮版　★は18項目簡易版の質問項目。
注２）　順応性尺度は得点が高いほど、順応性が低いことを示す。

否
定
的
感
情
反
応

神
経
質

順
応
性

外
向
性

規
則
性

注
意
の
転
導
性
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1. 落ち着きがない。 1    2    3

2. 活発でない、元気がない。 1    2    3

3. よくすねる。 1    2    3

4. 寝付きがわるい。 1    2    3

5. 言うことをきかない。 1    2    3

6. 集中できない。 1    2    3

7. 愛情を示しても反応しない。 1    2    3

8. 要求がかなえられないと、気がすまない。 1    2    3

9. ほかの人のものを壊す。 1    2    3

10. 神経質で興奮しやすい。 1    2    3

11. よく泣く。 1    2    3

12. 食べるのを拒否する。 1    2    3

13. 大人にまとわりつく。 1    2    3

14. ひとに親しみをあらわさない。 1    2    3

15. 心配性である。 1    2    3

16. 癇癪（かんしゃく）を起こす。 1    2    3

17. ひどく怖がる、不安がる。 1    2    3

18. ほかの人の暴力をふるう。 1    2    3

19. 臆病である。 1    2    3

20. 恥ずかしがる。 1    2    3

21. まわりに関心を示さない。 1    2    3

22. 頑固である。 1    2    3

23. 年齢に比べ、幼すぎる。 1    2    3

24. 自分のものを壊す。 1    2    3

25. 自分のからにこもる。 1    2    3

26. グズグズ泣く。 1    2    3

27. 次々にすることが変わる。 1    2    3

　　　　未記入がないかご確認ください。

ご協力ありがとうございました。

当
て
は
ま
る

時
々
当
て
は
ま
る

当
て
は
ま
ら
な
い

お子さんの現在もしくは過去6ヶ月以内の状態について、以下の質問項目（1～27）にお答え下さい。
質問に書いてあることについて、当てはまらない場合は「１」、時々当てはまる場合は[２」、当てはま
る場合は「３」のうち、最もあてはまる番号１つに○をつけて下さい。
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1 子育てに失敗するのではないかと思うことがある

2 母としての能力に自信がない

3 何となく育児に自信がもてない

4 どうしつけたらよいか分からない

5 育児についていろいろ心配なことがある

6 この先どう育てたらいいのか分からない

7 子どもの発育・発達が気になる

8 よその子どもと比べて落ち込んだり自信をなくしたりする

9 つい感情的に接してしまう

10 育児について何かにつけ後悔する

11 子どもをわずらわしいと思うことがある

12 子どもを育てることが負担に感じる

★13 子どもと一緒にいるとき、心がなごむ

★14 子どもと一緒にいると楽しい

15 子どもを生まなければ良かったと思う

16 子どもを虐待しているのではないかと思うことがある

17 子どもを憎らしいと思うことがある

18 育児意欲がない

19 自分の時間がない

20 一人になれる時間がない

21 子どものために仕事や趣味を制限される

22 自分のペースが乱れる

23 家事を全てする時間がない

24 毎日同じことの繰り返しをしている

★：逆転項目

育児不安尺度

中
核
的
育
児
不
安

育
児
感
情

育
児
時
間

 
 

 

付 録 ７  育 児 不 安 尺 度  


